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 2015 年、成人した博物館として、ひとはくは調査・研究や生涯学習事業をはじめ、地域

活性化活動などにも精力的に取り組んでまいりました。 

 調査・研究活動の一環としては、最古のゴリラ祖先化石を含む 700～850 万年前の哺乳

動物化石群をサハラ砂漠以南の地域で当館研究員が初めて発見、英国科学雑誌 Nature に

報告するなどの成果がありました。また、丹波市における小型の卵化石の発見や篠山層群

より産出したカエル類化石の新種記載など、兵庫県内での研究活動にも活発に取り組みま

した。資料や展示については、羽田コレクション（カリバチ・アナバチ標本約 4 万点）を

寄贈受託したほか、常設展に新展示「ひょうごの岩石と鉱物」がオープンし、寄贈のクド

ウ地科学コレクションを活用するといった活動を行いました。また、館外の活動では、フ

ァーブル没後１００年記念事業の一環として、フランス・アベロン県との交流、ひょうご・

ふるさとミュージアムプロジェクトの開始などもありました。 

 兵庫県では、少子高齢化の進展や人口減少、東京一極集中の是正等の構造的な課題に対

応し、将来にわたり活力ある地域社会を構築していくため、地域創生に向けた取組みを推

進しています。その中で、われわれの博物館の果たす役割はますます重要になってきます。

地域の自然や文化に関する研究活動や資料の収集・蓄積はもちろんのこと、それらを活用

した環境学習や新たな地域活性化を支援する組織として、今後も活動を推進していく必要

があります。 

 これから成熟した博物館としての活動が求められるとともに、地域創生の組織としての

役割をいかに果たせるかも問われていると思います。皆様には温かく見守っていただきな

がら、厳正なご批判と、有益なご指導をいただければと期待いたします。 

 

兵庫県立人と自然の博物館  

館 長 中瀬 勲 
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昭和 44 年 2 月 26 日 「県立自然科学博物館設置について」県議会に請願が行われた。 
昭和 44 年 6 月 5 日 県議会において請願が採択された。 
昭和 48 年 6 月 兵庫県自然保護協会から環境保全・自然保護活動の分野の博物館設置について

要望書が提出された。 
昭和 51 年 5 月 ＩＦＨＰ兵庫国際会議が開催され、人間居住環境研究センターを設置する必要性が

認められた。 
昭和 59 年 4 月 自然系博物館建設調査費が予算計上された。 
昭和 61 年 12 月 兵庫県立自然系博物館建設基本構想（報告）が策定された。 
昭和 63 年 8 月 自然系博物館は三田市のホロンピア館を活用して建設することが決定した。 
平成元年 4 月 1 日 兵庫県教育委員会社会教育・文化財課に自然系博物館（仮称）設立準備室が設

立された。 
平成 3 年 12 月 研究・収蔵棟が完成した。 
平成 4 年 3 月 25 日 本館（ホロンピア館）の模様替え工事が完了した。 
平成 4 年 4 月 1 日 兵庫県立人と自然の博物館の設置および管理に関する条例および同規則が施行

され、同時に人と自然の博物館内に姫路工業大学自然・環境科学研究所が設立さ

れた。 
平成 4 年 6 月 25 日 ジーンファームが完成した。 
平成 4 年 9 月 20 日 エントランスホールが完成した。 
平成 4 年 9 月 30 日 コートヤードゾーン、屋内展示工事、情報センター設備が完成した。 
平成 4 年 10 月 9 日 兵庫県立人と自然の博物館開館および姫路工業大学自然・環境科学研究所開所

の記念式典が挙行された。 
平成 4 年 10 月 10 日 開館。 
平成 9 年 6 月 14 日 マレーシア国立サバ大学と国際学術交流協定を締結した。 
平成 9 年 11 月 4 日 文部省の科学研究費補助金取扱規定による研究機関に指定された。 
平成 10 年 3 月 12 日 日本育英会施行令による日本育英会の第一種学資金の返還を免除される職を置

く研究所に指定された。 
平成 11 年 11 月 13 日 NPO 法人「人と自然の会」（博物館ボランティア）と協力協定を締結した。 
平成 13 年 4 月 兵庫県教育委員会行政組織規則の改正に伴い、博物館の組織が大きく改編され

規則の改定を行い、博物館事業の新展開を公表した。 
平成 14 年 4 月 博物館事業の新展開を着実に推進するために、平成 18 年度までに実現さ           

せる数値目標と考え方を示した中期目標を公表した。 
平成 14 年 10 月 博物館が開館 10 周年を迎え、10 周年記念式典を執り行った。 
平成 16 年 4 月 県立大学の統合に伴い、博物館に設立する研究所を兵庫県立大学自然・環境科

学研究所に改称した。 
平成 18 年 6 月 猪名川町と協力協定を締結した。 
平成 18 年 9 月 丹波地域で恐竜化石が発見され、発掘を開始した。 
平成 19 年 3 月 新たな「兵庫県立人と自然の博物館」基本構想を策定した。 
平成 20 年 3 月 新たな「兵庫県立人と自然の博物館」基本計画を策定した。 
平成 20 年 4 月 「ひとはく恐竜ラボ」がオープンした。 
平成 21 年 7 月 加東市と協力協定を締結した。 
平成 21 年 8 月 佐用町昆虫館と連携協定を締結した。 
平成 22 年 6 月 篠山層群における恐竜・哺乳類化石等に関する基本協定を締結した。 
平成 24 年 10 月 博物館が開館 20 周年を迎え、20 周年記念式典を執り行った。 

平成 25 年 3 月 「ひとはく将来ビジョン」を策定した。 
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 ひとはくは、開館 20 周年の節目にあたり、これまでの成果を振り返るとともに、変化する社会状況に対応

しながら、いま、実践すべき戦略を検討し、これからのひとはくが目指すものを示した「ひとはく将来ビジョ

ン」を描き上げました。このビジョンは、ひとはくの今後あるべき姿を描くと同時に、日本の博物館の進むべ

き方向を示唆するものであると考えます。ひとはくは、これからもみなさまとの恊働を通じて博物館と地域の

未来について思索し、行動し、提言し続けていきます。 
 

ひとはく将来ビジョン 

3



 
 
 
 
 

○ 本館３階 

■ 兵庫の自然誌 

 兵庫県は日本海と瀬戸内海・太平洋に面した数少

ない県で、北部の多雪地帯から南部の暖温帯まで、

多様な自然があります。人々の生活は多様な自然の

影響を受けていますが、人々の生活、も各地の自然

のありように強く影響を与えています。 ここでは、

但馬、丹波、播磨、摂津、淡路の特色ある自然を標

本、映像、ジオラマなどで紹介します。「森に生きる」

には、兵庫県の野生動物をはく製で紹介しています。 

 

■ 人と自然 

先人達がいかに自然とうまくつきあってきたか、

現在その関係が急速に変化していることを、ジオラ

マ・映像などで紹介するとともに、“モノ”と“ゴミ”

が、豊かな暮らしのあり方や環境問題を問いかけま

す。 
 

 

■ナチュラリストの幻郷 

博物館の収蔵庫には多くの方々から寄贈していた

だいた資料が集められています。 
このコーナーでは江田茂氏による 27 万点に及ぶ

昆虫コレクションや小林桂助氏による貴重な鳥のコ

レクションをはじめとする、コレクション類の一部

を紹介しています。 
 

 

■丹波の恐竜化石 

2006 年 8 月に丹波市山南町で発見された大型草

食恐竜化石の肋骨、尾椎、血道弓などを展示してい

ます。同じ場所で見つかった他の恐竜の歯、小動物

の化石なども随時展示しています。 
 

 
 
 

常設展示の概要 
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○ 本館２階 

■ 水生生物の世界 

川や海といった水中に暮らす生物の食物連

鎖や環境への適応を展示しています。淡路の

ナガスクジラの骨格標本、アオザメの本剥製

や川の上中下流の魚類などの標本があります。 
 
 
 

■ ひとはく多様性フロア 〜魅せる収蔵

庫トライアル〜 
 開館から 20 年間に寄贈された標本や館員

が収集してきた標本などの一部を、 一般の来

館者にみえるように配置しました。これらの

標本は、間近で観察することができます。セ

ミナーや講義など、その場で研究員が解説す

る「演示」の手法で双方向での対話型の学習

にも活用されます。 

 
 

○ 本館 1階 

■ 地球・生命と大地 

約 35 億年前の生命の誕生から人類誕生ま

での生物の歴史を多くの化石標本でたどりま

す。また、森林の多様性、地球のプレート運

動、日本列島の生い立ちを紹介します。 
  
 
 
 
 
 

    
 

2015 年には動く大地の一部改修工事を行

い、寄贈されたクドウ地科学コレクションの

鉱物資料を中心に兵庫県に産する岩石や鉱物

を紹介する「ひょうごの岩石・鉱物」コーナ

ーを新設しました。
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■共生の森 

ラフレシアやオランウータンなど赤道直下

のボルネオ島の貴重な標本類を展示していま

す。生物多様性の豊かな熱帯雨林を体感しな

がら学ぶことができます。 

 

 

 

○ 本館４階 

■ひとはくサロン 

自由に閲覧できる「図書コーナー」や、 
自然環境についての最新の情報が集められて

いる「情報コーナー」のほか、「さわれる標本

コーナー」「休憩コーナー」などがあります。

平成26年度末、情報システム更新に伴い一

部改修が行われ、博物館の標本や情報により

アクセスしやすい環境が整いました。 
 

 
 
 
 

○ ひとはく恐竜ラボ 

恐竜化石のクリーニング作業及び展示等を

行う施設として「ひとはく恐竜ラボ」が2008
年4月にオープンしました。研究員などによ

る作業風景を間近に見ることができます。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 ※ 移動博物館車『ゆめはく』 

 ひとはく開館20周年にあわせて、2012年に移動博物館専用の２t車「ゆめはく」を導入しました。「ゆ

めはく」は、車体がそのまま展示室になります。これによって、まったく展示施設のないところでも、さ

まざまな資料を展示することができるようになりました。 
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(1) 規模 

・敷地（設置許可・使用承認面積）：37,988m2、延床面積：18,951 m2 

(2) 建物構造 

・本館（鉄骨 4 階建） 建面積：4,221 m2、延床面積：12,222 m2 

・エントランスホール（鉄筋コンクリートドーム型） 建面積：360 m2、延床面積：360 m2 

・研究、収蔵庫棟（鉄筋コンクリート 3 階建） 建面積 2,327 m2、延床面積：5,988 m2 

・ジーンファーム管理棟（軽量鉄骨平屋） 建面積 121 m2、延床面積：121 m2 

・ひとはく恐竜ラボ（鉄骨平屋） 建面積 260 m2、延床面積：260 m2 

(3) 施設の概要 

・本館（鉄骨 4 階建） 

 建築家丹下健三氏の設計による全面ハーフミラー張りの建物。展示関係のスペースをはじめとして、研究部・総

務課・生涯学習課･情報管理課を設置。さらに 500 人収容のホロンピアホールも設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ひとはく恐竜ラボ 

 恐竜等の化石クリーニングを進めるための施設。 

クリーニング室、資料室、倉庫のほか、作業を公開 

し、発掘調査の成果を展示するホールを設置。 

 

・ジーンファーム 

 ジーンバンク事業を実践とする場として圃場・ガラ 

ス室・研究温室・育成温室・昆虫網室、管理棟を設 

置し、主に県内産の重要植物の保護・増殖に活用。 

施設の概要 
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・研究、収蔵庫棟（鉄筋コンクリート 3 階建） 

 研究や資料整理のための各設備と資料の保存条件に合わせた各収蔵庫を設置。屋上には植栽を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ・エントランスホール（鉄筋コンクリートドーム型） 

                            博物館への導入的役割を果たしているハーフミラー張りで 

                           ドーム型屋根の建物。観覧券の発売や博物館の総合案内を 

                           実施。 

 

 

(4) 施設状況 

・展示関係：4,124 m2 

・管理関係：349 m2 

・収蔵関係：2,966 m2 

・研究関係：2,105 m2 

・教育普及関係：1,324 m2 

・エントランス：360 m2 

・機械、その他：7,723 m2
 

8



 

 

 

（１）組 織 図                                         平成 28 年 4 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）職 員 数 
平成 28 年 4 月 1 日現在 

※1
（併任）は兵庫県立大学 自然・環境科学研究所教員の併任、※2

県政推進事務員、※3
化石整理技術指導員 

                    ※4
科学コミュニケーター、※5

企画運営推進員 

 

区  分 事務職 研究職 技能労務職 非常勤嘱託員 合 計 

総務課 6  1 3（館長・名誉館
長）+3※2 13 

情報管理課 2   2※2 4 

生涯学習課 4   3※2 7 

自然・環境評価研究
部  5 

（併任 7※1）  5※2+1※3 11 
（併任 7※1） 

自然・環境マネジメント
研究部  4 

（併任 6※1）  5※2 9 
（併任 6※1） 

自然・環境再生研究
部  3 

（併任 7※1）  4※2+2※4+3※5 12 
（併任 7※1） 

合  計 12 12 
（併任 20※1） 1 31 56 

（併任 20※1） 

組織と職員 
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（３）職員配置      （平成 28 年 4 月 1 日現在） 
 
名誉館長 河合 雅雄 
名誉館長 岩槻 邦男 
館  長 中瀬 勲 
次 長（事務系） 坂田 昌隆 
次 長（研究系） 高橋 晃※ 
次 長（事業系） 田原 直樹※ 
館長補佐 山本 諭 
事業推進部長 佐藤 裕司※ 
 
【マーケティング及びマネジメント部門】  
■総務課  
課  長 山本 諭 
主  査 西村 敦 
事務職員 沖 祐美子 
事務職員 広岡 由記子 
事務職員 石津 成美 
技  師 塚本 健司 
■企画・調整室（研究員兼務）  
室  長 石田 弘明※ 
副 室 長 和田 年史※ 
研 究 員 池田 忠広 
研 究 員 上田 萌子 
■ビジョン実現タスクフォース（研究員兼務） 
リーダー 田原 直樹※ 
サブリーダー 橋本 佳明※ 
主任研究員 赤澤 宏樹※ 
主任研究員 山内 健生※ 
研 究 員 大平 和弘 
 
【事業推進部門】  
■情報管理課  
課  長 船越 充 
指導主事 中前 純一 
■生涯学習課  
主任指導主事兼課長 安井 健二 
指導主事 上田 雄一郎 
教育事務推進専門員 笹倉 達義 
社会教育推進専門員 余田 敏 
■生涯学習推進室（研究員兼務）  
室  長 半田 久美子 
副 室 長 八木 剛 
主任研究員 藤井 俊夫 
主任研究員 大谷 雅人※ 
研 究 員 菊池 直樹 
 
【研究開発部門】  
■自然・環境評価研究部  
研究部長 太田 英利※ 
（地球科学研究グループ） 
事業推進部長 佐藤 裕司※ 

主任研究員 古谷 裕※ 
主任研究員 三枝 春生※ 
主任研究員 加藤 茂弘 
主任研究員 半田 久美子 
研 究 員 池田 忠広 
研 究 員 菊池 直樹 
（系統分類研究グループ） 
研究部長 太田 英利※ 
主任研究員 秋山 弘之※ 
主任研究員 橋本 佳明※ 
主任研究員 高野 温子 
主任研究員 山内 健生※ 
■自然・環境マネジメント研究部  
研究部長 高橋 鉄美※ 
（生態研究グループ） 
研究部長 高橋 鉄美※ 
主任研究員 三橋 弘宗※ 
主任研究員 和田 年史※ 
研 究 員 布野 隆之 
研 究 員 三原 菜美 
（環境計画研究グループ） 
次 長（事業系） 田原 直樹※ 
研 究 員 藤本 真里※ 
主任研究員 赤澤 宏樹※ 
研 究 員 上田 萌子 
研 究 員 大平 和弘 
■自然・環境再生研究部  
研究部長 石田 弘明※ 
（生物資源研究グループ） 
研究部長 石田 弘明※ 
主任研究員 藤井 俊夫 
主任研究員 橋本 佳延 
主任研究員 大谷 雅人※ 
研 究 員 黒田 有寿茂※ 
（コミュニケーション・デザイン研究グループ） 
次 長（研究系） 高橋 晃※ 
主任研究員 三谷 雅純※ 
主任研究員 八木 剛 
研 究 員 小舘 誓治※ 
研 究 員 鈴木 武※ 
■研究・シンクタンク推進室（研究員兼務） 
室  長 高橋 鉄美※ 
副 室 長 三谷 雅純※ 
主任研究員 三枝 春生※ 
■資料管理室（研究員兼務） 
室  長 高野 温子 
副 室 長 加藤 茂弘 
研 究 員 布野 隆之 
 

※ 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所教員（併任） 
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■自然・環境評価研究部 

自然環境保全の基盤となる地形学や地質学、過去と現在の生物を対象とした分類学や形態学、

生物地理学等の分野の調査研究と資料収集活動に取り組んでいます。 

本研究部では、これらの成果に基づき、過去から現在、そして兵庫県から地球レベルにいたる自

然環境の変遷や生物相の由来、生物多様性を創出し維持している共生関係の解明を進め、自然環

境保全のための有効な提案を行っていきます。 

 
 

■自然・環境マネジメント研究部 

人間の生活は、農山村はもちろんのこと、都市においても自然と深く結びついて成立しています。

人間による自然へのインパクトが強力になっている現在、自然と環境のマネジメントが不可欠になっ

ているのは、このことによります。 

本研究部では、人間と野生動物の共存、自然と調和した地域づくり、都市の再生などに関する資

料収集・調査・研究を行い、未来の人と自然のあり方を探求します。 

 

 

■自然・環境再生研究部 

植生・植物に関する保全生態学や保全生物学の研究を行っています。現在、さまざまな要因によ

って自然が破壊され、里山林や半自然草原などの植生やフジバカマ、エビネ、カザグルマなどの植

物が危機的な状況にいたっています。 

本研究部では、そのような状況にある植生や植物の保全・復元・創出活動を積極的に進めていま

す。このような活動を通じて、県下の植生・植物の生態情報の収集や貴重種のジーンファーム（ジー

ンバンク機能を果たす圃場）における増殖などの事業も展開しています。 

 

 

各研究部の概要 
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平成 27 年度事業報告 
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 諏訪 元教授（東京大学総合研究博物館）を代表者とするエチオピアや日本などの海外国際学術調査隊

の研究分担者として、エチオピア中部のチョローラ村で、約 1000 万年前の地層から産出する哺乳類化

石の調査を 2004 年から続けてきました。2006～2007 年の調査では大型類人猿の犬歯や臼歯の化石が 9

個発見され、歯の特徴から、約 1000～1100 万年前に生息していたゴリラの祖先にあたる新属新種、チ

ョローラピテクス・アビシニクスとして英国科学雑誌 Nature に報告しました（Suwa et al., 2007）。

チョローラピテクスは、ゴリラの祖先とチンパンジー・人類の共通祖先の分岐が約 1000 万年前より古

いことを示し、約 500～600 万年前という当時の分岐年代を倍近く遡らせるものでした。このため多く

の研究者は、チョローラピテクスの時代に疑問を感じていました。 

 2010 年からはチョローラピテクス化石の時代を確立する調査に加えて、より新しい時代の地層へと調

査範囲を広げ、新たな哺乳類化石の探索を始めました。その結果、チョローラピテクス化石の産出層は、

約 940万年前と推定される溶結凝灰岩層よりも新しく、約 800万年前であることが明らかになりました。

さらに 4 地点で約 750～700 万年前の哺乳類化石を産出する地層を発見しました。最終的に約 850～700

万年前にわたる 6地点の地層から、チョローラピテクスの化石をはじめ、ゾウ、カバ、イノシシ、ウマ、

レイヨウ、げっ歯類、ウサギ、肉食獣、サルを含む、合計数百個に達する哺乳類化石が得られました。

2016年 2月には、これらの成果を Nature誌で報告しました（Katoh et al., 2016）。時代が 200万年若

返ったとは言え、800 万年前のゴリラの祖先化石は世界最古のものです。また、800 万年前にはゴリラ

の祖先とチンパンジー・人類の共通祖先が分岐していたことが確定し、人類の誕生（チンパンジーと人

類の分岐）が古くとも 1000 万年前以降で、700～800 万年前である可能性が高いことが示されました。

人類誕生期の哺乳類化石の産出層の存在を、サハラ砂漠以南の地域で初めて報告できたのでした。 

 エチオピアの国際学術調査には 1994 年に初めて参加しました。その後も毎年のように参加できたの

は、諏訪先生のおかげとともに、研究を支援いただいた歴代館長をはじめとする博物館スタッフのみな

さん、とりわけ自然・環境評価研究部の地学系研究員のみなさんのおかげです。また、兵庫県教育委員

会の研究活動への理解と応援が無ければ、世界的な研究成果の発表にたどり着くことはできませんでし

た。これらのみなさんに深く感謝しつつ、研究型博物館として出発した人と自然の博物館の未来に少し

でも貢献できるよう、今後も努力していきたいと思います。 

（自然・環境評価研究部 加藤茂弘） 

 

 

 

 

ひとはくトピックス 

最古のゴリラ祖先化石を含む 700～850 万年前の哺乳動物化石

群をサハラ砂漠以南の地域で初めて発見、英国科学雑誌 Nature

に報告 
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新たに 800万年前の年代が確定したチョローラ

ピテクスの上あごと下あごの臼歯（2007年発見

の化石標本）          Ⓒ諏訪 元 

 

 

940 万年前と推定された溶結凝灰岩層を調べる

加藤茂弘主任研究員       Ⓒ諏訪 元 

 

2010～2015 年の調査で新たに発見された約

800万年前のオナガザル類の臼歯化石．複数の

種が発見されている．     Ⓒ諏訪 元 
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丹波市山南町上滝の篠山川河床に露出する篠山層群下部層（約一億一千万年前）からは竜脚類恐竜

（Tambatitanis amicitiae, 通称丹波竜）が発掘されています。この発掘現場からほんの数メートル上

流の地点を、2015年 10月 19～22日に、地元ボランティア有志の方々とひとはくの研究員が試掘したと

ころ、形状を留めた小型獣脚類恐竜もしくは鳥類の卵の化石が発見されました。国内では、これまで恐

竜の卵の破片の化石は発見されており、2015年 8月には丹波竜の発掘現場から発掘された恐竜の卵の破

片化石 5タイプ（うち一つは新卵属新卵種 Nipponoolithus ramosus）が論文で公表されています。しか

し、卵の形状を留めたものが発見されるのは国内ではこれが初めてです。しかも数個の卵の化石が密集

して発見されました。まだ試掘段階なので、この密集状態が巣の一部であるかどうかは不明です。しか

し、今後本格発掘をすれば、完全状態で卵が並んだ巣が発見されるかもしれません。白亜紀前期の小型

獣脚類恐竜や鳥類の卵化石は世界的にも稀なので、現段階でもすでに貴重な発見といえますが、今後の

発掘で巣の発見となれば、恐竜類・鳥類の繁殖行動の進化を解明する上でさらに貴重なものになります。 

（自然・環境評価研究部 三枝春生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波竜発掘現場脇から小型の卵化石を発見 2 

丹波市山南町上滝で発見された形状を留めた小型獣脚類恐竜 

もしくは鳥類の卵の化石 

卵の化石の産出状態 
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 丹波市山南町に分布する篠山層群（白亜紀前期：約 1 億 1 千万年前）からは、丹波竜（Tambatitanis 

amicitiae）を代表する恐竜化石とともに、無数のカエル類化石が発見されています。その多くは、脛

腓骨（脛部）や橈尺骨（前腕部）といった遊離した部分骨ですが、ほぼ完全な状態で保存されている体

骨格標本が二点発見されています。これらについて詳しく検討したところ、これらは独自の特徴（固有

派生形質）は示さないものの、両凹型の椎骨や肋骨の保持といった原始的な特徴を示し、また他の中生

代や原始的なカエル類との違いが認められることから、それぞれ新属・新種、Hyogobatrachus wadaii gen. 

et sp. nov.（ヒョウゴバトラクス・ワダイ）、Tambabatrachus kawazu gen. et sp. nov.（タンババト

ラクス・カワズ）として 2016 年 2 月に記載報告されました。この時代のカエル類化石は世界的にも珍

しく、カエル類の進化の過程を解明する上で有益な資料といえます。 

（自然・環境評価研究部 池田忠広） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原著論文紹介サイト 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711530149X 
博物館の HP 
http://www.hitohaku.jp/research/h-research/kaseki-20160203.html 
 

 

 

篠山層群より産出したカエル類化石 3 

Hyogobatrachus wadaii gen. et sp. nov. 

（ヒョウゴバトラクス・ワダイ） 

Tambabatrachus kawazu gen. et sp. nov. 

（タンババトラクス・カワズ） 
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ダイオウイカ Architeuthis dux Steenstrup, 1857は、胴体部（外套膜）と頭腕部および本種の特徴

となる 2 本の長い触腕を合わせた全長が 10 m を超える無脊椎動物の中で最大級の生物ですが、幼体や

小型の若体の採集記録はごくわずかで、初期生活史に関する情報がほとんどありません。このたび、九

州沿岸と日本海南西海域において、これまで記録されたことがない体サイズ（胴長 10-30 cm 程）のダ

イオウイカ若体（合計 3個体）が発見・採集されました。それらの標本を基にダイオウイカ若体の形態

を記載し、国際学術雑誌「Marine Biodiversity Records（MBR8, e153）」に研究論文が掲載されました。

本研究により、これまで知られていなかった若いダイオウイカの生時の姿形や腕の吸盤数を含めた各体

部位の詳細が初めて明らかとなりました。 

国内外の多くの人々が興味関心を持つダイオウイカは、海洋生態系における高次捕食者であり、その

幼若体の情報も海洋環境や海洋生物多様性を理解する上で重要なデータとなります。今後も各地域から

本種の標本資料を収集して調査研究を重ねていくことで、謎の多いダイオウイカの繁殖や初期生活史の

解明が期待されます。 

（自然・環境マネジメント研究部 和田年史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで確認されていなかった体サイズのダイオウイカ 

若体を発見 4 

鹿児島県内野浦湾で採集されたダイオウイカ 

（採集直後の生時の写真）（撮影：山田守彦） 

a)島根県浜田市沖で採集されダイオウイカ若体 

（撮影：寺門弘悦） 

b) 頭頸部拡大写真 

c) 外套膜後端にある鰭の拡大写真 
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人博では常木博士の 600点近い日本産ハチ類のタイプ標本（新種が記載されたときに基準とされた標

本）をはじめ、岩田カリバチ標本コレクション 8,600 点、坂上ハナバチ標本コレクション 32,000 点、

桃井ヒメバチ標本コレクション 28,600 点（桃井コレ）、猪俣ハバチ標本コレクション 14,000 点など世

界でも有数のハチ類コレクションを収蔵しています。今年度は、常木博士から指導を受け、ハチ研究者

になられた羽田義任氏の 40,000 点に及ぶハチ類標本の寄贈をいただきました。この羽田コレクション

には日本産カリバチ・アナバチほぼ全種のオスとメスの標本が揃って収蔵されており、ハチ類分類学研

究や生物多様性解明のための重要な資料となるものです。また、カリバチやアナバチは、ファーブル昆

虫記にも取り上げられた、昆虫としては珍しい子育てや社会生活をする習性をもち、自然や環境への興

味を高める学習資料としても貴重なコレクションです。 今後、寄贈いただいた羽田コレクションの整

理を進め、研究や展示、生涯学習プログラムへの活用を図って行きます。 

（自然・環境評価研究部 橋本佳明） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽田コレクション（カリバチ・アナバチ標本約 4万点）を 

寄贈受託 
5 

ひとはくへの標本の移動 
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 平成 28年度に、養父市和田山町在住の工藤智巳さんより岩石・鉱物の標本の約 300点からなるクドウ

地科学コレクションを寄贈頂きました。このコレクションには、兵庫県の天然記念物である大屋町のヒ

スイ輝石岩やその母岩の蛇紋岩、それらに伴って産出する曹長岩や角閃石岩などの岩石が含まれます。

また、但馬地方の鉱山を主とする金属・非金属鉱物の標本は、兵庫県の鉱産資源の特色を知るうえでた

いへん貴重です。 

クドウ地科学コレクションの貴重な標本を主体として平成 28 年 11 月 1日から、1階常設展に新展示

「ひょうごの岩石と鉱物」を公開しました。珍しい白いヒスイ輝石岩や日本・世界各地のヒスイ標本を

展示し、大屋町のヒスイ発見の歴史やヒスイの成因や特色を説明するコーナーと、生野・明延・中瀬の

兵庫県三大鉱山の鉱石を主に、さまざまな金属・非金属標本を展示し、兵庫県の鉱山の歴史や鉱産資源

の特色を理解頂けるコーナーに分かれています。きれいに磨かれたヒスイ輝石岩と、蛇紋岩や曹長岩な

どの大型の岩石標本は、手で触れて頂けます。 

この新展示には、収蔵する岩石・鉱物標本を追加して陳列していく予定です。多数の標本を見て、兵

庫県の岩石・鉱物の多様性と素晴らしさを感じて頂ければ幸いです。 

 （自然・環境評価研究部 加藤茂弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設展に新展示「ひょうごの岩石と鉱物」がオープン、

寄贈のクドウ地科学コレクションを活用 6 

切断して磨いた大きなヒスイ輝石岩の標本 ヒスイ輝石岩に付随する曹長岩（白色部） 

と角閃石岩（青緑部） 
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2000 年に兵庫県が淡路島で開催した国際園芸・造園博「ジャパンフローラ 2000」に、ファーブルの

故郷フランス国アベロン県が出展したことを契機として、兵庫県のひとはくとアベロン県のミクロポリ

ス（ファーブル昆虫館）は交流協定を結び、両館で様々な活動を展開してきました。2015年は、ファー

ブルが世を去って 100 年目にあたります。それを記念して、特別に交流事業を実施するために、11月に

ひとはくから研究員がアベロン県を訪問し、協議を行いました。その協議で、アベロン県から日本の人々

にもっとファーブルの故郷アベロン県とミクロポリスのことを知ってもらいたいというメッセージを

いただいたので、ひとはくで、「ファーブルの故郷からのメッセージ  - ひとはくとアベロン県・ミク

ロポリスの国際交流活動報告展」を開催することにしました。展示は、2016 年 4 月 10 日から 5 月 10

日まで人博本館 4F ひとはくサロンで開催、多くの来館者に展示を観覧いただいただけでなく、本展の

様子をアベロン県県庁のホームページでも特別に掲載いただきました。 

（自然・環境評価研究部 橋本佳明） 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

フランス・アベロン県との交流 —ファーブル死去１００年記念

事業を実施しました 7 

アベロン県への訪問 

ひとはくでの展示 地元の新聞記事への掲載 
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2002年度から本格的に始まった「ひとはくキャラバン」は、館員が県下各地に出張し、セミナーや展

示活動などのプログラムを実施するもので、ひとはくの主要な活動の一つになっています。一方で、県

内でのひとはくの知名度はまだそれほど高いとはいえず、地域の方々とともにじっくり学習する機会も

そう多くはありません。そこで、一定の期間、特定の地域に集中的に出かけていくことで、新たに地域

との関係を築いていこうと、「ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト」を開始しました。これ

までのキャラバン先や県内での関係構築の状況を考慮し、検討を進めた結果、今年度より一定期間に渡

り、淡路の自然の魅力をさらに発掘すべく、プロジェクトを試行することとなりました。 

 今年度はまず、南あわじ市の国立淡路青少年交流の家で開催された「淡路うずしおフェスティバル」

にゆめはくで出展し、淡路にちなんだ展示や体験プログラムを実施しました。翌日は、交流の家に隣接

する吹上浜で、地層観察や漂着物を採集するセミナーを実施しました。漂着物のセミナーでは、砂浜に

あるものを拾ったのち、人工物や自然物などのカテゴリーに分類し、それらの正体を図鑑を使ってみん

なで調べました。さらに、ラベルをつけて標本にし、箱に入れて「ミュージアムボックス」が完成しま

した。調べて終わりではなく標本にすることで、事後学習での活用が期待できます。今後は、研究員に

よる淡路各所でのセミナーの実施や、地域で関心の高まっているテーマに特化したキャラバンなどを進

めていく予定です。 

  （自然・環境マネジメント研究部 上田萌子） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクトを開始 8 

吹上浜での漂着物の採集 漂着物のミュージアムボックス 
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プロジェクト学習とは、兵庫県立大学附属中学校の生徒と当館の研究員が共に調査・研究を実施する

学習プログラムです。この活動の一環として、附属中学校の生徒 6名は「カラスのごみ被害とその解決

策」を 2年間にわたり調査・研究し、その成果は、第 14回出る杭大会において大賞を受賞しました。 

 生徒たちは、上郡町をモデルケースとして、町内のすべてのごみステーション（466カ所）を調査し、

カラス対策を実施していないごみステーションの分布を「見える化」しました（写真 1）。その後、カラ

ス対策が実施されない原因をインタビュー方式で調査し、従来のカラス対策（写真 1 の右下）に、「①

通行の妨げになる」、「②価格が高い」、「③ごみが収まり切らない」といった 3つの問題点があることを

解明しました。また、これらの問題点を解決するために新たなカラス対策を検討し、「折りたたみ式ご

みステーションを 2～4個設置すること（写真 2）」が最も適した解決策であることを明らかにしました。 

 さらに、新しいカラス対策を上郡町内に普及するため、生徒たちは、出る杭大賞の賞金で折りたたみ

式ごみステーション 4台を購入し、上郡町に寄贈しました。現在、生徒たちが寄贈した折りたたみ式ご

みステーションは、上郡町本町自治会で使用されています。 

  （自然・環境マネジメント研究部 布野隆之） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兵庫県立大学附属中学校プロジェクト学習の「人とカラスの

共生班」が出る杭大賞を受賞しました 9 

カラス対策 あり
カラス対策 なし

写真 1．カラス対策を実施していないごみステーション（ ）

とカラス対策を実施しているごみステーション（ ）の分布．

右下の写真は、（ ）で実施されていたカラス対策． 

写真 2．生徒たちが考案した新しいカラス対策． 

22



 

 

 

 

 

ひとはくでは、生涯学習を推進するにあたって、開館以来様々な年齢層に向けたプログラムを行って

きましたが、小さな子どもたちに対しては、一部の研究員やフロアスタッフによって担われていたもの

の、比較的弱い部分として課題となっていました。そこで平成 23 年度に「キッズひとはく推進室」を

設置し、主に未就学児～小学校 3年生くらいまでの小さな子ども（キッズ）を対象とする具体的な取り

組みを開始することになりました。この取り組みは、同年から国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）

の支援を受ける（平成 23～27 年度）ことで、大きく展開することができました。その期間、子どもた

ちの科学的好奇心を育成することを目指して、様々なキッズ向けのプログラムを開発し、小さな子ども

の指導者（担い手）の育成などを行ってきました。その中で、キッズやその家族が楽しめるプログラム

を用意した「Kidsサンデー」を月の第 1日曜日に実施したり、児童館や幼稚園などへ展示やプログラム

を持っていく「Kids キャラバン」（アウトリーチ活動）を実施するなどして進めて行きました。その結

果、とかく敷居が高いと言われたひとはくも、今やベビーカーが当然の状態になっています。この成果

とノウハウは、地元三田市（有馬富士自然学習センター）や、遠く福島県の棚倉町へも波及しつつあり

ます。科学の原点である好奇心の育成への、ひとはくのさらなる取り組みにご期待を！ 

  （キッズひとはく推進プロジェクト 小舘誓司） 

 

 

 
 
 

「のびのびキッズのこうきしん」次のステージへ！ 10 

「Kidsサンデー」の日の、小さい子どもを含

む家族連れ 

「Kidsサンデー」でのプログラムの様子 
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 人と自然の博物館では、その活動内容をよりわかりやすくかつ明確にするために、平成 14 年度か

ら「中期目標」と「措置」を設けています。中期目標はいわば博物館の行動の指針となる大項目であり、

それぞれに達成を目指すべき目標値（指標）が設定されています。さらに中期目標各項目の下位項

目として「措置」を設定し、博物館活動の活性化に資する取り組みを数値で把握するようつとめてい

ます。 

 

● 第１期中期目標  平成 14 年度（2002 年度）〜18 年度（2006 年度） 

● 第２期中期目標  平成 19 年度（2007 年度）〜24 年度（2012 年度） 

＊開館 20 周年にあたって策定した「ひとはく将来ビジョン」を反映

させるため期間を 1 年延長 

● 第３期中期目標  平成 25 年度（2013 年度）〜29 年度（2017 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度事業報告 

24



 
 
 
 
すべての活動の基礎となる研究を引き続き精力的に遂行し、成果を還元します。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

2 一般向け著書・その他著作数 

1 学術論文・図書数 

学会等の査読を経て掲載された学術論文と専門図書数 

            

            

                 

                 

                  

 

 

 

 

 

論文（総説・その他）、一般向け著書，雑誌・新聞等の著作数 

              

              

中 期 目 標 ： 35 本/年 

平成 27 年度 ： 47 本（134％） 

 

中 期 目 標 ： 60 本/年 

平成 27 年度 ： 48 本（80％） 

 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 学術論文・専門図書数については、目標を大きく上回る成果が得られました。また学会発表件数や

研究助成金獲得数・金額も、目標を上回っています。一方、一般向け著書等の数は、例年と比較して

も低い値で推移しました。平成26年冬より研究論文を利用者にも理解しやすく優しい言葉で伝える「研

究新着コーナー」を4階ひとはくサロンで展開しているほか、平成27年度末ではその内容をHPでも公開

しているものの、研究成果をわかりやすい読み物として広く発信する点に課題を残しました。 

 

平成 28年度の取り組みに向けて 

 引き続き、最新の研究成果の発信に取り組むとともに、来館者にとってもわかりやすい言葉使いの読

み物を提供できるよう、様々な媒体を活用して情報発信に努めます。 

1-1 研究活動 

 研究 

 シンクタンク 

推進室 

44 

77 

55 

91 89 

76 

44 47 47  

0

35

70

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

58 

140 

59 

113 

79 
63 

70 
77 

48  

0

60

120

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
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特色ある質の高い資料を収集・整理し、利活用を推進します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 資料の利活用点数 

1 資料の登録点数 

「ひとはく資料データベース」への年間登録件数 

                             

                                                

館内展示・館外展示・貸出点数・マルチメディア等データ提供点数の合計 

                  

中 期 目 標 ： 10,000 点/年 

平成 27 年度 ：7,470 点（75％） 

 

中 期 目 標 ： 5200 点/年 

平成 27 年度 ：9,932 点（191％） 

 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 データベース化については目標値に到達することができなかったものの、館外データベース（GBIF）

との連携を中心に、順調に進めることができました。 

 

平成 28年度の取組に向けて 

 資料標本のデータベース化については、ラベルデータのみならず、標本画像データについてもより

一層進めます。展示等への既存資料の活用は順調ですが、やや手薄になっている研究活動に生か

す点について、論文の執筆・出版を中心にさらに推進します。 

1-2 資 料 

 資料収蔵 

システム 

タスクフォース 
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「地域資源の保全・利活用の最適化をはかる」ことを目的としたコミュニティシンク

タンク活動を展開します。 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 県政・市町行政に対する貢献度 

1 受託件数 

調査研究受託契約件数 

                  

                  

 

 

 

 

 国・県・市町関連の委員会参画数および相談件数 

                   

中 期 目 標 ： 15 件/年 

平成 27 年度 ： 13 件（87％） 

 

中 期 目 標 ： 1100 件/年 

平成 27 年度 ： 850 件（77％） 

 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 受託件数については目標値を下回ったものの、おおむね例年通りの数値を維持しています。一方、

県政・市町行政に対する貢献度では、平成 23 年度末にベテラン研究員の退職に伴い数値が低下して

以降、数値が回復しておらず、機能の低下が浮き彫りになっています。 

 

平成 28年度の取り組みに向けて 

受託件数については、継続の案件でよりよい成果を提供していくとともに、活発な研究・資料活動を

背景とした当館のシンクタンク活動について PR し、受託件数の拡大に努めます。 

県政・市町行政に対する貢献度の向上には、まずは各行政機関に対し当館研究員の専門分野や研究

成果を紹介し、当館のシンクタンク機能を知っていただくことが大切です。そのためには、行政担当者

と情報交流する機会を博物館側から積極的につくっていく必要があります。共生のひろばなどの館主

催行事に多くの行政担当者が参加してもらえるよう働きかけるなどの対策をはかります。 

1-3 シンクタンク活動 

 研究 

シンクタンク 

推進室 
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好奇心を刺激する「演示」手法により、あらゆる世代に学び続ける場を提供します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

2 生涯学習プログラム 

1 利用者数 

2-1.主催プログラム実施件数       2-2.主催プログラム参加者数 

 

 

 

 

 

                   

総ビジター数                

                                     

                       中 期 目 標： 800 千人/年 

平成 27 年度：841 千人（105％） 
 

中 期 目 標： 1550 件/年 

平成 27 年度：1,365 件（88％） 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 総ビジター数が前年比約 2.7％増加した点については、H26 年の課題を踏まえた取組みができてい

ます。しかし、本館へのビジター数だけを見ると、約 13,000 人減（前年比 9.5％減）となり、課題が残りま

した。また、主催プログラム件数は目標値を下回りましたが(達成率 88%)、主催プログラムに係る参加者

数は目標を達成し(達成率 107%)、プログラムの質的には利用者のニーズに応じたものになりました。 

平成 28年度の取組に向けて 

 学校、幼稚園、保育園等からの新規団体の来館を伸ばす取組み、また一般来館者のリピーターの増

加を図る取組みを推進していきます。そのために、「展示の刷新」「イベントの工夫」「新たな広報活動」

を展開し、すべての年齢層の方々にとって、「行って、学びたくなる」プログラムの開発やサービスの向

上に努めます。 

2 生涯学習支援 

  

生涯学習課 

中 期 目 標：50,000 人/年 

平成 27 年度：53,680 人（107％） 
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地域研究員・連携活動グループ等の担い手の成長を支援し、活躍の場をつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 地域研究員・連携活動グループ主催事業実施件数 

1 地域研究員・連携活動グループ登録者数 

                   

                   

中 期 目 標 ： 500人（H29時点） 

平成 27 年度 ： 551 人（110％） 

中 期 目 標 ： 40 件/年 

平成 27 年度 ：52 件（130％） 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 館展示室において、展示や演示が可能なスペースの整備をここ数年継続しており、外部からの展示

の依頼も増えてきました。地域研究員や連携活動グル―プの方々には、年間を通じてセミナーや様々

なプログラムを実施いただきました。人材育成、事業連携に関連する数値は、前年度と同様のものが

多いようです。今年度の新しい試みとして、共生のひろばを発展させた「ひょうご・ふるさとミュージアム」

という事業を淡路でスタートさせることができました。 

 

平成 28年度の取組に向けて 

 様々な人材育成に関する事業を今後、増やしていくと同時に、新しい地域研究員、連携活動グルー

プとして登録いただけるように日常的な博物館活動を通じて該当する方々に呼び掛けて行きたいと考

えています。 

3 人材育成と活躍の場の整備 

  

生涯学習 

推進室 

3 地域研究員・連携活動グループ主催事業参加者数 

                   

中 期 目 標： 3,000 人/年 

平成 27 年度：4,123 人（137％） 
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多様な主体と連携し、全県的に事業を展開します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
s 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 連携（協力・共催）事業 

1 アウトリーチ事業 

2-1. 連携事業件数            2-2. 連携事業参加者数 

 

 

 

 

1-1. ゆめはく稼働日数         1-2. ゆめはく参加者数 

 

 

 

  

中 期 目 標 ： 50 日/年 

平成 27 年度 ： 33 日（66％） 

中 期 目 標 ： 65 件/年 

平成 27 年度 ：73 件（112％） 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 アウトリーチ事業では、移動博物館車「ゆめはく」の稼働日数は目標値に達していませんが、参加者数

は目標値の 2.4 倍に達しました。連携事業については、連携事業の件数および参加者数ともに目標値を

上回っています。特に、連携事業参加者数がここ数年の中でも最も多い数値となり順調です。 

 

平成 28年度の取組に向けて 

 連携事業に関しては、新しい連携を目指して日常的な博物館活動を行いたいと考えています。アウト

リーチ活動として、移動博物館車「ゆめはく」で、平成 26 年度から実施している「小さな学校キャラバ

ン」を来年度も実施する予定です。また、新しい事業として県内の遠隔地の幼稚園・保育所などを訪問

する「かんちょうKidsキャラバン」という事業を実施する予定です。それぞれの目的にあった展示やプロ

グラムを実施するために今後、新しいコンテンツをさらに充実させることが課題だと考えています。 

4 連携・アウトリーチ活動 

  

生涯学習 

推進室 

中 期 目 標 ： 10,000 人/年 

平成 27 年度：25,029 人（250％） 

中 期 目 標： 200 千人/年 

平成 27 年度：321 千人（161％） 

69 

34 33 

0

50

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

＊ H25 年度新規指標 

36885 

20270 
25029 

0

10000

20000

30000

40000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

＊ H25 年度新規指標 

63 69 
83 77 

55 

78 72 68 73 

0

65

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

122035 
136817 

176111 

226621 

63827 

238099 

146371 

0

200000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

321213 

30



 
 

 
 
 
変化する社会に対応した効率的で健全な運営を行い、すべての県民に認知・利

用される博物館をめざします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 エネルギー使用量 

1 情報発信 

 電気・ガス・水道使用料の削減率 

                                            

 1-1. HP アクセス件数                1-2. メディア等出演・掲載回数 

         

 

 

 

           

中 期 目 標 ： 300 千件/年 

平成 27 年度 ：487 千件（162％） 

中 期 目 標 ：-15％(H24 年度比) 

平成 27 年度 ：-16％（107％） 

平成 27年度の達成状況と自己評価 

 ホームページのアクセス件数は、前年度に引き続き高い水準を保っています。検索でヒットしやすい

環境が定着していること、親しみやすいブログ記事を頻繁に更新するなどの努力の反映と考えていま

す。メディアへ等への露出件数は、昨年度より増加したものの、目標値には届きませんでした。研究員

の転退職が響いていると思われます。エネルギー使用量は、目標値を達成することができました。 

 

平成 28年度の取組に向けて 

 ホームページのアクセスやメディア露出については、新たに着任した研究員のパフォーマンスが、少

しずつ現れてくると思われます。さらに、研究員が内外で関わっている多くのプロジェクトを積極的に紹

介し、博物館活動のいっそうの可視化につとめます。エネルギー使用量については、来館者が快適に

観覧いただけるよう配慮しながら、引き続き適正化を図ります。 

 

5 マーケティング・マネジメント 
  

企画調整室 

中 期 目 標 ： 500 回/年 

平成 27 年度 ：415 人（83％） 
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タスクフォース（組織群）について 

 従来の組織群とは別に、短期の課題を達成するために平成20年度からタスクフォース制度を導入ました。各タ

スクフォースはリーダー・マネージャー・メンバーで構成し、課題の達成状況に応じて年度途中でも人員は変更

可能です。また新たなタスクフォースを発足できるようにしています。 

 

 

■改修・新館検討タスクフォース 

（１）ひとはくの研究と生涯学習機能強化・イノベーションに向けた新館・改修プランの取りまとめ 

 これまでの検討事項や課題、アクション・プランの整理を行い、新たな将来ビジョン構築に向けたファースト・ス

テップとして、以下のような内容の報告書に取りまとめました。 

 

１−１．課題と必要性 

・自然や生物多様性への市民の理解を深めることは、科学だけでなく、地域活性化や経済活動、文化活動にま

で及ぶ現在の緊急の課題となっている。博物館の研究と生涯学習機能は、まさにこの課題解決の中心的な役割

を果たすべきものであり、それらの機能をどのように強化していくのかは、人と自然の共生を博物館のミッションと

している「ひとはく」にとって最も重要な使命である。 

 

・この数十年の科学・技術の革新には目覚ましいものがあり、２０年以上前から更新されていない展示情報や研

究設備では、博物館の重要ミッションである研究と生涯学習を果たせない部分が多くなっている。 

 

・社会情勢も、この数十年で大きく変革し、単に展示からの発信を受けるだけでなく、能動的に博物館に収蔵さ

れた資料や情報を活用した学びや、より本格的な研究活動に取り組みたい市民が増えている。これらの生涯学

習に対する多様なニーズに答えて行くためには、ひとはくの研究と生涯学習機能を強化する必要がある。 

 

１−２．研究と生涯学習機能強化へ向けた方針の提案 

・これまでにひとはくに蓄積されたコレクションを、県民へのアクセスビリティが高い形式で収蔵する「魅せる収蔵

庫」や、来館者が最新研究機器を活用して能動的に学ぶことができるオープン・ラボや実習室などの新たな施設

増築の実現を目指す。 

 

・展示情報の更新が容易で、演示機能を強化できるようなギャラリー形式に、本館展示室などの改修を進めて行

く。また、大学院教育などのより高度な学習から幼児、熟年層まで、あらゆる世代、あらゆる教育レベルに対応で

きるよう、展示施設だけでなく、新たなセミナー室やワーキング作業スペースの増築改修の実現を目指す。 

 

（２）海外博物館先進事例の紹介 

 ひとはくの研究と生涯学習機能強化・イノベーションに向けた検討の資料になる海外の自然史博物館（カルフ

ォニア自然史博物館、シンガポールの自然史博物館等）の事例を先行的に取りまとめ、報告書に収録しました。 

 

（３）本館展示室の部分改修 

 本館展示室内の故障箇所などの修復・改修を実施するとともに、本館のリニューアルを見据えた部分改修案を

取りまとめました。 

    

 

タスクフォース事業 
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■資料収蔵システムタスクフォース 

 2015年度は以下の事業を行いました。なお、資料収集方針は、博物館サイトに掲載する予定です。 

 （１）ひとはくの資料収集方針の策定 

 （２）各収蔵庫における収蔵品収蔵状況の把握 

 （３）他館における収蔵システムの視察 

   ・三重県立博物館 

   ・国立科学博物館 

   ・ふじのくに地球環境史ミュージアム 

 （４）頌栄標本の移設に関わること 

   ・廃校となった校舎利用の可能性の検討 

   ・館外の仮置きスペースから、ひとはく内への移設 

 

 

■ 学習・人材育成タスクフォース 

（１）『ひとはく将来ビジョン』（2013）の実現に向けた学習・人材育成のあり方の検討 
 表記ビジョンの実現に向けて、兵庫県教育委員会の関連部局にヒアリングを行い、新たな学校教育支援

のあり方を検討しました。学校教育において総合的な学習の時間やキャリア教育に力が注がれている中、

これまで生涯学習支援を通じて蓄積してきたノウハウが活用できる可能性があり、学校教員との協議も含

めて今後も検討していくことが確認されました。 
 
（２）文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」への参画 
 兵庫県立大学が採択された表記事業について、丹波・但馬の地域資源を活かした地域づくりに取り組む

「地域資源マネジメント系プロジェクト」と、南但馬・西播磨のむら・まちの再生に取り組む「多自然地

域再生系プロジェクト」に参画しています。前者は丹波市・篠山市での恐竜を活かしたまちづくりを中心

に、後者は養父市の明延鉱山跡の活用や佐用町の薬草栽培振興を中心に、地域再生エンジンとしての役割

を果たすべく活動を続けます。 
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 ひとはくでは、2002 年度の「新展開」以後、館長辞令による館独自の職制を導入し、研究員が事

業部やタスクフォースを兼務する体制で事業を推進してきました。さらに 2012 年度に「ひとはく将来

ビジョン」をとりまとめ、組織体制・マネジメントのあり方の一つとして、「適時チームビルディングを行う

柔軟な組織体制」を掲げました。変化の激しい社会情勢に柔軟に対応するため、課題やミッションに

合わせ、チームづくりや事業等のリストラクチャリングをフレキシブルに行うことができるしくみが必要

であり、2014 年度より、「プロジェクト制」の導入を開始しました。これは、研究員になじみのある研究

プロジェクトの方法を、事業等にも適用したもので、各研究員が自由に新規に立ち上げることができ

ます。構成員は代表者、分担者、協力者で、ひとはくの職員に限らず、外部と協力して行うことができ

ます。また外部資金の導入も積極的に進めています。ひとはくの活動を網羅する内容になっており、

国際交流事業やシンクタンク、生涯学習プログラム、収蔵資料、学術研究など多岐にわたっていま

す。 
 2015 年度には、プロジェクトの概要を紹介する冊子『ひとはくレポート』を作成しました。

ひとはくでは独自に中期目標を設定し定量的な指標を用いて評価を行っていますが、定量的に把

握できないパフォーマンスを質的に評価する仕組みとして作成したものです。これまでに提示され

た 116 件のプロジェクトのうち、52件の概要を収録しました。現在ホームページで公表して

います。 

 

■2015 年度までのプロジェクト

・長鼻類体骨格の研究 

・モンゴル産竜脚類の研究 

・丹波竜組み立て骨格復元 

・篠山層群脊椎動物発掘調査事業 

・恐竜化石等を活かした地（知）の拠点づくり、篠山層群フィールドスタジオ事業 

・加東市連携推進会議 

・地学系収蔵庫の資料整理の推進 

・２０１４年度収蔵コレクション展示：ゾルンホーフェンの化石 

・広域分布する蘚苔類における地域集団間分化の解明 

・東南アジア林冠部植物多様性と地理的生態的な群集分化解明のための広域インベントリー 

・ひとはく隠花植物標本資料のデータベース化 

・関西広域連合広域環境保全計画実践への支援 

・ニホンスッポンの遺伝的多様性と起源 

・ブータンの爬虫・両生類相の解明と自然史博物館の構築 

・兵庫県産植物を中心とした植物分類学的研究 

・山陰海岸ジオパークにおける学習プログラム開発の研究 

・共生のひろば推進プロジェクト 

・館内展示空間のリノベーションと演示プログラムの総合運営 

・魅せる収蔵庫の再整備と演示スペースの創出 

・生物多様性創出機構の解明 

・CTスキャンを活用した昆虫形態研究の開発 

・生物系収蔵庫（昆虫）の整備 

・ミュージアムボックスを中心としたひとはくサロンの運用 

プロジェクト 
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・魅せる収蔵庫の再整備と演示スペースの創出 

・情報システム更新による館内事業の推進 

・液浸収蔵庫および生物系収蔵庫（脊椎動物・昆虫）の整備 

・２０１５年度収蔵コレクション展示：標本の作り方 

・世界の都市公園リサーチプロジェクト 

・パークマネジメントに関する国際フォーラムの開催 

・国営明石海峡公園神戸地区管理運営準備支援 

・尼崎 21世紀の森構想の推進支援 

・尼崎の森中央緑地パークセンター運営支援 

・西武庫公園再生支援 

・長居公園・長居植物園運営支援 

・三田市景観計画策定支援 

・クロマツ林に代わる海岸林の形成に関する研究 

・佐用町での薬草による地域づくりの支援 

・伝統的な祭司空間にみる地域の自然生態的インフラの継承システムに関する研究 

・環境系資料の再整備 

・古写真活用プロジェクト 

・都市公園における文化の継承と創造 

・ひょうごの習俗・行事の記録と活用 

・ひょうごのランドスケープ遺産インベントリーの作成 

・多自然地域再生プロジェクト 

・兵庫県立大学 10周年・創基 85 周年事業の調整 

・深田公園魅力アップ 

・有馬富士公園 人材育成 

・ミツカンよかわビオトープ倶楽部支援 

・丹波市前山（さきやま）地区支援 

・都市公園活用プロジェクト 

・移動博物館車 “ゆめはく”の運用 

・北摂里山博物館構想の支援 

・野生動物育成林整備事業の支援 

・川西市生涯学習短期大学事業の支援 

・乾燥種子標本の収集・活用 

・兵庫県における未確認植物群落の実態把握 

・たつの市鶏籠山の照葉樹林の保全 

・三田市皿池湿原の保全 

・照葉樹林の自然性および種多様性の復元 

・はくぶつかんの日の実施 

・ひょうご植生ガイドの作成 

・名勝慶野松原の保全・再生 

・山陰海岸における海浜植物・海浜植生の保全推進 

・兵庫県立大学生涯学習公開講座の企画・運営 

・生物多様性保全に資するジーンバンク事業の展開 

・植生資料データベースの構築・公開 

・植物・植生映像資料データーベースの充実化と有効活用 

・ひとはく生物多様性の森を活用した市民活動・環境学習支援 

・三田市南公園 まちなか里山保全プロジェクトの支援 

・東お多福山草原保全・再生プロジェクトの推進 

・生物多様性協働フォーラムの枠組みを活用した生物多様性の普及・啓発、研究開発 

・兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を目的とした行政支援 

・都市公園と里山林の植物相の保全と活用 

・丹波地域の貴重植物の探索と保全活動 

・「Kids サンデー」の実施 

・大型老人福祉センターや児童館、幼稚園等との連携による人材育成とキッズプログラム開発 

35



・「深田公園植物情報」展示等による演示プログラムの試行 

・全国科学館連携協議会 近畿ブロック会議の運営〜地域拠点とのネットワーク１ 

・RCE兵庫-神戸〜地域拠点とのネットワーク２ 

・六甲山大学〜地域拠点とのネットワーク３ 

・宝塚すみれプロジェクト〜地域拠点とのネットワーク４ 

・タンポポ調査・西日本 2015〜コミュニケーションツールとしての市民調査１ 

・兵庫県内のシダ植物分布〜コミュニケーションツールとしての市民調査 2 

・ゆめはくネットワークの発進（コラボ組織の設立） 

・博物館におけるコミュニケーションツールとしての植物標本の活用 

・ボルネオジャングル体験スクール最終回 

・兵庫県内における県産植物の分布調査 

・日本産木材標本の収集保管 

・頌栄短期大学標本の登録・整理 

・生物標本庫（植物）の資料整理とデータの公開 

・DAISY を応用したコミュニケーション障がい者にもわかりやすい展示解説技術の開発 

・高次脳機能障がい者にもわかりやすい放送音声の視聴実験 

・アフリカ中央部（カメルーン、コンゴ共和国など）の既存収集品の整理 

・神戸市北区道場町における貴重種保全をきっかけとした地域づくり・人づくり 

・昆虫を介したコミュニケーションの創出 

・固有種万歳！プロジェクト 

・被災した子ども達が大人になるまで—博物館こそができる長期継続型支援システムの構築 

・博物館とボランティアのステキな関係〜人と自然の会設立 20周年記念事業 

・２０１４年〜２０１６年までの展示計画１ トピックス展示 

・２０１４年〜２０１６年までの展示計画２ コレクション展示 

・博物館研究紀要「人と自然 Humans and Nature」の編集・発行 

・資料の収集・保存・活用 

・連携事業関係の業務 

・日本産アキギリ属における性表現の進化を探る 

・ネパール植物誌への貢献 

・セミラチス型マネジメントシステムの導入 

・インドネシア・パンガンダラン自然保護区のシルバールトン長期データの解析 

・棚倉町里山再生・活用プロジェクト 

・兵庫県産クモ類標本の収集・整理・活用 

・セアカゴケグモの生態系への影響解明と被害防止にむけた普及啓発 

・ひとはくハチ類コレクションプロジェクト 

・ひとはくの国際交流プロジェクト 

・虫の目で見る里山環境プロジェクト 

・ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト 

・小さな学校キャラバン 
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資料および個人別成果 
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○主な収蔵資料 

1）主な購入資料 

［化石］ 

 オフサルモサウルス 

 ドイツ・メッスル産化石一式 

 ポプロフォネウス 

 アマリカマストドン全身骨格 

 ヒプセロサウルス卵化石 

 ユーステノプテロン 

 ケニア産人類・哺乳類化石レプリカ一式 

［地質・岩石・鉱物］ 

 兵庫県産鉱物 

 石鉄隕石 

 隕鉄 

［動物］ 

 オオヒクイドリ剥製 

 鳥類剥製 

 甲殻類剥製 

 軟体動物含浸標本 

 貝類含浸標本 

 鳥類生態写真 

 魚類生態写真 

［昆虫］ 

 タマバエ科他標本 （ママエフコレクション 8,500 点） 

 ノミ・チョウ類標本 （阪口コレクション 50,000 点） 

 チョウ類標本 （宮脇コレクション 6,060 点） 

          （台湾・中国産 1,300 点） 

 チョウ類他標本 （小林コレクション 11,000 点） 

 チョウ・甲虫類標本 （江田コレクション 272,600 点） 

 シロチョウ科標本 （熊谷コレクション 2,581 点） 

 フタオチョウ類標本 （佐藤コレクション 1,766 点） 

 甲虫類標本 （泉コレクション 2,400 点） 

         （高橋コレクション 7,248 点） 

 ハナムグリ類標本 （億田コレクション 3,000 点） 

［植物］ 

 兵庫県産木材樹幹 

 外国産木材樹幹 

 屋久杉輪切り（年輪）標本 

 種子標本（種子コレクション） 

 

 

 

 

 

 

2）主な受贈資料 

［化石］ 

 神戸層群産植物化石 4,627 点（堀冶三朗氏） 

 神戸層群産植物化石 4,085 点（高岡得太郎氏） 

 日本産中生代貝類化石 890 点（市川浩一郎氏） 

 高知県唐ノ浜層群産鮮新世化石 251 点(仙頭鷹雄氏) 

 備北・勝田層群産中新世生化石 187 点(岸本眞五氏) 

 兵庫県養父市産化石 800 点(長岡桂介氏) 

［地質・岩石・鉱物］ 

 生野鉱山鉱石 7 点（シルバー生野） 

［動物］ 

 貝類標本 10,000 点（菊池典男氏） 

 鳥類標本 620 点（西堀静江氏） 

 鳥類標本 130 点（柴田嘉三氏） 

 鳥類標本  15,000 点（小林登美子氏） 

 無脊椎動物標本 100 点(土井敏男氏) 

 トラ本剥製 1 点(伊丹検察庁) 

［昆虫］ 

 ハエ類等標本  10,300 点（田中梓氏） 

 チョウ類等標本 14,000 点（柴田篤弘氏） 

 チョウ類等標本 5,700 点（山本廣一氏） 

 チョウ類等標本 11,000 点（小林登美子氏） 

 チョウ類標本 13,132 点(佐藤英次氏) 

 カリバチ類タイプ標本 367 点（常木三澄子氏） 

 ハバチ類標本  14,000 点（猪股光子氏） 

 ゴミムシ類標本 5,700 点（大倉孝子氏） 

 ハネカクシ科等標本 114 点(林 靖彦氏) 

 ゾウムシ科標本 2,221 点(中村剛之氏) 

 昆虫標本 8,600 点（橋本直也氏） 

 チョウ類標本 4,000 点（小坂利明氏） 

 チョウ類標本 4,000 点（池田比呂志） 

［植物］ 

 蘚苔・地衣類標本 25,000 点（中西田鶴子氏） 

 シダ類標本    4,000 点（稲田政子氏） 

 高等植物標本   20,000 点（細見末雄氏） 

 頌栄短大高等植物標本 250,000 点 

  

博物館概要等に関連する資料 
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○平成 27 年度の受贈資料 （受付順） 
地科学標本 198 点（工藤智巳氏） 

維管束植物標本 123 点（中澤博子氏） 

腊葉植物標本 1,047 点（小林禧樹氏） 

維管束植物標本 1,335 点（丸岡道行氏） 

オキナワアナジャコ属化石 5 点（岸本眞五氏） 

植生調査資料 9,877 点（武田義明氏） 

オサガメ類化石 26 点（岸本眞五氏） 

カメ化石 1 点（松本浩司氏） 

 

○平成 27 年度の受託資料 （受付順） 
カメ化石 4 点（桔梗照弘氏） 
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○情報システム 

 当館は、従来の自然史博物館の機能に加えていくつかの新しい考え方を持っています。その中で重要な考え方の
一つは、利用者に対する自然科学に関しての情報発信基地としての機能です。 

この機能を実現するためには、博物館自体が自然環境情報を収集・管理し、そうした情報を効果的に活用して館
内外へ情報の提供を行える体制づくりが必要です。そのため、博物館情報システムを利用して、博物館の利用者に
対して博物館の持つ情報と機能の提供を行います。 
なお、博物館の情報システムは以下の６つのサブシステムで構成されています。 

 

１) システム構成 
 

①�  収蔵品管理システム～ひとはくデータベース～ 
 約157万点の収蔵品を管理するシステムで、収蔵品データベース、マルチメディアデータベース、
資料データベースの３つのデータベースから成り立ち、これらをあわせて、「ひとはくデータベース」
と呼んでいます。 
 博物館の収蔵品（標本の管理単位）の属性データ及び静止画像・音・動画等のマルチメディアデ
ータや収蔵品以外の各種画像や資料データをデータベース上で管理するシステムです。データベ
ースへの登録や検索は、館員の端末からWeb ブラウザを利用して行います。 
 

 
 
② 展示情報システム 
 博物館で保有する豊富な情報を一般来館者が興味を抱くような形で提供することを目的とするシ
ステムです。 
 ひとはくデータベースと連携し、文字情報だけでなく、静止画像、音、動画など、データベースに
蓄えられているさまざまな情報を有機的に組み合わせるマルチメディアリンク機能を有し、館内各所
に設置した情報端末に表示します。 
 なお、情報端末に掲出する情報は職員や研究員の各端末から Web ブラウザで操作でき、展示情
報の更新のスピードアップを実現しています。 
            

 
 

 ③ 普及広報システム 

 平成 8 年度より館内に独自のＷｅｂサーバを設置し、インターネットによる情報発信を実施していま
す。現在の発信内容は、新着情報、ひとはくプログ、博物館について、セミナー・学習素材、展示情報
などの基本情報の提供に加え、資料データベースの公開、館員の活動内容など、内容の充実を図っ
ています。独自に整備したシステムとして、運営支援システムで管理しているセミナー情報からＷＥＢ
ページのセミナー一覧表の自動ページ構築とアップデート機能をもっています。 
 
 

 
④ 研究支援システム 
 収蔵品、画像等のデータを地図上に投影することで、自然の理解、自然環境調査や研究成果の発
信及び環境教育を促進するための優れたツールである地理情報システムをはじめ、ホロンピアホー
ルなどの講演をセミナー室等にも配信するライブ配信機能や顕微鏡カメラの精細な映像や博物館で
作成したビデオ映像などをモニター等により来館者に提供する等、研究内容の効果的な発表や来館
者の理解度の向上に役立てています。 
 

 
 
⑤ 運営支援システム 
 グループウェア機能をはじめ、各種イベント、セミナー情報や受講者管理、団体受付や入館者管理
など、館員の端末から WEB ブラウザを利用して、情報を一元的に把握できる館内情報表示システム
を構築しています。このシステムにより、情報の共有化・統一化が可能となり、確認作業等が短時間で
確実に行われ、来館者へのサービスが向上するとともに、事務の効率化、省力化を図っています。 
 
 

 
⑥ 図書文献管理システム 
 博物館の図書室、レファレンス図書、研究室等で所蔵する 12万弱の図書・文献等を管理するシステ
ムです。館内の端末から利用できるほか、レファレンス図書については、インターネットからも利用で
きます。 
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○条例等 

 
 
 
 
 
〔沿革〕 

平成7年7月18日条例第24号改正 平成15年３月17日条例第７号改正 
平成16年3月26日条例第７号改正 平成18年９月28日条例第53号改正 
平成19年3月16日条例第９号改正 平成22年３月19日条例第６号改正 
平成24年3月21日条例第５号改正 平成26年3月20日条例第８号改正 
 
（設置） 
第１条 自然の摂理、生命の尊厳及び人と自然との調和した環境の創造に関

する県民の理解を深め、教育、学術及び文化の発展に寄与するため、兵

庫県立人と自然の博物館（以下「博物館」という。）を置く。 
（位置） 
第２条 博物館の位置は、三田市弥生が丘６丁目とする。 
（業務） 
第３条 博物館は、その目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 
(１) 自然、生命及び環境に関する実物、標本、模写、模型、文献、図表、

写真、フィルム、テープ等の資料（以下「博物館資料」という。）を収

集し、保管し、展示し、及びこれを利用させること。 
(２) 博物館資料に関する講演会、講習会、映写会、研究会等を主催し、及

びその開催を援助すること。 
(３) 博物館資料に関する研究等のために博物館の施設を利用させること。 
(４) 博物館資料の利用に関して必要な説明、助言及び指導を行うこと。 
(５) 自然、生命及び環境に関する専門的、技術的な調査研究を行うこと。 
(６) 貴重な野生植物の種の保存を行うこと。 
(７) 自然、生命及び環境に関する情報の提供を行うこと。 
(８) 他の博物館、大学、研究機関等との相互協力を行うこと。 
(９) 前各号に掲げるもののほか、博物館の目的を達成するために必要な業

務 
２ 教育委員会は、博物館の施設を、その目的を達成するために支障のない

限り、その目的以外の目的のために利用させることができる。 
（職員） 
第４条 博物館に、事務職員、技術職員その他の所要の職員を置く。 
（観覧料） 
第５条 博物館に展示している博物館資料を観覧しようとする者は、別表第

１に定める額の観覧料を納めなければならない。 
２ 博物館資料を特別に展示している場合における観覧料は、前項の規定に

かかわらず、別表第２に定める額の範囲内で教育委員会規則で定める額

とする。 
３ 教育委員会は、博物館資料を特別に展示している場合における観覧料に

ついて、前項に規定する額により難いと認めるときは、同項の規定にか

かわらず、当該観覧料の額を展示の内容等に応じて定めることができ

る。 
一部改正〔平成19年条例９号〕 
（特別観覧料） 
第６条 博物館に展示し、又は保管している博物館資料について学術研究等

のために模写、模造、撮影等をしようとする者は、教育委員会の許可を

受け、１点１回につき、3,100円の範囲内で教育委員会規則で定める額の

特別観覧料を納めなければならない。 
（入館の拒否） 
第７条 教育委員会は、博物館に入館しようとする者が次の各号のいずれか

に該当すると認めるときは、入館を拒否することができる。 
(１) 他人に危害を及ぼし、若しくは迷惑となる行為をするおそれがある者

又はそのおそれのある物品、動物その他これらに類するものを携帯する

者 
(２) 施設、設備又は展示品を損傷するおそれがあると認められる者 
（遵守事項等） 
第８条 博物館に入館した者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 
(１) 展示品（教育委員会規則で定める物を除く。以下同じ。）に触れない

こと。 
(２) 展示品の近くでインキ等を使用しないこと。 
(３) 許可を受けないで展示品の模写、模造、撮影等を行わないこと。 
(４) 所定の場所以外で喫煙又は飲食をしないこと。 
(５) 他人に危害を及ぼし、又は迷惑となる行為をしないこと。 
２ 教育委員会は、博物館に入館した者が、前項の規定に違反したとき、又

は博物館の管理上必要な指示に従わないときは、その者に対して、退館

を命ずることができる。 
（施設の利用） 
第９条 別表第３に掲げる博物館の施設を利用しようとする者は、教育委員

会の許可を受け、同表に定める使用料を納めなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の利用の許可を受けた者が博物館の管理上支障があ

る行為をするおそれがあると認めるとき、又は当該施設を他人に転貸し

たと認めるときは、同項の利用の許可を取り消し、又は当該施設の利用

を制限し、若しくは停止することができる。 
一部改正〔平成19年条例９号〕 
（原状回復の義務等） 
第10条 博物館を利用する者は、その責めに帰すべき理由によりその施設、

設備、博物館資料又は植栽物を滅失し、又は損傷したときは、これを原

状に回復し、又はこれに要する費用を負担しなければならない。 
（観覧料等の免除） 
第 11 条 教育委員会は、特別の理由があると認めるときは、第５条の観覧

料、第６条の特別観覧料及び第９条第１項の使用料の全部又は一部を免

除することができる。 
（観覧料等の不還付） 
第 12 条 既に納めた観覧料、特別観覧料及び使用料は、返還しない。ただ

し、教育委員会が特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部

を返還することができる。 
（博物館協議会） 
第13条 博物館に、博物館法（昭和26年法律第285号）第20条第１項の

規定により、 兵庫県立人と自然の博物館協議会（以下「協議会」という。）

を置く。 
２ 協議会は、委員15人以内で組織する。 
３ 委員は、次に揚げる者のうちから、教育委員会が任命する。 
（１）学校教育及び社会教育の関係者 
（２）家庭教育の向上に資する活動を行う者 
（３）学識経験のある者 
４ 委員の任期は、２年とし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。ただし、委員は、再任されることができ

る。 
一部改正〔平成24年条例5号〕 

（補則） 
第 14 条 この条例に定めるもののほか、博物館の管理並びに協議会の組織

及び運営に関して必要な事項は、教育委員会規則で定める。 
附 則 
（施行期日） 
１ この条例は、平成４年４月１日から施行する。ただし、第３条第１項第

７号、第５条、第６条、第11条（観覧料及び特別観覧料に係る部分に限

る。）及び第12条（観覧料及び特別観覧料に係る部分に限る。）の規定

は、平成４年10月10日から施行する。 
（委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 
２ 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和 35 年兵庫県条

例第24号）の一部を次のように改正する。 
第１条に次の１号を加える。 
(77) 人と自然の博物館協議会 
別表第１に次のように加える。 

人と自然の博物館協議会 
会 長 
副会長 
委 員 

日 額 
日 額 
日 額 

13,500円 
11,500円 
11,000円 

 
別表第２に次のように加える。 

人と自然の博物館協議会の委員 
職員旅費条例中８級の職務

にある者相当額 
 
附 則（平成７年７月18日条例第24号） 
（施行期日） 

１ この条例は、平成７年８月１日から施行する。 
（経過措置） 
２ この条例の施行の日前に第２条から第５条まで、第11条及び第12条の

規定による改正前のそれぞれの条例の規定に基づき利用の許可を受けた

者に係る使用料の額については、第２条から第５条まで、第11条及び第

12 条の規定による改正後のそれぞれの条例の規定にかかわらず、なお従

前の例による。 
３ この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前

の例による。 
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附 則（平成15年３月17日条例第７号抄） 
（施行期日） 
１ この条例は、平成15年４月１日から施行する。（後略） 
附 則（平成16年３月26日条例第７号抄） 
（施行期日） 
１ この条例は、平成16年４月１日から施行する。（後略） 
附 則（平成18年９月28日条例第53号） 
この条例は、公布の日から施行する。 
附 則（平成19年３月16日条例第９号抄） 
（施行期日） 
１ この条例は、平成19年４月１日から施行する。（後略） 
附 則（平成22年３月19日条例第６号抄） 
（施行期日） 
１ この条例は、平成22年４月１日から施行する。（後略） 
附 則（平成26年３月20日条例第８号抄） 
（施行期日） 
１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。（後略） 
（経過措置） 
４ 施行日前に第９条、第 14条、第 18条、第 20条、第 47条、第 48条、

第50条、第52条及び第53条の規定による改正前のそれぞれの条例の規

定に基づき利用の許可を受けた者に係る使用料の額については、第９条、

第 14条、第 18条、第 20条、第 47条、第 48条、第 50条、第 52条及

び第53条の規定による改正後のそれぞれの条例の規定にかかわらず、な

お従前の例による。 
 
別表第１（第５条関係） 

区分 
観覧料(１人につき) 

備  考 
個人 団体 

一般 210円 150円 
 
１ 「大学生」とは、大学及びこれに
準ずる学校の学生をいう。 

２ 「高校生」とは、高等学校及びこ
れに準ずる学校の生徒をいう。 

３ 「団体」とは、20 人以上の場合
をいう。 

４ 中学校、小学校及びこれらに準ず
る学校の生徒及び児童並びに就学
前の者が観覧する場合は、無料とす
る。 

大学生 150円 100円 

高校生 100円 70円 

 
全部改正〔平成22年条例６号〕 
別表第２（第５条関係） 

区分 
特別展示観覧料 

(１人につき) 備  考 
個人 団体 

一般 2,000円 1,600円 
 
１ 「大学生」とは、大学及びこれに
準ずる学校の学生をいう。 

２ 「高校生」とは、高等学校及びこ
れに準ずる学校の生徒をいう。 

３ 「団体」とは、20 人以上の場合
をいう。 

４ 中学校、小学校及びこれらに準ず
る学校の生徒及び児童並びに就学
前の者が観覧する場合は、無料とす
る。 

大学生 1,500円 1,200円 

高校生 1,000円 800円 

 
全部改正〔平成22年条例６号〕 
別表第３（第９条関係） 

区分 
使用料 

備考 
開館時刻から12時まで 13時から閉館時刻まで 開館時刻から閉館時刻まで 

ホール 5,700円 7,200円 12,900円 

１ 平日に利用する場合
は、左欄に掲げるそれ
ぞれの額の範囲内で教
育委員会規則で定める
額とする。 

２ 「平日」とは、土曜
日、日曜日及び国民の
祝日に関する法律（昭
和23年法律第178号）
に規定する休日以外の
日をいう。 

利便施設 

使用料及び手数料徴収条例（平成12
年兵庫県条例第12号）別表第１建

物使用料の款専用使用の項の規定の

例により算定した額（一般競争入札

又は指名競争入札に付して、予定価

格の制限の範囲内の価格をもって申

込みをした者のうち、価格その他の

 

条件が県にとって最も有利なものを

もって申込みをした者に対して利用

を許可する場合にあっては、当該入

札の落札者の申込みに係る価格に相

当する金額） 
附属設備 別に教育委員会規則で定める額  

 
全部改正〔平成 15 年条例７号〕、一部改正〔平成 16 年条例７号・18 年 53

号・19年９号・22年６号・26年8号〕 
 
 
 
 
 
〔沿革〕 

平成４年10月26日教育委員会規則第19号改正 
平成15年３月25日教育委員会規則第7号改正 
平成16年３月26日教育委員会規則第14号改正 
平成19年３月30日教育委員会規則第11号改正 
平成22年３月31日教育委員会規則第6号 
平成23年3月29日教育委員会規則8号 
平成26年３月28日教育委員会規則第7号改正 
（趣旨） 
第１条 この規則は、兵庫県立人と自然の博物館の設置及び管理に関する条

例（平成４年兵庫県条例第 25 号。以下「条例」という。）第 14 条の規

定に基づき、兵庫県立人と自然の博物館（以下「博物館」という。）の

管理に関して必要な事項を定めるものとする。 
（開館時間） 
第２条 博物館の開館時間は、９時から17時までとする。 
２ 博物館の観覧時間は、10時から17時までとする。ただし、16時30分

以降は、入館させないものとする。 
３ 前２項の規定にかかわらず、教育委員会は、必要があると認めるときは、

開館時間又は観覧時間を変更することができる。 
（休館日） 
第３条 博物館の休館日は、次の各号に掲げる日とする。 
(１) 月曜日。ただし、月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律

第 178 号）に規定する休日に当たるときは、その翌日（当該翌日が同法

に規定する祝日に当たるときは、その翌々日）とする。 
(２) １月１日から同月４日まで及び12月28日から同月31日までの日 
２ 教育委員会は、必要があると認めるときは、前項の休館日以外の日にお

いて臨時に休館し、又は同項の休館日において臨時に開館することがで

きる。 
（観覧料の納付） 
第４条 条例第５条の規定により博物館に展示されている博物館資料を観

覧しようとする者は、観覧料を納めて観覧券の交付を受けなければなら

ない。ただし、教育委員会が特別の理由があると認める場合には、あら

かじめ観覧券の交付を受け、観覧を終了した後に納付することができ

る。 
２ 観覧券の発売時間は、10 時から16 時 30 分までとする。ただし、観覧

時間を変更した場合には、観覧時間の開始時刻から終了時刻の30分前ま

でとする。 
（特別展示観覧料） 
第５条 条例第５条第２項に規定する特別展示の場合の観覧料は、教育委員

会が定める。 
（特別観覧の許可等） 
第６条 条例第６条の規定により特別観覧をしようとする者は、特別観覧許

可申請書（様式第１号）を教育委員会に提出しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の特別観覧許可申請書の提出があった場合において、

特別観覧の許可を決定したときは、特別観覧許可書を申請者に交付する

ものとする。 
３ 条例第６条に規定する教育委員会規則で定める特別観覧料の額は、別表

第１のとおりとする。 
（展示品の利用） 
第７条 条例第８条第１項第１号に規定する教育委員会規則で定める物は、

レファレンスルームに展示する博物館資料とする。 
（施設の利用の許可等） 
第８条 条例第９条第１項の規定により博物館の施設を利用しようとする

者は、当該施設を利用しようとする日の５日前までに、兵庫県立人と自

然の博物館利用許可申請書（様式第２号。以下「利用許可申請書」とい

兵庫県立人と自然の博物館 
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う。）を教育委員会に提出しなければならない。 
２ 前項の規定にかかわらず、利便施設を利用しようとする者は、教育委員

会が指定する期間に、兵庫県立人と自然の博物館利便施設利用許可申請

書（様式第３号。以下「利便施設利用許可申請書」という。）に、利便

施設の利用計画を記載した図面その他教育委員会が必要と認める書類を

添付して提出しなければならない。 
３ 教育委員会は、利用許可申請書又は利便施設利用許可申請書の提出があ

った場合において、利用の許可を決定したときは、兵庫県立人と自然の

博物館利用許可書（以下「利用許可書」という。）を申請者に交付する

ものとする。 
４ 利便施設に係る利用許可書の交付を受けた者は、その利用の内容を変更

しようとするときは、あらかじめ兵庫県立人と自然の博物館利便施設利

用内容変更承認申請書（様式第４号。以下「利便施設利用内容変更承認

申請書」という。）に、既に交付を受けた利用許可書その他教育委員会

が必要と認める書類を添えて、これを教育委員会に提出し、その承認を

受けなければならない。 
５ 教育委員会は、利便施設利用内容変更承認申請書を受理した場合におい

て、当該申請の内容がやむを得ないものであると認めるときは、これを

承認するものとする。この場合においては、第３項の規定を準用する。 
６ 利用許可書の交付を受けた者は、その者の住所又は氏名（法人及び団体

にあっては、所在地又は名称）を変更したときは、速やかにその旨を教

育委員会に通知しなければならない。 
（利用等の許可の基準等） 
第９条 教育委員会は、第6条第1項の特別観覧許可申請書、前条第1項の

利用許可申請書又は同条第 2 項の利便施設利用許可申請書の提出があっ

た場合において、次の各号のいずれかに該当すると認めるときには、条

例第 6 条又は条例第 9 条第 1 項の許可をしないものとし、その理由を付

して当該申請をした者に文章で不許可の通知をするものとする。 
（１）公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。 
（２）博物館の施設又は設備を損傷するおそれがあるとき。 
（３）集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益に

なるとき。 
（４）前3号に揚げるもののほか、博物館の管理上支障がるとき。 
２ 第6条第2項又は前条第3項の場合において、教育委員会は、博物館の

管理上必要があるときは、当該許可に条件を付すことができる。 
（使用料の額） 
第 10 条 条例別表第３の規定により教育委員会規則で定める額は、別表第

２に定めるとおりとする。 
（特別観覧料及び使用料の納付） 
第 11 条 特別観覧許可書及び利用許可書の交付を受けた者は、直ちに、特

別観覧料及び使用料を納付しなければならない。 
２ 前項の規定にかかわらず、利便施設について条例第９条第１項の許可を

受けた場合であって、当該許可の期間が翌年度以降にわたるときは、翌

年度以降の使用料は、毎年度、当該年度分をその年度の初めに納付する

ものとする。 
（観覧料等の免除） 
第12条 条例第11条の規定により教育委員会が観覧料（特別展示観覧料を

含む。）、特別観覧料及び使用料（以下「観覧料等」という。）の全部又

は一部を免除することができる場合及びその場合における免除の額は、

次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるとおりとす

る。 
(１) 65 歳以上の者が、その身分を証する書面を提示して観覧するとき。 

観覧料（特別展示観覧料を含む。）の２分の１に相当する額 
(２) 教育委員会が特別の理由があると認めたとき。 観覧料等に相当する

額のうち教育委員会が必要と認める額 
（利用等の許可の基準等） 
第 13 条 条例第 12 条ただし書の規定により教育委員会が観覧料等の全部

又は一部を返還することができる場合及びその場合における返還する額

は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるとおりと

する。 
(１) 観覧料等を納めた者が、その責めに帰することができない理由により

観覧、特別観覧又は施設の利用ができなくなったとき。 観覧料等に相

当する額 
(２) 使用料を納めた者が、次に掲げる期日までに施設の利用の取消しを申

し出た場合において、教育委員会がやむ得ない理由があると認めると

き。 
ア 利用の日の７日前までのとき。 当該使用料の全額 
イ 利用の日の３日前までのとき（アに該当する場合を除く。）。 当該使

用料の２分の１に相当する額 
２ 条例第 12 条ただし書の規定により観覧料等の返還を受けようとする者

は、兵庫県立人と自然の博物館観覧料等還付請求書（様式第５号）を教

育委員会に提出しなければならない。 
（寄託又は寄贈） 
第 13 条 博物館に博物館資料の寄託又は寄贈をしようとする者は、教育委

員会に申し出て、その承認を受けなければならない。 
（権限の委任） 
第 14 条 教育委員会は、条例及びこの規則の規定により教育委員会の権限

に属する事務を教育長に委任する。 
２ 教育長は、前項の事務の一部を館長に委任することができる。 
（補則） 
第 15 条 この規則に定めるもののほか、博物館の管理に関して必要な事項

は、教育長が定める。 
附 則 
（施行期日） 
この規則は、平成４年４月１日から施行する。ただし、第２条第２項及び第

３項（観覧時間に係る部分に限る。）、第４条から第６条まで、第９条（特

別観覧許可書及び特別観覧料に係る部分に限る。）、第 10 条（観覧料及

び特別観覧料に係る部分に限る。）並びに第11条（観覧料及び特別観覧

料に係る部分に限る。）の規定は、平成４年10月10日から施行する。 
附 則（平成４年10月26日教育委員会規則第19号） 
この規則は、平成４年11月１日から施行する。 
附 則（平成15年３月25日教育委員会規則第７号） 
この規則は、平成15年４月１日から施行する。 
附 則（平成16年３月26日教育委員会規則第14号） 
この規則は、平成16年４月１日から施行する。 
附 則（平成19年３月30日教育委員会規則第11号） 
この規則は、平成19年４月１日から施行する。 
附 則（平成22年３月31日教育委員会規則第６号抄） 
（施行期日） 
１ この規則は、平成22年４月１日から施行する。（後略） 
附 則（平成23年3月29日教育委員会規則第8号抄） 
（施行期日） 
１ この規則は、平成23年４月１日から施行する。 
附 則（平成26年3月28日教育委員会規則第7号抄） 
（施行期日） 
１ この規則は、平成26年４月１日から施行する。 
（経過措置） 
４ この規則の施行の日前に第２条から第４条まで、第６条及び第７条の規

定による改正前のそれぞれの規則の規定に基づき利用の許可を受けた者

に係る使用料の額については、第２条から第４条まで、第６条及び第７

条の規定による改正後のそれぞれの条例の規定にかかわらず、なお従前

の例による。 
 
別表第１（第６条関係） 

区   分 特別観覧料（１点１回につき） 
熟   覧 150 円 
模写・模造 2,100円 

撮   影 
 学術研究を目

的とする場合 
学術研究以外
を目的とする
場合 

単色 150円 1,000円 
原色 310円 2,100円 

備考 １ 博物館資料で、一式、一組等で一資料とするものは、それらを１

点とする。 
２ 普通個別の博物館資料は、各個を１点とする。 
３ 撮影は、同一作品について原板３枚以内を１回とする。 

 
別紙第２（第９条関係） 
１ ホールを平日に利用する場合の使用料 

利用時間 ９時から12時まで 13時から17時まで ９時から17時まで 

金  額 4,500円 5,800円 10,300円 

 
 ２ 附属設備の使用料 

附属設備 金額 

持込み電気器具用コンセント １キロワットにつき 
260円  
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持込み電気器具用コンセント 
（録音器具を持込む場合） 

持込み器具１式につき 
2,100円  

持込み電気器具用コンセント 
（録画器具を持込む場合） 

持込み器具１式につき 
3,100円  

持込み電気器具用コンセント 
（ミキシングセットを持込む場合） 

持込み器具１式につき 
5,100円  

備考 持込み電気器具用コンセントを利用する場合の１キロワットとは、持

込み電気器具の定格消費電力量の１キロワットをいい、当該定格消費電

力量の合計量に１キロワットに満たない端数があるときは、これを１キ

ロワットとする。 
 
様式第１号 
（第６条関係） 

 
 
様式第２号 
（第８条関係） 

 
 
 
 
 
 
 
 

様式第３号 
（第８条関係） 

 
 
様式第４号 
（第８条関係） 

 
 
様式第５号 
（第13条関係） 

 
 
 
 
 
 
（趣旨） 

第１条 この規則は、兵庫県立人と自然の博物館の設置及び管理に関する条

例（平成４年兵庫県条例第 25 号）第 14 条の規定に基づき、兵庫県立人

と自然の博物館協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し

兵庫県立人と自然の博物館協議
会の組織及び運営に関する規則 

平成4年3月27日 
教育委員会規則第9号 
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て必要な事項を定めるものとする。 
（会長及び副会長） 

第２条 協議会に会長及び副会長を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。 
３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 
（会議） 

第３条 協議会は、会長が招集する。 
２ 協議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 
３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会

長の決するところによる。 
（補則） 

第４条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、

会長が兵庫県立人と自然の博物館長と協議して定める。 
附 則 
この規則は、平成４年４月１日から施行する。 

 
 
 
 
 
（趣旨） 

第１条 この訓令は、兵庫県立人と自然の博物館管理規則（平成４年兵庫県

教育委員会規則第８号。以下「規則」という。）第 16 条の規定に基づき、

兵庫県立人と自然の博物館の管理に関して必要な事項を定めるものとす

る。 
（権限の委任） 

第２条 教育長は、規則第15条第１項の規定により委任された事務のうち、

規則第５条及び第 12 条第２号に規定する事務以外の事務を館長に委任す

る。 
附 則 
この訓令は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年３月30日教育長訓令第４号） 
この訓令は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年３月30日教育長訓令第2号） 
この訓令は、公布の日から施行する。 

 
 
 
 
 
〔沿革〕 

昭和 59年２月 28日教育委員会規則第５号、４月１日第６号、61 年４月１

日第10号、９月９日第14号、62年４月１日第６号、63年４月１日第５号、

５月６日第11号、平成元年４月１日第４号、４年３月31日第11号、６年

３月31日第３号、７年５月22日第10号、８年８月５日第９号、９年３月

31日第６号、11年３月25日第４号、12年３月29日第８号、13年３月30
日第３号、14 年３月 29 日第 11 号、15 年３月 25 日第４号、16 年３月 25
日第５号、９月10日第17号、11月19日第18号、17年２月22日第５号、

３月30日第６号、９月30日第14号、18年３月31日第５号、12月26日

第 14号、19年３月30日第５号、20年３月 28日第３号、21年３月 31日

第11号、22年１月29日第３号、３月31日第７号、23年３月29日第５号、

４月１日第 10 号、10 月７日第 12 号、24 年３月 30 日第７号、25 年３月

29日第７号、10月29日第13号、26年３月28日第４号改正 
第１章 総則 
（目的） 

第１条 この規則は、兵庫県教育委員会（以下「教育委員会」という。）の

権限に属する事務を処理するための組織について必要な事項を定め、もつ

て教育行政事務の適正かつ能率的な遂行を図ることを目的とする。 
（機関の分類） 

第２条 前条の組織を構成する機関を分けて、本庁、地方機関、県立学校、

教育機関及び附属機関とする。 
（機関の定義） 

第３条 
４ 教育機関とは、法第 30 条の規定により、法律又は条例の定めるところ

により設置されたもので、県立学校以外のものをいう。 
５ 附属機関とは、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 138 条の４第

３項の規定により教育委員会の附属機関として設けられた審議会、委員等

をいう。 

（行政機能の発揮） 
第４条 各機関は、相互の連絡を密にし、すべて一体となつて教育行政機能

の発揮に努めなければならない。 
（規定の範囲） 

第５条 各機関の設置、内部組織、事務分掌及び職制は、法令又は条例に定

めがあるものを除き、この規則で定めるものとする。 
２ 法令又は条例の規定により設置された機関の名称、位置、所管区域及び

職制についても必要な事項については、この規則に掲げるものとする。 
（組織の特例） 

第６条 教育長は、臨時又は特別の事務で、この規則で定める組織により処

理することが不適当なものについては、本部、室、委員会等を設置し、又

は職員を指定し、若しくは所要の地に駐在させて、処理させることができ

る。 
第５章 教育機関 

第10節 県立人と自然の博物館 
（位置） 

第 70 条の２ 兵庫県立人と自然の博物館の設置及び管理に関する条例（平

成４年兵庫県条例第 25 号）第１条の規定により設置された県立人と自然

の博物館の位置は、三田市弥生が丘６丁目である。 
（業務） 

第 70 条の３ 県立人と自然の博物館においては、次に掲げる業務をつかさ

どる。 
(１) 自然、生命及び環境に関する実物、標本、模写、模型、文献、図表、

写真、フィルム、テープ等の資料（以下「博物館資料」という。）を収

集し、保管し、展示し、及びこれを利用させること。 
(２) 博物館資料に関する講演会、講習会、映写会、研究会等を主催し、 

及びその開催を援助すること。 
(３) 博物館資料に関する研究等のために県立人と自然の博物館の施設を

利用させること。 
(４) 博物館資料の利用に関して必要な説明、助言及び指導を行うこと。 
(５) 自然、生命及び環境に関する専門的、技術的な調査研究を行うこと。 
(６) 貴重な野生植物の種の保存を行うこと。 
(７) 自然、生命及び環境に関する情報の提供を行うこと。 
(８) 他の博物館、大学、研究機関等との相互協力を行うこと。 
(９) 前各号に掲げるもののほか、県立人と自然の博物館の目的を達成す

るために必要な業務 
（組織） 

第 70 条の４ 県立人と自然の博物館に、次の１部、３課及び３研究部を置

く。 
事業推進部 
総務課 
情報管理課 
生涯学習課 
自然・環境評価研究部 
自然・環境マネジメント研究部 
自然・環境再生研究部 

（事業推進部の事務） 
第 70 条の５ 事業推進部においては、第 70 条の８に定める事務のほか、

次に掲げる事務をつかさどる。 
(１) 博物館資料の展示及び普及教育に関すること。 
(２) 大学、他の研究機関との相互協力に関すること。 
(３) 自然、生命及び環境に関する学術研究集会、研究会等の開催、国内

外の大学等との共同研究及び研究成果の公表等に関すること。 
(４) 自然、生命及び環境に関する調査研究成果の提言に関すること。 
(５) その他県立人と自然の博物館の目的を達成するための調査研究に関

すること。 
（総務課の事務） 

第70条の６ 総務課においては、次に掲げる事務をつかさどる。 
(１) 公印の管守に関すること。 
(２) 文書の収受、発送、保存等に関すること。 
(３) 職員の進退及び服務に関すること。 
(４) 給料その他の諸給与に関すること。 
(５) 児童手当に関すること。 
(６) 会計経理に関すること。 
(７) 県立人と自然の博物館の管理に関すること。 
(８) 人と自然の博物館協議会に関すること。 
(９) 県立人と自然の博物館の業務の企画及び総合調整に関すること。 
(10) 前各号に掲げるもののほか、他課及び研究部の所掌に属しないこと。 
（情報管理課の事務） 

第70条の７ 情報管理課においては、次に掲げる事務をつかさどる。 

兵庫県立人と自然の博物館の 
管理に関する規程 

平成4年3月31日 
教育長訓令第2号 

教育委員会 行政組織規則 
（抜粋） 

平成4年3月31日 
教育長訓令第2号 
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(１) 県立人と自然の博物館における情報管理システムの整備に関するこ

と。 
(２) 自然、生命及び環境に関する情報の管理に関すること。 
(３) 文献、図表、写真、フィルム、テープ等の資料の整理及び保管に関

すること。 
(４) 情報機器の管理に関すること。 
(５) 情報機器の利用に関する指導及び助言に関すること。 
（生涯学習課の事務） 

第70条の８ 生涯学習課においては、次に掲げる事務をつかさどる。 
(１) 博物館資料に関する講演会、講習会、映写会、研究会等の主催及び

その開催の援助に関すること。 
(２) 県立人と自然の博物館の広報に関すること。 
(３) 他の博物館等との相互協力に関すること。 
(４) 自然、生命及び環境に関する研究団体等に関すること。 
(５) 県立人と自然の博物館の利用許可に関すること。 
(６) 県立人と自然の博物館の利用に係る生涯学習活動及び学校教育活動

の支援に関すること。 
（自然・環境評価研究部の事務） 

第 70 条の９ 自然・環境評価研究部においては、次に掲げる事務をつかさ

どる。 
(１) 地形学、地質学、岩石学、古生物学、形態学、種生物学、進化生物

学、生物地理学、系統分類学、指標生物学等自然・環境評価研究の分野

の資料及び情報の収集及び保管に関すること（情報管理課の所掌に属す

るものを除く。）。 
(２) 自然・環境評価研究の分野の調査研究に関すること。 
（自然・環境マネジメント研究部の事務） 

第70条の10 自然・環境マネジメント研究部においては、次に掲げる事務

をつかさどる。 
(１) 群集生態学、個体群生態学、行動学、動物社会学、生態系生態学、

都市工学、建築学、造園学、環境工学、住居学等自然・環境マネジメン

ト研究の分野の資料及び情報の収集及び保管に関すること（情報管理課

の所掌に属するものを除く。）。 
(２) 自然・環境マネジメント研究の分野の調査研究に関すること。 
（自然・環境再生研究部の事務） 

第70条の11 自然・環境再生研究部においては、次に掲げる事務をつかさ

どる。 
(１) 植物社会学、応用生態学、資源植物学、環境教育学、保全植物学等

自然・環境再生研究の分野の資料及び情報の収集及び保管に関すること

（情報管理課の所掌に属するものを除く。）。 
(２) 自然・環境再生研究の分野の調査研究に関すること。 
(３) 貴重な野生植物の種及び群落の保全に関すること。 
第６章 附属機関 

第71条 法令並びに附属機関設置条例（昭和36年兵庫県条例第20号）第

２条及び附則第４項の規定により設置された附属機関の名称、担任事務及

び庶務をつかさどる課及び室は、次のとおりである。 

名 称 担 任 専 務 担当課 

人と自然

の博物館

協議会 

博物館法第20条第１項の規定による博物館の

運営に関する諮問及び博物館の事業計画等に

ついての館長に対する意見に関する事務 

社会 
教育課 

（組織） 
第 72 条 前条の附属機関の組織に関しては、法令又は条例に定めるものの

ほか、別に教育委員会規則で定めるところによる。 
第７章 職制 
第３節 教育機関の職制 

（教育機関の長） 
第79条 
３ 県立美術館、県立図書館、県立歴史博物館、県立人と自然の博物館及び

県立考古博物館に、館長を置く。 
５ 所長、校長、館長及び園長は、上司の命を受け、教育機関の事務（県立

嬉野台生涯教育センターの所長にあつては、県立婦人研修館の事務を含

む。）を統括し、所属の職員を指揮監督する。 
６ 県立特別支援教育センター、県立但馬やまびこの郷（さと）及び県立嬉

野台生涯教育センターの所長並びに第２項から第４項までに規定する職

は、非常勤とすることができる。 
（館長及び副館長） 

第 79 条の２ 県立嬉野台生涯教育センターに、館長を置き、県立美術館、

県立人と自然の博物館及び県立考古博物館に、副館長を置くことがある。 
２ 館長は、所長の命を受け、県立婦人研修館の事務を掌理する。 
３ 副館長は、館長の命を受け、所属の職員を指揮監督するとともに、館長

の職務を補佐する。 
（副所長等） 

第79条の３ 
４ 県立図書館、県立嬉野台生涯教育センター、県立歴史博物館及び県立人

と自然の博物館に、次長を置く。 
６ 副所長、副校長、次長及び副園長は、所長、校長、館長（県立嬉野台生

涯教育センターの館長を除く。）又は園長の職務を補佐し、教育機関の所

掌する事務を整理し、所属の職員の担任する事務を監督する。 
（部長等） 
第79条の４ 前３条に定めるもののほか、次の表の左欄に掲げる職を、 
職 名 組  織 職 務 

部長 
県立教育研修所、県立人と自然の博物館
及び県立考古博物館の部並びに県立人と
自然の博物館及び県立コウノトリの郷公
園の研究部 

上司の命を受
け、部又は研究
部の事務を掌
理し、又は処理
する。 

課長 課 
上司の命を受
け、課の事務を
処理する。 

学芸員 県立美術館、県立歴史博物館、県立人と
自然の博物館及び県立考古博物館 

上司の命を受
け、担任の事務
に従事する。 

研究員 県立人と自然の博物館及び県立コウノト
リの郷公園 

上司の命を受
け、担任の事務
に従事する。 

 
それぞれ同表の中欄に掲げる教育機関の組織に置き、その職務は、それぞれ

同表の右欄に掲げるとおりとする。 
（所長補佐等） 

第80条 
２ 前４条及び前項に定めるもののほか、県立美術館、県立図書館、県立歴

史博物館及び県立人と自然の博物館に、館長補佐を置くことがある。 
４ 所長補佐及び館長補佐は、所長、校長、館長又は園長及び副所長、副校

長、次長又は副園長の職務を補佐する。 
（主任指導主事等） 

第 80 条の２ 前５条に定めるもののほか、必要に応じ、教育機関に、次の

表の左欄に掲げる職を置き、その職務は、同表の右欄に掲げるとおりとす

る。 

職 名 職  務 

主幹 
上司の命を受け、教育機関の事務のうち、困難の度が

高い事務を掌理し、又は処理する。 
主任 
指導主事 

上司の命を受け、専門的事項について特殊の事務を処

理する。 
主任 
社会教育主事 

上司の命を受け、専門的事項について特殊の事務を処

理する。 
主任 
調査専門員 

上司の命を受け、埋蔵文化財の調査に関する特殊の専

門的事務を処理する。 

指導主事 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

社会教育主事 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

課長補佐 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

主査 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

主任 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

付 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

（主任研究員） 
第 80 条の４ 前７条に定めるもののほか、必要に応じ、県立人と自然の博

物館及び県立コウノトリの郷公園に、次の表の左欄に掲げる職を置き、そ

の職務は、同表の右欄に掲げるとおりとする。 

職 名 職  務 

主任研究員 上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

（その他の職） 
第 80 条の６ 前９条に定めるもののほか、必要に応じ、教育機関に、別表

の左欄に掲げる職を置き、その職務は、それぞれ同表の右欄に掲げるとお

りとする。 
（補職） 

第80条の７ 第79条から第80条の５までに規定する職は、事務職員等の

うちから、前条に規定する職は、事務員又は技術員のうちから、教育委員

会が命ずる。 
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２ 教育委員会は、必要があると認めるときは、前項に規定するもののほか、

補職についての特例を定めることがある。 
（職務代理） 

第 81 条 所長、校長、館長（県立嬉野台生涯教育センターの館長を除く。

以下この条において同じ。）若しくは園長に事故があるとき、又は所長、

校長若しくは館長が欠けたときは、副館長、副所長、副校長、次長・副園

長又は部長を置く場合にあつては副館長、副所長、副校長、次長・副園長

又は部長、（副館長、副所長、副校長、次長・副園長又は部長があわせて

２人以上置かれている教育機関にあつては、所長、校長、館長又は園長が

あらかじめ指定した副館長、副所長、副校長、次長・副園長又は部長）が、

その他の教育機関にあつては所長、校長、館長又は園長があらかじめ指定

した職員が、その職務を代理する。 
附 則 
（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 職 名 職  務 

自動車運転員 
上司の命を受け、乗用、作業用諸自動車の運転業務に

従事する。 

操機員 
上司の命を受け、起重機、揚水装置等の操作及び保守

業務に従事する。 

機関員 上司の命を受け、ボイラー操作業務に従事する。 

電話交換員 
上司の命を受け、構内電話交換設備の操作業務に従事

する。 

試験研究 
技術員 

上司の命を受け、動物飼育作業の試験研究又は指導業

務の補助に従事する。 

主任保安員 
又は保安員 

上司の命を受け、庁舎、施設等の警備及び保全業務に

従事する。 

用務員 
上司の命を受け、庁舎等の清掃、使送等の雑作業に従

事する。 

文書事務員 
上司の命を受け、文書の使送、整理等の業務に従事す

る。 

 
 
 
 
 
〔沿革〕 

平成11年10月8日条例第43号、14年3月27日第32号改正、15年3月

17日第37号改正、平成17年３月28日第15号改正、平成19年２月28日

第２号改正、３月16日第25号改正 
（設置） 

第１条 兵庫県立美術館の美術品及び美術館資料、兵庫県立歴史博物館、兵

庫県立人と自然の博物館及び兵庫県立考古博物館の博物館資料並びに兵

庫陶芸美術館の陶芸美術品等（以下「美術品等」という。）を円滑に取得

するため、美術品等取得基金（以下「基金」という。）を設置する。一部

改正〔平成14年条例32号・15年37号・17年15号・19年25号〕 
（基金の額） 

第２条 基金の額は、5,000万円とする。 
２ 基金から生ずる収入は、基金に積み立てるものとする。 
３ 必要があると認めるときは、予算の定めるところにより基金に追加して

積み立てることができる。 
４ 前２項の場合において、基金の額は、積立額相当額を増加した額とする。 
（運用） 

第３条 知事は、基金をもつて美術品等を取得することができる。一部改正

〔平成15年条例37号〕 
（管理） 

第４条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他確実有利な方法によ

り保管するものとする。一部改正〔平成19年条例２号〕 
（繰替運用等） 

第５条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、

期間及び利率を定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用し、

又は歳入歳出予算の定めるところにより、その歳入に繰り入れて運用する

ことができる。 
２ 知事は、基金の有利かつ効率的な運用のためその他の財政上の必要があ

ると認めるときは、第２条の規定にかかわらず、基金の全部又は一部を県

債管理基金に積み立てることができる。一部改正〔平成11年条例 43号・

19年２号〕 
（補則） 

第６条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関して必要な事項は、

規則で定める。 
附 則 
この条例は、昭和46年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年10月８日条例第43号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成14年３月27日条例第32号抄） 
（施行期日） 

１ この条例は、平成14年４月１日から施行する。（後略） 
附 則（平成15年３月17日条例第37号） 
この条例は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年３月28日条例第15号） 
この条例は、兵庫陶芸美術館の設置及び管理に関する条例（平成 17 年兵

庫県条例第14号）の施行の日から施行する。 
附 則（平成19年２月28日条例第２号） 
この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成19年３月16日条例第25号） 
この条例は、平成19年４月１日から施行する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

兵庫県立人と自然の博物館 
美術品等取得基金条例 

昭和46年3月25日 
条例第 1 6 号 
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平成２８年３月現在

区　　分 役　　　　　　職 氏　　　名 備考

学校教育関係者 　　三田市立学園小学校長 畑　宏喜 　

〃 　　神戸市立有野北中学校長 磯辺　次雄 　

〃 　　県立北摂三田高等学校長 竹中　敏浩 　

社会教育関係者 　　県立歴史博物館長 藪田　貫 　

〃
　　関西学院大学教授
　　（兵庫県社会教育委員）

橋本　真紀

〃 　　姫路市立手柄山温室植物園長 松本　修二

学識経験者 　　多摩美術大学教授 楠　房子

〃 　　大阪府立大学大学院教授 上甫木 昭春

〃 　　兵庫県立大学副学長 浅田　尚紀 　

〃 　　三田市長 森　哲男 　

〃 　　関西学院大学教授 角野 幸博

〃 　　キッズプラザ大阪企画運営グループプランナー 石川 梨絵 　

〃 　　神姫バス株式会社 粕谷　朋未 　

公募委員 　 辰巳　淳子 　

公募委員 　 田中　今子 　

兵庫県立人と自然の博物館協議会委員名簿

（順不同・敬称略）
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中瀬 勲 NAKASE, Isao 
兵庫県立大学名誉教授． 
昭和 23 年大阪府生．大阪府立大学大学院農学研究科修

士課程修了．農学博士． 
兵庫県立丹波の森公苑長，兵庫県立淡路景観園芸学校顧

問，日本造園学会, 日本都市計画学会, 環境情報科学セ

ンター，日本学術会議等所属． 
 
＜研究開発＞ 
１.調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．多自然居住地域でのまちづくりに関する実践的

研究 
２．ランドスケープ計画・設計論 

■論文・著書 
中瀬勲(2016.1)「高齢者と緑化活動」，「グリーン・エ

ージ」No.505，（一財）日本緑化センター，13-17． 
中瀬勲(2016.3)「高齢者と緑化活動」，「瀬戸内海」

No.71，（公社）瀬戸内海環境保全協会，20-23． 
Egusa, R., Namatame, M., Kobayashi, M., Terano, T., 

Mizoguchi, H.,Kusunoki, F., Nakase, I., Ogawa, Y., & 
Inagaki, S. (2016). Present Issues in Information 
Accessibility of Exhibitions in Japanese Science 
Museums. In J. Lavonen, K. Juuti, J. Lampiselkä, A. 
Uitto & K. Hahl (Eds.), Electronic Proceedings of the 
ESERA 2015 Conference. Science education research: 
Engaging learners for a sustainable future, Part 12 
(co-eds. M. Enghag, E. Henriksen, & C. Nicolaou), 
(pp.1903-1909) .Helsinki, Finland: University of 
Helsinki. ISBN 978-951-51-1541-6 

■その他著作 
中瀬勲(2015.6)「地域創生を考える」，情報誌「丹波の

森」No.51，（公財）兵庫丹波の森協会，1． 
中瀬勲(2015.6)「世界に冠たる博物館」，貝原俊民さ

ん追悼集，（一社）地域政策研究会， 
中瀬勲(2015.9)「パークマネジメントの未来」が意味

するもの，機関誌「造園修景」No.128，（一財）日

本造園修景協会，1． 
中瀬勲(2016.1)「地球温暖化に向けて」，情報誌「丹

波の森」No.52，（公財）兵庫丹波の森協会，1．  
■学会役員など 
日本造園学会，校閲委員． 
日本造園学会，代議員． 
日本都市計画学会，学術研究発表論文・一般研究論

文審査部会，委員． 
環境情報科学センター，環境情報科学論文集査読委

員会，委員． 
兵庫自治学会，評議員． 
日本造園学会 CPD プログラム認定委員会，委員． 
環境情報科学センター，第一企画委員． 
日本造園学会，関西支部，顧問． 
兵庫県立淡路景観園芸学校，顧問. 
日本学術会議，日本学術会議連携会員． 

■賞罰 
 兵庫県立大学功績賞 
第 34 回北村賞 
兵庫県教育功労者表彰（知事表彰） 

 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館外講演 

 中瀬勲，2015. 4，「望むこと、事例」，講師，島本環

境市民，（80 名） 

中瀬勲，2015.5，「住みたいまち高槻を創ろう～参画

と協働で～」，講師，たかつき市民環境大学，（60
名） 

中瀬勲，2015.5，「国際シンポジウム「パークマネジ

メントの未来」－魅力ある公園とその経営－」，全

体総括，国際シンポジウム「パークマネジメント

の未来」，（450 名） 
中瀬勲，2015.5，「「参画と協働」の意味と創生塾で

の学びに期待するもの」，講師，ふるさとひょうご

創生塾，（30 名） 
中瀬勲，2015.5，「環境資源を活かしたまちづくり-
生態系サービスの視点から-」，講師，たかつき市

民環境大学，（50 名） 
中瀬勲，2015.6，「生物多様性と地域創生」，講師，

ふるさとひょうご創生塾 OB 会，（40 名） 
中瀬勲，2015.6，「生物多様性から地域創生へ」，講

師，ヒメボタル SUMMIT in 愛しの丹波，（40 名） 
中瀬勲，2015.6，「緑は震災に強かった」，講師，甲

南女子大学人間科学部生活環境学科，（120 名） 
中瀬勲，2015.6，「若者と語る！阪神・淡路大震災 六

甲山の森づくり」，コーディネーター，六甲山サミ

ット（六甲 GB フォーラム），（250 名） 
中瀬勲，2015.7，「ミュージアム “むかし・いま・み

らい”」，講師，森大学講演 恐竜 FM，（60 名） 
中瀬勲，2015.8，「博覧会振り返りフォーラム」，コ

個人別成果報告に関する資料 
●館長  

No.1 
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メンテーター，「国際園芸・造園博「ジャパンフロ

ーラ 2000」（淡路花博），（120 名） 
中瀬勲，2015.8，「生物多様性と私たちのくらし」，

講師，島本町フォレストサポーター養成講座（基

調講演），（30 名） 
中瀬勲，2015.10，「造園１」（全 2 回），講師，神戸

市シルバーカレッジ，（80 名） 
中瀬勲，2015.10，「自然から学ぶ暮らしの知恵」，講

師，高槻市民文化祭講演，（60 名） 
中瀬勲，2015.10，「水風景・今昔」，講師，日本水道

協会兵庫県支部「全会員講習会」，（80 名） 
中瀬勲，2015.10，特別セミナー「まちづくりのコツ」，

講師，高槻中学校 2 年生，（269 名） 
中瀬勲，2015.10，「丹後×丹波×但馬の自然系ミュ

ージアム連携による環（わ）づくり」，講師，地球

育ミュージアム研究会（宮津），（12 名） 
中瀬勲，2015.11，「次世代につなぐ『ため池』の未

来を語る」，コーディネーター，いなみ野ため池ミ

ュージアム推進フォーラム，（1,300 名） 
中瀬勲，2015.11，「造園 2」（全 2 回），講師，神戸市

シルバーカレッジ，（80 名） 
中瀬勲，2015.11，「風景をデザインする」，川西市生

涯学習短期大学“レフネック”（いきもの・環境学

科），（70 名） 
中瀬勲，2015.11，「出番ですよ。マナビストの皆さ

ん！－地域活性化は待ったなし－」，講師，第 30
回兵庫県学ぶ高齢者のつどい中央大会における記

念講演（丹波の森公苑），（450 名） 
中瀬勲，2015.12，「ため池の保全・管理にかかる役

割分担」，コメンテーター，ひょうご水土里のふる

さとフォーラム，（650 名） 
中瀬勲，2015.12，「有馬富士公園における天然記念

物指定の意義と公園の活性化」，コーディネーター，

阪神北地域における天然記念物連携シンポジウム

（県立有馬富士公園），（120 名） 
中瀬勲，2016.1，「Story of Kurimoto Japanese Garden in 

Edmonton, Alberta」，講師，サンディエゴ JPF（三

景園），（19 名） 
中瀬勲，2016.1，「Story of Kurimoto Japanese Garden in 

Edmonton, Alberta」，講師，サラトガ（ロスガトス）

箱根庭園，（19 名） 
中瀬勲，2016.1，「Story of Kurimoto Japanese Garden in 

Edmonton, Alberta」，講師，シアトル UW 植物園

（18 名） 
中瀬勲，2016.1，「Story of Kurimoto Japanese Garden in 

Edmonton, Alberta」｢尼崎 21 世紀の森｣，講師，シ

アトル ワシントン大学,（10 名） 
中瀬勲，2016.1，「Story of Kurimoto Japanese Garden in 

Edmonton, Alberta」｢日本庭園の技法｣，講師，バ

ンクーバー 日系庭園師会,（22 名） 
中瀬勲，2016.1，「Story of Kurimoto Japanese Garden in 

Edmonton, Alberta」，講師，バンクーバー 新渡戸

庭園（16 名） 
中瀬勲，2016.1，「マネジメントの時代－参画・協働

の視点から－」，講師，たかつき市民環境大学，（50
名） 

中瀬勲，2016.2，「花と緑のまちづくりと私達の役割」，

講師，阪神シニアカレッジ，（54 名） 
中瀬勲，2016.2，「地域特性を生かした今後の兵庫

県・市町の地域創生の推進について」，コーディネ

ーター，地域創生トップフォーラム（地方行政課

題研究会），（450 名） 
中瀬勲，2016.2，「街づくりと造園学」，講師，いき

いき学舎・フレミラ「環境・自然コース」，フレミ

ラ宝塚，（40 名） 
中瀬勲，2016.2，「自然と共に生きる地域づくり」，

講師，いきいき学舎・フレミラ「環境・自然コー

ス」，フレミラ宝塚，（40 名） 
中瀬勲，2016.3，「本・モノのある風景 ～本モノ体

験で風景かわる～（本との出会い）」，講師，県立

図書館講演，（40 名） 
非常勤講師 
2015.4- 2016.3, 「共生地域創生論」，兵庫県立大学大

学院緑環境景観マネジメント研究科（淡路緑景観

キャンパス）． 
2016.1, 「ランドスケープデザイン論」，国立大学法

人 名古屋工業大学． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.8，ひとはくキャラバン，香川大学博物館，高

松市． 
2015.10，小さな学校キャラバン，姫路市立家島小学

校，姫路市． 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等 （計 128 件） 
1993.3-（公財）兵庫丹波の森協会，理事． 
1994.10- 姫路市環境審議会，会長，姫路市． 
1996.4- （公財）兵庫丹波の森協会，丹波の森研究

所，所長． 
1996.7-  兵庫県立丹波の森公苑運営委員会，委員，

（公財）丹波の森公苑． 
1997.8-  建設省近畿地方建設局，自然環境アドバイ

ザー，（国土交通省）建設省． 
1998.8-  （財）ひょうご環境創造協会，環境アドバ

イザー． 
1999.4- （財）都市緑化技術開発機構，研究顧問． 
2000.6- （社）大阪自然環境保全協会，里山保全ア

ドバイザー． 
2001.8-  関電公害防止協議会，委員長，兵庫県・姫

路市・関西電力株式会社． 
2002.3- （財）日本グラウンドワーク協会，評議員． 
2002.5   兵庫県立有馬富士公園運営・計画協議会，
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会長，兵庫県県土整備部． 
2002.12- 兵庫県環境審議会，委員，兵庫県生活文化

部（県民政策部）． 
2003.2-  コミュニティ・ガーデン・ネットワーク，

理事，（財）都市緑化基金． 
2003.6-  （社）日本公園緑地協会，研究顧問． 
2003.10- 兵庫県高大連携等推進協議会，委員長，兵

庫県教育委員会． 
2004.6- （財）日本グラウンドワーク協会東海・近

畿・北陸ブロック会議，委員，（財）日本グラウ

ンドワーク協会． 
2004.7-  島本町環境保全審議会，会長，島本町． 
2004.7-  グリーンスクール審査委員会，委員，兵庫

県教育委員会． 
2004.12- 国営事業環境配慮アドバイザリーグルー

プ，アドバイザー，近畿農政局． 
2005.1-  兵庫県立甲山森林公園管理運営協議会，委

員長，兵庫県阪神南県民局． 
2005.4-  阪神北ビジョン委員会，アドバイザー，兵

庫県阪神北県民局． 
2005.5-  神戸市建設局指定管理者候補者選定委員

会，委員長，神戸市． 
2005.7-  大門寺整備委員会，委員，宗教法人大門寺． 
2005.8-  兵庫県立丹波の森公苑，公苑長，（公財）

兵庫丹波の森協会． 
2005.8-  丹波 OB 大学，学長，兵庫県立丹波の森公

苑． 
2005.8-  たんば共創の森，塾長，兵庫県立丹波の森

公苑． 
2005.9-  ひょうごガーデンマイスター認定委員会，

委員，（社）兵庫みどり公社．以降継続中 
2006.2-  事業評価監視委員会，常任委員，西日本高

速道路株式会社． 
2006.4- （財）公園緑地管理財団，研究顧問． 
2006.5-  丹波の森ふれあい中学生ソフトテニス大

会公苑長杯，実行委員長，丹波の森ふれあい中学

生ソフトテニス大会実行委員会． 
2006.5-  丹波の森子ども環境塾『エコキッズクラ

ブ』，塾長，（公財）兵庫丹波の森協会． 
2006.10- 内ケ池整備に関する検討委員会，委員長，

大阪府，高槻市． 
2007.1- 丹波年輪の里運営協議会，委員(長)，兵庫

県立年丹波年輪の里． 
2007.4-  神戸市公園緑地審議会，委員，会長

（2011.4- ），神戸市． 
2007.4-  神戸市公園緑地審議会運営部会，部会長，

神戸市． 
2007.6- 丹波市恐竜を活かしたまちづくり協議会，

委員，丹波市． 
2007.6-  西播磨風景づくり支援センター，登録，兵

庫県西播磨県民局． 

2007.6-  しみん基金・こうべ助成事業審査委員会，

委員，特定非営利法人しみん基金・こうべ．(継続

中) 
2007.7-  丹波恐竜化石にかかる事業連携推進会議，

会長，県立人と自然の博物館，丹波県民局，丹波

市． 
2008.1- 野生動物保護管理運営協議会，会長（2010.1
から），副会長，兵庫県農林水産部． 

2008.1- 野生動物保護管理運営協議会，WLM 推進

部会，部会長（代行），兵庫県農林水産部． 
2008.4-  丹波縄文の森塾，塾長，（公財）兵庫丹波

の森協会． 
2008.4- やしろの森公園運営協議会，委員，やしろ

の森公園協会． 
2008.6- 恐竜を活かしたまちづくりプロジェクト

チーム，座長，兵庫県丹波県民局． 
2008.6- 尼崎の森中央緑地植栽計画推進会議，委員，

兵庫県阪神南県民局． 
2009.1-  丹波の森大学，学長，（公財）兵庫丹波の

森協会． 
2009.5- 県立三田祥雲館高等学校に係るスーパー

サイエンスハイスクール運営指導委員会，委員，

兵庫県教育委員会． 
2010.2-  たんば恐竜・哺乳類化石を活かしたまちづ

くり推進協議会，副会長． 
2010.2-  円山川水系自然再生推進委員会，委員，近

畿地方整備局，兵庫県但馬県民局． 
2010.5-  兵庫の貴重な自然改訂委員会，委員，兵庫

県農政環境部． 
2010.6-  ひょうごの貴重な自然再生プロジェクト

選定委員会，委員，兵庫県農政環境部． 
2010.5-  新名神高速道路 大阪府域自然環境保全検

討委員会，委員長，西日本高速道路株式会社． 
2010.12- 新名神高速道路 兵庫県域自然環境保全検

討委員会，委員長，西日本高速道路株式会社． 
2011.5- （公財）兵庫県園芸・公園協会が指定管理

者となっている公園等の管理運営にかかる自己評

価システム検討委員会，委員長，（公財）兵庫県

園芸・公園協会． 
2011.5-  生物多様性ひょうご基金審査委員会，委員，

（財）ひょうご環境創造協会． 
2011.6-  生物多様性ひょうご戦略推進委員会，委員，

兵庫県農政環境部． 
2011.8-  西播磨花の郷選定委員会，委員長，兵庫県

西播磨県民局． 
2011.8-  ひょうごの生物多様性保全プロジェクト

選定委員会，委員長，兵庫県農政環境部． 
2011.8- 名勝慶野松原保存整備委員会，委員，南あ

わじ市． 
2011.9   中央環境審議会瀬戸内海部会企画専門委

員会，委員，環境省． 
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2011.9   東日本大震災ひょうごまちづくり専門家

バンク登録，（公財）兵庫県まちづくり技術セン

ター． 
2011.10  あわじ環境未来島構想推進協議会，アドバ

イザー，兵庫県淡路県民局． 
2011.10  あわじ環境未来島構想推進協議会企画委

員会，委員長，兵庫県淡路県民局． 
2011.10-  日本学術会議，連携会員，日本学術会議． 
2011.11  あわじ環境未来島構想推進事業審査会，委

員，兵庫県淡路県民局． 
2012.1-  （公財）兵庫県園芸･公園協会が指定管理

者となっている公園等の管理運営にかかる評価･

検証委員会，委員長，（公財）兵庫県園芸･公園協

会. 
2012.3   兵庫県立丹波年輪の里運営協議会，委員長． 
2012.4   （公財）兵庫県園芸・公園協会，理事． 
2012.4   長期ビジョン審議会公募委員選考会議，委

員，兵庫県企画県民部． 
2012.7   播磨新宮～山崎間自然環境保全検討会，委

員長，西日本高速道路株式会社． 
2012.8   環境基本計画検討小委員会，委員，兵庫県

農政環境部． 
2012.9   （仮称）関西広域連合環境保全計画に関す

る有識者会議，委員，関西広域連合． 
2012.9   神戸市建設局自転車等駐車場整備・管理運

営事業者選定委員会，委員長，神戸市． 
2012.9- （新）森の円卓会議，会長，兵庫県立丹波

並木道中央公園，（公財）兵庫県園芸・公園協会． 
2012.10  長期ビジョン審議会環境優先社会・多彩な

交流社会分科会，部会長，兵庫県企画県民部． 
2012.10  加古川流域懇談会，委員長，国土交通省近

畿地方整備局． 
2013.1-  鵜殿ヨシ原の環境保全に関する検討会，委

員，NEXCO 西日本． 
2013.4-  神戸市建設局指定管理者選定評価委員会，委員

長，神戸市． 
2013.4-  やしろの森公園運協会，評議員，やしろの森公

園協会． 
2013.4-  姫路市生物多様性地域戦略検討会，委員長，姫

路市． 
2013.4- 神戸市公園緑地審議会，委員長，神戸市． 
2013.4-  北近畿豊岡自動車道（豊岡北～豊岡南）環境影

響評価技術検討委員会，委員長，国土交通省近畿地方

整備局． 
2013.4- 神戸市建設局自転車等駐車場事業者選定委員会，

委員長，神戸市． 
2013.5-  新名神高速道路鵜殿ヨシ原の環境保全に

関する検討委員会，委員，西日本高速道路株式会

社． 
2013.6-  あわじ環境未来島構想推進事業審査会，委

員，兵庫県淡路県民局． 

2013.6-  尼崎市公園緑地審議会，会長，尼崎市． 
2013.6-  淡路花博 15 周年記念事業企画委員会，委

員，淡路花博 15 周年記念事業実行委員会． 
2013.6-  淡路花博 15 周年記念事業エネルギーと暮

らし部会，アドバイザー，淡路花博 15 周年記念事

業実行委員会． 
2013.6-  姫路市生物多様性地域戦略検討会，会長，

姫路市． 
2013.6-  兵庫県環境審議会，委員，兵庫県． 
2013.7-  有馬富士公園運営･計画協議会，会長，（公

財）兵庫県園芸・公園協会． 
2013.7   中央環境審議会瀬戸内環境保全小委員会，

専門委員，環境省． 
2013.7   地域再生大作戦顕彰委員会，委員，兵庫県． 
2013.7   評価・検証委員会，委員長，（公財）兵庫

県園芸・公園協会． 
2013.7   新名神高速道路大阪府域自然環境保全検

討委員会，委員長，西日本高速道路株式会社． 
2013.7   神戸市道路公社設置駐車場管理運営業務

委託業者選定評価委員会，委員長，神戸市道路公

社． 
2013.7   三田市まちづくり基本条例進捗管理委員

会，委員，三田市． 
2013.10  日本科学未来館運営評価委員会，委員，日

本科学未来館． 
2013.12  六甲山フォレストプロジェクト・ブレイン

ストーミング，委員，神戸市． 
2013.12  加陽湿地と中筋の未来を考える懇談会，ア

ドバイザー，豊岡市． 
2014.1   淡路花博 2015 花みどりフェア県民提案事

業審査委員会，委員長，淡路花博記念事業実行委

員会． 
2014.4   女性研究者活動支援事業外部評価委員会，

委員，武庫川女子大学． 
2014.4   ふるさとひょうご再生塾企画運営委員会，

委員長，（公財）兵庫県いきがい創造協会． 
2014.4- 阪神北地域ビジョン委員会，アドバイザー，

阪神北地域ビジョン委員会． 
2014.6 兵庫県立明石公園サービスセンター物販・

飲食店出店者選定委員会，委員長，（公財）兵庫

県園芸・公園協会． 
2014.7-   総合企画委員会，委員，（公財）ひょう

ご科学技術協会． 
2014.7   淡路花博 2015 花みどりフェア国際シンポ

ジウム「パークマネジメントの未来」実行委員会，

副委員長，（一財）日本造園修景協会． 
2014.10   兵庫のゆたかさ研究会，委員，副座長，

兵庫県企画県民部． 
2014.10 （一財）公園財団，研究顧問，（一財）公

園財団． 
2014.11   尼崎の森中央緑地整備計画検討委員会，
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委員長，兵庫県阪神南県民センター． 
2014.11.-  野生動物保護管理運営協議会，委員，農

政環境部． 
2014.12   ため池の保全に関する条例検討委員会，

委員，兵庫県農政環境部． 
2014.12.-大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会，

委員，大阪府府民文化部府民文化総務課． 
2015.4.- 鳴門海峡の渦潮世界遺産学術調査検討委員

会，委員，うず潮世界遺産登録学術調査推進協議

会． 
2015.5.- 生物多様性ひょうご戦略推進委員会，委員，

兵庫県農政環境部環境創造局自然環境課． 
2015.5.- 兵庫県地域創生戦略会議・地域活力向上ワ

ーキングチーム，委員，兵庫県企画県民部地域振

興課、地域創生課． 
2015.5.- ため池の保全等に関する総合推進方針検討

会，委員，兵庫県農政環境部農村環境室． 
2015.6.- 兵庫県立施設ネーミングライツスポンサー

選考委員会，委員，兵庫県企画県民部企画財政局

新行政課． 
2015.8.- 地域再生大作戦地域再生プロジェクトチー

ム，構成員，兵庫県丹波県民局． 
2015.9.- うずしお科学館改修検討委員会，委員，う

ず潮世界遺産登録学術調査事業推進協議会． 
2015.10.- 三田市まち・ひと・しごと創生総合戦略策

定懇話会，委員，三田市企画財政部企画広報課． 
2015.10.- 未来に残したい西播磨の貴重な生き物１

００選選定委員会，委員，兵庫県西播磨県民局県

民交流室環境課． 
2015.10.- 尼崎 21 世紀の森づくり協議会，委員，兵

庫県県土整備部まちづくり局公園緑地課． 
2015.12.- 未来に残したい西播磨の貴重な生き物１

００選懇話会，構成員，兵庫県西播磨県民局県民

交流室環境課． 
2016.1.- 民間提案等による都市公園ストック有効活

用方策推進プロジェクト 平成 27 年度有識者会

議，委員，（一社）日本公園緑地協会． 
2016.2.- 丹波ふれあいフェスティバル実行委員会，

委員，丹波県民局県民交流室県民課． 
2016.2.- 丹波地域ビジョン委員審査会，委員，兵庫

県． 
2016.3.- 阪神北地域ビジョン委員審査会，委員，兵

庫県． 
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佐藤裕司 SATO, Hiroshi 
自然・環境評価研究部 
地域環境地質研究グループ 
研究部長 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 地球科学研究部

門 教授． 
昭和 32年大阪府生．神戸大学大学院理学学研究科修士

課程修了．学術博士．日本第四紀学会，日本陸水学会，

日本藻類学会、日本珪藻学会、日本環境教育学会等所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．研究開発部門 
部門研究調整担当，会計担当 

２．プロジェクト 
  恐竜化石を活かした地（知）の拠点づくり、篠山層群

フィールドスタジオ事業．代表者 
加東市との連携と環境学習事業への支援．代表者 
篠山層群脊椎動物発掘調査事業．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．完新世の相対的海水準変動に関する研究 
２．兵庫県における人類紀の環境変遷史に関する研究 
３．淡水産および汽水産藻類の多様性と水環境保全に

関する研究 
４．自然史リテラシーの涵養のための環境教育プログ

ラム開発 
■その他著作 
◎田中俊雄・佐藤裕司・加藤茂弘・半田久美子（2015）
兵庫県西宮市仁川における大阪層群の珪藻分析．人

と自然 26，47-59． 
■研究発表 
渋谷早苗・北場育子・兵頭政幸・加藤茂弘・佐藤裕司

（2015）大阪湾堆積物コアを用いた最終間氷期の高

精度気候復元．日本地球惑星科学連合2015年大会，

幕張メッセ，千葉（5月） 
前垣内健太・兵頭政幸・北場育子・佐藤裕司（2015）
大阪湾における海洋酸素同位体ステージ 19 初期の

急激な海面低下イベント．日本地球惑星科学連合

2015年大会，幕張メッセ，千葉（5月） 
田中郁子・兵頭政幸・北場育子・佐藤裕司（2015）房

総半島国本層における珪藻化石層序．日本地球惑星

科学連合 2015年大会，幕張メッセ，千葉（5月） 
Tanigawa, K., Hyodo, M., and Sato, H.（2015）Holocene 

relative sea-level change reconstructed from 

incised-valley fills in the Toyooka Basin, western Japan. 
XIX INQUA Congress, The Nagoya Congress Center, 
Nagoya (26 July-2 August) 

Tanaka, I., Hyodo, M., Kitaba, I., and Sato, H.（2015）
Detailed stratigraphy of diatom assemblages across the 
Matuyama-Brunhes magnetic polarity boundary from a 
core collected adjacent to the Chiba section, central Japan. 
XIX INQUA Congress, The Nagoya Congress Center, 
Nagoya (26 July-2 August) 

Maegakiuchi, K., Hypdp, M., Kitaba, I. and Sato, H.（2015）
Rapid sea-level fall during the earliest phase of Marine 
Isotope Stage 19 in Osaka Bay, Japan. XIX INQUA 
Congress, The Nagoya Congress Center, Nagoya (26 
July-2 August) 

渋谷早苗・北場育子・兵頭政幸・加藤茂弘・佐藤裕司

（2015）大阪湾堆積物コアの花粉分析により検出し

た最終間氷期の寒冷化イベント．日本地質学会第

122年学術大会，信州大学，長野（9月） 
河村幸子・佐藤裕司（2015）ジャコウアゲハから学ぶ

生物多様性の環境教育．第 12 回環境人間学フォー

ラム，兵庫県立大学姫路環境人間キャンパス，兵庫

（11月） 
河村幸子・佐藤裕司・渡 康彦・竹田真木生（2016）
淀川におけるジャコウアゲハとホソオチョウの発

生状況．日本昆虫学会第 76回大会・第 60回日本応

用動物昆虫学会・合同大会，大阪府立大学，大阪（3
月） 

■学会役員など 
日本第四紀学会，査読委員 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-2016.3 現生淡水藻類の標本採集．丹波市・上

郡町など． 
2015.7 グリーンランド岩石標本（神戸大学）． 

■整理同定担当資料 
 第四紀古環境資料，淡水産藻類標本． 
 

＜事業推進＞ 
１． 生涯学習支援事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎佐藤裕司，2015.4，オープンセミナー「アンモナイ

ト石けんを作ろう！」，博物館（37名） 
佐藤裕司，2015. 5-7, 特別ゼミ「水圏自然史」（全６回），

博物館（のべ6名） 
佐藤裕司，2015.8，教職員・指導者セミナー「「大地の

つくり」に役立つ自然史の学習」，博物館（16名） 

個人別成果報告に関する資料 

●自然・環境評価研究部  地域環境地質研究グループ／ 

埋蔵自然遺産研究グループ 

No.2 
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◎佐藤裕司，2015.8，オープンセミナー「アンモナイ

ト石けんを作ろう！」，博物館（59名） 
◎佐藤裕司，2015.10，オープンセミナー「アンモナイ

ト石けんを作ろう！」，博物館（45名） 
◎佐藤裕司，2015.11，オープンセミナー「アンモナイ

ト石けんを作ろう！」，博物館（63名） 
◎佐藤裕司，2015.12，オープンセミナー「アンモナ

イト石けんを作ろう！」，博物館（26名） 
  兵庫県立大学・大学院教育 
共生博物学（全学共通教育科目，オムニバス形式，代

表） 
陸・水圏自然史特別演習 
特別ゼミナール I（A）(B) 
特別ゼミナール II（A）(B) 
ＣＯＣ事業・地域資源マネジメントプロジェクト（篠

山・丹波地域・地域戦略会議議長） 
非常勤講師 
2016.2, 「博物館（学内）実務実習」，神戸大学（実習

地；人と自然の博物館）． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.9，第７回加東市ノーベル大賞応募作品審査，加

東市教育委員会，加東市立三草小学校，加東市との

協力協定事業／主担当 
2015.10，第７回加東市ノーベル大賞表彰・講評，加東

市教育委員会，加東市立滝野図書館，加東市との協

力協定事業／主担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
野生生物を調査研究する会，副担当（協働） 

 岸本清明，主担当（協働） 
東山真也，主担当（協働） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.5，宝塚市立西谷中学校．2名，三田市立藍中学

校．1名 
学校団体対応 
2015.5，「水のはなし」，姫路市立峰相小学校３年生 
2015.10，「水のはなし」，朝来市立朝来中学校１年生 
2015.10，「地球温暖化のはなし」，加古川市立両荘中学

校１年生 
■研修生等の受入 
卒論生等 
2015.4-2016.3，前垣内健太（神戸大学大学院理学研究

科博士課程前期），大阪湾における海洋酸素同位体ス

テージ 19の海水準変動に関する研究． 
2015.4-2016.3，田中郁子（神戸大学大学院理学研究科

博士課程後期），房総半島国本層における珪藻化石

層序に関する研究． 
２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
地学系収蔵庫等の案内，２回，６名． 

■行政等支援 
委員会等 （計５件） 

2015.4-2016.3, 生物多様性アドバイザー，兵庫県農政

環境部環境創造局自然環境課． 
2015.4-2016.3, 篠山市脊椎動物化石保護・活用委員

会，委員，篠山市教育委員会． 
2015.4-2016.3，加東市とひとはく協力協定連携推進会

議，委員，加東市教育委員会． 
2015.4-2016.3，希少野生動植物種保存推進員，環境省

自然環境局野生生物課． 
2015.4-2016.3，三田市環境審議会，副会長，三田市経

済環境部環境政策局環境・省エネ推進課． 
相談・指導助言 
 来訪者 18件，25名．電話・FAX 相談 8件，メール

相談 38件． 
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加藤 茂弘，KATO，Shigehiro 

自然・環境評価研究部 
地域環境地質研究グループ 
主任研究員 
昭和 35 年岐阜県生．東京大学大学院理学系研究科博士

課程単位取得後退学．理学修士．日本第四紀学会，日本

活断層学会，日本人類学会，日本地理学会，日本地質学

会，日本地形学連合，東北地理学会，ナイル・エチオピ

ア学会所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．タスクフォース  学習人材育成タスクフォース 
サブリーダー 

２．研究開発部門 
研究担当、部門研究調整担当、会計担当 

３．プロジェクト 
地学系収蔵庫の資料整理の推進．分担者 
部門研究「地形・地質・化石等を軸とした学習コンテ

ンツの探索とその活用に関する研究」，分担者． 
 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．火山灰層序に基づく後期新生代の古環境変動に関

する研究 
２．近畿地方の活断層と地殻変動に関する研究 
３．地震断層の保存と活用に関する研究 

■論文・著書 
Gen Suwa, Yonas Beyene, Hideo Nakaya, Raymond L. 

Bernor, Jean-Renaud Boisserie,Faysal Bibi, Stanley H. 
Ambrose, Katsuhiro Sano, Shigehiro Katoh, Berhane 
Asfaw（2015）Newly discovered cercopithecid, equid 
and other mammalian fossils from the Chorora 
Formation, Ethiopia．Anthropological Science，123，
19-39． 

Yonas Beyene, Berhane Asfaw, Shigehiro Katoh, Gen 
Suwa（2015）Overview of the Archaeological Research 
at Konso (in Yonas Beyene, Berhane Asfaw, Katsuhiro 
Sano, and Gen Suwa, eds., Konso- Gardula Research 
Project Volume 2 Archaeological Collections: 
Background and the Early Acheulean Assemblages, 
178p.)．Bulletin of The University Museum, The 
University of Tokyo, 48, 9-24． 
Shigehiro Katoh, Yonas Beiene, Tetsumaru Itaya, 

Hironobu Hyodo, Masayuki Hyodo, Koshi Yagi, Chitaro 
Gouzu, Giday WoldeGabriel, William K. Hart, Stanley H. 
Ambrose, Hideo Nakaya, Raymond L. Bernor, 
Jean-Renaud Boisserie, Faysal Bibi, Haruo Saegusa, 
Tomohiko Sasaki, Katsuhiro Sano, Berhane Asfaw, Gen 
Suwa（2016）New geological and palaeontological age 
constraint for the gorilla-human lineage split．Nature, 530, 
215-218． 

Masayuki Hyodo, Shigehiro Katoh, Akihisa Kitamura, 
Kenta Takasaki, Hayato Matsushita, Ikuko Kitaba, Ikuko 
Tanaka, Masakazu Nara, Takuya Matsuzaki, David L. 
Dettman, Makoto Okada （ 2016 ） High resolution 
stratigraphy across the early–middle Pleistocene 
boundary from a core of the Kokumoto Formation at 
Tabuchi, Chiba Prefecture, Japan ． Quaternary 
International，397，16-26． 

■その他著作 
◎田中俊雄・佐藤裕司・加藤茂弘・半田久美子（2015）

人博太郎（2015）兵庫県西宮市仁川における大阪

層 群の珪藻分析．人と自然，No.26，47-59． 

加藤茂弘（2015）湖岸に眠る大地震の記録．産経新

聞兵庫版，『ひとはく通信』(7月 9日)． 

◎加藤茂弘（2015）特集ひょうごの岩石と鉱物（養父

市大屋町加保産のヒスイ輝石岩，日本の近代化を支

えたひょうごの鉱山，市民鉱物学者が発見した「白

いヒスイ輝石岩」，「クドウ地科学コレクション」），

ひとはく通信ハーモニー，91号，1-3（12月 24日） 
■ブログへの情報提供 
２件 

■研究発表 
兵頭政幸・高崎健太・松下隼人・加藤茂弘・北場育子・

Dettman David・北村晃寿・林 広樹・岡田 誠（2015.5）
市原市田淵における国本層の掘削コアのマツヤマ

―ブリュンヌ地磁気極性トランジション．地球惑星

科学連合 2015年大会，幕張メッセ国際会議場，千

葉市． 
◎中野恒佑・北場育子・兵頭政幸・加藤茂弘（2015.5）
大阪湾堆積物コアの花粉記録から見た海洋酸素同

位体ステージ11の気候変化．地球惑星科学連合2015
年大会，幕張メッセ国際会議場，千葉市． 

◎渋谷早苗・北場育子・兵頭政幸・加藤茂弘・佐藤裕

司（2015.5）大阪湾堆積物コアを用いた最終間氷期

の高精度気候復元．地球惑星科学連合2015年大会，

幕張メッセ国際会議場，千葉市． 
◎伊東修平・山口 覚・小田佑介・村上英記・加藤茂

弘・上嶋 誠・片上智史（2015.5）山崎断層帯主部南

東部を構成する琵琶甲断層の地下比抵抗構造の高

精度化．地球惑星科学連合 2015年大会，幕張メッ

セ国際会議場，千葉市． 
Gen Suwa, Yonas Beyene, Berhane Asfaw, Shigehiro Katoh
（2015.8）Chronology of the earliest Acheulean and its 
relationship to emergence of Homo erectus．国際第四紀

連合 2015年名古屋大会(INQUA2015 Nagoya)，名古

屋国際会議場、名古屋市． 
Masayuki Hyodo, Kenta Takasaki, Hayato Matsushita, 

Shigehiro Katoh, Ikuko Kitaba, David L. Dettman, Hiroki 
Hayashi, Makoto Okada（2015.8）High-resolution 
Matuyama-Brunhes magnetic polarity transition record 
from an oriented core of the Kokumoto Formation at 
Tabuchi, Chiba, central Japan．国際第四紀連合 2015年
名古屋大会(INQUA2015 Nagoya)，名古屋国際会議場、
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名古屋市． 
Toshiaki Mishima, Masayuki Hyodo, Koichiro Tanigawa, 

Shigehiro Katoh, Tianshui Yang, Zhenyu. Yang（2015.8）
Multiple rapid polarity swings within the 
Gauss-Matuyama geomagnetic transition record from 
Lingtai, central Loess Plateau, China．国際第四紀連合

2015年名古屋大会(INQUA2015 Nagoya)，名古屋国

際会議場、名古屋市． 
◎Kousuke Nakano, Ikuko Kitaba, Masayuki Hyodo, 

Shigehiro Katoh（2015.8）High-resolution climate 
variation during marine isotope stage 11 from a core of 
Osaka Bay, southwest Japan．国際第四紀連合 2015年
名古屋大会(INQUA2015 Nagoya)，名古屋国際会議場、

名古屋市． 
 兵頭政幸・番匠健太・高崎健太・登日真里奈・楊 天

水・加藤茂弘（2015.9）中国Lingtai のレス・古土壌

層におけるMatuyama–Brunhes 境界と磁気・気候層

序．日本地質学会第 122年学術大会，信州大学、長

野市． 
◎渋谷早苗・北場育子・兵頭政幸・加藤茂弘・佐藤裕

司（2015.9）大阪湾堆積物コアの花粉分析により検

出した最終間氷期の寒冷化イベント．日本地質学会

第 122年学術大会，信州大学、長野市． 
山口 覚・大内悠平・小田佑介・三島稔明・村上英記・

加藤茂弘（2015.10）山田断層系郷村断層（京丹後市）

の 地下比抵抗構造探査とその解釈－1300mボーリ

ングデータとの比較－．日本地震学会 2015年度秋

季大会，神戸国際会議場、神戸市． 
山口 覚・大内悠平・小田佑介・三島稔明・村上英記・

加藤茂弘（2015.11）山田断層系郷村断層（京都府京

丹後市）の電気伝導度構造モデルの再検討．地球電

磁気・地球惑星圏学会第 138回大会，東大本郷キャ

ンパス、山上会館，東京都． 
兵頭政幸・高崎健太・松下隼人・加藤茂弘・北場育子・

北村晃久・David L. Dettman・林 広樹・岡田 誠

（2015.11）上総層群のMatuyama-Brunhes 地磁気逆

転：千年スケールの特徴．地球電磁気・地球惑星圏

学会第138回大会，東大本郷キャンパス，山上会館，

東京都． 
加藤茂弘・兵頭政幸・石村大輔・岡田篤正（2015.11）
地磁気永年変化を用いた三方湖MK09コアの地震イ

ベント層準の高精度年代推定．日本活断層学会 2015
年度秋季大会，岡山大学，岡山市． 

■学会役員など 
日本第四紀学会，INQUA2015 年プレ巡検（山陰海岸

ジオパーク）担当（2013年 4月～2015年 8月） 
■助成を受けた研究 

ラミダス化石等人類進化研究を中心としたマクロ形

態研究の推進と基盤充実．文部科学省科学研究費補

助金（特別推進研究；平成 25～29年度），研究分担

者（平成 27年度配分金額 702万円．内直接経費 540

万円） 

琵琶湖北岸，八田部盆地の地下堆積物の層序と編年に

基づく岩熊(やのくま)断層の活動性評価．平成 27

年度東京地学協会研究助成金，研究分担者（配分金

額 10万円．総額 50万円） 

 同一断層系で活動性が異なる断層セグメント間の電

気比抵抗構造の違いに関する研究．平成 27年度東

京大学地震研究所一般共同研究，研究分担者（総額

32万円） 

地球電磁気学的手法を用いた活断層地下構造解明手

法の高精度化．大阪市立大学平成 27 年度戦略的研

究，研究分担者（総額 150万円） 
■海外調査 

2016.2-3，エチオピア（チョローラ層の哺乳類化石の

探索と堆積年代の年代決定に関する調査） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.5 丹後半島の河岸段丘・海岸段丘，および古砂

丘・現成砂丘の地形・地質写真． 
2016.2-3 エチオピア，アファー地溝帯南部のチョロー

ラ層中の火山灰層，軽石層など． 
2016.3 淡路市に分布する大阪層群の火山灰層や活断

層地形の写真． 
■受贈担当資料 

2015.5, 兵庫県産岩石・鉱物（クドウ地科学コレクシ

ョン）．300点． 
■整理同定担当資料 
第四紀堆積物（火山灰，ボーリングコア等，活断層・

地層のはぎとり標本等）． 

岩石（火山岩と堆積岩が主体）・鉱物標本 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 

石ころクラブ・先山 徹・加藤茂弘，2015.5，一般

セミナー「石ころクラブ勉強会」，博物館．（全７

回，100名） 
◎加藤茂弘，2015.4，オープンセミナー「くらやみで

光る岩石や鉱物を見てみよう」，博物館．（71 名） 
◎加藤茂弘，2015.5，オープンセミナー「くらやみで

光る岩石や鉱物を見てみよう」，博物館．（72 名） 
◎加藤茂弘，2015.11，オープンセミナー「くらやみで

光る岩石や鉱物を見てみよう」，博物館．（79 名） 
◎加藤茂弘，2015.4，特注セミナー「くらやみで光る

岩石や鉱物を見てみよう」（2 回），京都府立桃山

高等学校，博物館．（45名） 
加藤茂弘，2015.5，特注セミナー「地震はどうして

起こるのか」，神戸市立福田中学校，博物館．（136
名） 

◎加藤茂弘，2015.11，特注セミナー「六甲山周辺の地

形と地質」（2 回），兵庫県立舞子高等学校，博物

館．（41名） 
◎加藤茂弘，2015.12，特注セミナー「くらやみで光る

岩石や鉱物を見てみよう」，兵庫県立相生高等学校，
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博物館．（32名） 
館外講演 

加藤茂弘，2015.10，野外巡検「夜久野高原の田倉山

溶岩と小多利泥炭層」，鉱物クラブ秋の石めぐり

ハ イキング，夜久野高原および市島町など．（23
名） 

加藤茂弘，2015.10，「川西の特色ある地形とその形

成の歴史」，川西生涯学習短期大学，川西市教育

委員会，アステ市民プラザ．（73名） 
◎加藤茂弘，2015.11，「地震のしくみと断層ドミノ」，

兵庫県立図書館・三田市立図書館，三田市立図書

館．（100名） 
加藤茂弘，2015.11，トークセッション「子どもと読

書」，兵庫県立図書館・三田市立図書館，三田市

立図書館．（62名） 
加藤茂弘，2015.11，「エチオピアの大地に人類進化

の謎を探る」，第 27 回西宮東高等学校木曜講座，

西宮市立西宮東高等学校，西宮東高校ホール（な

るお文化ホール）．（140名） 
加藤茂弘，2015.11，「大地動乱の 21世紀を生きる」，

三田市生涯学習サポートクラブ，三田市立中央公

民館．（160名） 
加藤茂弘，2015.11，「中山寺周辺の活断層地形と 1596
年伏見地震の痕跡をたどる」，宝塚市教育委員会，

いきいき学舎フレミラ．（30名） 
加藤茂弘，2015.11，「宝塚周辺の活断層と近未来の

大地震」，宝塚市教育委員会，いきいき学舎フレ

ミラ．（31名） 
加藤茂弘，2016.1，「見直される近未来の南海地震」，

阪神シニアカレッジ 4 年代，ソリオ 2．（150 名） 
加藤茂弘，2016.1，「アフリカで人類進化の謎を探る」，

阪神シニアカレッジ 2年代，ソリオ 2．（145名） 
テレビ・ラジオ等出演 
7 件 

2016.2，「化石空白期を埋めるエチオピアの研究成果

の発表」，NHK 関西，関西テレビ，サンテレビほ

か 2件 
 2016.3，「Voice」，毎日放送，２回 

■共催・協力・後援事業 
2015.8, 野島断層親子体験学習講座，淡路市教育委

員会，淡路市北淡震災記念公園セミナーハウス．

共催／主担当 
2015.11, ひょうご子ども読書活動推進フォーラム

事業，兵庫県立図書館，三田市立図書館・神戸市

勤労会館．協力／委員・講師・展示作製など 
2015.11, ひょうご子どもの読書活動推進フォーラ

ム「本モノ体験！」地区テーマ 防災，三田市立

図書館，三田市立図書館．共催／講師・展示など 
 2016.1, 野島断層普及講演会 2016，淡路市教育委員

会，淡路市北淡震災記念公園セミナーハウス．協力

／主担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 

石ころクラブ，主担当（指導・協働） 
南あわじ地学の会，副担当（指導・協働） 
舟木冴子，副担当（指導） 

 野田富士樹，副担当（指導） 
成果発表 
2016.2, 共生のひろば「山陰海岸ジオパークの地形・

地質模型」および「見て，ふれよう，みんなで集め

た石や砂」，石ころクラブ．指導・協働 
■学校教育支援 
講師派遣 
2015.5，「見直される近未来の南海地震」，兵庫県立舞

子高等学校 1年生． 
2015.5，「断層ドミノで学ぶ活断層と地震」，兵庫県立

舞子高等学校 1年生． 
■研修生等の受入 
卒論生等 
2016.3, 中野恒佑（神戸大学理学研究科地球惑星科学

専攻地球環境進化学研究室 博士前期課程 2年），大

阪湾堆積物コアの花粉記録から見た海洋酸素同位

体ステージ 11の気候変化． 
2015.4- 2016.3,前垣内健太（神戸大学理学研究科地球惑

星科学専攻地球環境進化学研究室 博士前期課程 2
年），海洋酸素同位体ステージ 19における百～千年

スケールの気候変動と短期間の海面低下イベント． 
2015.4- 2016.3, 渋谷早苗（神戸大学理学研究科地球惑

星科学専攻地球環境進化学研究室 博士前期課程 1
年），大阪湾堆積物コアの花粉分析により検出した

最終間氷期の寒冷化イベント． 
■展示 

2015.11-, 1階常設展示コーナーにおける新展示「ひょ

うごの岩石と鉱物（クドウ地科学コレクションの紹

介展示含む）」．責任者 
2016.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」．.
分担者 

２．シンクタンク事業 
■受託研究 
野島断層の保存・活用に関する研究．淡路市教育委員

会，研究代表者（30万円） 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
地学系収蔵庫等の案内，4回，13名． 

■行政等支援 
委員会等 （計 3件） 
2015.4-,2016.3, 野島断層活用委員会，委員，淡路市教

育員会． 
2015.7-2016.3, 治水地形判定委員会（近畿地区），委員，

国土交通省国土地理院応用地理部防災地理課． 
2015.7-2016.3, ひょうご子ども読書活動推進フォーラ

ム地区運営委員会（阪神・丹波地区），委員，兵庫

県立図書館／兵庫県教育委員会． 
相談・指導助言 
来訪者 10件，20名．電話・FAX 相談 50件，メール

相談 120件． 
2015.8-9, 被災遺構としての明戸防潮堤の保存方法に
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ついて，岩手県田野畑村政策推進室． 
2015.10, 大阪市阿倍野センターでの地震鯰絵の使用

について，大阪市消防局． 
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菊池 直樹 KIKUCHI, Naoki 

自然・環境評価研究部 
地域環境地質研究グループ 
研究員 
昭和４６年福岡県生．高知大学大学院理学研究科博士課

程単位取得退学．理学修士． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 生涯学習推進室 
 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．堆積作用に規制された底生動物化石群の古生態学 
２．深海二枚貝オオハネガイ類の古生態学  
３．歴史時代の貝類古生物学 
４．ジオ・アーケオロジー 

■研究発表 
菊池直樹・伊佐治鎮司・近藤康生（2016）上総層群万

田野層（中部更新統）からの現生種オオハネガイ 
Acesta goliath の最古記録. 日本古生物学会, 京都

大学, 京都市. 
近藤康生・菊池直樹・島内朝康(2015)高知市地下の沖

積層とその貝類群. 第２６回中四国縄文研究会, 宿
毛市立宿毛歴史館,高知県高知市. 

■助成を受けた研究 
化石から探る現生種貝類の起源 文部科学省科学研

究費（基盤研究（C））, 研究分担者 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015. 8 篠山市 岩石標本 
2015.12 篠山市 岩石標本 
2015.12 養父市 貝類化石 

■整理同定担当資料 
無脊椎動物化石（主に軟体動物化石）、岩石・鉱物． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
菊池直樹，2015.5.17，一般セミナー「身近なジュラシ

ックパーク」，人と自然の博物館．（15名） 
菊池直樹，2015.6.6，一般セミナー「身近なジュラシ

ックパーク. 生きた化石を探せ」，人と自然の博物館．

（26名） 
菊池直樹，2015.6.13，一般セミナー「生物潜水艦アン

モナイトの謎」，人と自然の博物館．（25名） 
菊池直樹，2015.7.25，一般セミナー「化石のできかた」，

人と自然の博物館．（17名） 
菊池直樹，2015.10.10，一般セミナー「ジオアーケオ

ロジー ～地質学からみた遺跡～」，人と自然の博

物館．（13名） 

菊池直樹，2015.8.6，教職員・指導者セミナー「化石

からみた生き物の歴史」，人と自然の博物館．（21名） 
菊池直樹，2015.7.5，オープンセミナー「解説！丹波

竜」，人と自然の博物館．（30名） 
菊池直樹，2015.9.22，オープンセミナー「地球と生命

の歴史」，人と自然の博物館．（21名） 
菊池直樹，2015.9.2３，オープンセミナー「地球と生

命の歴史」，人と自然の博物館．（21名） 
菊池直樹，2015.10.24，オープンセミナー「地球と生

命の歴史」，人と自然の博物館．（21名） 
菊池直樹，2015.11.1，オープンセミナー「解説！丹波

竜」，人と自然の博物館．（27名） 
菊池直樹，2016.2.14，オープンセミナー「解説！丹波

竜」，人と自然の博物館．（34名） 
菊池直樹，2014..6.24，特注セミナー「化石のレプリカ

づくり」，人と自然の博物館．（56名） 
菊池直樹，2014..8.11，特注セミナー「近なジュラシッ

クパーク」，人と自然の博物館．（56名） 
菊池直樹，2014..8，特注セミナー「アンモナイト化石

のレプリカづくり」，博物館．（31名） 
菊池直樹，2014.8，特注セミナー「アンモナイト化石

のレプリカづくり」，博物館．（45名） 
菊池直樹，2014.11，特注セミナー「情報端末を使った

化石の学習」，博物館．（33名） 
館外講演 
菊池直樹，2015.8.12，カキの歴史，相生市教育委員会，

相生市図書館．（17名） 
菊池直樹，2015.8.27，生命の歴史（伊丹市エジソン倶

楽部），伊丹市教育委員会，伊丹市教育センター．（50
名） 

菊池直樹，2015.10，塩原木の葉石と身近な地学教材に

ついて，伊丹市中学校教育研究会理科部会，伊丹市

天王寺川中学校．（22名） 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.8.1，「ゆめはく化石展示」, 洲本市立淡路文化史

料館，洲本市．協力 
2015.8.8，「塩原の木の葉化石石割体験」, たつの市新

宮図書館，たつの市．協力（セミナーの企画・実施

など） 
2015.8.11-16，「身近な海の生き物展」, 相生市図書館，

相生市．協力 
2015.8.15，「野島断層親子体験学習講座」，淡路市教育

委員会，北淡震災記念公園セミナーハウス，淡路市．

共催（セミナーの企画・実施など） 
2015.8.19，「洲本市化石採集会」, 洲本市立淡路文化史

料館，洲本市．協力 
■共催・協力・後援事業 

2015.5.2-6.28，兵庫県立大学COC 事業・地域資源マネ

イジメント系事業 企画展「アンモナイトのふし

ぎ」，丹波市ちーたん館，丹波市．共催 
2015.5.3，兵庫県立大学COC 事業・地域資源マネイジ

メント系事業 「北海道のノジュール割りのアンモ

ナイト採集会」，丹波市ちーたん館，丹波市．共催
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（37名） 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
兵庫県古生物研究会，副担当 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.5.27，三田市内中学生 3 名（岩石標本整理ほか） 
学校団体対応 
2015. 5. 22,「生命の歴史」，兵庫県立有馬高等学校，人

と自然の博物館．（36名） 
2015. 7. 14,「生命の歴史」，兵庫県立尼崎北高等学校，

人と自然の博物館．（34名） 
2015. 10. 22,「身近なジュラシックパーク」，兵庫県立

西宮今津高等学校，人と自然の博物館．（22名） 
 講師派遣 

2015.10.27，「大地の語り部、「化石」から学ぼう」，

講師，伊丹市天王寺川中学校．（30名） 
2015.11.26，「わたしたちの住む大地」，講師，神戸市広

陵小学校．（124名） 
■展示 

2015.7- 10，ミニ企画展「標本でたどる アンモナイト

の歴史展」．責任者 
2016.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
地学系収蔵庫等の案内，5回，10名． 

■行政等支援 
相談・指導助言 
来訪者 9件，11名．電話・FAX 相談 15件，メール相

談 20件． 
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古谷 裕 FURUTANI, Hiroshi 

自然・環境評価研究部 
埋蔵自然遺産研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 地球科学研究部

門 准教授． 
1952年島根県生．名古屋大学大学院理学研究科博士課程

（後期課程）単位取得満了．理学博士．日本地質学会，

日本古生物学会、日本地学教育学会等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．研究開発部門 
資料担当 

２．プロジェクト 
恐竜特色化推進プロジェクト．分担者 
きっぴー山プロジェクト．分担者 
Kids サンデープロジェクト．分担者 
ミュージアムキッズ！プロジェクト．分担者 
ゆめはく．分担者 
地学系収蔵庫の資料整理の推進．分担者 
棚倉町里山再生・活用プロジェクト．分担者 

 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．古生代放散虫化石の研究 
２．兵庫県内の中・古生層の研究 
３．小さな子どもたちに対する地学教育に関する研究 

■その他著作 
古谷 裕（2015） 石ころの不思議（産経新聞） 

■ブログへの情報提供 
2 件 

■研究発表 
竹村厚司・竹村静夫・植野 輝・菅森義晃・古谷 裕

（2015）岡山市東部の超丹波帯チャート層から産出

したデボン紀後期放散虫化石．日本古生物学会，産

業技術総合研究所，つくば市． 
古谷 裕(2016)地学系キッズプログラムはこうして

“進化”した．子どもひかりプロジェクト研究会，

京都市． 
■助成を受けた研究 
被災した子ども達が大人になるまで-博物館こそがで

きる長期継続型支援システムの構築．文部科学省科

学研究費基盤研究(C). 分担者（2015年度 10万円／

総額 494万円） 
２．資料収集・整理 

■整理同定担当資料 
化石（無脊椎動物化石） 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 

館主催セミナー 
古谷 裕，2015.7，一般セミナー「身近な石ころを調

べる」，博物館．（11名） 
古谷 裕，2016.3，一般セミナー「丹波で中・古生代

の地層を観察しよう」，丹波市・篠山市．（9名） 
古谷 裕・高瀬優子，2015.8，教職員・指導者セミナ

ー「小さな子どもの指導者向け 化石を使ったプロ

グラム」，博物館．（7名） 
高瀬優子・古谷 裕，2015.8，「小さな子どもの指導者

向け かわいい石ころ標本づくり」，博物館（5 名） 
古谷 裕，2015.8，教職員・指導者セミナー「丹波で

地層を見る」，丹波市．（15名） 
古谷 裕，2015.12，「解説！丹波の恐竜化石」，博物館．

（27名） 
古谷 裕，2015.6，オープンセミナー「解説！丹波の

恐竜化石」，博物館．（24名） 
古谷 裕，2015.7，オープンセミナー「小さな化石を

たのしもう」，博物館．（22名） 
古谷 裕，2015.10，オープンセミナー「解説！丹波の

恐竜化石」，博物館．（22名） 
古谷 裕，2015.12，「解説！丹波の恐竜化石」，博物館．

（27名） 
古谷 裕，2015.4，特注セミナー「化石のレプリカづ

くりと化石の話」，博物館．（128名） 
古谷 裕，2015.5，特注セミナー「化石の話と丹波の

恐竜化石解説」，博物館．（26名） 
古谷 裕，2015.5，特注セミナー「丹波市ちーたんの

館見学」，丹波市．（26名） 
古谷 裕，2015.6，特注セミナー「アンモナイトのお

話とレプリカづくり」，博物館．（35名） 
古谷 裕，2015.7，特注セミナー「丹波の地層と恐竜」，

博物館．（20名） 
古谷 裕，2015.7，特注セミナー「恐竜の展示解説」，

博物館．（20名） 
古谷 裕，2015.8，特注セミナー「学校周辺の石ころ

から大地の成り立ちを考える」，博物館．（23名） 
古谷 裕，2015.10，「高梁川の石ころと流域の地質」，

（21名） 
古谷 裕，2015.10，特注セミナー「化石って何だ!?」，
博物館．（27名） 

古谷 裕，2015.11，特注セミナー「丹波の恐竜・地層

と、明石小学校の石ころ」，博物館．（77名） 
古谷 裕，2016.2，特注セミナー「恐竜化石展示解説」，

博物館．（46名） 
古谷 裕，2016.2，特注セミナー「アンモナイトのレ

プリカづくりと化石の話」，特注セミナー，博物館．

（46名） 
古谷 裕，2016.2，特注セミナー「狭間小学校周辺の

地層と石ころ」，博物館．（46名） 
古谷 裕，2016.3，特注セミナー「石ころとちいさな

化石」，博物館．（22名） 
古谷 裕，2016.3，特注セミナー「丹波の地層と化石」，

博物館．（15名） 
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古谷 裕，2016.3，特注セミナー「恐竜化石展示解説」，

博物館．（15名） 
館外講演 
古谷 裕，2015.6，「宝塚で見られる地層と化石」，フ

レミラ宝塚，宝塚市．（35名） 
古谷 裕，2015.6，「街の中で化石探し」，フレミラ宝

塚，宝塚市．（35名） 
非常勤講師 
2015.9- 2016.3, 「地学実習」，神戸女学院大学． 
テレビ・ラジオ等出演 
2015.10， 「よ～いドン！」，関西テレビ 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015. 5, 「田村っ子ゆめまつり 2015」，田村市役所多

目的ホール，福島県田村市，分担者 
2015. 6, 「こども☆ひかりフェスティバル inせんだい

2015」,仙台市縄文の森広場、仙台市．分担者． 
2015.7,「恐竜時代の植物と化石展」，上坂部西公園，

尼崎市，主担当． 
2015.8，『元浜緑地に「ゆめはく号」がやってくる！』，

元浜緑地，尼崎市，主担当． 
2015.8,「たのしい♡石ころ～小さな化石をさがそう～」，

西宮阪急，西宮市，主担当． 
2015.9,「ミニフェスティバル inいわて子どもの森

2015」，いわて子どもの森，岩手県一戸町，分担者． 
2015.9, 「ひとはくKidsキャラバン inたなぐらまち」，

棚倉幼稚園，福島県棚倉町，分担者． 
2015.10,「ミニフェスティバル inみなみそうま2015」，
南相馬市博物館，福島県南相馬市，分担者． 

2015.10，「小さな学校キャラバン」，養父市立建屋小学

校，養父市，分担者． 
2015.10，「小さな学校キャラバン」，姫路市立坊勢小学

校，姫路市，分担者． 
2015.11，「学校キャラバン」，小野市立河合小学校，小

野市、分担者． 
2015.11,「学校キャラバン」，大阪市立榎本小学校，大

阪市，分担者． 
2015.12,「ミュージアムストリート 2015in八木山動物

公園」，仙台市八木山動物公園，仙台市，分担者． 
■共催・協力・後援事業 

2015.7-8「あわじの星空から小さな化石まで」展，南

あわじ地学の会，共催，主担当． 
■学校教育支援 
学校団体対応 
古谷 裕，2015.5，特注セミナー「化石の話と丹波の

恐竜化石解説」，柳学園中学校 2年生． 
古谷 裕，2015.8，特注セミナー「学校周辺の石ころ

から大地の成り立ちを考える」，大阪女学院高等学

校．（23名） 
古谷 裕，2015.10，「高梁川の石ころと流域の地質」，

金光学園高等学校（21名） 
古谷 裕，2015.10，特注セミナー「化石って何だ!?」，
滝川第二中学校１年生．（27名） 

古谷 裕，2015.11，特注セミナー「丹波の恐竜・地層

と、明石小学校の石ころ」，明石市立明石小学校 6
年生．（77名） 

古谷 裕，2016.2，特注セミナー「恐竜化石展示解説」，

博物館．（46名） 
古谷 裕，2016.2，特注セミナー「アンモナイトのレ

プリカづくりと化石の話」，特注セミナー，博物館．

（46名） 
古谷 裕，2016.2，特注セミナー「狭間小学校周辺の

地層と石ころ」，三田市立狭間小学校６年生．（46名） 
古谷 裕，2016.3，特注セミナー「石ころとちいさな

化石」，博物館．さち幼稚園年長組（22名） 
講師派遣 
2016.1,「自由が丘中学校周辺の地層と石ころ」,三木市

立自由が丘中学校 1年生 
2016.2，「一宮中学校近くの化石 生き物の進化」，淡

路市立一宮中学校 2年生 

■展示 
2015.10- 2016.1，トピックス展「ちいさな化石の３D
拡大模型とその活用」．責任者 

２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
相談・指導助言 
電話・FAX 相談 5件，メール相談 1件． 
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三枝 春生 SAEGUSA, Haruo 

自然・環境評価研究部 
埋蔵自然遺産研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 地球科学部門 

准教授． 
昭和 33 年東京生．理学博士．日本古生物学会，日本地

質学会、日本人類学会，Society of Vertebrate Paleontology，
化石研究会等所属． 

 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．プロジェクト 
篠山層群脊椎動物発掘調査事業．代表者 
丹波竜組み立て骨格復元．代表者 
恐竜化石等を活かした地（知）の拠点づくり、篠山層

群フィールドスタジオ事業．分担者 
地学系収蔵庫の資料整理の推進．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．後期新生代の長鼻類の系統進化に関する研究 
２．恐竜を中心とした兵庫県産出の脊椎動物化石 

■論文・著書 
◎Tanaka, K.,  Zelenitsky, D. K.., Saegusa, H., Ikeda, T., 

DeBuhr , C.L., Therrien, F. (2016) Dinosaur eggshell 
assemblage from Japan reveals unknown diversity of 
small theropods. Cretaceous Research, 57: 350–363． 

Katoh, S.,Beyene, Y., Itaya, T., Hyodo, H., Hyodo, M., Yagi, 
K., Gouzu, C., WoldeGabriel, G., Hart, W. K., Ambrose, 
S. H., Nakaya, H.,Bernor, R. L., Boisserie, J.-R., Bibi, F., 
Saegusa, H., Sasaki, T., Sano, K., Asfaw, B., & Suwa, G. 
(2016) New geological and palaeontological age 
constraint for the gorilla-human lineage split．Nature, 530: 
215–218. 

■その他著作 
三枝春生（2015）ひとはく通信第２６号「脊椎動物化

石の宝庫ひょうご」産経新聞． 
三枝春生（2015）｢奇妙な尻尾の骨を持つ恐竜，タン

バティタニス｣メガ恐竜博2015巨大化の謎にせまる 

公式図録，読売新聞社． 
三枝春生（2016）「日本最大級の植物食恐竜タンバテ

ィタニス」恐竜さんぽ，毎日小学生新聞(2月 8日)． 
三枝春生（2016）「角は無いけど角竜の元祖基盤的ネ

オケラトプス類」恐竜さんぽ，毎日小学生新聞(2月
22日)． 

三枝春生（2016）「初期の進化はアジアで基盤的ティ

ラノサウルス類」恐竜さんぽ，毎日小学生新聞(2月
29日)． 

三枝春生（2016）「鳥の兄弟分デイノニコサウルス類」

恐竜さんぽ，毎日小学生新聞(3 月 7日)． 
Tanaka, K.,  Zelenitsky, D. K.., Saegusa, H., Ikeda, T., 

DeBuhr , C.L., Therrien, F. (2015) A diverse fossil 
eggshell assemblage from the Lower Cretaceous 
Sasayama Group in the Hyogo Prefecture of Japan 
reveals the presence of previously unknown small 
theropods. Abstracts of Papers, 75th  Annual Meeting, 
Society of Vertebrate Paleontology. 

■研究発表 
國松 豊，ラタナポン・ハンタ，仲谷英夫，三枝春生，

田中里志，チャルーン・ドゥアンクラヨム，プラト

ゥーン・チンタサクン（2015）タイ東北部ナコンラ

チャシマで新たに見つかった類人猿化石（予報）．

第３１回日本霊長類学会大会，京都大学，京都市． 
Ikeda, T., Ota, H., Saegusa, H., Handa, K. (2015) Fossil 

Anurans and Lizards Found from the Lower Cretaceous 
Sasayama Group of Hyogo Prefecture, western Honshu, 
Japan. The 2nd International Symposium on Asian 
Dinosaurs (ISAD 2015), バンコック, タイ． 

Tanaka, K.,  Zelenitsky, D. K.., Saegusa, H., Ikeda, T., 
DeBuhr , C.L., Therrien, F. (2015) A diverse fossil 
eggshell assemblage from the Lower Cretaceous 
Sasayama Group in the Hyogo Prefecture of Japan 
reveals the presence of previously unknown small 
theropods. 75th Annual Meeting, Society of Vertebrate 
Paleontology,ダラス、アメリカ合衆国． 

池田忠広・太田英利・松井正文・三枝春生・半田久美

子（2015）兵庫県の下部白亜系篠山層群から発見さ

れたカエル類化石について ．日本爬虫両棲類学会，

東邦大学，船橋市． 
Zelenitsky, D. K.., Tanaka, K.,, Therrien, F.,  Saegusa, H., 

Ikeda, T., DeBuhr , C.L. (2016) Fossil Eggshells Reveal 
High Diversity of Small Theropods in Hyogo Prefecture, 
Japan. Alberta Paleontological Society Annual Meeting, 
カルガリー，カナダ． 

■学会役員など 
2016.3, Journal of Systematic Palaeontology, レフェリー 

■海外調査 
2015.6, ミャンマー・モンユワ 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4- 3,篠山層群産脊椎動物化石，丹波市・篠山市． 

■受贈担当資料 
2015.3, 淡路島産カメ化石（岸本氏コレクション）．26
点． 

2015.3, 淡路島産カメ化石（松本氏コレクション）．1
点． 

■整理同定担当資料 
脊椎動物化石（哺乳類，恐竜類）． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
三枝春生，2015.4- 2016. 3，オープンセミナー「解
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説！丹波の恐竜化石」，博物館．（全 3回，98名） 

三枝春生，2015.4，特注セミナー「プロジェクト学習

研究テーマ概要①」，博物館．（77名） 

三枝春生，2015.5，一般セミナー「タンバティタニス

ってどんな恐竜？」，博物館．（13名） 

三枝春生，2015．5，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

武庫川女子大附属中学校 SSHクラス．博物館．（55

名） 

三枝春生，2015.7，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

兵庫教育大学，博物館．（28名） 

三枝春生，2015.7，一般セミナー「ゾウと恐竜」，博

物館．（10名） 

三枝春生，2015.7，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

兵庫県立長田高等学校 探究学習グループ，博物館．

（7名） 

三枝春生，2015．7，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

堺市地学教育研究会，博物館．（16名） 

三枝春生，2015.8，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

奈良県立青翔高等学校・中学校，博物館．（49名） 

三枝春生，2015.12，「丹波竜全身骨格の３Ｄデジタル

復元・現状報告」，丹波竜フェスタ最新の恐竜研究

2015，春日文化ホール．丹波市・県立大等との共催

（45名） 

三枝春生，2016.3，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

愛知教育大学，博物館．（14名） 

三枝春生，2016.3，一般セミナー「中生代陸上革命と

篠山層群の化石」，博物館．（12名） 
館外講演 
三枝春生，2015.6，「兵庫県の太古の動物たち」，兵庫

県公立小中養護学校教頭会，三田市郷の音ホール

（ 600名） 
三枝春生，2015. 10， 兵庫県阪神シニアカレッジ講

座，［恐竜から鳥への進化］「哺乳類の進化」，阪神

シニアカレッジ宝塚学習室（２回シリーズ、125名）． 
三枝春生，2016. 3， ［篠山層群の脊椎動物化石］，

シニア大学校，大阪市立自然史博物館（120名）． 
兵庫県立大学・大学院教育 
人と自然の共生（分担） 
共生博物学（分担） 
テレビ・ラジオ等出演 
2015.7，「中西哲生のクロノス」，TOKYO FM 
2015.12， 「探偵ナイトスクープ」，朝日放送 
2016.1， 篠山層群卵化石記者会見，ＮＨＫ，毎日放送，

朝日放送，関西テレビ，サンテレビ 
2016.1， 「探偵ナイトスクープ」，朝日放送 

■共催・協力・後援事業 
2016.1, 長尾小学校PTA事業 ふれあい事業「 知って

おきたいこと！」，長尾小学校PTA，長尾小学校，

神戸市．共催／主担当． 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
篠山層群をしらべる会（副担当） 
ラボーンズ（副担当） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.5,宝塚市立西谷中学校 2名，三田市立藍中学校１

名． 
講師派遣 
2015.10，サイエンス・トライやる「丹波の恐竜化石」，

丹波市立山南中学校 1年生 
2016.1，「神戸・三田の哺乳類化石」，長尾小学校５年

生（107名）６年生児童（67名） 
2016.2，サイエンス・トライやる「丹波の恐竜化石」，

東山台小学校５年生（107 名）６年生児童（67 名）  
■展示 

2016.2，３階常設恐竜関連展示模様替え，分担者 
２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
地学系収蔵庫の案内，1回，14 名． 

■行政等支援 
委員会等 （計 2件） 
2015.8, 生物多様性ひょうご戦略推進委員会，委員，

兵庫県自然環境課． 
2016.3, 篠山市脊椎動物化石保護・活用委員会委員，

委員，篠山市． 
相談・指導助言 
2015.7, サンデー毎日，取材協力． 
2015.8, 日本経済新聞，取材協力． 
2015.9, 日本経済新聞，取材協力． 
2015.10-2016.3, ＮＨＫ，取材協力． 
2016.1, テレビ大阪，取材協力 
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半田 久美子 HANDA, Kumiko 

自然・環境評価研究部 
埋蔵自然遺産研究グループ／企画調整室 
主任研究員 
昭和 45 年栃木県生．大阪市立大学大学院理学研究科前

期博士課程修了．理学修士．日本植生史学会，日本花粉

学会，日本第四紀学会等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．マーケティング・マネジメント部門 企画調整室 
月例報告会担当 

２．プロジェクト 
地学系収蔵庫の資料整理の推進．代表者． 
篠山層群脊椎動物発掘調査事業．分担者． 
恐竜化石等を活かした地（知）の拠点づくり、篠山層

群フィールドスタジオ事業．分担者． 
加東市連携推進会議．分担者． 
小さな学校キャラバン．分担者． 

 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．新生代における植生・植物相の変遷史 
２．花粉の形態分類学的研究 

■論文・著書 
半田久美子(2015)現生植物葉脈標本（横山コレクショ

ン）図録，人と自然 26, 85-406. 
■その他著作 
ボルネオジャングル体験スクール 17年間の記録編集

委員会(2016)Kanak-Kanak Hutan ボルネオジャング

ル体験スクール 17年間の記録，三田市, 112p. 
半田久美子（2016）ひとはく通信「葉の化石は何色？」，

産經新聞兵庫版． 
２．資料収集・整理 

■整理同定担当資料 
植物化石，無脊椎動物化石ほか 

 
＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
半田久美子, 2016. 2, 一般セミナー「顕微鏡で花粉化石

を調べる」，博物館． 
半田久美子，2015.11, オープンセミナー「植物の化石

を見てみよう」博物館．（3回） 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.7, 恐竜時代の植物と化石展，上坂部西公園，尼

崎市．展示分担 
2015.8, 古生代の植物，パルティ，南あわじ市，分担

者． 
2015.10, 小さな学校キャラバン，坊勢小学校，姫路市，

分担者 

2015.12, 小さな学校キャラバン，富島小学校，淡路市．

分担者 
2015. 12, 丹波竜フェスタ，春日文化ホール，丹波市．

分担者 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.5，宝塚市立西谷中学校 2 名，三田市立藍中学校

1 名． 
2015.11，神戸市立北神戸中学校 2名，神戸市立有野中

学校 2名，神戸市立有野北中学校 2名． 
学校団体対応 
2015.11，「丹波の恐竜化石と植物化石」，西宮市立上が

原小学校 6年生 
2015.11，「丹波の恐竜化石と植物化石」，神戸市立西山

小学校 4年生 
2016.2，「丹波の恐竜化石と植物化石」，神戸市立駒ケ

林小学校 4年生 
講師派遣 
2015.10. 第 4回理科実験講座（公開授業）「植物の不

思議」，講師，伊丹市立有岡小学校 5年生，37名． 
2015.10. 伊丹市立総合教育センター研修会「大地のつ

くり」，講師，伊丹市立有岡小学校，伊丹市小・特

別支援学校教員，25名． 
■展示 

2015.2-，常設展示「丹波の恐竜化石−ひょうごの脊椎

動物化石」コーナー展示更新．分担者 
2016.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等 （計１件） 
2015.6- 2016.3 加東市とひとはく協力協定連携推進会 
相談・指導助言 
来訪者 10 件，30 名．電話・FAX 相談 10 件，メール

相談 10件． 
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池田 忠広 IKEDA, Tadahiro 

自然・環境評価研究部 
埋蔵自然遺産研究グループ 
研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 特任助教． 
昭和 53 年鹿児島県生．鹿児島大学大学院理工学研究科

博士後期課程修了．理学博士．日本古生物学会，日本爬

虫両生類学会，Society of Vertebrate Paleontology等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．タスクフォース  改修・新館検討タスクフォース 
報告書作成（分担者） 

２．研究開発部門 
紀要編集担当 

３．プロジェクト 
篠山層群脊椎動物発掘調査事業．分担者 
恐竜化石等を活かした地（知）の拠点づくり、篠山層

群フィールドスタジオ事業．分担者 
地学系収蔵庫の資料整理の推進．分担者 
館内展示空間のリノベーションと演示プログラムの

総合運営．分担者 
博物館研究紀要「人と自然 Humans and Nature」の編

集・発行．協力者 
丹波竜組み立て骨格復元．協力者 
モンゴル産竜脚類の研究．協力者 

 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．下部白亜系篠山層群産小型両生爬虫類化石の分類

学的研究 
２．日本および琉球列島産蛇類椎骨化石の分類学的研

究 
３．大分県鮮新統津房川層産無尾類化石の分類学的研

究 
■論文・著書 
◎Ikeda T., Ota, H., Matsui, M. (2016) New fossil anurans 

from the Lower Cretaceous Sasayama Group of Hyogo 
Prefecture, Western Honshu, Japan. Cretaceous Research 
61, 108-123 doi: 10.1016/j.cretres.2015.12.024. 

◎Kohei T., Zelenitsky, D. K., Saegusa, H., Ikeda, T., 
DeBuhr, C. L., Therrien, F. (2015) Dinosaur eggshell 
assemblage from Japan reveals unknown diversity of 
small theropods. Cretaceous Research 57, 350-363 
doi:10.1016/j.cretres.2015.06.002. 

■その他著作 
Ikeda, T., Ota, H., Saegusa, H., Handa, K. Fossil Anurans 

and Lizards Found from the Lower Cretaceous Sasayama 
Group of Hyogo Prefecture, Western Honshu, Japan. The 
2nd International symposium on Asian Dinosaurs in 
Thailand, Program and Abstracts, 93-94. 
池田忠広・高橋亮雄・太田英利・仲地明 (2015) 南

琉球の与那国島，トゥグル浜遺跡より産出したヘビ類

椎骨の分類学的研究．爬虫両棲類学報 第2015巻 第

1 号，81ｐ. 
Tanaka, K., Zelenitsky, S., Saegusa, H., Ikeda, Debuhr, C. L., 

Therrien, F. (2015) A diverse fossil eggshell assemblage 
from the Lower Cretaceous Sasayama Group in the 
Hyogo Prefecture of Japan reveals the presence of 
previously unknown small theropods. Journal of 
Vertebrate Paleontology, Program and Abstracts 
2015:222-223.  

和田和美・池田忠広・三枝春生・奥岸明彦（2016）化

石剖出用具の開発．日本古生物学会第 165 回例会，

プログラム京都大学，京都府（1月） 
■研究発表 

Ikeda, T., Ota, H., Saegusa, H., and Handa, K. Fossil 
Anurans and Lizards Found from the Lower Cretaceous 
Sasayama Group of Hyogo Prefecture, Western Honshu, 
Japaan. The 2nd International symposium on Asian 
Dinosaurs in Thailand, Bangkoku, Thailand. 

池田忠広・太田英利・松井正文・三枝春生・半田久美

子 (2015) 兵庫県の下部白亜系篠山層群から発見さ

れたカエル類化石について． 日本爬虫両棲類学会

54回年会，東邦大学，千葉県（12月） 
Tanaka, K., Zelenitsky, S., Saegusa, H., Ikeda, Debuhr, C. L., 

Therrien, F. (2015) A diverse fossil eggshell assemblage 
from the Lower Cretaceous Sasayama Group in the 
Hyogo Prefecture of Japan reveals the presence of 
previously unknown small theropods. 75th Annual 
Meeting, Society of Vertebrate Paleontology, Hyatt 
Regency Dallas, USA.  

和田和美・池田忠広・三枝春生・奥岸明彦（2016）化

石剖出用具の開発．日本古生物学会第 165 回例会，

58ｐ. 
■助成を受けた研究 
下部白亜系篠山層群産カエル類・トカゲ類化石の分類

学的研究．文部科学省科学研究費若手研究(B). 代表

者（2015年度 120万円／総額 290万円） 
現生カエル類の遊離骨を対象とした比較骨学的研究．

兵庫県立大学部局特殊化推進費，研究代表者（金額

20万円） 
■海外調査 

2015.9, 中国・北京市 
2015.11，バンコク 

２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.10,恐竜類卵化石．丹波市山南町 

■整理同定担当資料 
脊椎動物化石（小型爬虫両生類） 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
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池田忠広，2015.5，一般セミナー「恐竜時代のトカゲ」，

博物館．（３名） 
池田忠広，2015.5，一般セミナー「恐竜時代のカエル」，

博物館．（７名） 
池田忠広・ラボーンズ，2015.8，教職員・指導者セミ

ナー「丹波の恐竜化石と小動物化石」，博物館．（13
名） 

池田忠広・ラボーンズ，2015.8，一般セミナー「丹波

の恐竜化石展示解説と化石調査会」，博物館．（22名） 
◎池田忠広，2015.5-2016.1，オープンセミナー「解説！

丹波の恐竜化石」，博物館．（全 3回 78名） 
◎池田忠広・博物館実習生，2015.8，オープンセミナ

ー「展示解説と化石のレプリカ作り」，新丹波竜化

石工房．（1回 246名） 
◎フロアスタッフ・池田忠広，2016.3，オープンセミ

ナー「フロアスタッフとあそぼう「画はくの日」」，

博物館．（1回 246名） 
池田忠広，2015.8，特注セミナー「恐竜と化石の話と

展示解説」，博物館．（1回 28名） 
池田忠広，2015.11，特注セミナー「恐竜についても学

ぼう」，博物館．（1回 44名） 
池田忠広，2016.2，特注セミナー「丹波の恐竜化石」，

博物館．（1回 11名） 
池田忠広，2016.2-3，特注セミナー「展示解説」，博物

館．（全 3 回 85名） 
池田忠広，2016.3，特注セミナー「解説！恐竜化石」，

博物館．（全 2 回 90名） 
館外講演 
池田忠広，2015.4-2016.2，「化石のクリーニングセミナ

ー＆丹波竜化石発掘体験道場」，丹波市，丹波竜化

石工房．（全 6回，152名） 
池田忠広，2015.8，「ナショジオ恐竜事業」，東京都，

日本科学未来館．（200名） 
池田忠広，2015.10，「篠山層群から発見された脊椎動

物化石」，大阪府，高槻中学校．（269名） 
池田忠広，2015.10，「なぜ研究者に」，兵庫県，長田高

校．（335名） 
池田忠広，2015.10，「篠山層群から産出した脊椎動物

化石」，鹿児島県，鹿児島大学理学部．（４５名） 
池田忠広，2016.1，「展示解説と発掘体験会」，兵庫県，

国営明石海峡公園．（80名） 
池田忠広，2016.1，「卵・卵殻化石説明会」，兵庫県，

上久下住民センター．（20名） 
池田忠広，2016.3，「化石クリーニングの重要性」，兵

庫県，上久下住民センター．（20名） 
池田忠広，2016.3，「卵・卵殻化石説明会」，兵庫県，

丹波市山南住民センター．（25 名） 
テレビ・ラジオ等出演 
2015.1， 「卵化石について」，朝日放送，サンテレビ，

NHK，読売テレビ，テレビ大阪，ラジオ関西 
2015.2， 「カエル化石について」，NHKラジオ，NHK
神戸，FM805たんば 

2015.3， 「丹波竜フェスタ」，たんばコミュニティFM 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2014. 12- 2015. 1, 「あわジオフェスティバル 2014」，
国営明石海峡公園，淡路市．主担当 

2014. 10, 「はたらくくるま大集合！」, 東条湖おもち

ゃ王国，加東市．展示作成 
■共催・協力・後援事業 

2015.4- 2016.2, 丹波竜化石工房 化石クリーニング&
発掘体験セミナー，丹波竜化石工房，丹波市．協力

／主担当 
2016.3, 卵・卵殻化石展示会，丹波竜化石工房，丹波

市．協力／主担当 
2016.3, 卵・卵殻化石説明会，丹波市山南町住民セミ

ナー，丹波市．協力／主担当 
2016.3- 2016.5, 世界初！ティラノサウルス大解剖 恐
竜大発見展，ナガシマスパーランド，三重県．協力

／主担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
ラボーンズ，主担当（指導・恊働） 
篠山層群をしらべる会，副担当（指導） 
常岡芳朗，主担当（指導） 
松原裕美，主担当（指導） 
吉竹久男，副担当（指導） 
横内悦実，副担当（指導） 
松原薫，副担当（指導） 
村上鷹夫，副担当（指導） 
村上茂，副担当（指導） 
友井幹雄，副担当（指導） 
友井芳郎，副担当（指導） 
鈴木正太郎，副担当（指導） 
荒木幸枝，副担当（指導） 
大江孝治，副担当（指導） 
大野智正，副担当（指導） 
酒井將瑞，副担当（指導） 
中塚達子，副担当（指導） 
中西一郎，副担当（指導） 
吉竹恵子，副担当（指導） 

■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.8, 岡山理科大学理学部学生 1名． 
2015.8, 高知大学農学部学生 1 名． 
2015.8, 日本大学生物資源学部学生 1名． 
2015.8, 神戸芸術工科大学デザイン学部学生 1名． 
2015.8, 山口県立大学国際文化学部学生 1名． 

■展示 
2015.7- 8，臨時展示「下部白亜系篠山層群から発見さ

れた卵殻化石収蔵コレクション展」．分担者 
2016.2, 臨時展示「下部白亜系篠山層群から発見され

た卵化石」. 責任者 
2016.2, 臨時展示「篠山層群より産出したカエル類化

石」. 責任者 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
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委員会等 （計 2件） 
2015.4-2016.3, 丹波並木道中央公園円卓会議，委員，

丹波並木道中央公園． 
2015.4-2016.3, 並木道祭り，委員，丹波並木道祭り実

行委員会． 
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秋山 弘之 AKIYAMA, Hiroyuki 

自然・環境評価研究部 
森林多様性研究グループ 主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 系統分類部門 

准教授． 
昭和 31 年大阪府生．京都大学大学院理学研究科博士課

程修了．理学博士．日本植物分類学会，日本蘚苔類学会、

米国蘚苔類学会，英国蘚苔類学会，国際蘚苔類研究者連

合等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．タスクフォース  資料収蔵システムタスクフォース 
事務局運営，収蔵庫将来計画の立案，燻蒸の実施，資

料の受け入れ，資料審査会の運営 
２．研究開発部門 
研究紀要担当 

３．プロジェクト 
広域分布する蘚苔類における地域集団間分化の解明

に関する研究．代表者 
博物館にすでに収蔵されているが，データベースにま

だ登録されていない隠花植物（菌類，コケ植物）の

登録の推進．代表者 

 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．近畿地方における絶滅危惧蘚苔類の調査 
２．東南アジア産蘚類の分類学的・植物地理学的研究 
３．タイ国インタノン山蘚類相の研究 

■論文・著書 
Akiyama, H. & M. Suleiman (2015) A new species, 

Bryobrothera tambuyukonensis (Daltoniaceae, 
Bryopsida), from Sabah, Borne Island. Phytotaxa 192(1): 
13-23. 

Akiyama, H., A. Schaefer-Verwimp, N. Printarakul, M. 
Suleiman, B. C. Tan, B. Goffinet, K. T. Yong & F. 
Mueller (2015) Phylogenetic study of the genus 
Aptychella (Pylaisiadelphaceae, Musci). Bryologist 
118(3): 273-283. 

Akiyama, H. (2016) A re-examination of the identities of 
Forsstroemia japonica (Besch.) Paris and 
Pseudopterobryum tenuicuspes Broth. (Neckeraceae, 
Musci). Bryological Reseach 11(6): 157-166. 

Akiyama, H. (2016) Aptychella touwii (Pylaisiadelphaceaea, 
Musci) sp. nov. from New Guinea with singly costate 
leaves. Bryological Research 11(6): 167-171. 

Akiyama, H. & J. Enroth (2016) Sporophytes newly found 
for Taiwanobryum guangdongense (Neckeraceaea, 
Bryophyta) from Taiwan. Bryophyte Diversity and 
Evolution 38(1): 23-26. 

Mueller, F. & H. Akiyama (2016) Aptychella chilensis 
belongs to the Ptychomniaceae and not Pylaisiadelphaceae 
based on DNA and morphological analyses. Cryptogamie, 
Bryologie 37(3): 251-258. 

■その他著作 
秋山弘之(2016)「争いを避けていきる コケ植物のし

たたかな生存戦略」 ひとはく通信ハーモニー 92
号: 4 

■研究発表 
秋山弘之(2015/8)「蘚類ヒナイトゴケForsstroemia 

japonicaの分類学的再検討」 日本蘚苔類学会第 44
回北八ヶ岳大会（長野県） 

秋山弘之（2016/3）「東アジア産コモチイトゴケ科の分

類学的再検討」 日本植物分類学会第 15 回富山大

会（富山県） 
■学会役員など 
日本植物分類学会 学会誌（和文）編集委員，学会賞

選考委員会委員長 
日本蘚苔類学会 学会誌編集委員 
公益財団法人平岡環境科学研究所 理事 
京都府希少野生生物生息地等保全地区検討委員 
環境省希少野生動植物保存推進員 
International Association of Bryologists, Council 

(2012-2016) 
International Union for Conservation of Nature (IUCN), 

Species Survival Commission (Bryophyte), member 
(2014-) 

■助成を受けた研究 
日本学術振興会科学研究費(A) 東南アジア林冠部植

物多様性と地理的生態的な群集分化解明のための

広域インベントリー （分担者） 550万円／65万
円 

■海外調査 
2015.10 台湾 台北市動物園 

２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4-2016.3 蘚苔類 （三田市、宝塚市、西宮市，

神戸市、篠山市，香美町，南光町） 
2016.1  蘚苔類（鹿児島県奄美大島・徳之島） 

■整理同定担当資料 
蘚苔類，大型菌類． 
 

＜事業推進＞ 

個人別成果報告に関する資料 

●自然・環境評価研究部  
森林多様性研究グループ／ 

昆虫共生系研究グループ 

No.3 
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１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎秋山弘之，2015.5 コケ植物をみる１ ～神戸市北

区道場～ （全 1回，17名） 
◎秋山弘之，2015.5 コケ植物をみる２ ～顕微鏡観

察～ （全 1回，11名） 
◎秋山弘之，2015.7 夏のキノコかんさつ ～一庫公

園～ （全 1回，7名） 
◎秋山弘之，2015.10 ハチ北高原秋の自然観察ツアー 

（全２回，12名） 
◎秋山弘之，2015.10 秋のキノコかんさつ 1 ～神戸

森林植物園～ （全 1回，15名） 
◎秋山弘之，2015.10 秋のキノコかんさつ 2 ～有馬

富士公園～ （全 1回，12名） 
◎秋山弘之，2015.10 「オープンセミナー 葉っぱで

遊ぼう」博物館（全 1回，39名） 
◎秋山弘之，2015.10 「オープンセミナー 葉っぱで

遊ぼう」博物館（全 1回，39名） 
◎秋山弘之，2015.10 「オープンセミナー 中をのぞ

いて見よう 野菜と果実」博物館（全 1 回，84 名） 
◎秋山弘之，2015.8 ひとはく探検隊「きのこGET だ

ぜ！」（全 1回，23名） 
◎秋山弘之，2016.2 「オープンセミナー かたいキ

ノコをさわってみよう」博物館（全１回，26名 
館外講演 
2015.11.23 「コケ植物の美と多様性」京都府立植物園 
2015.5.24 「苔の不思議 お話と鑑賞会」法然院森の

教室 
兵庫県立大学・大学院教育 
2015.4, 人と自然の共生（分担） 
2015.6, 森林多様性特論（前期全 4回集中講義） 
2015.11.7, アカデミックツーリズム キノコの観察 

■学校教育支援 
学校団体対応 
2015.4.29 宝塚北高校「コケとキノコの美と多様性」 

40名 
2015.4.23 兵庫県立大学附属中学校 プロジェクト

学習 77名 
講師派遣 
2015.10，「キノコ観察会」，青垣いきものふれあいの里 
2015.6，「梅雨のキノコ観察１」シニア自然大学 
2015.7,「梅雨のキノコ観察２」シニア自然大学 
2015.6，「コケ植物の美と多様性」川西市セミナー 

■研修生等の受入 
2015.09 Luon Thien Tam（ベトナムホーチミン科学大

学講師） 蘚類ハシボソゴケ科の分類学的研究 

２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等 （計 3件） 
2015.4－ 環境省絶滅危惧植物（蘚苔類）調査担当委

員 
2015.4－  環境省希少野生動植物保存推進員 

2015.4－ 京都府レッドデータブック専門委員 
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高野 温子 TAKANO, Atsuko 

自然・環境評価研究部                     
森林多様性研究グループ／生涯学習推進室 
主任研究員                           
昭和 46 年大阪府生．大阪市立大学大学院理学研究科博

士課程修了．理学博士．日本植物分類学会，米国植物分

類学会、日本植物学会等所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 生涯学習推進室 
主担当：展示マネージャー・担当 館内展示調整、展

示計画策定、展示補修、展示備品管理 
副担当：共生のひろば 

２．研究開発部門 
会計担当 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．兵庫県産維管束植物の分類学的研究 
２．ショウガ科植物の分類学的研究 
３・シソ科植物の分類学的研究 

■論文・著書 
高野温子・高見祐一（2015）兵庫県に産するイワギボ

ウシはオヒガンギボウシである，兵庫の植物 25：1-4. 
近藤眞由美・高野温子・黒崎史平（2015）兵庫県初報

告の帰化植物ズングリオヒシバ（イネ科）とその生

活形，兵庫の植物 25: 7-10. 
高野温子・黒崎史平・植村修二（2016）ナデシコ科の

日本新産帰化植物、ハナイトツメクサ（新称）．分

類 16(1): 59－62． 
■その他著作 
山内健生・高野温子（2015）アキギリ属を訪花したハ

ナアブ類とツリアブ類の記録，人と自然，26:71-74. 
高野温子(2016) ジャングルスクールのスタッフとし

て．ボルネオジャングル体験スクール 17 年間の記

録．P.88. 
■ブログへの情報提供 
１件 

■研究発表 
高野温子・西田佐知子(2016) アキノタムラソウとナツ

ノタムラソウの種間交雑と繁殖干渉． 日本植物分

類学会第 15回大会，富山大学 
■学会役員など 
日本植物分類学会，図書幹事（2015．1～）． 
日本植物分類学会，植物分類学会の将来の発展と普及

のための委員会 委員（2016.1～） 
Acta Phytotaxonomica et Geobotanica レフェリー. 5件 
Annales Botanici Fennici レフェリー．１件 
Ecology and Evolution レフェリー．１件 
Journal of Tropical Ecology レフェリー．1件 
Plant species biology レフェリー．1件  

分類 レフェリー．１件 
人と自然 レフェリー．2件 

■助成を受けた研究 
送粉者を共有する単系統群の進化プロセスの解明．文

部科学省科学研究費基盤研究(C)，研究代表者（金額

380 万円／110 万円）． ←（平成 27 年度分／総額） 
ジオパークにおける展示・学習施設の活性化を促す学

習プログラム構築と博物館の役割．文部科学省科学

研究費基盤研究(B)，研究分担者（金額 25 万円/154
万円） 

２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4 上郡町 
2015.5 豊岡市、奈良県十津川村、下北山村,福井県敦

賀市，南越前町，勝山市，大野市 
2015.7．福井県勝山市、大阪府南河内郡河南町 
2015.8．三重県津市、三重県伊勢市、三田市、大阪府

南河内郡河南町 
2015.9. 豊岡市  

■受贈担当資料 
小林禧樹植物コレクション 2015  1047点 
丸岡道行植物コレクション 2014  1335点 
中澤博子植物コレクション 2014  123点 

■整理同定担当資料 
維管束植物． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎高野温子，2015.5，花を大きくしてみると？（全 1
回, 98名） 

◎高野温子，2015.5，「神鍋高原植物ハイキング」，豊

岡市,（全 1回，11名） 
◎高野温子，2015, 8.「花を大きくしてみると？」（全

1 回，83名） 
◎高野温子，2015．8，「きれいな植物標本をつくろう」，

博物館（全 2回，12名） 
◎高野温子，2015．9，「阿瀬渓谷植物ハイキング」，

豊岡市，（全 1回，7名） 
◎高野温子，2015.10,「ドングリ拾いに行こう！」，博

物館（全 1回，34名） 
◎高野温子，2015.10，「ドングリの木を見分けよう」，

博物館（全 1回，45名） 
館外講演 
高野温子，2015.12，「日本産サルビア属の分類・系統・

生態」，近畿スゲの会講演，京都大学（12名）． 

■共催・協力・後援事業 
2015，7－8．「昆虫展」琴引浜鳴き砂文化館（展示協

力） 
■担い手成長支援事業 
成果発表 
2009.2 共生のひろば展，Scientific Illustration を学ん

73



で，安江尚子（展示協力） 
2009.2 共生のひろば展，自然物由来の日本画顔料～

生命を描くということ，町田藻映子 
（展示協力） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.5.29．けやき台中学校 2名  
2015.11.10-11. 有野中学校 1 名、有野北中学校 1 名、

北神戸中学校 1名 
学校団体対応 
2015.4, 宝塚北高校 DNA抽出実験（38名） 
2015.5, 三木市高齢者大学 博物館の資料について

（60名） 
2015.7, 浜の宮少年団 浜の宮北隊 クイズ兵庫県

の植物（47名） 
2015.8, 大阪女学院高校 DNA抽出実験（22名） 
2015.10，神戸市立櫨谷小学校 クイズ兵庫県の植物

（14名） 
2015.10, 西脇市教育委員会 英語で展示解説 （20名）  
2015.11, 有馬高校ボルネオ視察団 英語で展示解説

と収蔵庫見学（9名）  
2015.11. 神戸市立東落合小学校 クイズ兵庫県の植

物 
2015.11. 淡路景観園芸学校 展示解説と収蔵庫案内

（７名） 
2016.2. 三田市立けやき台小学校 クイズ兵庫県の植

物（153名） 
2016.2. 小野市立小野小学校 クイズ兵庫県の植物

（115名） 
2016.2. 神戸市立魚崎小学校 クイズ兵庫県の植物

（103名） 
講師派遣 
2015.11．博物館○×クイズ．武庫が丘ふれあいまつり

（150名）． 
■展示 

2014.7.19— 2014.11.15収蔵資料展「学んで魅せる標本

展」（協力者） 
2015.6.20 ｰ 2015.8.2，ミニ企画展「磯田三雄 原画展」

（担当者）． 
2015.8.2 – 2015.8.30. ミニ企画展「藤井千誠 植物画展」

（担当者） 
2015.6.30- 2015.8.3.ミニ企画展「栗林彗 写真展」（協

力者） 
2015.2.研究員の研究展（分担者） 
2015.8.きれいな植物標本を作ろう（責任者） 

２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫等の案内，2回，25名．（兵庫教育大学、

兵庫県立大学） 
■行政等支援 
委員会等 （計 3件） 
2013.10－．生物多様性アドバイザー． 
2015.7-. 希少野生動植物種保存推進員 

 2015.11-．神鍋山野草の会 花の編集委員会委員 
相談・指導助言 
来訪者１2件，１4名．電話・FAX 相談 5件，メー

ル相談 30件． 
すまはまの会 活動助言 
神鍋高原の山野草を愛でる会 活動助言 

■学会開催等支援 
2016.2. 共生のひろば開催．290名． 
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太田 英利 OTA, Hidetoshi 

自然・環境評価研究部 昆虫共生研究グループ 
主任研究員                           
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 系統分類研究部

門 教授． 
昭和 34 年愛知県生．京都大学大学院理学研究科修士課

程修了．博士（理学）．日本爬虫両棲類学会，日本動物

学会, 動物分類学会,日本生物地理学会, 日本動物行動学

会, 沖縄生物学会, American Society of Ichthyologists and 
Herpetologists, Biological Society of Washington, British 
Herpetological Society, Herpetologists’League, Linnean 
Society of London, Societas Europaea Herpetologica, Society 
for the Study of Amphibians and Reptiles等所属． 
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．研究開発部門 
自然・環境マネジメント研究部 部長 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．アジア・オセアニアの熱帯・亜熱帯島嶼に見られ

る爬虫・両生類の系統分類と生物地理 
２．東アジアにおけるスッポン類の遺伝的多様性と遺

伝地理構造の解明 
３. 爬虫類を中心とした四足動物における分子を指標

とした系統関係の推定 
４. 琉球列島を中心とした日本産爬虫・両生類の自然

史 
５. わが国における外来種の在来生物相へのインパク

トとその防除 
６. 博物館の収蔵標本の採集時期・産地記録から推定

する，日本産爬虫・両生類の分布の変 遷: 特に東

日本における津波の，低地両生類の分布への影響を

中心に   
７. ブータンの爬虫・両生類相に関する研究 

■論文・著書 
Rhodin, A.G.J., H. Kaiser, P.P. van Dijk, W. Wüster, M. 

O’Shea, M. Archer, M. Auliya, L. Boitani, R. Bour, V. 
Clausnitzer, T. Contreras-MacBeath, B.I. Crother, J.M. 
Daza, C.A. Driscoll, O. Flores-Villela, J. Frazier, U. Fritz, 
A. Gardner, C. Gascon, A. Georges, F. Glaw, F.G. 
Grazziotin, C.P. Groves, G. Haszprunar, P. Havaš, J.M. 
Hero, M. Hoffmann, M.S. Hoogmoed, B.D. Horne, J.B. 
Iverson, M. Jäch, C.L. Jenkins, R.K.B. Jenkins, A.R. 
Kiester, J.S. Keogh, T.E. Lacher Jr., J.E. Lovich, L. 
Luiselli, D.L. Mahler, D. Mallon, R. Mast, R.W. 
Mcdiarmid, J. Measey, R.A. Mittermeier, S. Molur, V. 
Mossbrugger, R. Murphy, D. Naish, M. Niekisch, H. Ota, 
J.F. Parham, M.J. Parr, N.J. Pilcher, R.H. Pine, A.B. 
Rylands, J.G. Sanderson, J. Savage, W. Schleip, G.J. 
Scrocchi, H.B. Shaffer, E.N. Smith, R. Sprackland, S.N. 

Stuart, H. Vetter, L.J. Vitt, T. Waller, G. Webb, E.O. 
Wilson, H. Zaher, and S. Thomson. 2015. Comment on 
Spracklandus Hoser, 2009 (Reptilia, Serpentes, 
ELAPIDAE): request for confirmation of the availability 
of the generic name and for the nomenclatural validation 
of the journal in which it was published. (Case 3601; see 
BZN 70: 234–237; 71: 30–38, 133–135, 181–182, 
252–253) Bulletin of Zoological Nomenclature 72(1): 
65-78. 

 Tominaga, A., M. Matsui, K. Eto, and H. Ota. 2015. 
Phylogeny and differentiation of wide-ranging Ryukyu 
Kajika Frog Buergeria japonica (Amphibia: 
Rhacophoridae): Geographic genetic pattern not simply 
explained by vicariance through strait formation. 
Zoological Science 32(2): 240-247. 

 Danaisawadi, P., T. Asami, H. Ota, C. Sutcharit, and S. 
Panha. 2015. Subtle asymmetries in the snail-eating snake 
Pareas carinatus (Reptilia: Pareatidae). Journal of 
Ethology 33(2): 154-160. 

 Srikulnath, K., Y. Uno, C. Nishida, H. Ota, and Y. Matsuda. 
2015. Karyotypic reorganization in the Hokou gecko 
(Gekko hokouensis, Gekkonidae): The process of 
microchromosome disappearance in Gekkota. PLOS 
ONE 10(8): e0134829. 

 Takahashi, A., H. Otsuka, and H. Ota. 2015. A new species 
of the genus Mauremys (Testudines: Geoemydidae) from 
the Upper Pleistocene of Miyakojima Island, Ryukyus 
Archipelago, Japan. Current Herpetology 32(2): 149-163. 

◎Ikeda, T., H. Ota, and M. Matsui. 2016. New fossil 
anurans from the Lower Cretaceous Sasayama Group of 
Hyogo Prefecture, western Honshu, Japan. Cretaceous 
Research 61(1): 108-123. 

■その他著作 
太田英利・池俊人・倉津 浩丞・本多 正尚. 2015. 奄美

諸島，与論島からのオキナワキノボリトカゲ（有鱗

目: アガマ科）の記録. 九州両生爬虫類研究会誌 
(4): 6-9. 

◎太田英利. 2015. サンショウウオの仲間: 21世紀の現

在でも絶えない「新種の発見」の意味するもの. Green 
Age 2015(10): 42-44． 

◎太田英利. タカチホヘビ: 湿った土壌に棲み、ミミ

ズを食べる地味なヘビ. 2016(3): 39-41.  
◎太田英利. 2016. サイエンス & スポーツ, ひとは

く通信: 新しい時代の化石・骨格研究-生物多様性の

保全に教訓 産經新聞. 1月 8日・朝刊. 
■研究発表 
栗田和紀・太田英利・疋田努. 2015. 尖閣諸島産アオス

ジトカゲの遺伝的・形態的特徴 日本動物分類学会 
第 51回大会. 広島大学教育学部, 東広島市. 

Hidetoshi Ota. 2015. Feral Snakes of Okinawa-Jima, with 
Special Reference to the Status and Predicted Impact of 
Elaphe taeniura (Squamata: Colubridae). The Fifth 
International Wildlife Mabagement Congress, Sapporo 
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Convention Center, Sapporo.  
富永篤・松井正文・下地直子・江建平・巫奇勳・江頭

幸士郎・戸田守・太田英利・西川完途. 2015. ヒメア

マガエルの系統地理. 日本爬虫両棲類学会第 53回
大会. 東邦大学, 船橋市.  

皆藤琢磨・戸田守・太田英利. 2015. 遺伝的，形態的変

異に基づく種ヒャン３亜種の分類の再検討. 日本爬

虫両棲類学会第 53回大会. 東邦大学, 船橋市. 
栗田和紀・太田英利・疋田努. 2015. 尖閣諸島産アオス

ジトカゲの遺伝的・形態的特徴. 日本爬虫両棲類学

会第 53回大会. 東邦大学, 船橋市. 
栗田隆気・城野哲平・DING Li・NGUYEN Thien Tao・太田英

利・戸田守. 2015. タシロヤモリの生物地理学的研

究：とくに日本集団の起源について. 日本爬虫両棲

類学会第 53回大会. 東邦大学, 船橋市. 
太田英利. 2015. ブータン南部で観察された爬虫・両生

類. 日本爬虫両棲類学会第 53回大会. 東邦大学, 船
橋市. 

■学会役員など 
日本爬虫両棲類学会, 英文誌編集幹事，評議員 
沖縄生物学会, 学会誌編集委員 
日本生物地理学会, 評議員 
Asian Herpetological Research Society, 学会誌編集委員 
Tropical Natural History, 学術雑誌編集委員 
Linnean Society of London, 特別会員（Fellow [F.L.S.]） 
Russian Journal of Herpetology, 学術雑誌編集委員 
Animal Systematics, Evolution and Diversity, 学術雑誌編

集委員 
投稿原稿の査読: Biological Journal of the Linnean Society, 

Current Herpetology, ZooKeys, Zoological Studies, 生物

地理学会報等々の投稿原稿について計 21件 
■助成を受けた研究 
分子生物学的手法によるオキナワキノボリトカゲ外来個体

群の原産地の特定. 文部科学省科学研究費基盤研究(C)，研
究分担者（分担分金額10万円／78万円）． 

琉球列島の後期更新世－近代における陸生脊椎動物の個体

群消滅および絶滅に関する研究 
   学研究費基盤研究(C)，研究分担者（分担分金額30万円／

182万円） 
■海外調査 
ブータン王国（2015.4.10〜2015.5.10）, 中華民国（台

湾）（2015.10.7〜2015.10.11） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-5. トカゲ類，ヘビ類，カエル類 
2015.10 スッポン．沖縄県．台湾 

■整理同定担当資料 
ウミガメ剥製（3点）、ワニ剥製（3点） 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 

◎太田英利, 2015.6.26. 一般セミナー「ブータンの爬

虫・両生類」, 博物館. (8名) 
◎太田英利, 2015.7.4. 一般セミナー「動物の体のつく

りと仕組み-両生類」, 博物館. (6名) 
◎太田英利. 2015.8.7. 一般セミナー（教職員含む）「外

来種問題の現状対策」, 博物館. (12名) 
◎太田英利. 2015.8.20. 特注セミナー（香川県立香川高

等学校）「日本の爬虫類，両生類」, 博物館（83名） 
◎太田英利. 2015.9.5. 一般セミナー「動物の体のつく

りと仕組み-爬虫類」, 博物館（7名） 
◎太田英利. 2015.10.22. 特注セミナー（小学校）「カエ

ルの指、ヤモリの指」, 博物館. (18名) 
館外講演 
◎太田英利. 2016.2.20. 伊丹市民生き物マイスター講

座「伊丹市内のカメの生息実態調査についてー調査

を開始するに当たって」. 兵庫県伊丹市, 昆陽池公

園ホール, 伊丹市（32名） 
◎太田英利. 2015.9.26. 館外セミナー （川西市生涯学

習短期大学, レフネック）「川西市周辺の両生類の生

態と保全」、アステ市民プラザホール, 川西市（75
名） 

◎太田英利. 2015.11.14. シンポジウム 沖縄に国立自

然史博物館を！ 〜次世代の博物館像を求めて〜. 
「是非とも沖縄にあって欲しい "生物多様性の科

学" の拠点としての自然史博物館: 一利用者の視点

から」, 沖縄県立博物館講堂, 那覇市（136名） 
◎太田英利. 2015.12.12. 伊丹市民生き物マイスター講

座「市民参加による伊丹市内のカメの分布に関する

実態調査の結果をどう見るか-特に外来種問題の視

点から」. 兵庫県伊丹市, 昆陽池公園ホール, 伊丹市

（28名） 
◎太田英利. 2016.2.20. 伊丹市民生き物マイスター講

座「外来種のカメをはじめとした、われわれのまわ

りの外来種問題の総括」. 兵庫県伊丹市, 昆陽池公

園ホール, 伊丹市（26名） 
◎太田英利. 2016.3.06.地域自然史と保全研究発表会 
シンポジウム 「淡水棲カメ類の種間交雑とその保

全生物学的示唆: スッポンの問題を中心に」. 大阪

市立自然史博物館講堂, 大阪市 (90名) 
兵庫県立大学・大学院教育 
兵庫県立大学 環境人間学研究科 共生博物学部門修

士課程大学院生 1名の指導（主指導教員として） 
兵庫県立大学 環境人間学研究科 社会環境学部門博

士後期課程大学院生 1名の学位研究指導・審査（副

査として） 
タイ，チュラロンコン大学理学研究科生物系，博士後

期課程大学院生 1名の指導補助（副査として） 
ラジオ・テレビ等出演 
2015.6.11, 13:00-17:00「生きものカミングアウト: ワニ

の不思議な行動」（フジテレビ），解説収録 (6.28放
送) 

■学校教育支援 
出張授業 兵庫県立長田高等学校特色類型（人文・数
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理探求型）講義「日本の生物相、生物多様性の成立

ち: 生物地理学的視点から」 2015.6.18, 14:00〜15:30 
受講者 2年生 34名 

兵庫県立長田高等学校「英語による研究発表コンクー

ル」 2015.7.14, 13:00〜17:00 審査委員・コメンテ

ーター. 参加者 3年生 32名 
翔雲館高等学校 「課題研究（生物分）」４課題への

アドバイス. 2015 年 11月 17日 受講者 2年生 14名 
２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫の案内，6回，のべ約 22名． 

■行政等支援 
委員会等（計 15件） 
1998.4－．絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価

検討委員会 爬虫類・両生類分科会 
2005.6－．環境省希少野生植物種保存推進員 
2008.6－. 世界自然保護基金日本委員会（WWFジャパ

ン）運営委員会 
2009.6－. 総合地球環境研究所雑誌「SEEDer」編集委

員会 
2007.4－. 新石垣空港環境モニタリング委員会 
2007.4－. 西表島エコロード検討委員会 
2006.1－. オオヒキガエル防除事業対策会議委員 
2009.10－. 生物多様性ひょうご戦略推進委員会委員 
2011.5－. アベサンショウウオ保護増殖等検討会 
2012.5－. 世界自然遺産指定に向けた琉球・奄美諸島

評価検討会 
2012.5－. 琉球列島における要注目外来種選定委員会 
2012.6－. 兵庫県環境審議会鳥獣部会 
2013.6－. 奄美・琉球世界自然遺産候補地科学委員会 
2014.6－. 鹿児島県外来種対策検討会委員 
2014.7－. 伊丹市昆虫館運営協議会委員 
2015.11-. 神戸市環境影響評価委員会委員 
相談・指導助言 
来訪者 28 件，63 名．電話・FAX 相談 14 件，メール

相談 51件． 
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橋本佳明 HASHIMOTO, Yoshiaki 

自然・環境評価研究部                     
昆虫共生系研究グループ 
主任研究員                           
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 系統分類部門 

准教授． 
昭和３１年大阪府生．神戸大学大学院自然科学研究科博

士課程修了、学術博士，日本昆虫学，熱帯生態学会，日

本生態学会，国際社会性昆虫学会等所属 
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．タスクフォース 改修・新館検討タスクフォース 
リーダー 

２．研究開発部門 
系統分類研究部門 研究シンクタンク担当 

３．プロジェクト 
ひとはくの国際交流プロジェクト 
館内展示空間のリノベーションと演示プロ グラムの

総合運営 
生物多様性創出機構の解明 
ひとはくハチ類コレクションプロジェクト 
虫の目で見る里山環境プロジェクト 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．膜翅目昆虫（アリ類等）の系統分類学的研究 
２．熱帯雨林生物多様性に関する研究 
３．昆虫を素材にした環境教育システムの研究 
４. 共生博物学 

■論文・著書 
Hashimoto Yoshiaki et.al "Pattern of co-occurrence between 

ant-mimicking jumping spiders and sympatric ants in a 
Bornean tropical rainforest" RAFFLES BULLETIN OF 
ZOOLOGY 64: 70–75 

◎橋本佳明・遠藤知二 "ニュータウン開発による生息

環境の断片化が管住性ハチ類オオフタオビドロバ

チに与える影響" Humans and Nature 26: 9−20  
Fujio Hyodo, Y. Hashimoto et.al Effects of remnant primary 

forests on feeding habits of ants in a secondary forest in 
Sarawak, Malaysia: An isotopic study" Food Webs 6 
(2016) 48–54 

橋本佳明 "アリ擬態現象から探る熱帯の生物多様性

創出・維持機構".日本生態学会誌(受理) 
■その他著作 
橋本佳明（2016） Kanak-kanak Hutan ボルネオジャン

グル体験スクール 17年間の記録 （編集・執筆） 
吉村 正志・橋本 佳明・山根 正気（2015)マダガスカ

ルの自然と昆虫(2)：アリとハチ 昆虫と自然 50号
No.9: 27-30 

■研究発表 
Y.Hashimoto et.al (2015) "Sweep samples of tropical forest 

foliage ants: Regional, Forest-type, Stratification 
differencess" 10th ANeT International Conference 
2015,(Sri Lanka)  

橋本佳明 (2015) "飛ぶか曲げるか-有剣ハチ類の胸部

外骨格筋肉系" 日本昆虫学会第75回大会(九州大学) 
橋本佳明 (2015) "体の中を覗きたい―昆虫外骨格筋肉

系の観察手法と機能形態学のすすめ" 昆虫分類学

若手懇談会シンポジウム 日本昆虫学会第75回大会

(九州大学) 
橋本佳明他(2016) "君は僕に似ている？—画像解析手

法を用いたアリ擬態の研究" 小集会 多次元画像ビ

ッグデータを活用した動物学の新展開 日本昆虫学

会第 76回大会・第 60回日本応用動物昆虫学会大会

合同大会（大阪府立大学) 
■学会役員など 

DIPWA Network for Establishment of Ant Reference 
Collections  (ANeT ) 評議委員.    

Ecological Research レフェリー等 Asian myrmecology 
レフェリー 

２．資料収集・整理 
■受贈担当資料 
羽田ハチ類コレクション(4 万点)の寄贈標本受け取り

業務等実施 
■整理同定担当資料 
アリ類とアリ擬態クモ類コレクションの画像撮影・整

理同定 
 
＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
多様性生物学リサーチ・トレーニング(ひとはくセミナ

ー)2回 
アリ・ハチの動く仕組み：昆虫の外骨格と筋肉系の機

能形態(ひとはくセミナー) 
◎生物系収蔵庫ツアー，博物館オープン 2回（オープ

ンセミナー） 
◎クワガタムシの標本を作ろう(オープンセミナー) 
館外講演 
京都大学生態学研究センター・シリーズ公開講演会第

6 回 「化ける！まねる！？熱帯のアリの奇妙な仲間

たち～ランビルからの研究報告」「鏡の国のアリ擬

態グモ-擬態現象から読み解く熱帯雨林の生物多様

性」（大学コンソーシアム京都 キャンパスプラザ

京都） 
ボルネオジャングル体験スクール卒業生のつどいス

ペシャル（県民会館） 
兵庫県立大学・大学院教育 
兵庫県立大学 共生博物学（分担） 

■キャラバンおよび地域研究員養成事業 
共生のひろば等の事業実施 

■連携事業 
バリフラワーショー「おもしろ昆虫・植物展」，兵庫
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県立淡路夢舞台温室奇跡の星の植物館 
ラン展，兵庫県立淡路夢舞台温室奇跡の星の植物館 

■学校教育支援 
兵庫県立大学附属中学校プロジェクト学習 2年生 
加古川東高校学校団体対応特注セミナー 
加西市環境課学校団体対応特注セミナー 
三田市立狭間小学校学校団体対応特注セミナー 
高知県立高知小津高等学校(SSH) 学校団体対応特注

セミナー 

■研修生等の受入 
兵庫県立大学人間環境学部卒論研究「画像認識技術に

よるアリ行動擬態類似の計測」の指導 
■展示 
ファーブルの故郷からのメッセージー兵庫県とフラ

ンスアベロン県国際交流活動報告展開催 責任者 
２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫公開 6回． 

■行政等支援 
委員会等（計 2件） 
国際土壌動物学会議国内委員（ICSZ&ICA） 
National Geographic Society研究助成金審査員 
相談・指導助言 
フランス国アベロン県国際交流活動（フランス国訪

問・会議） 
博物館視察対応 1回 
電話相談 6件，メール相談 5件対応等 
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山内 健生 YAMAUCHI, Takeo 

自然・環境評価研究部 
昆虫共生研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 系統分類部門 

准教授． 
昭和 51 年広島県生．九州大学大学院比較社会文化学府

博士後期課程単位取得満期退学．博士（学術）．日本衛

生動物学会，日本昆虫学会，日本昆虫分類学会，日本ダ

ニ学会，都市有害生物管理学会，日本ペストロジー学会，

日本蛾類学会，日本甲虫学会等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．タスクフォース 資料収蔵システムタスクフォース 

 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．感染症媒介動物の生態・分類に関する研究 
２．海産等脚目甲殻類の分類学的研究 
３．チョウ目昆虫の分類学的研究 
４．博物学史に関する研究 

■論文・著書 
末吉昌宏・山内健生 (2015) 富山県のミバエ科. まく

なぎ, 26: 39-50.  
Hornok, S., Estrada-Peña, A., Kontschán, J., Plantard, O., 

Kunz, B., Mihalca, A. D., Thabah, A., Tomanović, S., 
Burazerović, J., Takács, N., Görföl, T., Estók, P., Tu, V. T., 
Szőke, K., Fernández de Mera, I. G., de la Fuente, J., 
Takahashi, M., Yamauchi, T. and Takano, A. (2015) High 
degree of mitochondrial gene heterogeneity in the bat tick 
species Ixodes vespertilionis, I. ariadnae and I. simplex 
from Eurasia. Parasites & Vectors, 8: 457.  

Takahashi, N. and Yamauchi, T. (2015) Records of 
Malthodes species (Coleoptera, Cantharidae, 
Malthininae) from Yaku Island, Southwest Japan. Elytra 
(New Sereis), 5(2): 339-342.  

馬場友希，須黒達巳，山内健生 (2015) 屋久島におけ

るヤマトジャノメグモの国内 47年ぶりの記録. 
Fauna Ryukyuana, 26: 23-26.  

山内健生・小松謙之・仲村 昇 (2015) キタトリシラ

ミバエの飼育. 都市有害生物管理, 5(2): 73-74.  
◎山内健生・高野温子 (2015) 本州においてアキギリ

属植物を訪花したツリアブ類とハナアブ類の記録. 
人と自然, 26: 71-74.  

山内健生・高野 愛・姉崎智子 (2016) 群馬県のアラ

イグマとツキノワグマから採取されたノミ類. 群馬

県立自然史博物館研究報告, 20: 181-182. 
◎山内健生 (2016) 第 2章 病気を起こすダニ①（マダ

ニ） 2.1 マダニとは, pp. 26-35. ダニのはなし―人間

との関わり―. 島野智之・高久 元(編). viii + 180 pp. 
朝倉書店, 東京. 

■その他著作 
山内健生・渡辺 護 (2015) 石川県白山市尾添におい

てライトトラップで採集されたアブ科. はなあぶ, 
(40): 7-8. 

山内健生 (2015) 新著紹介 自然史学会連合 監修 

理科好きな子に育つふしぎのお話 365. 衛生動物, 
66(3): 139. 

山内健生 (2015) マダニ図説作成裏話. APEX CLUB, 
40: 2. 

◎上村 清・小林 貞・青木淳一・平林公男・山内健

生 (2016) 佐々学が新種記載した動物目録. pp. 
149-198. 佐々学先生と私・史料集. 229pp. 山内健生 
(編). 佐々学生誕 100年記念事業実行委員会, 下野. 

山内健生 (2016) 編集後記 ―お会いしたかった佐々

先生―. p. 229. 佐々学先生と私・史料集. 229pp. 山
内健生 (編). 佐々学生誕100年記念事業実行委員会, 
下野. 

◎産経新聞（兵庫） 2016.3.11 ひとはく通信 マダ

ニ媒介感染症. 
■研究発表 
山内健生（2015）マダニ類を題材とした博物館展示・

実習の試み．都市有害生物管理学会第 36回大会，

東京農業大学世田谷キャンパス，東京． 
伴 光哲・山内健生（2015）屋久島の原生的照葉樹林

とスギ人工林におけるナガカメムシ相．日本昆虫学

会第 75回大会，九州大学箱崎キャンパス，福岡市． 
山内健生（2015）日本産魚類に寄生するウオノエ科等

脚類について．日本甲殻類学会第53回大会，東京海

洋大学品川キャンパス，東京． 
齋藤暢宏・森滝丈也・山内健生（2015）トリカジカか

ら得られたウオノエ科等脚類．日本甲殻類学会第53
回大会，東京海洋大学品川キャンパス，東京． 

山内健生・中谷友美（2015）富山県におけるマダニ人

体刺症の追加，特にタカサゴキララマダニによる 2
症例について．第 70回日本衛生動物学会西日本支

部大会，ピアザ淡海，大津市． 
菅野格朗・山内健生・佐々木雄介（2015）兵庫県で見

つかったマダニ類の寄生蜂の報告．第 70回日本衛

生動物学会西日本支部大会，ピアザ淡海，大津市． 
沢辺京子, 津田良夫, 前川芳秀, 葛西真治, 皆川恵子, 
數間 享, 山内健生, 芦田顕彦, 兼信定夫（2015）環
境快適化を目指した媒介蚊対策への取り組み．第 67
回日本衛生動物学会東日本支部大会，TKP 田町カン

ファレンスセンター，東京都港区． 
山内健生・比嘉由紀子・Arlene Garcia Bertuso・沢辺京

子（2016）フィリピンのルソン島とミンドロ島にお

ける家畜寄生マダニの調査．都市有害生物管理学会

第 37回大会，慶應義塾大学三田キャンパス，東京

都港区． 
藤田龍介・江尻寛子・小林大介・伊澤晴彦・加藤大智・

三條場千寿・山内健生・沢辺京子（2016）吸血性節

足動物保有ウイルス及び培養細胞持続感染ウイル

スのNGS 解析．平成 28年度蚕糸・昆虫機能利用学
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術講演会，京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス，京

都市． 
６）学会役員など 
日本衛生動物学会，常任幹事（学会誌編集長），編集

委員，情報委員． 
日本衛生動物学会西日本支部，幹事． 
都市有害生物管理学会，評議員，編集委員． 
日本昆虫分類学会，評議員． 
投稿原稿の査読：Entomological Science，Marine 

Biodiversity，Medical Entomology and Zoology，自然

環境科学研究，四国自然史科学研究． 
■助成を受けた研究 
形態と遺伝子に基づく魚類寄生虫ウオノエ科の分類

と幼生期形態の解明．科学研究費助成事業（学術研

究助成基金助成金）（若手研究(B)）．代表者（2015
年度 169万円／総額 320万円） 

東南アジアにおける吸血節足動物媒介性ウイルスの

網羅的探索とリスクマップ作製．文部科学省科学研

究費基盤研究(B)(海外学術調査)．分担者（2015年度

78万円／総額 1,183万円） 
新興・再興感染症を媒介する節足動物の対策に関する

研究．日本医療研究開発機構研究費（新興・再興感

染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業）．

分担者（2015年度 150万円／総額 840万円） 
兵庫県但馬沖の中層・深海域における生物多様性の解

明と地域活性化の取り組み．平成 26年度公立大学

法人兵庫県立大学特別研究助成金．分担者（2015年
度 20万円） 

■海外調査 
2015.4, フィリピン・ルソン島とミンドロ島 
2015.8, 台湾・台北 

２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4- 10, マダニ類．豊岡市，松山市． 
2015.7- 9, 蚊類．岡山市． 

■受贈担当資料 
2015.3, 昆虫類（羽田義任氏コレクション）．5,500点． 

■整理同定担当資料 
昆虫類（チョウ目，ノミ目，コウチュウ目，アミメカ

ゲロウ目，カメムシ目，シラミ目），甲殻類（等脚

目），ダニ類（マダニ目）． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎山内健生，2015.5，ひとはく探検隊「いきものミッ

ケ！」，博物館．（31名） 
◎山内健生，2015.5，オープンセミナー「甲殻類標本

をスケッチしよう」，博物館．（37名） 
◎山内健生，2014.5，特注セミナー「昆ワクワク昆虫

ワールド」，博物館．（54名） 
◎山内健生，2015.6，オープンセミナー「甲殻類標本

をスケッチしよう」，博物館．（22名） 
◎山内健生，2015.7，一般セミナー「小型昆虫標本作

製」，博物館．（5名） 
◎山内健生，2015.8，オープンセミナー「昆虫標本を

スケッチしよう」，博物館．（56名） 
◎山内健生，2015.8，一般セミナー「虫を見分ける」，

博物館．（4名） 
◎山内健生，2015.8，一般セミナー「昆虫の解剖」，博

物館．（5名） 
◎山内健生，2015.8，オープンセミナー「昆虫標本を

スケッチしよう」，博物館．（35名） 
◎山内健生，2015.11，オープンセミナー「クワガタム

シの標本をつくろう！」，博物館．（72名） 
◎山内健生，2015.11，一般セミナー「ダニの観察」，

博物館．（8名） 
◎山内健生，2015.12，一般セミナー「土壌動物の観察」，

博物館．（12名） 
館外講演 
◎山内健生，2015.5，「マダニの生態を探る～知ってお

きたいマダニの話～」，森のセミナー，姫路市自然

観察の森（18名） 
◎山内健生，2015.6，「知っておきたいマダニの話」，

マダニの勉強会，山と畑のまるごとえん（19名） 
◎山内健生，2015.6，「マダニ等から身を守るために」，

マダニから身を守るための講演会，兵庫県立但馬長

寿の郷（92名） 
◎山内健生，2015.7，「病気を媒介する吸血鬼―マダニ

―」，第 11回地球社会統合科学公開セミナー「外来

種や危険生物とどう向き合うか 〜伊都キャンパス

に潜む外来生物や危険生物〜」，九州大学伊都キャ

ンパス（37名） 
◎山内健生，2015.7，「感染症媒介動物としてのマダニ

の生態と対策について」，第 21 回神戸港衛生担当者

会議，神戸中央港湾労働者福祉センター（78名） 
◎山内健生，2015.11，「知っておきたいマダニのはな

し」，伊丹市昆虫館開館 25周年記念企画 むしむし

トークショー『ぼくらはみんな生きている』，伊丹

市昆虫館（約 80名） 
◎山内健生，2016.3，「マダニの生態及び調査方法につ

いて」，平成27年度環境衛生実務研修カリキュラム，

東京都健康安全研究センター本館（50名） 
テレビ・ラジオ等出演 
2015.6，「マダニから身を守るための講演会」，NHKラ

ジオ第一「NHKジャーナル」 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2014.5, 三田市立けやき台中学校（2名） 
講師派遣 
2015.8，第 23回ミニ企画展「昆虫博士と虫さがし」，

講師，豊岡市立歴史博物館 32 名 
2015.8，コスモスセミナー「自然観察教室～集まれ生

きもの好きな子どもたち～」，講師，兵庫県立奥猪

名健康の郷 22名 
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2015.5，「フェロモントラップを用いたノシメマダラメ

イガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学校 2
年生 5名 

2015.6，「フェロモントラップを用いたノシメマダラメ

イガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学校 2
年生 5名 

2015.7，「フェロモントラップを用いたノシメマダラメ

イガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学校 2
年生 5名 

2015.9，「フェロモントラップを用いたノシメマダラメ

イガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学校 2
年生 5名 

2015.10，「フェロモントラップを用いたノシメマダラ

メイガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学

校 2年生 5名 
2015.11，「フェロモントラップを用いたノシメマダラ

メイガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学

校 2年生 5名 
2016.1，「フェロモントラップを用いたノシメマダラメ

イガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学校 2
年生 5名 

2016.2，「フェロモントラップを用いたノシメマダラメ

イガの調査」，調査指導，兵庫県立大学附属中学校 2
年生 5名 

■展示 
2015.5.～7，トピックス展「兵庫県の吸血マダニ」．担

当者 
2016.2～4，ひとはく研究員展 2016「ひとはく研究の

今」，分担者 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等 （計 1件） 
2015.12，兵庫県感染症対策専門委員会アドバイザー

（兵庫県） 
相談・指導助言 
来訪者 12 件，12 名．電話・FAX 相談 12 件，メール

相談 3件． 
学会開催等支援 
2016.2～2016.3.29 日本昆虫学会第 76回大会・第 60回
日本応用動物昆虫学会大会 合同大会運営委員会 

総務 （大阪府立大学にて開催） 
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高橋 鉄美 TAKAHASHI, Tetsumi 
自然・環境マネジメント研究部 
流域生態研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生態研究部門 

教授． 
昭和 46 年北海道生．北海道大学大学院水産学研究科博

士後期課程単位取得退学．博士（水産学）．アメリカ魚

類爬虫類学会，日本魚類学会，日本動物分類学会，日本

進化学会，日本水産学会，日本生態学会所属． 
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１． 研究開発部門 
自然・環境マネジメント研究部 部長 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．アフリカ・タンガニイカ湖産シクリッド科魚類の

系統分類学的研究 
２．シクリッド科Cyprichromis 属魚類の集団内色彩多

型に関する進化生態学的研究 
３．シクリッド科 Telmatochromis temporalisの体サイズ

進化に関する生態学的研究 
４．南米・ティティカカ湖産Orestias 属魚類の系統分

類学的研究 
■論文・著書 
高橋鉄美（2015）南米・ティティカカ湖の巨大カダヤ

シ．井田 齋・松浦啓一（監修），「小学館の図鑑

NEO 魚［新版］」，87, 小学館． 
高橋鉄美（2015）アフリカ・タンガニイカ湖の多様な

カワスズメ．井田 齋・松浦啓一（監修），「小学館

の図鑑NEO魚［新版］」，128, 小学館． 
Takahashi, T., Moreno, E. (2015) A RAD-based 

phylogenetics for Orestias fishes from Lake Titicaca. 
Molecular Phylogenetics and Evolution 93, 307-317. 

■その他著作 
高橋鉄美（2015）新入館員自己紹介，ハーモニー89号． 
高橋鉄美（2015）変わった生態の魚が生息 アフリ

カ・タンガニイカ湖．ひとはく通信，産経新聞（8
月 27日）． 

■研究発表 
田中宏和・Joachim Frommen・高橋鉄美・幸田正典（2015）
共同繁殖するシクリッドでは捕食圧が子の分散を

制限する．日本生態学会近畿地区会，大阪府立大学，

大阪市． 

■助成を受けた研究 
シクリッドにおけるオス集団内色彩二型の進化に関

する研究．文部科学省科学研究費基盤研究(B)．代表

者（2015年度 300万円／総額 1399万円） 
タンガニイカ湖における保全施策の視察．兵庫県立大

学海外渡航費（海外研究（自然研））．代表者（2015
年度 34万円／総額 34万円） 

脊椎動物の社会進化モデルとしてのカワスズメ科魚

類の社会構造と行動基盤の解明．文部科学省科学研

究費基盤研究(B)．分担者（2015年度 10万円／総額

50万円） 
■学会役員など 

Hydrobiologia誌，ゲストエディター 
人と自然，編集委員 
査読：Ichthyological Research, Biological Journal of the 

Linnean Society, Ecological Researchの投稿原稿につ

いて計 4件 
■海外調査 

2015.8 -12, ザンビア・ムプルング市 
■賞罰 
生態学会近畿地区大会 奨励賞受賞（発表者 4人中 3
人目） 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.8-12, 魚類．ザンビア・ムプルング市近郊． 
■整理同定担当資料 
魚類（シクリッド科）． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
高橋鉄美，2015.4.23，ガイダンスキャンプ「私がこれ

まで行ってきたこと 〜タンガニイカ湖の魚類を

使った研究〜」，博物館．（80名） 
高橋鉄美，2015.6.18，特注セミナー「水辺の生き物の

暮らし 〜外来生物問題を中心に〜」，博物館．（95
名） 

高橋鉄美，2015.7.20，オープンセミナー「魚の中って

どうなってんの？」，博物館．（3回，54名） 
高橋鉄美，2015.8.13，特別セミナー「タンガニイカ湖

の魚類の魅力」，相生市立図書館．（20名） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.5.28，三田市狭間中学校．2名 
講師派遣 

2015.5.18，「メダカ・ザリガニの飼育方法」，篠山市小

個人別成果報告に関する資料 

●自然・環境マネジメント研究部  流域生態研究グループ／ 

動物共生研究グループ 

No.4 
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学校教育研究部会理科研究部会 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
相談・指導助言 
来訪者 4件，9名．電話・FAX 相談 5件，メール相談

3 件． 
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三橋 弘宗 MITSUHASHI, Hiromune 

自然・環境マネジメント研究部 
流域生態研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生態部門 講師． 
昭和 45 年京都府生．京都大学大学院理学研究科修士課

程修了．日本生態学会，日本陸水学会, アメリカベント

ス学会,国際保全生物学会等所属． 
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．タスクフォース 改修・新館タスクフォース 
館内の展示改修プランの作成、実践、企画調整 

２．研究開発部門 
会計担当 

３．プロジェクト 
ミュージアムボックスを中心としたひとはくサロン

の運用.代表者 
情報システム更新による館内事業の推進.代表者 
生態系研究部（流域生態および動物共生）の部門研究.
分担者 

液浸収蔵庫および生物系収蔵（脊椎動物・昆虫）の整

備. 代表者 
館内展示空間のリノベーションと演示プログラムの

総合運営.分担者 
生物系収蔵（昆虫）の整備.分担者 
生物多様性協働フォーラムの枠組みを活用した生物

多様性の普及・啓発、研究開発.分担者 
兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を目

的とした行政支援.分担者 
共生のひろば運営．主担当 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．河川生態系における生態系機能と生息地評価に関

する研究 
２．自然環境情報の活用と整備に関する研究 
３．樹脂を活用した展示物の作製技法に関する研究 

■論文・著書 
◎Natsumeda T.,N Takamura, M Nakagawa, Y Kadono, T 

Tanaka, H Mitsuhashi(2015) Environmental and biotic 
characteristics to discriminate farm ponds with and 
without exotic largemouth bass and bluegill in western 
Japan. Limnology 16,139-148 

◎Osawaa T., K Kohyamaa, H Mitsuhashi(2016) Trade-off 
relationship between modern agriculture and 
biodiversity:Heavy consolidation work has a long-term 
negative impact on plantspecies diversity. Land Use 
Policy 54, 78-84 

◎Osawaa T., K Kohyamaa, H Mitsuhashi(2016) Multiple 
factors drive regional agricultural abandonment. Science 
of the Total Environment 542, 478-483 

■その他著作 
三橋弘宗（2015）収蔵資料展 学んで魅せる標本展 

「本物」を保存し、活用する技術の多様性. ひとは

く通信（ハーモニー）89号, 三田市. 
■ブログへの情報提供 

10件 
■研究発表 
後藤勝洋・和田彰・三橋弘宗・原田守啓・林博徳(2015) 
できることからはじめよう 水辺の小さな自然再

生. 応用生態工学会第 19回大会, 日本大学工学部, 
郡山市. 

三橋弘宗（2015)小さな自然再生が中小河川を救う！Ⅳ. 
応用生態工学会第19回大会, 日本大学工学部, 郡山

市. 
三橋弘宗（2015年）自然の浄化機能を活かした水質浄

化技術. 応用生態工学会第 19 回郡山大会, 日本大

学工学部, 郡山市. 
渡辺昌造・三橋弘宗（2016）携帯巣型トビケラの環境

応答-溶存酸素濃度による呼吸行動と酸素利用速度

の変化. 日本陸水学会近畿支部会第 27 回研究発表

会, 兵庫県立大学新在家キャンパス,姫路市. 
Watanabe S., H Mitsuhashi(2015) Respiratory device or 

not? -comparison of respiratory characteristics between 
with and without case of caddisfly larvae. 15th 
International Symposium on Trichoptera, Rutgers 
University, New Jersey(USA). 

三橋弘宗(2015) コウノトリの潜在的な生息可能域を

地図化する. コウノトリ保全フォーラム（コウノト

リの個体群管理に関する機関・施設間パネル事務

局）, 東京都美術館, 上野（東京都） 
■学会役員など 
日本生態学会，編集委員． 
日本生態学会, 生態系管理専門委員会, 委員. 
日本生態学会近畿地区会，地区委員． 

■助成を受けた研究 
アダプティブ・マネジメントによるコウノトリ野生復

帰の研究と実行．文部科学省科学研究費基盤研究(B). 
分担者（2015年度 200万円／総額 300万円） 

鉱質土壌湿原の成立条件と生物群集の解明．文部科学

省科学研究費基盤研究(B). 分担者（2015年度 598
万円／総額 55万円） 

生物のからだの仕組みを自習できる複合メディア型

ボックスの開発. 全国科学博物館振興財団.主担当

（2015年度 42万円） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-, 河川の底生動物．三田市，加古川市，村岡町，

神戸市，上郡町． 
2016.3, 国土交通省豊岡河川国道事務所・円山川水系

河川水辺の国政調査標本,豊岡市. 
2016.3, 兵庫県県土整備部兵庫の川自然環境調査資料

（加古川水系の魚類・底生動物）．加古川市など． 
■整理同定担当資料 
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底生動物（昆虫，その他無脊椎動物）、魚類、両生類． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
三橋弘宗, 2015, オープンセミナー「水生昆虫を顕微鏡

で観察しよう」, 博物館(45名) 
三橋弘宗, 2015, オープンセミナー「企画展「学んで魅

せる標本展」ツアー」, 博物館(3回・30名) 
三橋弘宗, 2015, オープンセミナー「立体魚拓をつくろ

う」, 博物館(114名) 
三橋弘宗, 2015, オープンセミナー「オープンセミナー

公開講座「自然史標本を魅せる多様なアプローチ」」, 
博物館.(106名) 

三橋弘宗, 2015, オープンセミナー「立体魚拓をつくろ

う！」, 博物館(27名) 
三橋弘宗, 2015, オープンセミナー「10億ピクセルの

パノラマ写真を撮影する！」, 博物館(45名) 
三橋弘宗, 2015, 一般セミナー「D04 生態学基礎講座」, 
博物館(3回・29名) 

三橋弘宗・NPO法人野生生物を調査研究する会, 2015, 
一般セミナー「G03 授業に使える！川の水生昆虫調

べ」, 博物館(16名) 
三橋弘宗, 2015, 一般セミナー「F07 プラスティック封

入標本をつくろう」, 博物館(35名) 
三橋弘宗, 2015, 一般セミナー「D03 春の川は水生昆

虫だらけ：生田川編」, 神戸市北区(26名) 
三橋弘宗, 2015, 特注セミナー「コウノトリについて」, 
博物館(62名) 

三橋弘宗, 2015, 特注セミナー「身近ないきもの」, 博

物館(8名) 
三橋弘宗, 2015, 特注セミナー「水辺の生き物とその暮

らし」, 博物館(161名) 
和田年史・三橋弘宗, 2015. 特注セミナー「身近な生き

もの」, 博物館(95名) 
三橋弘宗, 2015, 特注セミナー「水辺のいきものとその

暮らし」, 博物館(71名) 
三橋弘宗, 2015, 特注セミナー「封入標本の作り方」, 
博物館(15名) 

館外講演 
三橋弘宗, 2015.5, 小さな自然再生のすすめ,（一社）自

然環境共生技術協会, 日本消防会館(140名) 
三橋弘宗, 2015.5, 湾を自動で抽出する方法,ＥＳＲＩ

コミュニティーフォーラム生物多様性セッション, 
東京ミッドタウン(90名) 

三橋弘宗, 2015.6, GIS and Remote Sensing utilized for 
Biodiversity Information System and Participatory 
Approach toward Biodiversity Conservation Actions, 
JICA, 兵庫県立人と自然の博物館(15名) 

三橋弘宗, 2015.7, 河原探検（水生昆虫観察会）,丹波市, 
丹波市青垣町(70名) 

三橋弘宗, 2015.7, 芦屋川探検隊,ＮＰＯ法人さんぴぃ

す, 芦屋市芦屋川(60名) 
三橋弘宗, 2015.8, 水生生物の観察,財団法人 国際花と

緑の博覧会記念協会, 猪名川町(45名) 
三橋弘宗, 2015.8, 夏の水温一斉調査の実施,千種川圏

域ネットワーク,千種町・佐用町・上郡町・赤穂市 (35
名) 

三橋弘宗, 2015.8, 水辺の生き物とその暮らし,相生市

キャラバン事業オープンセミナー, 相生市図書館

(24名) 
三橋弘宗, 2015.8, 夏の水生生物観察会,加東市環境課,
東条川 (3名) 

三橋弘宗, 2015.8, 丹波の自然について,丹波市観光協

会, たんば黎明館(70名) 
三橋弘宗, 2015.9, 水辺の小さな自然再生 in 豊田市矢

作川,日本河川・流域再生ネットワーク, 豊田市矢

作川研究所(50名) 
三橋弘宗, 2015.10, 武庫川講座「生物多様性からシン

ボルフィッシュアユ遡上まで」,武庫川づくりと流域

連携を進める会, さらら仁川(40名) 
三橋弘宗, 2015.10, 自然史からグリーンインフラを考

える,応用生態工学会・ミュージアム連携ワークシ

ョップ, 大阪市立自然史博物館(50名) 
三橋弘宗, 2015.10, プラスティネーション作成実習,須
磨水族館, 須磨水族館(8名) 

三橋弘宗, 2015.10, アユの産卵場づくり,阪神北県民局, 
西宮市武庫川(64名) 

三橋弘宗, 2015.10, 武庫川におけるアユの生息に必要

なこと,武庫川市民学会, 神戸女学院大学(42名) 
三橋弘宗, 2015.11, 水辺の小さな自然再生 in 長浜市

高時川,日本河川・流域再生ネットワーク,長浜市役

所 (38名) 
三橋弘宗, 2015.11, 封入標本づくりの方法,栃木県立博

物館特別講座, 栃木県立博物館(40名) 
三橋弘宗, 2015.11, 生物多様性地域戦略のつかい方,岐
阜市生物多様性シンポジウム, ぎふメディアコスモ

ス(110名) 
三橋弘宗, 2015.11, 薬用植物の封入標本づくり,京都薬

科大学特別講座,京都薬科大学(35名) 
三橋弘宗, 2015.12, 薬用植物の封入標本づくり,京都薬

科大学特別講座, 京都薬科大学(27名) 
三橋弘宗, 2015.12, テクノロジーが切り拓く生物多様

性の未来（コーディネーターおよび司会）,生物多様

性協働フォーラム, 大阪科学技術館(140名) 
三橋弘宗, 2015.12, 豊岡市行政職員向けセミナー「生

息地評価と自然再生」,豊岡市, 豊岡市役所庁舎(26
名) 

三橋弘宗, 2016.1, 自然の記録を残す人を作る ～プ

ラスティネーション標本作製講座～,高知大学公開

講座,高知大学朝倉キャンパス (35名) 
三橋弘宗, 2016.1, 生物多様性の保全と自然史博物館,
甲南大学博学プロジェクト, 甲南大学(70名) 

三橋弘宗, 2016.1, 環境影響評価に関する技術的な動

向（自然環境）,環境省環境影響評価研修,神奈川県
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民ホール (95名) 
三橋弘宗, 2016.2, 仲ノ池の自然環境と外来種が在来

種に与える影響について,芦屋市公開講座, 芦屋市

市民会館(49名) 
三橋弘宗, 2016.2, 博物館のリニューアルワークショ

ップ（コーディネートおよび司会）,西日本自然史系

博物館ネットワーク, 三重県立総合博物館(21名) 
三橋弘宗, 2016.2, 円山川水系の環境に関する課題,コ
ウノトリ湿地ネット,はちごろうの戸島湿地 (8名) 

三橋弘宗, 2016.2, 交流会の総評と解説,丹波県民局源

流の郷交流会, 柏原住民センター(36名) 
三橋弘宗, 2016.2, 北摂里山キャンペーン『冬のかいぼ

り大作戦』,有馬富士公園公開講座, 有馬富士公園(42
名) 

三橋弘宗, 2016.3, 緑の地図化 市民協働型の社会共通

資本整備に向けて,緑の技法シンポジウム, 明治大

(80名) 
非常勤講師 
2015.1, 「自然環境をあつかう実務とキャリア・プラ

ンニング」，横浜国立大学． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.7,  「御影高校こどもキノコ観察会」, 神戸市立

六甲山再度公園, 神戸市. 分担者・展示作成・セミ

ナー担当 
2015.8, 「身近な海の生き物展」，相生市立図書館，相

生市．分担者・展示作成・セミナー担当 

■共催・協力・後援事業 

2015.6,  ENEOSわくわく生き物学校, 兵庫県立コウ

ノトリの郷公園・田結湿地, 豊岡市, 共催／主担当 
2015.6,  沖ノ池緑地 学習会, 芦屋市岩園町地内 沖

ノ池緑地, 芦屋市都市建設部公園緑地課, 共催／主

担当 
2015.7,  南の島の夏物語-「地球の不思議にであったキ

ャプテンクックの航海記」, 淡路夢舞台温室 奇跡

の星の植物館, 兵庫県立淡路夢舞台温室 奇跡の星

の植物館．共催／分担当 
2015.8,  コスモスセミナー自然観察教室, 兵庫県立奥

猪名健康の郷, 国際花と緑の博覧会．共催／分担当 
2015.9,  六甲山のキノコ展 2015, 神戸市立森林植物

園, 県立御影高等学校．共催／分担当 
2015.10,  第 1回ミュージアム連携ワークショップ in
大阪, 大阪市立自然史博物館, 応用生態工学学会 
大阪, 共催／主担当 

2015.11,  生協祭の中の食育ブースで魚クイズ, 明石

市立産業交流センター, 生活クラブ 生協都市生活, 
共催／主担当 

2015.11,  昆虫館ふれあいデー, 橿原市昆虫館, 橿原

市昆虫館, 共催／主担当 
2016.2,  六甲山のキノコ展 2015, 御影クラッセ４Fユ

ースプラザKOBE EAST, 兵庫県立御影高等学校, 
共催／主担当 

2016.2,  六甲山のキノコ展 2016, 兵庫県立人と自然

の博物館, 兵庫県立御影高等学校, 共催／主担当 

■担い手育成支援事業 
連携グループ・地域研究員 
水辺のフィールドミュージアム研究会, 主担当（協

働）；NPO里山レンジャー, 主担当（協働）；アピス

同好会, 主担当（協働）；丹波地域のホトケドジョウ

を守る会, 主担当（協働）；野生生物を調査研究する

会, 主担当（協働）；いきものずかん, 副担当（協

働）；谷本卓弥, 主担当（協働）；溝田浩美, 副担当

（協働）；森本靜子, 主担当（協働）；河田 航路, 主
担当（協働）；脇坂 英弥, 副担当（協働）；渡辺 昌

造, 主担当（協働）；丹羽 信彰, 主担当（協働）；

青山 茂, 副担当（協働）；中村 清美, 主担当（協

働） 
成果発表 
2016.2, 共生のひろば「ふるさとの海、相生湾 ～風

味を感じて～」，あいおい子ども里海クラブ．指導 
2016.2, 共生のひろば「市民活動 10年の振り返りと後

継者育成への挑戦」，ＮＰＯ法人さんぴぃす．協働 
2016.2, 共生のひろば「コウノトリが生息できる環境

づくり」， コウノトリ湿地ネット・コウノトリ市

民研究所．指導・協働 
2016.2, 共生のひろば「企画展示 in有馬富士公園」，里

山レンジャー．協働 
2016.2, 共生のひろば「超巨大！イヌワシの巣」，NPO
法人人と自然の会．協働 

2016.2, 共生のひろば「イワシ三種・樹脂で作る花の

装飾品」，NPO法人人と自然の会．協働・指導 
2016.2, 共生のひろば「オオカクツツトビケラはなぜ

陸上で産卵するか？」，渡辺昌造．指導 
2016.2, 共生のひろば「瀬戸内海で出会った小さなク

ジラの仲間-スマスイのスナメリ調査 -」，中村清美．

指導 
2015.10, 15th International Symposium on Trichoptera
「Respiratory device or not? -comparison of respiratory 
characteristics between with and without case of caddisfly 
larvae」. 渡辺昌造.指導・共同研究 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 

2015.6, 三田市狭間中学校．3名 
学校団体対応 

2015.5, 「自然史標本の展示と収蔵について」,県立御

影高等学校（全学年）, (15名) 
2016.3, 「地理情報システムを用いた環境解析実習」,
岐阜県立岐阜高校（全学年）, (7名) 

2016.3, 「リサイクル資材に関する技術」,県立有馬高

校（教員）, (1名) 
2016.3, 「水質浄化に関する技術」,県立篠山東雲高校

（教員）, (1名) 
講師派遣 

2015.6, 「干潟の野外体験授業」,芦屋市立打出浜小学

校 3年生, (95名) 
2015.6, 「川の観察会」,加東市立鴨川小学校 5年生, (13
名) 
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2015.7, 「ビオトープ池の観察」,加東市立三草小学校

4 年生, (40名) 
2015.7, 「川の生き物観察会」,小野市立小野小学校 4
年生, (74名) 

2015.7, 「河川の生物多様性」,西宮今津高校 2年生, (0
名) 

2015.8, 「触れる標本づく実習」,県立篠山産業高校丹

南分校 3年生, (13名) 
2015.9, 「微生物実験」,加東市立鴨川小学校高学年, (13
名) 

2015.9, 「封入標本づくり実習」,芦屋市立打出浜小学

校 3年生, (95名) 
2015.9, 「生き物が済みやすい場所をみつけよう」,加
東市立西在田小学校 5年生, (43 名) 

2015.9, 「触れる標本づく実習」,県立篠山産業高校丹

南分校 3年生, (10名) 
2015.11, 「総合学習に関する指導」,県立御影高校講義

2 年生, (94名) 
2015.12, 「総合学習に関する指導」,県立御影高校講義

2 年生, (11名) 
2016.1, 「総合学習に関する指導」,県立御影高校講義

2 年生, (11名) 
2016.1, 「川の生き物を調べる」,加東市立東条東小学

校授業 4年生, (27名) 
2016.2, 「身近な水辺の環境について」,小野市立市場

小学校授業 5年生, (48名) 
2016.2, 「川にすむ生き物を探そう」,加東市立鴨川小

学校授業高学年, (10名) 
2016.2, 「水生生物について学ぶ」,加東市立東条東小

学校 4年生, (27名) 
2016.3, 「封入標本づくり」,加東市立東条東小学校 4
年生, (27名) 

2016.3, 「冬の川で水生昆虫を探そう」,加東市立鴨川

小学校高学年, (9名) 
■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.8, 岡山理科大学,高知大学,日本大学,南九州大学,
神戸芸術工科大学,山口県立大学 学生各 1 名づつ

（計 6名）． 
■展示 

2015.5, 武庫川スケッチ展, 主担当（武庫川がっこう主

催） 
2015.7- 11，収蔵コレクション展「学んで魅せる標本展」．

責任者 
2015.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

2015.4- 6，六甲山のキノコ展 2015, 主担当（御影高校

との共催） 
2016.2- 3，六甲山のキノコ展 2016主担当（御影高校と

の共催） 
２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「長尾山埋め立て処分地浸出水自然浄化システムに

係る基礎実験業務」. 神戸市環境局. 主担当（280
万円） 

「自然環境調査に係る資料整理業務（分任）」．兵庫県

県土整備部総合治水課．主担当（50万円） 
「貴重な野生生物等調査業務（魚類）に関する分任」．

兵庫県農政環境部自然環境課．主担当（89.2 万円） 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
液浸収蔵庫等の案内，2回，30 名． 

■行政等支援 
委員会等 （計 19件） 
2007.7- , 円山川水系自然再生推進委員会, 委員, 国土

交通省豊岡河川国道事務所・兵庫県但馬県民局. 
2007.7- , 円山川水系自然再生推進委員会技術部会, 委
員, 国土交通省豊岡河川国道事務所・兵庫県但馬県

民局. 
2011.10-2016.3, 淀川水系猪名川圏域河川整備計画, 副
委員長, 兵庫県県土整備部. 

2012.10-2016.3, 揖保川水系河川整備計画懇談会, 委員, 
兵庫県県土整備部. 

2015.10-2016.3, 環境影響評価法に基づく環境保全措

置等の報告書の在り方に関する検討会, 委員, 環境

省総合環境政策局. 
2014.10-2016.3, 環境影響評価技術ガイド（自然環境分

野）検討会, 委員, 環境省総合環境政策局. 
2014.4- , 環境省希少野生動植物種保存推進員, 環境省

自然環境局. 
2009.4- , ＧＢＩＦ日本ノード運営委員会, 委員, 文部

科学省. 
2013.4-,  兵庫県環境影響評価審査会, 委員, 兵庫県

県農政環境部 
2006.4- , 丹波県民局交流促進パワーアップ事業（環境

保全部門）活動支援会議, 委員長, 兵庫県丹波県民

局. 
2014.4- , 関西広域連合生物多様性保全検討委員会, 委
員, 関西広域連合. 

2014.4- , 関西広域連合生物多様性保全検討委員会生

態系サービス指標ワーキンググループ, 座長, 関西

広域連合. 
2012.4-2016.3 , 千種川水系環境対策勉強会, アドバイ

ザー, 兵庫県県土整備部. 
2015.4-2016.3 ひょうごの川自然環境調査（加古川水

系）, アドバイザー, 兵庫県県土整備部. 
2006.4-2016.3 , 中国横断自動車道自然環境対策検討委

員, 委員, 国土交通省中国地方整備局. 
2010.10- , 多自然川づくり近畿地方ブロック担当者会

議, 委員長, 国土交通省近畿地方整備局. 
2014.4- , 河川水辺の国勢調査アドバイザー（円山川）, 
アドバイザー, 国土交通省豊岡河川国道事務所. 

2016.1-2016.1. 環境省自然保護官等研修, 講師, 環境

省. 
2016.5-2016.5. シカ・イノシシの捕獲に関する技術実

証、教材作成、技術指導業務に係る企画提案競技審

査会, 審査委員, 兵庫県森林動物研究センター. 
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相談・指導助言 
来訪者 60件，140名．電話・FAX 相談 60件，メール

相談 45件． 
■学会開催等支援 

2016.1, 第26回自然史標本情報の発信に関する研究会

（国立科学博物館・ＮＰＯ法人西日本自然史系博物

館ネットワーク）．40名． 
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和田 年史 WADA, Toshifumi 

自然・環境マネジメント研究部 
流域生態研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 自然環境系 生

態研究部門 准教授． 
昭和 52年兵庫県生．長崎大学大学院生産科学研究科博

士後期課程修了．水産学博士．日本動物行動学会，日本

水産学会，日本生態学会，日本魚類学会，日本貝類学会，

日本甲殻類学会等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．マーケティング・マネジメント部門 企画調整室 
２．プロジェクト 
生態系研究部（流域生態および動物共生）の部門研究．

分担者 
液浸収蔵庫および生物系収蔵（脊椎動物・昆虫）の整

備．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．頭足類（イカ・タコ類）の分類および生態に関す

る研究 
２．砂浜海岸の人為的改変が海岸生物の生息場所利用

に与える影響 
３．日本海沿岸および中層・深海域の生物相に関する

研究 
■論文・著書 
◎ 和田年史・和田恵次（2015）ナンヨウスナガニ（ス

ナガニ科）の日本海沿岸からの初記録. Cancer, 24, 
15-19. 

◎ Toshifumi Wada, Tsunemi Kubodera, Morihiko Yamada, 
Hiroyoshi Terakado (2015) First records of small-sized 
young giant squid Architeuthis dux from the coasts of 
Kyushu Island and the south-western Sea of Japan. 
Marine Biodiversity Records, 8, e153. 

◎ 和田年史・宇野拓実・宇野政美（2015）兵庫県日

本海側の砂浜海岸におけるスナガニ類（スナガニ属）

の分布と生息密度. 人と自然, 26, 21-26. 
◎ Toshifumi Wada, Takahiro Mitsushio, Shinya Inoue, 

Hiroko Koike, Ryo Kawabe (2016) Movement patterns 
and residency of the critically endangered horseshoe crab 
Tachypleus tridentatus in a semi-enclosed bay determined 
using acoustic telemetry. PLOS ONE, 11(2), e0147429. 

■その他著作 
和田年史（2015）３種のダンゴウオの仲間は同種だっ

た．ひとはく通信ハーモニーNo. 89． 
和田年史（2015）兵庫県近海のイカ・タコ類．人博コ

ラム，ひとはく通信 (9月 10日)． 
■ブログへの情報提供 

5 件 

■研究発表 
原口展子・和田年史（2015）鳥取県東部の鴨ヶ磯地先

における藻場構成種の多様性．中国四国地区生物系

三学会合同大会（愛媛大会），愛媛大学，松山市． 
Toshifumi Wada, Takahiro Mitsushio, Shinya Inoue, Hiroko 

Koike, Ryo Kawabe (2015) Movement patterns and 
residency of the critically endangered horseshoe crab 
Tachypleus tridentatus in a semi-enclosed bay, determined 
using acoustic telemetry. Third International Workshop on 
the Science and Conservation of Horseshoe crabs, Japan, 
June 15-19. 

Toshifumi Wada (2015) Field observation of mating 
behavior in Abdopus sp. (Cephalopoda: Octopodidae), 
and its effect on arm loss. Cephalopod International 
Advisory Council, Japan, November 6-14. 

Tsunemi Kubodera, Toshifumi Wada, Masahito Higuchi, 
Akiko Yatabe (2015) Mass findings of giant squid in 
Japanese coastal waters of the Sea of Japan during 
January 2014 – March 2015. Cephalopod International 
Advisory Council, Japan, November 6-14. 

Toshifumi Wada and Osamu Masuda (2015) Cephalopod 
fauna off southwestern Sea of Japan along San’in district, 
Japan. Cephalopod International Advisory Council, Japan, 
November 6-14. 

和田年史（2016）カクレダコ属 sp.の交接行動と腕の欠

損の影響．第 27回魚類生態研究会，鹿児島大学下

荒田キャンパス，鹿児島市． 
豊福太樹・和田年史（2016）ケンサキイカ幼稚仔にお

ける色素胞配列の経時的変化と墨汁嚢上発光器の

観察．平成 28年度日本水産学会春季大会，東京海

洋大学品川キャンパス，東京． 
■助成を受けた研究 
国際頭足類学会（CIAC）シンポジウムでの研究発表お

よび熱帯・亜熱帯性のタコ類の野外調査．公立大学

法人兵庫県立大学自然・環境科学研究所部局特色化

推進費. 代表者（2015年度 20 万円） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4- 2016.3, 海洋生物各種．西宮市，芦屋市，神戸

市，相生市，美方郡新温泉町，美方郡香美町，豊岡

市，姫路市家島等． 
■整理同定担当資料 
海洋生物（頭足類、甲殻類，貝類，海産魚類等）． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
和田年史，2015.5，特注セミナー「相生の海の生きも

のを調べよう！」，博物館．（あいおい播磨灘の里海

づくり協議会「里海クラブ」23名） 
和田年史，2015.5，特注セミナー「兵庫の海洋生物を

調べよう！」，博物館．（兵庫県立神戸商業高等学校
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理科部 7名） 
和田年史，2015.6，特注セミナー「海の生きものの繁

殖・誕生」，博物館．（NPO法人シニア自然大学 風

組 31名） 
和田年史，2015.7，ひとはくセミナー「夜の渚でスナ

ガニの観察」，豊岡市気比の浜（27名） 
和田年史，2015.7，オープンセミナー「イカの解剖」，

博物館．（44名） 
和田年史，2015.7，ひとはくセミナー「カエル岩の海

辺で磯の生きもの観察」，美方郡香美町今子浦（18
名） 

和田年史，2015.8，オープンセミナー「イカ・タコの

絵を描こう！」，博物館．（36名） 
和田年史，2015.8，オープンセミナー「イカ墨でイカ

の魚拓をつくろう！」，博物館．（43名） 
和田年史，2015.9，ひとはくセミナー「兵庫の２つの

海を知る（日本海編）－小型地曳網で魚の赤ちゃん

調べ－」，美方郡香美町三田浜（8名） 
和田年史，2015.10，ひとはくセミナー「海洋生物生態

学入門」，博物館（65名） 
和田年史，2015.10，特注セミナー「身近な海の生きも

の 2 ～博物館の紹介～」，博物館．（芦屋市立打出浜

小学校 3年生 90名） 
和田年史，2016.2，第 11回共生のひろば 研究員によ

るギャラリートーク「ダイオウイカの謎に迫る最新

研究」，博物館．（約 100名） 
和田年史・フロアスタッフ，2016.3，ひとはく探検隊

「海の生きもの探検」，博物館．（34名） 
館外講演 
和田年史，2015.4，講話「沿岸生態系とそこにくらす

海洋生物」，兵庫県立香住高等学校．（12名） 
和田年史・三橋弘宗，2015.6，野外体験授業「身近な

干潟の生きもの」，芦屋市立打出浜小学校．（90 名） 
和田年史，2015.7，講話「身近な海の生きもの」，芦屋

市立打出浜小学校．（90名） 
和田年史，2015.8，海の探求アクア航海実習講義「兵

庫県香住沖日本海における中層・深海域の海洋生物

相調査」，兵庫県立香住高等学校他．（20名） 
和田年史，2015.8，相生キャラバン講話「身近な海の

生きもの」，相生市立図書館．（16名） 
和田年史，2016.1，サイエンス・トライやる事業特別

セミナー「沿岸域の生態系とそこにくらす海洋生物」 
+ 「イカの解剖実習」，新温泉町立浜坂中学校．（78
名） 

和田年史，2016.2，頭足類研修会「頭足類（イカ・タ

コ類）の繁殖行動生態」，沖縄県立北部農林高等学

校．（3名） 
和田年史，2016.2，平成 27年度相生市子ども環境会議

講話「相生湾の魅力と兵庫県の海の生きもの」，相

生市立小学校．（約 90名） 
和田年史，2016.3，学生団体「いきものずかん」（兵庫

県立大学）主催：サイエンスカフェ「身近な海辺と

海洋生物」，NPO 法人 はりま里山研究所．（30 名） 

兵庫県立大学・大学院教育 
2015.9, 「共生博物学」 
非常勤講師 
2015.4-6, 「水域生態学」，鳥取環境大学． 
2015.8, 「自然環境保全実習・演習Ⅰ」，鳥取環境大学． 

■共催・協力・後援事業 
2015.5- 2016.2, 「野外体験授業」等，芦屋市立打出浜

小学校，芦屋市．協力／主担当・セミナー担当等 
2015.5- 2016.3, 相生市環境課「里海クラブ活動」等，

あいおい播磨灘の里海づくり協議会，相生市．協力

／主担当・セミナー担当等 
■担い手育成支援事業 
連携グループ・地域研究員 
兵庫県立大学学生団体「いきものずかん」（主担当） 
青山 茂（主担当） 
中村清美（副担当） 

■展示 
2016.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
相談・指導助言 
来訪者 15件，30名．電話・FAX 相談 30件，メール

相談 60件． 
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布野 隆之 FUNO, Takayuki 

自然・環境マエンジメント研究部 
流域生態研究グループ 
研究員 
昭和 51年島根県生．新潟大学大学院自然科学研究博士

後期課程修了．農学博士．日本生態学会，日本鳥学会，

日本森林学会，農業農村工学会等所属 
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．タスクフォース 資料収蔵システムタスクフォース 
 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．希少猛禽類ニホンイヌワシの生態とその保全に関

する研究 
２．天然記念物オオヒシクイの生息湿地および採餌水

田の保全・再生に関する研究 
３．カラスのゴミ被害問題の実態と対策に関する研究 

■論文・著書 
布野隆之（2016）イヌワシからみた草原と森林．野生

復帰 4:7-9． 

■研究発表 
向井喜果・松隈詩織・布野隆之・石庭寛子・石間妙子・

関島恒夫（2016）新潟県福島潟におけるオオヒシク

イとコハクチョウの越冬地保全策の検討．第 63回
日本生態学会大会，仙台国際センター． 

■学会役員など 
日本鳥学会近畿地区懇談会 事務局 
日本鳥学会 2015年度兵庫大会事務局長 
人と自然 レフェリー 

■助成を受けた研究 
菅生ダムにおける陸域から水域への栄養塩フロー．一

般財団法人水源地環境センター水源地生態研究会，

研究分担者（金額 40万円／300万円）． 
２．資料収集・整理  
■資料収集 

2015.4.1～2016.3.31 小型鳥類．50点，三田市． 
■受贈担当資料 

2015.6.2 鳥類本剥製他．20点，神戸市． 
2015.6.30 鳥類本剥製他．20点，伊丹市． 

■整理同定担当資料 
陸生脊椎動物（鳥類）． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
布野隆之，2015.4.22 「カラスによるごみ被害を解決

する」，博物館，10名． 
布野隆之，2015.4.26 「オープンセミナー 日本に暮

らす鳥たちの不思議」，博物館，90名． 

布野隆之，2015.7.20 「オープンセミナー 鳥のから

だの秘密と骨格標本づくり」，博物館，150名． 
布野隆之，2015.7.25 「ひとはく探検隊 初夏の鳥を

さがそう」，博物館，15名． 
布野隆之，2015.7.26 「オープンセミナー 日本に暮

らす鳥たちの不思議」，博物館，90名． 
布野隆之，2015.8.15 「相生キャラバンセミナー 鳥

のはなし」，相生市立図書館，相生市，20名． 
人と自然の会・布野隆之，2015.11.15 「超巨大！イヌ

ワシの巣の展示」，博物館，600名． 
布野隆之，2015.12.13 「オープンセミナー 日本に

暮らす鳥たちの不思議」，博物館，90名． 
館外講演など 
布野隆之，2015.4.1 「陸域から水域への栄養塩フロ

ーとその解析手順」，講師，豊岡市，5名． 
布野隆之，2015.4.13 「円山川水系における陸域から

水域への栄養塩フローの解析の試行」，講師，京都

法華ホテル会議室，京都，10名． 
布野隆之，2015.4.18 「菅生川水系における陸域から

水域への栄養塩フローの解析の試行」，講師，京都

法華ホテル会議室，京都，5名． 
布野隆之，2015.4.19 「オオタカ営巣地の特徴と代替

巣の設置事例」，講師，新名神兵庫事務所，川西市，

10名． 
布野隆之，2015.4.27 「絶滅危惧種ニホンイヌワシの

現状と生息地の特徴」」，講師，恩原高原，鏡野町，

2 名． 
布野隆之，2015.5.2 「相生の鳥たち」，講師，博物

館，あいおい播磨灘の里海づくり協議会「こども里

海クラブ」，20名． 
布野隆之，2015.5.9 「カラスによるごみ被害を解決

する」，講師，博物館，ITC，30名． 
布野隆之，2015.5.18 「菅生川水系における陸域から

水域への栄養塩フローの解析の試行」，講師，菅生

川，姫路市，5名． 
布野隆之，2015.7.5-7 「菅生川水系における陸域から

水域への栄養塩フローの解析－鳥類とその餌生物

の捕獲調査法－」，講師，菅生ダム，姫路市，15名 
布野隆之，2015.9.29 「イヌワシの巣をつくろう 第

1 回目」，講師，深田総合公園，三田市，10名． 
布野隆之，2015.10.3 「生涯学習短期大学“レフネッ

ク” 兵庫県内における調理保全の現状と課題～ニ

ホンイヌワシを中心に～」，講師，川西市川西市ア

ステ市民プラザ，川西市，10名． 
布野隆之，2015.10.6 「絶滅危惧種ニホンイヌワシの

生息地を観察しよう」，講師，伊吹山，米原市，10
名． 

布野隆之，2015.10.13 「イヌワシの巣をつくろう 第

2 回目」，講師，深田総合公園，三田市，10名． 
布野隆之，2016.10.15 「上郡町におけるカラス対策

の課題とその解決法」，講師，上郡町役場，5名． 
布野隆之，2015.10.27 「イヌワシの巣をつくろう 第

3 回目」，講師，深田総合公園，三田市，10名． 
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布野隆之，2015.11.3 「イヌワシの巣をつくろう 第

4 回目」，講師，深田総合公園，三田市，10名． 
布野隆之，2015.11.7 「絶滅危惧種ニホンイヌワシの

現状と生息地の特徴」，講師，大山，2名． 
布野隆之，2015.11.10 「イヌワシの巣をつくろう 第

5 回目」，講師，深田総合公園，米原市，10名． 
布野隆之，2015.11.24-26 「菅生川水系における陸域

から水域への栄養塩フローの解析－鳥類捕獲調査

の実践－」，講師，菅生ダム，姫路市，15名 
布野隆之，2015.11.28-30 「菅生川水系における陸域

から水域への栄養塩フローの解析－鳥類の餌生物

調査の実践－」，講師，菅生ダム，姫路市，15名 
布野隆之，2015.12.5 「伊丹いきものマイスター講座 

カラスの生態とごみ被害について～なぜ、カラスが

増えているのか？」，講師，伊丹市役所，伊丹市，

30名． 
布野隆之，2015.12.6 「伊丹いきものマイスター講座 

カラスの生態とごみ被害について～なぜ、カラスが

増えているのか？ 昆陽池のカラス調査」，講師，

昆陽池公園，伊丹市，30名． 
布野隆之，2015.12.13 「展示解説 イヌワシの生態

と営巣地の特徴」，講師，博物館，10名． 
布野隆之，2016.1.25 「菅生川水系における陸域から

水域への栄養塩フローの解析の試行」，講師，京都

法華ホテル会議室，京都，講師，10名． 
布野隆之，2016.1.27 「目指すべき鳥の観察会 基礎

講座編」，講師，大阪府営泉佐野丘陵緑地，泉佐野

市，30名． 
布野隆之，2016.1.27 「目指すべき鳥の観察会 実践

編」，講師，大阪府営泉佐野丘陵緑地，泉佐野市，

30名． 
布野隆之，2016.2.2 「イヌワシの巣に関する展示解

説をつくろう 第 1回目」，講師，博物館，10名． 
布野隆之，2016.2.7 「イヌワシの巣に関する展示解

説をつくろう 第 2回目」，講師，博物館，10名． 
布野隆之，2016.2.19-24 「菅生川水系における陸域か

ら水域への栄養塩フローの解析－鳥類とその餌生

物の捕獲調査の実践－」，講師，菅生ダム，姫路市，

15名 
布野隆之，2016.2.27 「人と自然の博物館の鳥類標本」，

講師，博物館，5名． 
布野隆之，2016.3.13 「兵庫県内におけるイヌワシ保

全の現状と課題」，講師，上山高原ふるさと館，15
名． 

布野隆之，2016.3.22 「サシバを対象とした代替巣設

置の実践」，講師，上郡町，7名． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.8.10-16 「相生キャラバン 身近な海辺の生きも

の展」，相生市立図書館，相生市，分担者． 
■共催・協力・後援事業 

2015.10.17- 2016.1.17 キッピー山の企画展「モグラの

ふしぎ」，三田市有馬富士自然学習センター，三田

市，協力／展示作成． 

2015.10.17- 2016.1.17 ミニ企画展「カラスのみわけ

方」，三田市有馬富士自然学習センター，三田市．

協力／展示作成． 
■担い手育成支援事業 
連携グループ・地域研究員 
溝田浩美（主担当） 
脇坂英弥（主担当） 
楠瀬雄三（主担当） 
アピス同好会（副担当） 
成果発表 
NPO法人人と自然の会，2016.2.11 「超巨大！イヌワ

シの巣の展示」，第 11回共生のひろば，連携活動ブ

ループ． 
協力事業 
2015.4.29 第 14 回出る杭大会「人とカラスの共生を

目指す」，兵庫県立大学附属中学校プロジェクト学

習人とカラスの共生班，播磨科学公園都市光都プラ

ザ前芝生公園，上郡町，展示制作． 
2015.6.28 第 14 回出る杭大会受賞団体活動発表「人

とカラスの共生を目指す」，兵庫県立大学附属中学

校プロジェクト学習人とカラスの共生班，兵庫県西

播磨県民局，上郡町，展示制作． 
2015.11.15 第 1回スーパードリーム・スペシャル，人

と自然の会，博物館． 
2016.2.21 ドリームスタジオ「冬鳥を観察しよう」，

人と自然の会，博物館，展示制作． 
■学校教育支援 
学校団体対応 
兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科，6
名． 

兵庫県立大学附属高等学校，6 名 
成果発表 
2015.4.29 第 14 回出る杭大会「人とカラスの共生を

目指す」，兵庫県立大学附属中学校プロジェクト学

習人とカラスの共生班，研究指導． 
2015.6.28 第 14回出る杭大会受賞団体活動発表「人

とカラスの共生を目指す」，兵庫県立大学附属中学

校プロジェクト学習人とカラスの共生班，研究指導． 
講師派遣 
布野隆之，2015.8.29 「鳥のふしぎ」，講師，三田市

立弥生小学校，三田市，150名． 
布野隆之，2015.8.29 「兵庫の自然誌およびコウノト

リに関する展示解説」，平成 27 年度ひょうご・ロシ

アハバロフスク少年少女交流事業，講師，博物館，

20名． 
■展示 

2015.4.7-10.13 仮展示「ひょうごの鳥たち」．責任者 
2015.11.15 仮展示「超巨大！イヌワシの巣」．責任者 

２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 

2015.4.24 収蔵庫説明会．20名． 
2016.5.2 生物系収蔵庫案内，あいおい播磨灘の里海

づくり協議会「こども里海クラブ」，20名． 
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2015.9.3 生物系収蔵庫案内，兵庫県立大学大学院地

域資源マネジメント研究科，1 名． 
2015.11.12 生物系収蔵庫案内，京都大学大学院理学研

究科，3名． 
2016.1.9 生物系収蔵庫案内，公益財団法人山科鳥類

研究所，1名． 
2016.1.17 生物系収蔵庫案内，日本鳥学会他，3名． 
2016.2.27 生物系収蔵庫案内，日本野鳥の会ひょうご

他，5名． 
■行政支援（計 7件） 

2013.4- 新名神高速道路（近畿自動車道 名古屋神戸

線）兵庫県域自然環境保全検討会委員 
2013.4- 中国自動車道 姫路鳥取線（播磨新宮～山崎）

兵庫県域自然環境保全検討会委員 
2013.4- 兵庫県生物多様性アドバーザー 
2014.3- 一般財団法人水源地環境センタ― 水源地

生態研究会 周辺森林研究グループ 委員 
2014.3- 伊丹市環境審議会みどり環境部会 委員 
2015.7- 兵庫県環境審議会 特別委員 
2014.8- 兵庫県環境審議会自然環境部会 特別委員 
相談・指導助言 
来訪者 20件，60名．電話・FAX 相談 100件，メール

相談 10件． 
■学会開催等支援 

2015.9.18-21 第 108回日本鳥学会 2015年度大会，事

務局長． 
2015.4.20 第 110回日本鳥学会近畿地区懇談会滋賀大

会，大会幹事． 
2015.8.23 第 111回日本鳥学会近畿地区懇談会兵庫大

会，大会幹事． 
2015.12.19 第 112回日本鳥学会近畿地区懇談会大阪

大会，大会幹事． 
2016.2.11 第 11回共生のひろば，事務局員． 
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髙木 俊 TAKAGI, Shun 

自然・環境マネジメント研究部 
動物共生研究グループ 
研究員 
昭和 59年熊本県生．東京大学大学院農学生命科学研究

科博士課程修了．博士（農学）．日本生態学会，個体群

生態学会，日本応用動物昆虫学会等所属． 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 生涯学習推進室 
２．プロジェクト 

ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト．分担

者 
生態系研究部（流域生態および動物共生）の部門研究．

分担者 
液浸収蔵庫および生物系収蔵（脊椎動物・昆虫）の整

備．分担者 
兵庫県産クモ類標本の収集・整理・活用．代表者 
セアカゴケグモの生態系への影響解明と被害防止に

むけた普及啓発．代表者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．外来種・在来種を含む生物群集における生物間相

互作用に関する研究 
２．湖沼・ため池沿岸の水生植物帯における動物群集

の動態に関する研究 
■論文・著書 
Takagi S, Miyashita T (2015) Time-scale dependency 

of host plant biomass- and trait-mediated 

indirect effects of deer herbivory on a 

swallowtail butterfly. Journal of Animal Ecology, 

84:1657-1665. 

Takagi S, Toki W, Yoshioka A (2016) Invasion of the 

redback spider Latrodectus hasseltii (Araneae: 

Theridiidae) into human-modified sand dune 

ecosystems in Japan. Applied Entomology and 

Zoology, 51:43. 

柚原剛・高木俊・風呂田利夫 (2016) 東京湾における

塩性湿地依存性の絶滅危惧ベントスの分布特性. 日
本ベントス学会誌，70:50-64. 

■その他著作 
高木俊（2016）ひとはく通信「セアカゴケグモ」．産

経新聞（兵庫）(2月 26日)． 
■ブログへの情報提供 

2 件 
■研究発表 
高木俊・土岐和多瑠・吉岡明良 (2015) 砂浜生態系に

侵入したセアカゴケグモと在来・外来生物との相互

作用. 日本蜘蛛学会第 47回大会, 京都女子大学, 

京都市. 

高木俊 (2015) 草食獣が植食性昆虫に与える影響の

メタ解析：既存研究の傾向とバイアスを探る. メタ

解析から探る植物-動物間相互作用研究の新展開

（１）, 首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス, 

東京都千代田区． 

高木俊 (2016) 階層ベイズモデルを用いたセアカゴケ

グモによる海浜性昆虫への捕食圧推定. 日本生態学

会第 63回全国大会，仙台国際センター，仙台市． 
２．資料収集・整理 

■資料収集 

2015.4-10, クモ類．三田市，相生市，上郡町． 
■整理同定担当資料 
哺乳類． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
高木俊，2015.4，ひとはくセミナー「セアカゴケグモ

の生態と被害対策」博物館．（6名）  
高木俊，2015.5，特注セミナー「生態学から考える『人

と自然』」博物館．（9名）  
高木俊，2015.7，かいぼうの日セミナー「鳥のからだ

の秘密と骨格標本づくり」博物館．（60名） 
高木俊，2015.8，ひとはくセミナー「クモの巣の標本

づくり」博物館・深田公園．（9名） 
高木俊，2015.8，相生キャラバン身近な海の生き物展

セミナー「生きものどうしのつながり」相生市立図

書館．（10名） 

高木俊，2015.8，オープンセミナー「さわって観察！

動物のホネ」博物館．（85名） 

高木俊，2015.9，ひとはく探検隊「クモの観察」深田

公園．（25名） 

高木俊，2015.10，特注セミナー「生き物の食べる－

食べられる関係」博物館．（97名） 

上田萌子・菊池直樹・高木俊・大平和弘，2015.11，

ひとはくスペシャルセミナー「吹上浜探検隊」南あ

わじ市吹上浜．（7名） 

高木俊，2015.11，ドリームスタジオスペシャル「手

羽先の骨を組み立てよう！」博物館．（46名） 

高橋晃・橋本佳明・高木俊，2015.11，オープンセミ

ナー「生物系収蔵庫ツアー」博物館．（24名） 

高木俊，2015.11，オープンセミナー「顕微鏡で土の

中の動物を観察しよう」博物館．（62名） 

高木俊，2015.12・2016.2，ひとはくセミナー「セン

サーカメラを使った動物の撮影調査」博物館・深田

公園．（17名） 

高木俊，2016.3，特注セミナー「生き物の食べる－食

べられる関係」博物館．（23名） 

高橋晃・橋本佳明・高木俊，2016.3，オープンセミナ

ー「生物系収蔵庫ツアー」博物館．（39名） 
館外講演 

高木俊，2015.5，「山と里のジャコウアゲハ：餌が変
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わると暮らしも変わる」，姫路市蝶大津ジャコウア

ゲハ（お菊虫）展講演会，大津みやび野ホーム．（40

名） 

三橋弘宗・高木俊，2015.6，「ENEOSわくわく生き物学

校」兵庫県豊岡市．（30名） 

高木俊，2015.8，「ビオトープの生き物観察会」北神

戸田園スポーツ公園．（20名） 

高木俊，2016.1，「フリーソフト「R」を使った自然史

情報の統計処理入門」第 26回自然史標本情報の発

信に関する研究会,博物館．（30 名） 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.8, 「身近な海の生き物展」，相生市立図書館，相生市．

分担・展示作成 
2015.8, 「ゆめはくキャラバン」，香川大学博物館，高松市．

分担・展示作成 
2015.10, 「小さな学校キャラバン」，豊岡市立但東中学校，

豊岡市．分担・展示作成 
2015.11，「淡路うずしおフェスティバル（ブース出展）」，

国立淡路青少年交流の家，南あわじ市．分担・展示

作成 
■担い手育成支援事業 
成果発表 
2016.2, 共生のひろば「南あわじ市・吹上浜の漂着物」，

ガールスカウト兵庫県第 95団．指導・協働 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 

2015.5, 三田市立狭間中学校 2 名． 
講師派遣 
2014.5，「プロジェクト学習 生き物同士のつながりを

探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2014.6，「プロジェクト学習 生き物同士のつながりを

探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2014.7，「プロジェクト学習 生き物同士のつながりを

探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2014.9，「プロジェクト学習 生き物同士のつながりを

探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2014.10，「プロジェクト学習 生き物同士のつながり

を探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2014.11，「プロジェクト学習 生き物同士のつながり

を探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2015.1，「プロジェクト学習 生き物同士のつながりを

探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2015.2，「プロジェクト学習 生き物同士のつながりを

探る」，講師，兵庫県立大学附属中学校３年生 
2015.2，「第 8回プロジェクト学習 発表会」，講師・

アドバイザー，兵庫県立大学附属中学校３年生 
■展示 

2015.7- 8，ミニ企画展「栗林慧写真展 虫たちの一瞬

の世界」．責任者 
2015.7-11, 収蔵資料展「学んで魅せる標本展」.分担者 
2016.2-4，ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

２．シンクタンク事業 

■行政等支援 
収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫等の案内，2回，5名． 

相談・指導助言 

来訪者 3件，6名．電話・FAX 相談 5件，メール相談

10件． 
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藤本 真里 FUJIMOTO, Mari 
自然・環境マネジメント研究部 
コミュニティデザイン（多自然居住）研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 環境計画研究部

門 講師． 
昭和 36 年兵庫県生．大阪大学大学院工学研究科博士課

程修了，工学博士．日本造園学会, 日本都市計画学会，

環境情報センター所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
1. 事業推進部門 
事業推進室副室長 地域展開担当 

2. プロジェクト 
ゆめはく. 代表者 
有馬富士公園 人材育成. 代表者 
ミツカンよかわビオトープ倶楽部支援. 代表者 
佐用町での薬草による地域づくりの支援. 分担者 
地域資源を活かした「明延」のまちづくり支援. 分
担者 

古写真の活用プログラム開発. 分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．住民参画型の公園運営に関する研究 
２．住民主導・行政支援型のまちづくり活動支援に

関する研究 
■論文・著書 
◎藤本真里（2015）行動する博物館  〜 ひとは

くのアウトリーチ事業の実態と今後の展開，兵庫

自治学，第 22 号，兵庫自治学会，31-35. 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2016）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

ランドスケープ研究，79 巻 5 号，671-676． 
■その他著作 
◎藤本真里・上田萌子 (2016) ミツカンよかわビオ

トープの自然環境資源を発掘・活用する手法に関

する研究．株式会社ミツカングループ本社受託研

究報告書． 
◎藤本真里 (2016) パークマネジメントの新展開に

関する研究 その２．兵庫県阪神北県民局受託研

究報告書．  
■研究発表 
◎藤本真里・中瀬 勲・赤松弘治・行徳昌則・宮原

一明・靍本 寬・上田萌子（2015）食品工場のビ

オトープにおける住民・企業・専門家協働型の計

画・運営に関する研究，日本造園学会，東京大学，

東京都． 
◎藤本真里（2015）行動する博物館 〜ひとはくの

アウトリーチ事業の実態と今後の展開，兵庫自治

学会，兵庫県立大学神戸商科キャンパス，神戸市．  
■学会役員など 
日本造園学会, 論文校閲委員． 
日本都市計画学会, 論文校閲委員．  

■助成を受けた研究 
ジオパークにおける展示・学習施設の活性化を促す

学習プログラム構築と博物館の役割．文部科学省

科学研究費基盤研究（Ｂ）, 研究分担者（金額 10
万円／200 万円） 

■賞罰 
兵庫自治学会 兵庫自治学会賞 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2014.9-2014.10，三田市，宝塚市における牧場関連施

設写真．三田市・宝塚市． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
藤本真里，2015.11，「料理&うんちく DE 地域再発見

「牛乳」, 博物館．(17 名) 
藤本真里，2015.4,「クイズ うんちく博物館」, 博
物館．(89 名) 

藤本真里，2015.6,「公園利用者とすすめるパークマ

ネージメント(入門編)」, 博物館．(39 名) 
藤本真里，2015.5,「人と自然の会とひとはく」，NPO
法人人と自然の会新人研修，博物館．（2 名） 

館外講演 
藤本真里，2015.4-2016.1, 講義・ワークショップ実

施およびセミナー全体の企画・運営, 有馬富士公

園公開セミナー, 兵庫県阪神北県民局・兵庫県立

有馬高校人と自然科と共催, 有馬富士公園，三田

市．(16 名×10 日 160 名) 
藤本真里，2015.4-2016.1, 講義・ワークショップ実

施およびセミナー全体の企画・運営, 有馬富士公

園公開セミナー, 兵庫県阪神北県民局・兵庫県立

有馬高校総合学科と共催, 有馬富士公園，三田市．

(6 名×8 日,48 名) 
藤本真里，2016.2-2016.3 ,全体の企画・運営, 有馬富

士公園子育て支援交流会, 兵庫県阪神北県民局と

個人別成果報告に関する資料 
●自然・環境マネジメント研究部  コミュニティデザイン（多自然居住）研究グループ／ 

コミュニティデザイン（都市再生）研究グループ 
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共催, 有馬富士公園，三田市．（15名+9名 24名） 
藤本真里，2015.5, 「有馬富士公園のパークライフ

マネジメント」, 分科会座長, 国際シンポジウム

「パークマネジメントの未来」, 兵庫県立淡路夢

舞台国際会議場, 淡路市．（100 名） 
藤本真里，2015.5, 国際シンポジウム「パークマネ

ジメントの未来」, パネリスト,兵庫県立淡路夢舞

台国際会議場, 淡路市．（400 名） 
藤本真里，2015.5, 「国立公園と都市公園—住民との

協働」, パネリスト, 日本造園学会全国大会ミニ

フォーラム「国立公園のガバナンスと合意形成」，

東京大学，東京都．（50 名） 
藤本真里，2015.5, 「ひとはくのアウトリーチ ― 

小さな学校キャラバン」, パネリスト, 兵庫県博

物館協会研修, 兵庫県立歴史博物館, 姫路市.（40
名） 

藤本真里，2015.11, 「知る・出会う・わかりあう 宝

塚のまちづくり」, 講師, いきいき学舎・フレミ

ラ専門コース「環境・自然コース」1 年生, 宝塚

市立老人福祉センター, 宝塚市．（35 名） 
藤本真里，2015.11, 「理想のまちづくりを考える」, 
講師, いきいき学舎・フレミラ専門コース「環境・

自然コース」2 年生, 宝塚市立老人福祉センター, 
宝塚市．（37 名） 

藤本真里，2015.11, 「住民が主役のまちづくり」, 講
師, 川西市生涯学習短期大学いきもの・環境学科, 
アステ川西, 川西市. （70 名） 

ミツカンよかわビオトープ倶楽部・藤本真里，

2015.11,ビオトープ観察（三木市立自由が丘東小学

校）, ミツカン三木工場, 三木市. （54 名） 
藤本真里，2015.11, 「有馬富士公園のマネジメント

と研究」, 講師, 兵庫県立北摂三田高等学校, 三田

市, (37 名) 
藤本真里，2015.11, 「みんなで何でもできる公園を

つくろう」, 講師, 三田市立三輪小学校, 三田市. 
（82 名） 

藤本真里，2015.12, 阪神北地域における天然記念物

連携シンポジウム, パネリスト, 兵庫県立有馬富

士公園管理事務所, 三田市, (100 名) 
藤本真里，2016.3, 「みんなで何でもできる公園を

つくろう」, 講師, 高砂海浜公園パークコミュニ

ティプロジェクト 2013-2015 活動報告会, 高砂市

青年の家, 高砂市.（19 名） 
藤本真里，2016.3, 「地域と企業を結ぶビオトープ」, 
講師, だいとうの川シリーズ平成 27 年度成果報

告会, アクロス, 大東市. （45 名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
都市設計論及び演習（分担） 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015.4.25, ありまふじフェスティバル, 有馬富士公

園, 三田市.主担当 
2015.5.3, 稲美ふれあいまつり, 稲美中央公園, 稲美

町. 主担当 

2015.7.26-2015.8.31, 道の駅 みき, 三木市. 主担当 
2015.7.20-8.31, 瑞宝園, 神戸市. 主担当 
2015.8.21-8.22, ひとはくキャラバン, 香川大学博物

館. 主担当 
2015.11.10, 小さな学校キャラバン, 小野市立河合

小学校, 小野市. 主担当 
■担い手成長支援事業 
連携グループ等 
ＮＰＯ法人 人と自然の会, 副担当 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立八景中学校．2 名 
2015.6, 神戸市立有馬中学校．2 名 

■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.7.27 ｰ 8.9，博物館実習生 2 名． 

２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「ミツカンよかわビオトープの自然環境資源を発

掘・活用する手法に関する研究」．研究代表者, 株
式会社ミツカングループ本社．（75 万円） 

「パークマネジメントの新展開に関する研究 その

２」．研究代表者, 兵庫県阪神北県民局．（100 万

円） 
■行政等支援 
委員会等 （計 21 件） 
2014.6- まちづくり審議会, 専門委員, 兵庫県. 
2006.7－ 有馬富士公園運営・計画協議会, 委員, 兵
庫県阪神北県民局． 

2008.6- 姫路市提案型協働事業審査会, 委員, 姫路

市． 
2013.11- 姫路市市民活動・恊働推進事業計画検討

懇話会, 委員, 姫路市． 
2009.6- 市民活動・ボランティアサポートセンター

運営会議, 委員長, 姫路市． 
2013.11-2016.3 置塩城跡保存管理計画策定研究会，

会員，姫路市教育委員会． 
2015.3-2015.11 宝塚市総合計画審議会, 委員, 宝塚

市. 
2014.10-2016.4 宝塚市民自治組織のあり方に関す

る調査, 専門委員, 宝塚市. 
2013.7-2017.10 宝塚市再生可能エネルギー推進審

議会, 委員, 宝塚市． 
2012.8- 宝塚市行政評価委員会, 委員, 宝塚市． 
2008.8-   尼崎市都市公園等指定管理者選定委員会

 委員長 尼崎市 
2013.5-2017.3 尼崎２１世紀の森づくり協議会，委

員，兵庫県． 
2012.5－2017.5 猪名川上流広域ごみ処理施設組合

指定管理者評価協議会, 委員長, 猪名川上流広域

ごみ処理施設組合． 
2015.9-2017.3 猪名川町地域創生有識者会議, 委員, 
猪名川町. 
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2005.9-2016.3 財団法人しそう森林王国協会, 理事, 
財団法人しそう森林王国協会． 

2016.4- 公益財団法人しそう森林王国観光協会, 理
事, 公益財団法人しそう森林王国観光協会. 

2013.6-2016.3 しあわせの森管理運営検討会，委員，

神戸市. 
2013.6-2016.3 加東市協力協定連携推進会議，委員，

加東市. 
2014.10-2015.5 淡路花博 2015 花みどりフェア国際

シンポジウム運営委員会, 委員, 国際シンポジウ

ム「パークマネジメントの未来」実行委員会. 
2015.7-2017.7 あんばい ええまち かわにし創生

総合戦略推進会議委員，委員，川西市. 
2015.10-2016.1 吹田市花とみどりの情報センター

指定管理者候補者選定委員会，委員，吹田市.  
相談・指導助言 
来訪者 50 件，100 名．電話・FAX 相談 80 件，メ

ール相談 200 件． 
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赤澤 宏樹 AKAZAWA, Hiroki 

自然・環境マネジメント研究部 
コミュニティデザイン（多自然居住）研究グループ／

学習・人材育成タスクフォース 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 環境計画研究

部門 准教授． 
昭和 45 年大阪府生．大阪府立大学大学院農学研究科修

士課程修了．農学博士．国際公園管理運営士（CIPP），
日本造園学会学会，日本都市計画学会，環境情報科学

センター，WUP ジャパン等所属．  
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．タスクフォース 学習・人材育成タスクフォース 
リーダー，文部科学省 COC 事業担当 

２．プロジェクト 
世界の都市公園リサーチ．代表者 
パークマネジメントに関する国際フォーラムの開催．

代表者 
国営明石海峡公園神戸地区管理運営準備支援．代表

者 
尼崎 21 世紀の森構想の推進支援．代表者 
尼崎の森中央緑地パークセンター運営支援．代表者 
西武庫公園再生支援．代表者 
長居公園・長居植物園運営支援．代表者 
三田市景観計画策定支援．代表者 
佐用町での薬草による地域づくりの支援．分担者 
環境系資料の再整備，分担者 
古写真の活用プログラム開発．分担者 
ひょうごの習俗・行事の記録と活用．分担者 
ひょうごのランドスケープ遺産インベントリーの作

成．分担者 
多自然地域再生．分担者 
兵庫県立大学 10 周年・創基 85 周年事業の調整．分

担者 
都市公園活用．分担者 
三田市南公園 まちなか里山保全プロジェクトの支

援．分担者 
兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を

目的とした行政支援．分担者 
宝塚すみれプロジェクト〜地域拠点とのネットワー

ク．分担者 
被災した子ども達が大人になるまで―博物館こそが

できる長期継続型支援システムの構築．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．コミュニティ・ランドスケープの形成に関する

研究 
２．多自然居住地域におけるまちづくりに関する研

究 

■論文・著書 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2016）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

ランドスケープ研究，79 巻 5 号，671-676． 
■研究発表 
赤澤宏樹・川口将武・藤本真里・上田萌子・大平和

弘・田原直樹（2015）東大阪市におけるテキスト

マイニングを利用した街路樹管理への市民要望の

把握，日本造園学会，東京大学，東京都． 

◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2015）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

日本造園学会関西支部，大阪府立大学，大阪府． 

■学会役員など 
日本造園学会，論文集委員会，委員． 
日本造園学会，企画委員会，委員． 
日本造園学会，ランドスケープ・マネジメント研究

委員会，委員． 
日本造園学会，震災復興支援研究調査ワーキンググ

ループ，コミュニティ担当． 
日本造園学会，校閲委員． 
日本造園学会関西支部，支部運営委員 
日本造園学会関西支部，ランドスケープ遺産研究会

世話人（兵庫県担当） 
日本都市計画学会，学術委員会，委員 
日本都市計画学会，校閲委員． 
環境情報科学センター，校閲委員． 
韓国伝統造景学会，校閲委員. 
International Federation of Park and Recreation 

Association（IFPRA）, Japan， 
International Federation of Park and Recreation 

Association（IFPRA）, Japan，企画委員長 
■助成を受けた研究 
市民の強剪定要望を克服する街路樹の維持管理シス

テムと協働型の景観育成計画の構築, 文部科学省

科学研究費挑戦的萌芽研究，研究代表者（50 万円

／80 万円） 
◎ジオパークにおける展示・学習施設の活性化を促

す学習プログラム構築と博物館の役割，文部科学

省科学研究費基盤 B，研究分担者（金額 20 万円／

200 万円） 
◎被災した子ども達が大人になるまで―博物館こそ

ができる長期継続型支援システムの構築，文部科

学省科学研究費基盤 C，研究分担者（金額 10 万円

／90 万円） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-2016.3 古写真とその記憶．佐用町． 
■整理同定担当資料 
古写真（佐用町） 

 

＜事業推進＞ 
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１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
赤澤宏樹、2015.4、オープンセミナー「130 年前の

日本の風景をみよう」、博物館.（12名） 

赤澤宏樹、2015.4、特注セミナー「ミニ逆さビデオ

カメラを作ろう①」、博物館.（43名） 

赤澤宏樹、2015.4、特注セミナー「ミニ逆さビデオ

カメラを作ろう②」、博物館.（42名） 

赤澤宏樹、2015.4、特注セミナー「ミニ逆さビデオ

カメラを作ろう③」、博物館.（43名） 

赤澤宏樹、2015.8、一般セミナー「ピカピカ泥団子

をつくろう！」、博物館.（23名） 

赤澤宏樹、2015.8、教職員指導者セミナー「ピカピ

カ泥団子の作り方」、博物館.（61名） 

赤澤宏樹、2015.8、教職員指導者セミナー「牛乳パ

ックでカメラをつくって写真をとろう！」、博物

館.（26名） 

赤澤宏樹、2015.8、一般セミナー「牛乳パックでカ

メラをつくって写真をとろう！」、博物館.（12

名） 

赤澤宏樹、2015.8、オープンセミナー「くるくるア

ニメをつくろう」、博物館.（40名） 

赤澤宏樹、2015.12、特注セミナー「ピカピカ泥団子

をつくろう」、博物館.（39名） 

赤澤宏樹、2015.12、特注セミナー「牛乳パックでカ

メラをつくろう」、博物館.（25名） 

赤澤宏樹、2016.3、オープンセミナー「130 年前の日

本の風景をみよう」、博物館.（9 名） 
館外講演 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.4，「大洗町エ

リアマネジメント研修」，大洗町，講師，尼崎中央

緑地パークセンター.（2 名） 
赤澤宏樹，2015.5，「古写真にみる暮らしと自然」，

フレミラ宝塚，講師，フレミラ宝塚（50 名）赤澤

宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.6，「三田地区景

観まちあるき」，三田市都市計画課，講師，三田市

中央公民館.（30 名） 
赤澤宏樹，2015.6，「佐用町三河地域づくり研修」，

三河地域づくり協議会，講師，三河地域づくりセ

ンター.（15 名） 
赤澤宏樹，2015.7，「尼崎にこそ本物の自然を～都市

の生物多様性～」，兵庫県立尼崎北高校環境講演会，

講師，兵庫県立尼崎北高校.（320 名） 
赤澤宏樹，2015.7，「ピカピカ泥団子をつくろう」，

講師，国営明石海峡公園淡路地区.（96 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.7，「三田地区

景観まちあるきをふり返って」，三田市都市計画課，

講師，三田市中央公民館.（20 名） 
赤澤宏樹，2015.8，「ピカピカ泥団子をつくろう」，

講師，国営明石海峡公園淡路地区.（120 名）赤澤

宏樹，2015.8，「ピカピカ泥団子をつくろう」，講

師，神戸市立地域人材支援センター.（100 名） 

赤澤宏樹，2015.9，「ピカピカ泥団子をつくろう」，

講師，国営明石海峡公園淡路地区.（48 名）赤澤宏

樹，2015.10，「海外事例に学ぶ公園・レクリエー

ションの管理運営」，IFPRA ジャパン 25 周年記念

事業，コーディネーター，ニッショーホール.（100
名） 

赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.10，「三田地

区景観形成基準（素案）について」，三田市都市計

画課，講師，三田市中央公民館.（15 名） 
田原直樹・赤澤宏樹・上田萌子，2015.10，「武庫川

女子大学薬用植物園の見学学習会」，兵庫県立大学

COC 事業，武庫川女子大学.（20 名） 
赤澤宏樹，2015.11，「身近な公園の管理運営」，日本

公園緑地協会・公園緑地講習会，講師，国立オリ

ンピック記念青少年総合センター.（100 名） 
赤澤宏樹，2015.11，「公共の緑を市民が育てる」，阪

神南ビジョン委員会講演会，講師，兵庫県阪神南

県民センター.（30 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，「三田地

区景観形成基準（素案）について」，三田市都市計

画課，講師，三田市中央公民館.（7 名） 
藤本真里・赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，
「旧北星社宅の活用実践」，兵庫県立大学 COC 事

業，養父市旧北星社宅.（78 名） 
藤本真里・赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，
「古写真幻灯会」，兵庫県立大学 COC 事業，養父

市旧北星社宅.（20 名） 
赤澤宏樹，2015.12，「H27 公園管理運営士認定試験

二次試験 公園管理運営総論」，（一社）日本公園

緑地協会，講師，御堂会館.（60 名） 
赤澤宏樹，2016.1，「これからの協働に向けて」，フ

ラワータウン地区まちづくり協議会研修会，講師，

フラワータウン市民センター.（20 名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
都市設計論及び演習（主任） 

共生博物学（分担） 

COC概論（分担） 

ランドスケープ計画特論（主任） 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015.4，「有馬富士公園キャラバン」，有馬富士公

園，三田市．分担者 
■協力事業 

2015.12 明延まちづくり交流会（実践編），NPO 法

人一円電車あけのべ・おおやアート村． 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立八景中学校．2 名 
2015.6, 神戸市立有馬中学校．2 名 

■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.8.17，博物館実習生 5 名． 

■展示 
2015.10，佐用町三河地域古写真展，佐用町三河地域
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づくり協議会． 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等 （計 33 件） 
2007.4- 阪神南地域ビジョン委員会，専門委員，阪

神南県民局． 
2007.4- 阪神南地域ビジョン委員会グループ活動

支援事業審査会，委員，阪神南県民局． 
2009.9- 尼崎市総合計画審議会，委員，尼崎市． 
2010.4- 大阪市立長居公園管理運営協議会，座長，

大阪市． 
2010.7- 三田市景観形成推進員，三田市． 
2010.9- 三田市景観審議会審査部会，委員，三田市． 
2011.2- 尼崎市きょう Do 推進検証会議，副座長，

尼崎市． 
2012.4- 西武庫公園ネットワーク，アドバイザー，

尼崎市． 
2012.4- 宝塚市景観審議会，委員，宝塚市． 
2012.4- 宝塚市景観審議会デザイン協議部会，委員，

宝塚市． 
2012.11- 尼崎市環境審議会，委員，尼崎市． 
2012.8- 三田市行政改革推進会議，委員，三田市． 
2013.5- 尼崎市公園緑地審議会，副会長，尼崎市． 
2013.10- 三田駅北側周辺地区まちづくり推進連絡

協議会，アドバイザー，三田市． 
2013.10- 兵庫県生物多様性アドバイザー，兵庫県． 
2014.1- 三田地区まちづくり推進連絡協議会，アド

バイザー，三田市． 
2014.2- 西宮市都市景観・屋外広告物審議会，委員，

西宮市． 
2014.2- 西宮市都市景観・屋外広告物審議会都市景

観部会，委員，西宮市． 
2014.2- 西宮市都市景観・屋外広告物審議会景観ア

ドバイザー部会，委員，西宮市． 
2014.11-2016.3 茨木市みどりの施策推進委員会，委

員，茨木市． 
2015.1-2016.3 三田市連合婦人会研修会，アドバイ

ザー，三田市連合婦人会． 
2015.3- 伊丹市環境審議会みどり環境部会，委員，

伊丹市． 
2015.4- 三田市景観審議会，委員，三田市． 
2015.4-2015.7 宝塚市 NTN 株式会社宝塚製作所跡

地利活用設計業務事業者選定委員会，委員，宝塚

市． 
2015.4-2015.7 宝塚市宝塚ガーデンフィールズ跡地

利活用設計業務事業者選定委員会，委員，宝塚市． 
2015.5-2016.3 大阪府民の森等指定管理候補者選定

委員会，委員長，大阪府． 
2015.6-2016.3 兵庫県 県立都市公園指定管理者候

補者選定委員会，委員，兵庫県． 
2015.7 三田市行政評価委員会，委員，三田市． 
2015.8-2016.3 西宮市都市景観表彰選考委員会，委

員，西宮市． 

2015.8-2016.3 ＮＴＮ㈱宝塚製作所跡地利活用有識

者検討会，委員，宝塚市． 
2015.8-2016.3 宝塚市宝塚ガーデンフィールズ跡地

利活用有識者検討会，委員，宝塚市． 
2016.1-2016.3 平成 28 年度三田市まちづくり活動

支援事業助成金審査会，委員，三田市． 
2016.3 平成28年度三田市まちづくり活動支援事業

助成金審査委員会，委員，三田市． 
相談・指導助言 
来訪者 30 件，90 名．電話・FAX 相談 20 件，メール

相談 50 件． 
■学会開催等支援 

2015.5 日本造園学会全国大会．800 名． 
2015.10 IFPRA ジャパン 25 周年記念事業 海外に

おける取り組み事例発表会．100 名． 
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大平 和弘 OHIRA, Kazuhiro 

自然・環境マネジメント研究部                     
コミュニティデザイン（多自然居住）研究グループ 
研究員                           
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 客員研究員． 
昭和 60 年兵庫県生．大阪府立大学大学院生命環境科学

研究科博士後期課程修了．博士（緑地環境科学）．日本

造園学会，環境情報科学センター，農村計画学会，日

本遺跡学会等所属．  
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．事業推進部門 研究シンクタンク推進室 
兵庫県シンクタンク等協議会 幹事 
研究紹介コーナー運営担当 

２．研究開発部門 
資料担当 

３．プロジェクト 
地域資源を活かした明延のまちづくり支援．代表者 
古写真の活用プログラム開発．代表者 
近畿・中国・四国のランドスケープ遺産取りまとめ．

代表者 
ひょうごの習俗・行事の記録と活用．代表者 
鳴門海峡の渦潮の世界遺産登録に向けた検討支援．

分担者 
うずしお科学館改修支援．分担者 
多自然地域再生プロジェクト．分担者 
佐用町での薬草による地域づくりの支援．分担者 
関西広域連合広域環境保全計画実践への支援．分担

者 
三田市景観計画策定支援．分担者 
尼崎 21 世紀の森構想の推進支援．分担者 
尼崎の森中央緑地パークセンター運営支援．分担者 

   

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．多自然居住地域におけるランドスケープ・マネ

ジメントに関する研究 
２．文化的景観を支えるまちづくりのあり方に関す

る研究 
■共同研究 
部門研究「古写真とその記憶等の収集による地域景

観の評価に関する研究」，研究分担者． 
■論文・著書 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2016）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

ランドスケープ研究（日本造園学会誌），79 巻 5
号，671-676． 

上田萌子・大平和弘・押田佳子・上甫木昭春（2016）
鹿児島県錦江町周辺における「モイドン」の立地

と存続状況に関する研究，ランドスケープ研究（日

本造園学会誌），79 巻 5 号，659-664． 
■その他著作 
大平和弘（2015）文化資源を活かしたまちづくりに

向けたひとはくの地域支援の取り組み，遺跡学研

究（日本遺跡学会誌），12 号，105-112． 
上田萌子・高木俊・黒田有寿茂・大平和弘（2015）
ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト，

兵庫県立人と自然の博物館 
■研究発表 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2015）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

日本造園学会関西支部，大阪府立大学，大阪府． 
赤澤宏樹・川口将武・藤本真里・上田萌子・大平和

弘・田原直樹（2015）東大阪市におけるテキスト

マイニングを利用した街路樹管理への市民要望の

把握，日本造園学会，東京大学，東京都． 
上田萌子・大平和弘・上甫木昭春（2015）モイドン

（森殿）の緑地計画的意味に関する一考察 ―鹿

児島県錦江町周辺を対象として―，社叢学会，海

の道むなかた館，福岡県 
■学会役員など 
日本造園学会，造園技術報告集委員会，幹事． 
日本造園学会，論文校閲委員．   
日本造園学会関西支部，ランドスケープ遺産部会，

事務局． 
日本造園学会，ランドスケープ遺産研究会，関西支

部担当．  
■助成を受けた研究 
◎伝統的な祭司空間にみる地域の自然生態的インフ

ラの継承システムの研究，文部科学省科学研究費

基盤 C，研究分担者（20 万円） 
◎市民の強剪定要望を克服する街路樹の維持管理シ

ステムと協働型の景観育成計画の構築, 文部科学

省科学研究費挑戦的萌芽研究，研究代表者（10 万

円） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2014.4-2015.3 古写真収集．姫路市． 
2014.4-2015.3 古写真とその記憶収集．養父市・佐

用町・三田市・たつの市． 
2014.4-2015.3 習俗および祭りの映像記録収集，兵

庫県内．  
■整理同定担当資料 
古写真（養父市・佐用町・三田市・たつの市・姫路

市） 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
大平和弘，2015.4，オープンセミナー「ひとはく探

検隊『深田公園のひみつ』」，博物館および深田公
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園．（18 名） 
大平和弘、2015.4，特注セミナー「チョキペタ！公

園をつくろう①」，博物館.（45 名） 
大平和弘、2015.4，特注セミナー「チョキペタ！公

園をつくろう②」，博物館.（45 名） 
大平和弘、2015.4，特注セミナー「チョキペタ！公

園をつくろう①」，博物館.（20 名） 
大平和弘、2015.4，特注セミナー「チョキペタ！公

園をつくろう②」，博物館.（20 名） 
大平和弘，2015.5，オープンセミナー「プチ箱庭を

つくろう」，博物館．（70 名） 
大平和弘，2015.5，特注セミナー「望ましいコミュ

ニティ像とは？」，博物館．（9 名） 
大平和弘・高木俊，2015.5，特注セミナー「収蔵庫

見学ツアー」，博物館．（9 名） 
大平和弘，2015.5，一般セミナー「箱庭をつくろう 

～ミニサイズ編～」，博物館．（8 名） 
大平和弘，2015.6，特注セミナー「妖怪ってどこに

いる？」，博物館．（68 名） 
大平和弘，2015.6，オープンセミナー「チョキペタ

つくろう！君の世界 ～まち・むら編～」，博物館．

（67 名） 
大平和弘，2015.7，オープンセミナー「ひょうごの

妖怪ぬりえ」，博物館．（187 名） 
大平和弘，2015.8，教職員指導者セミナー「箱庭づ

くりを通して学ぶ自然や文化」，博物館．（12 名） 
大平和弘，2015.8，一般セミナー「妖怪ってどこに

いる？ ひょうごの妖怪大集結！」，博物館．（26
名） 

大平和弘，2015.8，特注セミナー「リアル箱庭をつ

くろう」，博物館．（49 名） 
大平和弘，2015.8，特注セミナー「チョキペタ！公

園をつくろう」，博物館．（76 名） 
大平和弘，2015.8，特注セミナー「チョキペタ 夏

の風景画をつくろう」，博物館．（31 名） 
大平和弘，2015.10，特注セミナー「チョキペタ！風

景をつくろう！」，博物館．（86 名） 
大平和弘，2015.11，特注セミナー「深田公園につい

て」，博物館．（39 名） 
大平和弘，2015.12，一般セミナー「箱庭をつくろう 

～本格サイズ編～」，博物館．（10 名） 
大平和弘，2016.2，特注セミナー「学習発表会『深

田公園にこめられた願い』」，博物館．（80 名） 
大平和弘，2016.2，オープンセミナー「フロアスタ

ッフとあそぼう『スイーツの街をつくろう?』」，博

物館および深田公園．（18 名） 
大平和弘，2016.3，特注セミナー「チョキペタ！お

庭をつくろう！」，博物館．（93 名） 
館外講演 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.4，「大洗町エ

リアマネジメント研修」，大洗町，講師，尼崎中央

緑地パークセンター．（2 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.6，「三田地区

景観まちあるき」，三田市都市計画課，講師，三田

市中央公民館．（30 名） 
大平和弘，2015.6，「佐用町三河地域づくり研修」，

講師，三河地域づくり協議会，講師，三河地域づ

くりセンター．（15 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.7，「三田地区

景観まちあるきをふり返って」，三田市都市計画課，

講師，三田市中央公民館．（20 名） 
大平和弘，2015.7，「新しい海洋産業の創出による地

域の発展と人材育成に関するシンポジウム」，新し

い海洋産業の創出による地域の発展と人材育成に

関するシンポジウム実行委員会，神戸国際会議場．

（200 名） 
大平和弘，2015.8，「まちづくり交流会ワークショッ

プの結果報告と今後の課題」，養父市立あけのべ自

然学校．（15 名） 
大平和弘・上田萌子，2015.10，「市民参加型あけの

べ模型づくり」，兵庫県立大学 COC 事業，養父市

旧北星長屋社宅．（80 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.10，「三田地

区景観形成基準（素案）について」，三田市都市計

画課，講師，三田市中央公民館．（15 名） 
田原直樹・上田萌子・大平和弘，2016.2，「岐阜市薬

用作物栽培に関する見学学習会」，兵庫県立大学

COC 事業，岐阜市役所.（40 名） 
大平和弘，2015.11，「建屋の石で箱庭をつくろう」，

大屋町建屋小学校．（30 名） 
上田萌子・菊池直樹・高木俊・大平和弘，2015.11，
「南あわじ市「吹上浜探検隊～吹上浜で地層観察

とビーチコーミング～」，国立淡路青少年交流の家

および吹上浜．（7 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，「三田地

区景観形成基準（素案）について」，三田市都市計

画課，講師，三田市中央公民館．（7 名） 
大平和弘・藤本真里・赤澤宏樹・上田萌子，2015.12，
「旧北星社宅の活用実践」，兵庫県立大学 COC 事

業，養父市旧北星社宅．（78 名） 
大平和弘・藤本真里・赤澤宏樹・上田萌子，2015.12，
「古写真幻灯会」，兵庫県立大学 COC 事業，養父

市旧北星社宅．（20 名） 
大平和弘・上田萌子，2015.12，「市民参加型あけの

べ模型づくり」，兵庫県立大学 COC 事業，養父市

旧北星社宅．（30 名） 
大平和弘，2016.1，「大屋町明延での地域支援の取り

組みについて」，兵庫県立大学 COC 事業，養父市

立あけのべ自然学校．（35 名） 
大平和弘，2016.2，「大屋町明延での取り組みの振り

返り」，兵庫県立大学 COC 事業，養父市役所大屋

地域局．（10 名） 
田原直樹・大平和弘，2016.3，「樹木の模型のつくり

方」，兵庫県立大学 COC 事業，神戸ハーバーラン

ドスペースシアター．（52 名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
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都市設計論及び演習（分担） 
COC 概論（分担） 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015.5，「むしまつり」，おおやアート村 BIG LABO，養

父市．分担 
2015.8，「ひとはくキャラバン」，尼崎市元浜緑地，尼崎

市．分担 
2015.10，「八鹿文化祭」，養父市立八鹿公民館，養父市．

主担当 
2015.11，「小さな学校キャラバン」，養父市立建屋小学

校，養父市．主担当 
2015.11，「淡路うずしおフェス」，国立淡路青少年交流

の家，南あわじ市．分担 
■共催・協力・後援事業 

2015.10，一円電車まつり，鉱石の道明延実行委員

会・NPO 法人一円電車あけのべ・養父市，養父市

旧北星社宅ほか，養父市．協力／主担当 
2015.12，明延まちづくり交流会（実践編），NPO 法

人一円電車あけのべ・おおやアート村．養父市旧

北星社宅ほか，養父市．共催／主担当 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立八景中学校．2 名 
2015.6, 神戸市立有馬中学校．2 名 
学校団体対応 
2015.4，京都府立桃山高等学校 
2015.4，宝塚北高等学校 
2015.5，淡路景観園芸学校 
2015.11，三田市立弥生小学校 
2015.11，養父市立建屋小学校 
2016.2，三田市立弥生小学校 
2014.3，池田市立石橋小学校 

■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.8.17，博物館実習生 5 名． 

■展示 
2015.4-2016.3,ひとはく研究員「研究紹介コーナー」．

責任者 
2015.7-10，トピックス展「ミツカンよかわビオトー

プ 手づくり活動模型」．責任者 
2015.7，佐用町三河地域「みかわ古写真展」，佐用町

三河地域づくり協議会．分担者 
2015.10，一円電車まつり「あけのべ古写真展」．責

任者 
2015.12，明延まちづくり交流会（実践編）「あけの

べ古写真展」．責任者 
2016.2- 4, ひとはく研究員展 2016「ひとはくの研究

の今」．責任者 
２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「淡路南部海岸域における自然と生活文化に関する

基礎的研究」．株式会社ヘッズ．（100 万円） 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 

環境系収蔵庫の案内，2 回，15 名． 
■行政等支援 
委員会等 （計 3 件） 
2013.10- 三田市景観形成推進員，三田市． 
2013.10- 三田駅北側周辺地区まちづくり推進連絡

協議会，アドバイザー，三田市． 
2014.10-  関西の残したい自然エリア選定検討委員

会，委員，関西広域連合．  
相談・指導助言 
来訪者 5 件，10 名．電話・FAX 相談 10 件，メール

相談 20 件． 
■学会開催等支援 

2015.11 日本造園学会関西支部ランドスケープ遺

産ワークショップ．47 名． 
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田原 直樹 TAHARA, Naoki 

自然・環境マネジメント研究部 
コミュニティ・デザイン（都市再生）研究グループ 
次長（研究系） 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 環境計画研究

部門 教授． 
昭和 28 年福岡県生．大阪大学大学院工学研究科博士課

程修了．工学博士．日本都市計画学会，日本造園学会

等所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 次長 
２．プロジェクト 
多自然地域再生 PJ．代表者 
尼崎 21 世紀の森構想の推進支援．分担者 
尼崎の森中央緑地パークセンター運営支援．分担者 
農地の低管理手法の開発．分担者 
環境系資料の再整備．分担者 
古写真の活用プログラム開発．分担者 
ひょうごの習俗・行事の記録と活用．分担者 
都市公園活用 PJ．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．歴史的緑の研究 
２．環境文化に関する考察 

■論文・著書 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2016）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

ランドスケープ研究（日本造園学会誌），79 巻 5
号，671-676． 

■研究発表 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2015）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係，

日本造園学会関西支部，大阪府立大学，大阪府． 

赤澤宏樹・川口将武・藤本真里・上田萌子・大平和

弘・田原直樹（2015）東大阪市におけるテキスト

マイニングを利用した街路樹管理への市民要望の

把握，日本造園学会，東京大学，東京都． 

■学会役員など 
日本造園学会，校閲委員． 

日本都市計画学会，校閲委員． 

環境情報センター，校閲委員．  
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4- 2016.3, 景観情報．大阪市，堺市． 

 
＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 

■セミナー 
館主催セミナー 
田原直樹，2015.4.4，一般セミナー「都市の歩き方・

名所編 大阪市天下茶屋・北畠界隈を歩く」，大阪

市.（18 名）  
田原直樹，2015.4.18，一般セミナー「都市の歩き方・

名所編 大阪市玉造・深江界隈を歩く」，大阪市・

東大阪市，大阪市.（18 名）  
田原直樹，2015.5.30，一般セミナー「都市の歩き方・

街道編 旧西国街道を歩く（茨木市太田から豊

川）」，茨木市・箕面市.（13 名）  
田原直樹，2015.10.3，一般セミナー「都市の歩き方・

名所編 大阪市遠里小野・我孫子界隈を歩く」，大

阪市.（11 名）  
田原直樹，2015.10.17，一般セミナー「都市の歩き方・

名所編 大阪市桃谷・生野界隈を歩く」，大阪市.
（14 名）  

田原直樹，2015.10.31，一般セミナー「都市の歩き方・

街道編 西国街道を歩く（伊丹市髭の渡しから辻

碑まで）」，尼崎市・伊丹市.（20 名）  
田原直樹，2015.5.3，ミニセミナー「江戸時代の風景

資料—名所図会（めいしょずえ）」，三田市.（7 名）  
田原直樹，2015.6.7，ミニセミナー「江戸時代の風景

資料—名所図会（めいしょずえ）」，三田市.（4 名）  
田原直樹，2015.7.18，ミニセミナー「江戸時代の風

景資料—名所図会（めいしょずえ）」，三田市.（16
名） 

田原直樹，2015.10.10，ミニセミナー「江戸時代の風

景資料—名所図会（めいしょずえ）」，三田市.（5
名） 

田原直樹，2015.7.23，特注セミナー「環境と共生す

る都市を考える」，三田市.（42 名） 
田原直樹，2015.12.9，特注セミナー「ガイダンス」，

三田市.（40 名） 
田原直樹，2015.7.23，特注セミナー「環境と共生す

る都市を考える」，三田市.（44 名） 
館外講演 
田原直樹，2015.4.25，「堺市の成り立ちを探る」，大

阪府立大学初年次ゼミ，堺市．（19名） 

田原直樹・赤澤宏樹・上田萌子，2015.10，「武庫川

女子大学薬用植物園の見学学習会」，兵庫県立大学

COC 事業，武庫川女子大学.（20 名） 

田原直樹，2015.11.15，「堺市を歩く」，東大阪市ま

ちづくり勉強会，堺市．（7名） 

田原直樹，2016.1.25，「摂津名所図会にみる江戸期

から現在までの植生の変化」，姫路市生涯学習大学

校，姫路市生涯学習大学校．（50名） 

田原直樹，2016.2. 8，姫路市政策課題研究助成成果

発表会講評，姫路市．（100名） 

田原直樹・上田萌子・大平和弘，2016.2，「岐阜市薬

用作物栽培に関する見学学習会」，兵庫県立大学

COC 事業，岐阜市役所.（40 名） 

田原直樹・大平和弘，2016.3，「樹木の模型のつくり
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方」，兵庫県立大学 COC 事業，神戸ハーバーラン

ドスペースシアター．（52 名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
環境文化特別演習（主任） 
COC 概論（分担） 

■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
山崎敏昭，主担当（協働） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立八景中学校．2 名 
2015.6, 神戸市立有馬中学校．2 名 

■研修生等の受入 
博物館実習 

2015.7.27 ｰ 8.9，博物館実習生 2 名． 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等 （計 17 件） 
2015.4-, 兵庫県国土利用計画審議会，委員，兵庫県． 
2015.4-, 兵庫県生物多様性アドバイザー，アドバイ

ザー，兵庫県． 
2015.4-, 兵庫県中播磨ビジョン委員会，専門委員，

兵庫県中播磨県民センター． 
2015.10-2016.3, 兵庫県高大連携等連絡協議会，委員

長，兵庫県教育委員会． 
2015.4-, 加古川東高校 SSH 運営指導委員会，委員，

兵庫県教育委員会． 
2015.4-, 姫路市都市計画審議会，委員，姫路市． 
2015.4-, 姫路市景観広告物審議会，委員，姫路市． 
2015.4-, 姫路市景観広告物審議会デザイン部会，会

長，姫路市． 
2015.4-2016.3, 大手前通り再整備検討懇話会，会長，

姫路市． 
2015.4-, 篠山市都市計画審議会，会長，篠山市． 
2015.4-, 加西市都市計画審議会，会長，加西市． 
2015.4-, 加西市土地利用調整委員会，委員，加西市． 
2015.4-, 丹波 OB 大学運営委員会，委員，（公財）丹

波の森協会． 
2014.4-,三重県総合博物館協議会評価部会，委員，三

重県総合博物館． 
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上田 萌子 UEDA, Moeko 

自然・環境マネジメント研究部 
コミュニティデザイン（都市再生）研究グループ／生

涯学習推進室 
研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 客員研究員 
昭和 57 年愛知県生．大阪府立大学大学院生命環境科学

研究科博士後期課程修了．博士（緑地環境科学）．日本

造園学会，環境情報科学センター，社叢学会等所属．  
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 生涯学習推進室 
連携事業担当 
連携活動グループ・地域研究員とりまとめ担当 

２．研究開発部門 
紀要編集担当，予算担当 

３．プロジェクト 
ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト．代

表者 
佐用町での薬草による地域づくりの支援．代表者 
鳴門海峡の渦潮の世界遺産登録に向けた検討支援．

分担者 
うずしお科学館改修支援．分担者 
古写真の活用プログラム開発．分担者 
ゆめはくプロジェクト．分担者 
地域資源を活かした「明延」のまちづくり支援．分

担者 
三田市景観計画策定支援．分担者 
ミツカンよかわビオトープ倶楽部支援．分担者 
兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を

目的とした行政支援．分担者 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．都市の土地利用変化とその環境に対する影響の

評価に関する研究 
２．都市部の海岸緑地の再生に関する研究 
３．伝統的な祭祀空間の緑に関する研究 

■論文・著書 
上田萌子・大平和弘・押田佳子・上甫木昭春（2016）
鹿児島県錦江町周辺における「モイドン」の立地

と存続状況に関する研究．ランドスケープ研究，

79（5），659-664． 
◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹（2016）兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係．

ランドスケープ研究，79（5），671-676． 
■その他著作 
◎上田萌子・高木俊・黒田有寿茂・大平和弘（2015）
ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト，

兵庫県立人と自然の博物館． 

◎藤本真里・上田萌子 (2016) ミツカンよかわビオ

トープの自然環境資源を発掘・活用する手法に関

する研究．株式会社ミツカングループ本社受託研

究報告書． 
◎上田萌子(2016) ひょうご・ふるさとミュージアム

プロジェクト．ひとはく通信 ハーモニー92． 
上田萌子(2016) 地域で祭られる神聖な森．産経新聞

『ひとはく通信』(3 月 25 日)．  
■研究発表 
上田萌子・服部保・澤田佳宏・上甫木昭春（2015）
暖温帯の自然海浜におけるウバメガシ群落の分布

と種組成に関する研究．日本造園学会，東京大学． 
上田萌子・大平和弘・上甫木昭春（2015）モイドン

（森殿）の緑地計画的意味に関する一考察 ―鹿

児島県錦江町周辺を対象として―．社叢学会，海

の道むなかた館，宗像市． 
赤澤宏樹・川口将武・藤本真里・上田萌子・大平和

弘・田原直樹（2015）東大阪市におけるテキスト

マイニングを利用した街路樹管理への市民要望の

把握．日本造園学会，東京大学． 
◎藤本真里・中瀬勲・赤松 弘治・行徳昌則・宮原

一明・靍本寬・上田萌子 (2015) 食品工場のビオ

トープにおける 住民・企業・専門家協働型の 計
画・運営に関する研究．日本造園学会，東京大学． 

◎大平和弘・上田萌子・藤本真里・田原直樹・赤澤

宏樹(2015) 兵庫県三田市旧城下町の景観形成に

向けた景観資源の分布と居住者の認識との関係．

日本造園学会関西支部大会，大阪府立大学，堺市． 
■学会役員など 
日本造園学会・ランドスケープ研究，査読委員． 

■助成を受けた研究 
伝統的な祭司空間にみる地域の自然生態的インフラ

の継承システムに関する研究．文部科学省科学研

究費基盤研究(C)，分担者（2015 年度 25 万円／総

額 208 万円） 
市民の強剪定要望を克服する街路樹の維持管理シス

テムと協働型の景観育成計画の構築．文部科学省

科学研究費挑戦的萌芽研究，分担者（2015 年度 10
万円／総額 80 万円） 

■海外調査 
2016.1, アメリカ合衆国・カナダ 

■賞罰 
日本造園学会 研究論文部門研究奨励賞 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-2016.3 古写真とその記憶収集．佐用町． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎上田萌子，2015.6，オープンセミナー「絵図を使

って立体カードをつくろう」，博物館．（10 名） 
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◎上田萌子，2015.7，一般セミナー「成ｹ島散策ツア

ー」，洲本市成ヶ島.（11 名） 
◎上田萌子，2015.11，オープンセミナー「絵図を使

って立体カードをつくろう」，博物館．（39 名） 
 上田萌子，2015.11，特注セミナー「収蔵庫見学」，

博物館．（14 名） 
 上田萌子，2015.12，一般セミナー「海岸緑地と人

のくらし」，博物館．（5 名） 
◎上田萌子，2016.2，オープンセミナー「絵図を使

って立体カードをつくろう」，博物館．（26 名） 
館外講演 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.4，「大洗町エ

リアマネジメント研修」，大洗町，尼崎中央緑地パ

ークセンター.（2 名） 
上田萌子，2015.6，「白砂青松の海岸景観の成立過程

と現状の課題」，神戸市シルバーカレッジ生活環境

コース，しあわせの村．（70 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.6「三田地区

景観まちあるき」，三田市都市計画課，三田市中央

公民館.（30 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.7，「三田地区

景観まちあるきをふり返って」，三田市都市計画課，

三田市中央公民館.（20 名） 
上田萌子，2015.8，「成ヶ島の散策」，神戸市シルバ

ーカレッジ生活環境コース，洲本市成ヶ島.（13
名） 

上田萌子，2015.9，「塩沼地と海浜の植生」，姫路市

立生涯学習大学校人と植物コース，姫路市立生涯

学習大学校.（60 名） 
田原直樹・赤澤宏樹・上田萌子，2015.10，「武庫川

女子大学薬用植物園の見学学習会」，兵庫県立大学

COC 事業，武庫川女子大学.（20 名） 
大平和弘・上田萌子，2015.10，大屋町明延「市民参

加型あけのべ模型づくり」，兵庫県立大学 COC 事

業，養父市旧北星社宅.（80 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.10，「三田地

区景観形成基準（素案）について」，三田市都市計

画課，三田市中央公民館.（15 名） 
上田萌子・大平和弘，2015.11，南あわじ市「吹上浜

探検隊～吹上浜で地層観察とビーチコーミング～，

国立淡路青少年交流の家.（7 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，「三田地

区景観形成基準（素案）について」，三田市都市計

画課，三田市中央公民館.（7 名） 
藤本真里・赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，
「旧北星社宅の活用実践」，兵庫県立大学 COC 事

業，養父市旧北星社宅.（78 名） 
大平和弘・上田萌子，2015.12，大屋町明延「市民参

加型あけのべ模型づくり」，兵庫県立大学 COC 事

業，養父市旧北星社宅.（30 名） 
藤本真里・赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2015.12，
「古写真幻灯会」，兵庫県立大学 COC 事業，養父

市旧北星社宅.（20 名） 

田原直樹・上田萌子・大平和弘，2016.2，「岐阜市薬

用作物栽培に関する見学学習会」，兵庫県立大学

COC 事業，岐阜市役所.（40 名） 
上田萌子 2016.2，「阪神北地域夢会議」，宝塚市立東

公民館．（91 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2016. 2，「三田地区

景観形成基準（案）について」，三田市都市計画課，

三田市中央公民館.（10 名） 
赤澤宏樹・上田萌子・大平和弘，2016. 3，「三田地区

景観まちづくり地域説明会」，三田市都市計画課，

三田市中央公民館.（35 名） 
上田萌子 2016.3，「阪神北地域ビジョン委員会第 4
回全体会」，売布ぷらざこむ 1.（37 名） 

兵庫県立大学・大学院教育 
都市設計論及び演習（分担） 
COC 概論（分担） 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015.8，「ひとはく夏休み特別企画 2015」，淡路ハ

イウェイオアシス，淡路市．主担当 
2015.11，「淡路うずしおフェスティバル 2015」，国

立淡路青少年交流の家，南あわじ市．主担当 
2015.11，「学校キャラバン in 榎本小学校」，大阪

市立榎本小学校，大阪市．分担者 
2016.3，「ひとはくキャラバン in 福良」，道の駅福

良，南あわじ市．主担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
山崎敏昭，副担当（協働） 
成果発表 
2016.2, 共生のひろば「南あわじ市・吹上浜の漂着

物」，ガールスカウト兵庫県第 95 団．指導・協働 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立八景中学校．2 名 
2015.6, 神戸市立有馬中学校．2 名 
学校団体対応 
2015.11，大阪府立大学生命環境科学域 

■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.8.17，博物館実習生 5 名． 

■展示 
2016.2- 4, 共生のひろば展．責任者 
2016.2-4，ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「淡路南部海岸域における自然と生活文化に関する

基礎的研究」．分担者，株式会社ヘッズ．（100 万

円） 
「ミツカンよかわビオトープの自然環境資源を発

掘・活用する手法に関する研究」．分担者，株式会

社 Mizkan Holdings．（75 万円） 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
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環境系収蔵庫の案内，3 回，22 名． 
■行政等支援 
委員会等 （計 4 件） 
2010.8- 三田市景観形成推進員，三田市． 
2013.4-  阪神北地域ビジョン委員会，専門委員，兵

庫県阪神北県民局． 
2015.8- 鳴門海峡の渦潮世界遺産学術調査検討委

員，会作業部会，南あわじ市． 
2015.8- うずしお科学館改修検討委員会作業部会，

南あわじ市．  
相談・指導助言 
来訪者 10 件，20 名．電話・FAX 相談 10 件，メール

相談 20 件． 
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石田 弘明 ISHIDA, Hiroaki 
自然・環境再生研究部 
植生創出研究グループ 
研究部長 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生物資源研究部

門 教授． 
昭和46年兵庫県生．神戸大学大学院教育学研究科修士課

程修了．博士（農学）．日本生態学会，植生学会，森林立

地学会，日本緑化工学会所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．タスクフォース 学習・人材育成タスクフォース 
２．研究開発部門 
研究部長，部門研究調整担当，会計担当 

３．プロジェクト 
北摂里山博物館構想の支援．代表者 

棚倉町里山再生・活用．代表者 

野生動物育成林整備事業の支援．代表者 

川西市生涯学習短期大学事業の支援．代表者 

乾燥種子標本の収集・活用．分担者 

兵庫県における未確認植物群落の実態把握．代表者 

たつの市鶏籠山の照葉樹林の保全．代表者 

三田市皿池湿原の保全．代表者 

照葉樹林の自然性および種多様性の復元．代表者 

兵庫の植生ガイドの作成．分担者 

生物多様性保全に資するジーンバンク事業の展開．分

担者 

植生資料データベースの構築・公開．分担者 

植物・植生映像資料データベースの充実化と有効活用．

分担者 

ひとはく生物多様性の森を活用した市民活動・環境学

習支援．分担者 

三田市南公園まちなか里山保全プロジェクトの支援．

分担者 

兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を目

的とした行政支援．分担者 

都市公園活用PJ．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．森林群落，特に照葉樹林，ブナ林，里山林の生物

多様性とその保全・復元・再生に関する研究 
２．絶滅危惧植物の生態と保全に関する研究 

■論文・著書 
◎石田弘明・黒田有寿茂・服部 保（2015）西宮神社

の社叢として保全されている照葉人工林の種組成の

特徴．植生学会誌，32，123-129． 
黒田有寿茂・石田弘明・岩切康二・福井 聡・服部 保

（2015）屋久島低地部のスギ人工林，照葉二次林，

照葉原生林における種組成および種多様性の比較． 

植生学会誌，32，95-116． 
■その他著作 
石田弘明・黒田有寿茂・大門 宏・渡辺民治・鐵 慎

太朗（2015）兵庫県川西市におけるエドヒガン植栽

個体の初期成長特性．人と自然，26，61-69． 
石田弘明（2016）ボルネオジャングル体験スクールの

思い出．ボルネオジャングル体験スクール17年間の

記録編集委員会（編），「ボルネオジャングル体験ス

クール17年間の記録」，19，兵庫県立人と自然の博

物館． 
■研究発表 
石田弘明・矢倉資喜・黒田有寿茂・岩切康二（2015）
口永良部島に分布する照葉樹林の種組成および種多

様性．植生学会第20回大会，高知大学, 高知市． 
石田弘明・矢倉資喜・黒田有寿茂・岩切康二（2015）
口永良部島に分布する照葉樹林の生態学的研究．平

成 27年度第 12回環境人間学フォーラム，兵庫県立

大学，姫路市． 
鐵 慎太朗・黒田有寿茂・石田弘明（2015）希少植物ト

ウテイランの生態学的研究～地域資源としての活用

に向けて～．兵庫県立大学 知の交流シンポジウム

2015，神戸市産業振興センター，神戸市． 
鐵 慎太朗・黒田有寿茂・石田弘明（2015）京都府丹後

砂丘における絶滅危惧種トウテイランの生育立地特

性．植生学会第20回大会，高知大学，高知市． 
鐵 慎太朗・黒田有寿茂・石田弘明（2015）絶滅危惧植

物トウテイランの分布と地形および植生との関係．

平成27年度第12回環境人間学フォーラム，兵庫県

立大学，姫路市． 
■学会役員など 
植生学会，運営委員． 
植生学会，編集委員． 
植生学会，編集幹事． 
日本生態学会近畿地区会，運営委員． 
植生学会第20回大会，口頭発表審査（2015.10）． 
日本緑化工学会誌，論文査読（2015.10）． 
保全生態学研究，論文査読（2016.2）． 
植生学会第21回大会実行委員会，委員． 

■助成を受けた研究 
照葉樹林の自然性および種多様性の復元に関する基礎

的研究，日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究

（C），代表者（2015年度100万円／総額330万円）． 

個人別成果報告に関する資料 
●自然・環境再生研究部  植生創出研究グループ／ 

生物多様性保全研究グループ 

No.6 
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２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4- 2016.3, 植物・植生・景観等の写真．三田市，川

西市，宝塚市，猪名川町，たつの市など． 
■整理同定担当資料 
種子標本． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
石田弘明，2015.4，キャラバンセミナー「エドヒガンの

追跡調査」，川西市．（12名） 
石田弘明，2015.4，一般セミナー「一庫公園の植物を調

べよう①」，川西市．（10名） 
石田弘明，2015.5，オープンセミナー「風にのって飛ぶ

タネの模型をつくろう」，博物館．（42名） 
石田弘明，2015.5，兵庫県立大学附属中学校プロジェク

ト学習「植物と環境の関係を調べる①」，上郡町．（7
名） 

石田弘明，2015.5，一般セミナー「一庫公園の植物を調

べよう②」，川西市．（12名） 
石田弘明，2015.6，兵庫県立大学附属中学校プロジェク

ト学習「植物と環境の関係を調べる②」，上郡町．（7
名） 

石田弘明，2015.6，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（91名） 
石田弘明，2015.6，キャラバンセミナー「エドヒガンの

追跡調査」，川西市．（6名） 
石田弘明，2015.6，キャラバンセミナー「虫生川周辺の

里山の現状」，川西市．（5名） 
石田弘明，2015.6，特注セミナー「里山林と里地草原の

植物」，博物館．（59名） 
石田弘明，2015.7，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（41名） 
石田弘明，2015.7，兵庫県立大学附属中学校プロジェク

ト学習「植物と環境の関係を調べる③」，上郡町．（7
名） 

石田弘明，2015.7，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（19名） 
石田弘明，2015.7，キャラバンセミナー「ナラガシワの

特性と保全について」，川西市．（20名） 
石田弘明，2015.8，オープンセミナー「風にのって飛ぶ

タネの模型をつくろう」，博物館．（48名） 
石田弘明，2015.9，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（27名） 
石田弘明，2015.9，特注セミナー「川西市のエドヒガン」，

博物館．（50名） 
石田弘明，2015.9，兵庫県立大学附属中学校プロジェク

ト学習「植物と環境の関係を調べる④」，上郡町．（7
名） 

石田弘明，2015.9，特注セミナー「まちなか里山セミナ

ー（第2回）」，三田市．（10名） 

石田弘明，2015.9，一般セミナー「一庫公園の植物を調

べよう③」，川西市．（9名） 
石田弘明，2015.10，特注セミナー「里山の現状とその

保全」，博物館．（15名） 
石田弘明，2015.10，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（101名） 
石田弘明，2015.10，兵庫県立大学附属中学校プロジェ

クト学習「植物と環境の関係を調べる⑤」，上郡町．

（7名） 
石田弘明，2015.10，一般セミナー「一庫公園の植物を

調べよう④」，川西市．（9名） 
石田弘明，2015.10，一般セミナー「秋の里山で植物を

観察しよう」，三田市．（21名） 
石田弘明，2015.11，一般セミナー「一庫公園の植物を

調べよう⑤」，宝塚市．（10名） 
石田弘明，2015.11，兵庫県立大学附属中学校プロジェ

クト学習「植物と環境の関係を調べる⑥」，上郡町．

（7名） 
石田弘明，2016.1，兵庫県立大学附属中学校プロジェク

ト学習「植物と環境の関係を調べる⑦」，上郡町．（7
名） 

石田弘明，2016.2，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（12名） 
石田弘明，2016.2，特注セミナー「里山林の生きもの」，

博物館．（57名） 
石田弘明，2016.2，一般セミナー「鎮守の森の生態学」，

博物館．（32名） 
館外講演 
石田弘明，2015.4，「里山観察会」，国崎クリーンセンタ

ー啓発施設環境楽習館ゆめほたる，川西市．（27名） 
石田弘明，2015.4，「里山放置林の整備手法」，特定非営

利活動法人SUN座，三田市．（12名） 
石田弘明，2015.5，「日本の自然林と里山林」，三木市高

齢者大学大学院，三木市．（32名） 
石田弘明，2015.5，「生物多様性とその保全」，川西市教

育委員会，川西市．（70名） 
石田弘明，2015.5，「里山林と里山放置林の生態」，川西

市教育委員会，川西市．（70名） 
石田弘明，2015.5，「北摂里山大学第2回講座」，北摂里

山博物館運営協議会，川西市．（35名） 
石田弘明，2015.6，「日本一の里山」，川西市立東谷小学

校，川西市．（147名） 
石田弘明，2015.6，「棚倉町の里山について」，棚倉町役

場，福島県棚倉町．（6名） 
石田弘明，2015.6，「二次草原の生態と保全」，川西市教

育委員会，川西市．（70名） 
石田弘明，2015.8，「三田市皿池湿原の特徴と保全につ

いて」，三田市環境・省エネ課，三田市．（4名） 
石田弘明，2015.8，「三田市皿池湿原現地説明会」，三田

市環境・省エネ課，三田市．（14名） 
石田弘明，2015.8，「世界の植生①熱帯雨林の自然」，姫

路市立生涯学習大学校，姫路市．（54名） 
石田弘明，2015.9，「宝塚市猪ノ倉山の里山林の特徴」，
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北摂里山博物館運営協議会，川西市．（7名） 
石田弘明，2015.9，「六甲山の植生の特徴」，関西大学高

等部，神戸市．（6名） 
石田弘明，2015.9，「里山林の植物を観察しよう①」，特

定非営利活動法人Future & Hope，猪名川町．（12名） 
石田弘明，2015.10，「北摂里山大学第6回講座」，北摂

里山博物館運営協議会，三田市．（30名） 
石田弘明，2015.10，「皿池湿原の追跡調査と整備につい

て」，三田市環境・省エネ課，三田市．（5名） 
石田弘明，2015.10，「武庫川の植生観察①」，宝塚市立

老人福祉センター，宝塚市．（26名） 
石田弘明，2015.10，「武庫川の植生観察②」，宝塚市立

老人福祉センター，宝塚市．（22名） 
石田弘明，2015.10，「瀞川平・兎和野ネイチャーウォッ

チング」，兎和野高原野外教育センター，香美町．（15
名） 

石田弘明，2015.11，「SGH講座」，関西大学高等部，高

槻市．（11名） 
石田弘明，2015.11，「猪名川上流域のエドヒガン」，特

定非営利活動法人Future & Hope，猪名川町．（23名） 
石田弘明，2015.11，「貴重種の保全と復元」，ナシオン

創造の森育成会，西宮市．（16名） 
石田弘明，2015.11，「秋の里山ハイキング」，北摂里山

博物館運営協議会，宝塚市．（23名） 
石田弘明，2015.11，「北摂SATOYAMA国際ワークショ

ップ（国際ワークショップ）」，兵庫県阪神北県民局，

宝塚市．（38名） 
石田弘明，2015.11，「北摂SATOYAMA国際ワークショ

ップ（国際セミナー）」，兵庫県阪神北県民局，伊丹

市．（125名） 
石田弘明，2015.12，「里山林を整備しよう」，特定非営

利活動法人Future & Hope，猪名川町．（29名） 
石田弘明，2015.12，「SGH講座」，関西大学高等部，高

槻市．（11名） 
石田弘明，2016.1，「皿池湿原の整備について」，三田市

環境・省エネ課，三田市．（3名） 
石田弘明，2016.1，「武庫川の植物」，宝塚市立老人福祉

センター，宝塚市．（37名） 
石田弘明，2016.1，「SGH講座」，関西大学高等部，高

槻市．（11名） 
石田弘明，2016.1，「森を育てよう：里山林の現状と保

全」，兵庫県立なか・やちよの森公園，多可町．（25
名） 

石田弘明，2016.2，「宝塚の自然の特徴と魅力」，株式会

社リクルートコミュニケーションズ，宝塚市．（4名） 
石田弘明，2016.2，「里山林のより深い理解に向けて」，

国崎クリーンセンター啓発施設環境楽習館ゆめほた

る，川西市．（14名） 
石田弘明，2016.2，「里山植物観察会」，国崎クリーンセ

ンター啓発施設環境楽習館ゆめほたる，川西市．（13
名） 

石田弘明，2016.2，「国崎の森－今後の活動について」，

国崎クリーンセンター啓発施設環境楽習館ゆめほた

る，川西市．（14名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
2015.9 兵庫県立大学 講義「共生博物学」（分担） 
2015.4-2016.3 大学院環境人間学研究科 博士前期課

程学生1名（鐵 慎太朗）の研究指導（主任） 
2015.4-2016.3 大学院環境人間学研究科 博士前期課

程学生1名（鐵 慎太朗）の修士論文審査（主査） 
2015.4-2016.3 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科

学術情報部会 委員 
2015.5-2016.3 兵庫県立大学自己評価委員会評価作業

部会 委員 
2015.2-2015.7 兵庫県立大学自然・環境科学研究所野生

動物モニタリング研究部門教員候補者選考委員会 

委員長 
2015.9-2015.12 兵庫県立大学自然・環境科学研究所森

林環境マネジメント研究部門教員候補者選考委員会 

委員長 
2015.10-2015.12 兵庫県立大学大学院環境人間学研究

科大学院指導資格審査 審査委員長 
2015.10-2015.12 兵庫県立大学大学院環境人間学研究

科大学院指導資格審査 審査副委員長 
2016.2-2016.3 平成28年度兵庫県立大学大学院環境人

間学研究科博士前期課程入試 専門Ⅰの出題委員・

採点委員 
2016.2-2016.3 平成28年度兵庫県立大学大学院環境人

間学研究科博士前期課程入試 口述試験の面接委員 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015. 10, 「ひとはくKidsキャラバン inたなぐらまち」, 
棚倉町立棚倉幼稚園，福島県棚倉町．分担者 

■共催・協力・後援事業 
2015.11，北摂SATOYAMA国際ワークショップ，兵庫

県阪神北県民局，宝塚市および伊丹市．協力／主担

当 
2016.1，平成 27年度 北摂里山魅力づくり応援事業 

事例発表報告会，北摂里山博物館運営協議会，三田

市．協力／主担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
山東の自然に親しむ会，主担当（協働） 

菊炭友の会，主担当（協働） 

櫻守の会，主担当（協働） 

藤原千鶴，主担当（恊働） 
成果発表 
2015.2, 共生のひろば，口頭発表審査． 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立富士中学校（1名），山南中学校（2名） 
学校団体対応 
2015.5，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る①」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2015.6，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る②」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2015.6，「館外講演 日本一の里山」，川西市立東谷小学
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校 4年生 
2015.6，「特注セミナー 里山林の生きもの」，西宮市立

東山台小学校3年生 
2015.7，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る③」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2015.7，「特注セミナー 里山林の生きもの」，猪名川町

立猪名川小学校3年生 
2015.7，「特注セミナー 里山林の生きもの」，西脇市立

芳田小学校3年生 
2015.9，「館外講演 六甲山の植生の特徴」，関西大学高

等部2年生 
2015.9，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る④」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2015.9，「特注セミナー 里山林の生きもの」，猪名川町

立大島小学校 1-3年生 
2015.9，「特注セミナー 川西市のエドヒガン」，川西市

立陽明小学校3年生 
2015.10，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る⑤」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2015.10，「特注セミナー 里山林の生きもの」，猪名川

町立白金小学校3年生 
2015.11，「館外講演 SGH講座」，関西大学高等部2年
生 

2015.11，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る⑥」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2015.12，「館外講演 SGH講座」，関西大学高等部2年
生 

2016.1，「館外講演 SGH講座」，関西大学高等部2年
生 

2016.1，「プロジェクト学習 植物と環境の関係を調べ

る⑦」，兵庫県立大学附属中学校 2年生 
2016.2，「特注セミナー 里山林の生きもの」，神戸市立

淡河小学校3年生 
2016.2，「特注セミナー 里山林の生きもの」，猪名川町

立松尾台小学校3年生 
■展示 

2016.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.

分担者 

２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「シカに関する植物調査」．兵庫県森林動物研究センタ

ー．研究代表者（25万円） 
「平成27年度大阪ガス株式会社姫路製造所等における

生物多様性対応関連業務」．大阪ガス株式会社．研究

分担者（134.244万円） 
「南公園里山保全・育成プロジェクト里山担い手養成

業務」．三田市．研究分担者（60万円） 
「平成27年度淡路島太陽光発電事業地内の緑地用地域

性苗栽培業務（その1）」．一般財団法人日本気象協会．

研究代表者（13.0万円） 
「平成27年度淡路島太陽光発電事業地内の緑地用地域

性苗栽培業務（その2）」．一般財団法人日本気象協会．

研究代表者（59.0万円） 

「平成27年度 兵庫県域新名神高速道路における貴重

種の保全」．西日本高速道路エンジニアリング関西株

式会社．研究代表者（91.26万円） 
「猪名の笹原を構成していた植物種等の栽培委託」．伊

丹市．研究代表者（49.9824万円） 
「しあわせの森植栽用地域性苗の栽培」．神戸市．研究

代表者（96.46万円） 
「平成27年度シダ類等の栽培実験」．公益財団法人 ひ
ょうご環境創造協会．研究代表者（54.99万円） 

■行政等支援 
委員会等 （計7件） 
2015.4-2016.3 野生動物育成林整備事業アドバイザー，

兵庫県豊かな森づくり課． 
2015.4-2016.3 津名東太陽光発電事業アドバイザー，株

式会社ユーラスエナジー淡路． 
2015.4-2016.3 生物多様性アドバイザー，兵庫県農政環

境部環境創造局自然環境課． 
2015.4-2015.11 川西市生涯学習短期大学事業に係る企

画編成，川西市教育委員会まなび支援室． 
2015.4-2016.3 近畿農政局水土里の環境創造懇談会委

員，農林水産省近畿農政局 
2015.7-2016.3 希少野生動植物種保存推進員，環境省自

然環境局 
2015.5-2016.3 環境情報センター客員研究員，国崎クリ

ーンセンター啓発施設環境楽習館ゆめほたる  
相談・指導助言 
来訪者10件，30名．電話・FAX相談 15件，メール相

談 25件． 
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橋本佳延 HASHIMOTO, Yoshinobu  

自然・環境再生研究部 
植生創出研究グループ／生涯学習推進室 
主任研究員 
昭和 51 年愛知県生.神戸大学大学院総合人間科学研究科

修士課程修了.学術博士.日本生態学会，植生学会，環境教

育学会，造園学会等所属 
 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 シンクタンク推進室 
室長 研究・シンクタンク活動総括、生物多様性地域

戦略策定の支援、企業の生物多様性への取組の支援，

生物多様性協働フォーラムの運営・実施とりまとめ、

研究集会の開催、研究員展の開催、研究新着コーナ

ーの運営 
２．研究開発部門 
資料・データバンク整備活用担当 

３．プロジェクト 
生物多様性保全に資するジーンバンク事業の展開，代

表者 

植生資料データベースの構築・公開，代表者 

植物・植生映像資料データベースの充実化と有効活用，

代表者 

ひとはく生物多様性の森を活用した市民活動・環境学

習支援，代表者 

三田市南公園 まちなか里山保全プロジェクトの支援，

代表者 

東お多福山草原保全・再生プロジェクトの推進，代表

者 

生物多様性協働フォーラムの枠組みを活用した生物多

様性の普及・啓発、研究開発，代表者 

兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を目

的とした行政支援，代表者 

兵庫の植生ガイドの作成，分担者 

関西広域連合広域環境保全計画実践への支援，分担者 

北摂里山博物館構想の支援，分担者 

 
＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１. 半自然草原の生物多様性の再生に関する研究 
２. 生物多様性保全と持続的な利用のための社会技術

に関する研究 
３. タケ類天狗巣病による竹林の衰退に関する研究 
４. 里山の生物多様性保全に関する研究 
５. 外来植物の侵入・定着に関する研究 

■論文・著書 
◎橋本佳延(2016) 古写真から紐解く六甲山地東お多福

山草原の移り変わり． 162pp東お多福山草原保全・

再生研究会.三田市． 
■その他著作 
橋本佳延・武田義明・小舘誓治（2015）再度山永久植

生保存地における植物群落の遷移に関する研究．再

度山永久保存地調査報告書 第 9回（神戸市建設局

公園部発行）,1-102 
小舘誓治・橋本佳延・武田義明（2015）再度山永久植

生保存地における植生遷移と土壌理化学性との関係

（第9回）．再度山永久保存地調査報告書 第9回（神

戸市建設局公園部発行）,103-138 
■研究発表 
橋本佳延・武田義明（2015）再度山永久植生保存区に

おける40 年間の植生の変化．植生学会第20回大会，

高知市 
橋本佳延（2016）地方自治体における生物多様性の保

全と活用に関する司令塔人材の登用の必要性．日本

生態学会第63回大会，仙台市 
松村俊和・橋本佳延・澤田佳宏（2016）歴史の長いゴ

ルフ場が保全する植物群落．日本生態学会第63回大

会，仙台市 
■学会役員など 

2014.4-2017.3 植生学会 編集委員 
2014.4-2016.3 日本生態学会 生態系管理専門委員会 

幹事 
■助成を受けた研究 
過去の植生の姿を後世に伝える植生調査資料データベ

ースの構築と最適な公開手法の開発．文部科学省科

学研究費若手研究(B). 代表者（2015年度160万円／

総額310万円） 
ゴルフ場の半自然草原を活用した生物多様性の保全．

文部科学省科学研究費基盤研究（C）．分担者（2015
年度分担金10万円/総額 370万円） 

生物多様性認証製品の流通促進に関する研究．兵庫県

シンクタンク等協議会助成金．代表者（30万円） 
２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4-2016.3 里地・里山における植物および植生景観

映像資料の収集（川西市，三田市、神河町，神戸市）． 
■受贈担当資料 

2016.3, 日本全国の植生における植生調査資料（武田義

明氏コレクション）．9877点． 
■整理同定担当資料 
植生映像資料、植生調査資料． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
橋本佳延．2015.4「日本一の里山，北摂地域の早春を観

察しよう」川西市黒川（21名） 
橋本佳延．2015.5「特注セミナー 里山の基礎を学ぶ～

生物多様性と里山の現状と課題～」（17名） 
橋本佳延．2015.5「初夏の六甲山ハイキング」六甲山（11
名） 

橋本佳延．2015.5「特注セミナー 里山観察「ひとはく

の森」講義・観察」（55名） 
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◎橋本佳延．2015.6「オープンセミナー くるくる回っ

て落ちる種子を観察しよう！」（25名） 
橋本佳延、2015.7「まちなか里山セミナー 第1回」（大

セミナー室、11名） 
橋本佳延、2015.7「まちなか里山セミナー スキルアッ

プ講座1」（実習室、19名） 
橋本佳延.2015.7「館外特注セミナー 里山植物観察会」

（神鋼かこがわ森の会 権現湖公園 40名） 
橋本佳延．2015.7「祥雲館高校連携セミナー」（5名） 
橋本佳延、2015.8「特注セミナー ともに考える外来植

物とのつきあい方」（香川県高松市立中学校 理科担

当教員 9名） 
橋本佳延．2015.8「館外特注セミナー 里山の植生と管

理Ⅰ」（NPO法人はりま里山研究所、 NPO法人は

りま里山研究所、26名） 
橋本佳延．2015.8 「教職員セミナー 児童・生徒とで

きる里山の調べ方」（3名） 
橋本佳延.2015.8.22 「ひとはく探検隊 身近な里山、

ひとはく生物多様性の森を歩こう！」(10名) 
◎橋本佳延．2015.8「オープンセミナー くるくる回っ

て落ちる種子を観察しよう！」（30名） 
橋本佳延、2015.9「まちなか里山セミナー 第2回」（南

公園、12名） 
◎橋本佳延．2015.9「オープンセミナー くるくる回っ

て落ちる種子を観察しよう！」（24名） 
橋本佳延.2015.10「館外特注セミナー 生物多様性と私

たちの暮らし」（神戸市シルバーカレッジ 43名） 
橋本佳延．2015.10「特注セミナー 外国からやってき

た植物」（フレミラ宝塚 大セミナー室 22名） 
橋本佳延．2015.10「特注セミナー 生物多様性と里山

管理～博物館の植物観察」（フレミラ宝塚 大セミナ

ー室およびひとはく生物多様性の森 30名） 
橋本佳延、2015.10「まちなか里山セミナー 第3回」

（南公園、9名） 
◎橋本佳延．2015.9「オープンセミナー くるくる回っ

て落ちる種子を観察しよう！」（75名） 
橋本佳延、2015.11「館外特注セミナー 地域性苗を用

いた緑化の必要性」（NPO法人アースワーカーエナジ

ー 天使の森 第1回植樹、愛知県岡崎市 みつわ

会館、74名） 
橋本佳延、2015.11「まちなか里山セミナー 第4回」

（南公園、5名） 
橋本佳延、2015.11「特注セミナー 竹が広がる！？竹

が枯れる！？」（島本町第3地域住民委員会 中セミ

ナー室、15名） 
橋本佳延、2015.12「まちなか里山セミナー 第5回」

（実習室、6名） 
橋本佳延・三橋弘宗・大平和弘・大谷雅人、2015.12「生

物多様性協働フォーラム第9回」（大阪科学技術セン

ター、136名） 
館外講演 
橋本佳延．2015.6「東お多福山草原の魅力 ～過去・現

在・未来～」神戸市教育会館（48名） 

橋本佳延 2015.8「東お多福山草原生物多様性ガイド養

成講座 第2回」（東お多福山 20名） 
橋本佳延 2015.10「東お多福山草原生物多様性ガイド

養成講座 第3回」（東お多福山 20名） 
橋本佳延 2015.10「東お多福山草原生物多様性ガイド

養成講座 第4回」（東お多福山 44名） 
橋本佳延 2015.11「東お多福山草原生物多様性ガイド

養成講座 第5回」（兵庫県民会館 20名） 
非常勤講師 

2015.5, 里山実習，関西学院大学． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.10. 西武庫公園キャラバン，西武庫公園，尼崎市，

主担当 
■共催・協力・後援事業 

2015.6-11 東お多福山草原生物多様性ガイド養成講座．

兵庫県神戸県民センター，六甲山地東お多福山ほか．

主担当．共催 
2015.7 こうべ環境未来館エコ講座 ちえがいっぱい

｢種のふしぎ｣．自然体験活動支援「シニア種まき隊」

（こうべ環境未来館），神戸市．主担当 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 富士中学校．1名、山南中学校．2名 
県立大附属中学校との連携 
2015.4，プロジェクト学習研究テーマ概要④（77名） 

■研修生等の受入 
県庁インターンシップ 
2015.8 夢野台高校1名、舞子高校2名 
博物館実習生 

 2015.8 岡山理科大学1名、高知大学1名、日本大学

1名、南九州大学1名、神戸芸術工科大学1名、山口

県立大学1名 
■展示 

2015.6- 7，ミニ企画展「古写真から紐解く草原植生と利

用の変遷～六甲山地 東お多福山草原のいま・むか

し～」．責任者 
2015.8- 2016.2，巡回展「古写真から紐解く草原植生と

利用の変遷～六甲山地 東お多福山草原のいま・む

かし～」（神戸森林植物園、兵庫県立美術館、伊丹市

立生涯学習センターラスタホール、芦屋市立市民セ

ンター、神戸市シルバーカレッジ、神戸市立東灘区

民センター、神戸市立灘区民ホール）．責任者 
2016.2- 4, ひとはく研究員展「ひとはくの研究の今」.
分担者 

２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「平成27年度大阪ガス（株）姫路製造所等における生

物多様性対応関連業務」．大阪ガス（株）．130.515万
円（責任者） 

「南公園里山保全・育成プロジェクト里山担い手育成

業務」．三田市．60万円（責任者） 
「平成27年度尼崎の森中央緑地 地域性苗木栽培業務」．

兵庫県阪神南県民局．110.04万円（責任者） 
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「平成27年度 ミツマタ栽培記録等作成業務」株式会

社 里と水辺研究所.15万円（責任者） 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
ジーンファームの案内，5回，10名． 

■行政等支援 
委員会等 （計7件） 
2013.1- 加古川市環境審議会，委員，加古川市 
2013.8-2016.3 神戸市生物多様性神戸プラン2020推進

会、委員、神戸市 
2015.7 生物多様性保全活動モデル事業審査会．審査員．

兵庫県但馬県民局 
2012.7- 希少野生動植物保存推進委員、委員、環境省 
2014.10- 関西の残したい自然エリア選定検討委員会．

委員｡関西広域連合環境保全局 
2014.11- 神戸市環境保全審議会.臨時委員.神戸市環境

局環境創造部. 
2015.4-2016.3 持続的な地域創生を推進する人材育成

拠点形モデル事業ワーキングループ.委員.(公財）日本

自然保護協会 
相談・指導助言 
 来訪者5件，10名．電話・FAX相談5件，メール相

談 5件． 

117



藤井 俊夫 FUJII, Toshio 

自然・環境再生研究部 
生物多様性保全研究グループ 
主任研究員 
昭和39年香川県生．大阪市立大学大学院理学研究科修士

課程修了．理学修士．日本生態学会，日本植物分類学会

等所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．研究開発部門 
研究・シンクタンク推進室 研究紀要担当 

２．プロジェクト 
都市公園と里山林の植物相の保全と活用．代表者 

丹波地域の貴重種の探索と保全活動．代表者 

乾燥種子標本の収集・活用．分担者 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．野生木本植物の個体群生態学的研究 
２．貴重種の保全生態学的研究 

■その他著作 
藤井俊夫（2015）減りつつあるため池，産経新聞（ひ

とはく通信），兵庫． 
■学会役員など 
近畿植物同好会，顧問． 

２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4- 2016.3, 植物標本収集．兵庫県，大阪府，京都府，

奈良県，和歌山県，三重県． 
■整理同定担当資料 
種子標本． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
藤井俊夫，2015.4，一般セミナー「マツバラン観察会」，

たつの市．（5名） 
藤井俊夫，2015.5，一般セミナー「.春日山原始林観察

会」，奈良市．（5名） 
樋口清一・藤井俊夫，2015.5，自然観察会「丸山渓谷と

クリンソウ自生地」，篠山市（20名） 
藤井俊夫，2015.6，一般セミナー「.植物観察会(箕面)」，
箕面市．（25名） 

藤井俊夫，2015.8，一般セミナー「.植物観察会(武田尾)」，
西宮市．（25名） 

藤井俊夫， 2015.9，一般セミナー「.植物生態学入門」，

博物館．（6名） 
藤井俊夫，2015.9，一般セミナー「.植物観察会(甲山)」，
西宮市．（10名） 

藤井俊夫， 2015. 10，オープンセミナー「ドングリの

観察」，博物館．（8名） 
藤井俊夫，2015.10，一般セミナー「.植物観察会(奈良公

園)」，奈良市．（6名） 
藤井俊夫，2015. 11，オープンセミナー「.飛ぶタネの観

察」，博物館．（21名） 
藤井俊夫，2015.11，一般セミナー「深田公園の街路樹」，

三田市．（14名） 
藤井俊夫，2015.12，一般セミナー「カヤツリグサ科勉

強会」，博物館．（23名） 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立富士中学校．1名，丹波市立山南中学

校．2名． 
講師派遣 
藤井俊夫，,2015. 9，「扇ノ山植物観察会」，新温泉町．

（28名）ささやま自然の会 
藤井俊夫，2015.10，「.武田尾植物観察会」，西宮市．（29
名）大阪シニア自然大学 

２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
相談・指導助言 
来訪者31件，45名．電話・FAX相談 40件，メール相

談 65件． 
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黒田 有寿茂 KURODA, Asumo 

自然・環境再生研究部 

生物多様性保全研究グループ／生涯学習推進室 

研究員 

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生物資源研究部

門 講師． 

昭和53年愛知県生．広島大学大学院理学研究科博士課程

修了．博士（理学）．植生学会，日本生態学会等所属． 

 

＜研究部以外の配属室と仕事＞ 

１．事業推進部門 生涯学習推進室 
広報支援担当（ハーモニー・セミナーガイドの作成等） 

２．プロジェクト 
山陰海岸国立公園における生物多様性保全の推進．代

表者 
名勝慶野松原の保全・再生．代表者 
兵庫の植生ガイドの作成．代表者 
北摂里山博物館構想の支援．分担者 
乾燥種子標本の収集・活用．分担者 
たつの市鶏籠山の照葉樹林の保全．分担者 
照葉樹林の自然性および種多様性の復元．分担者 
生物多様性保全に資するジーンバンク事業の展開．分

担者 
植物・植生映像資料データーベースの充実化と有効活

用．分担者 
ひとはく生物多様性の森を活用した市民活動・環境学

習支援．分担者 
三田市南公園 まちなか里山保全プロジェクトの支援．

分担者 
兵庫県下市町の生物多様性地域戦略の策定・推進を目

的とした行政支援．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．海岸植生の生物多様性保全に関する研究 

２．里山林の遷移に関する研究 

３．シダ植物の生態に関する研究 

４．兵庫県の重要植物群落の保全に関する研究 
■論文・著書 
黒田有寿茂・石田弘明・岩切康二・福井 聡・服部 保

（2015）屋久島低地部のスギ人工林，照葉二次林，

照葉原生林における種組成および種多様性の比較．

植生学会誌，32：95-116． 
◎石田弘明・黒田有寿茂・服部 保（2015）西宮神社

の社叢として保全されている照葉人工林の種組成の

特徴．植生学会誌，32：123-129． 
■その他著作 
◎石田弘明・黒田有寿茂・大門 宏・渡辺民治・鐵 慎

太郎（2015）兵庫県川西市におけるエドヒガン植栽

個体の初期成長特性．人と自然，26：61-69． 
■研究発表 

黒田有寿茂（2015）海浜植生の生態と現状～生物多様

性保全と観光・レジャー利用の両立は可能か？～．

兵庫県立大学知の交流シンポジウム2015，神戸市産

業振興センター． 
黒田有寿茂（2015）山陰海岸の植物と植生～多様性保

全に向けた生態学的研究～．第 12回環境人間学フォ

ーラム，兵庫県立大学． 
黒田有寿茂（2015）宮島の森林群落再考～モミとイス

ノキに着目して～．広島大学大学院理学研究科附属

宮島自然植物実験所50周年記念シンポジウム，広島

大学． 
黒田有寿茂・鐵 慎太郎（2016）山陰海岸東部におけ

る砂浜・砂丘植生の成帯構造と希少海浜植物の出現

位置．第63回日本生態学会大会，仙台国際センター． 
鐵 慎太郎・黒田有寿茂・石田弘明（2015）希少植物

トウテイランの生態学的研究．兵庫県立大学知の交

流シンポジウム2015，神戸市産業振興センター 
鐵 慎太郎・黒田有寿茂・石田弘明（2015）京都府丹

後砂丘における絶滅危惧種トウテイランの生育立地．

植生学会第20回大会，高知大学． 
石田弘明・矢倉資喜・黒田有寿茂・岩切康二（2015）
口永良部島に分布する照葉樹林の種組成および種多

様性．植生学会第20回大会，高知大学． 
■学会役員など 
植生学会，編集委員 

■助成を受けた研究 
海浜植生の生物多様性保全に向けた絶滅危惧植物数種

における発芽・定着機構の解明．科学研究費助成事

業 若手研究（B），研究代表者（2015年度 117万円

／総額273万円） 
照葉樹林の自然性および種多様性の復元に関する基礎

的研究．科学研究費助成事業 基盤研究（C），研究

分担者（分担金なし／総額429万円） 
２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-2016.3 植物および植生の映像資料収集．宍粟市，

たつの市，姫路市，南あわじ市，新温泉町，愛媛県，

香川県，京都府，三重県，宮城県． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
黒田有寿茂，2015.4，オープンセミナー「ならそう草笛」，

博物館．（53名） 
黒田有寿茂，2015.5，特注セミナー「里山観察」，博物

館．（55名） 
黒田有寿茂，2015.5，特注セミナー「ハチ高原とその周

辺の植物・植生」，博物館．（11名） 
黒田有寿茂，2015.7，一般セミナー（館主催事業）「生

物多様性と里山（まちなか里山セミナー）」，博物館．

（10名） 
黒田有寿茂，2015.8，オープンセミナー「わらで紙づく
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り」，博物館．（68名） 
黒田有寿茂，2015.8，教職員・指導者セミナー「葉っぱ

で見分ける身近な樹木」，博物館．（19名） 
黒田有寿茂，2015.8，オープンセミナー「ならそう鳴き

砂」，博物館．（110名） 
黒田有寿茂，2015.10，特注セミナー「葉っぱで見分け

る身近な樹木」，博物館．（22名） 
黒田有寿茂，2015.11，オープンセミナー「楽しい草遊

び」，博物館．（12名） 
黒田有寿茂，2015.11，オープンセミナー「葉っぱのこ

すり出し標本をつくろう！」，博物館．（50名） 
黒田有寿茂，2015.11，一般セミナー（館主催事業）「伐

採実習（まちなか里山セミナー）」，博物館．（10名） 
黒田有寿茂，2015.12，特注セミナー「童謡唱歌に見る

日本の自然」，博物館．（90名） 
黒田有寿茂，2015.12，オープンセミナー「葉っぱのフ

ロッタージュ」，博物館．（20名） 
館外講演 
黒田有寿茂，2015.4，「エドヒガン調査研修会（分担者）」，

講師，菊炭友の会，川西市黒川．（10名） 
黒田有寿茂，2015.5，「新緑のハチ高原研修」，講師，人

と自然の会，養父市．（8名） 
黒田有寿茂，2015.9，「樹木実生判定研修」，講師，六甲

山を活用する会，神戸市．（5名） 
黒田有寿茂，2015.10，「第6回 北摂里山大学（分担者）」，

講師，阪神北県民局，有馬富士公園．（22名） 
黒田有寿茂，2015.11，「うれしの・ひとはく里山プログ

ラム開発 課内研修 里山活動体験（分担者）」，講

師，公益財団法人兵庫県生きがい創造協会，県立嬉

野台生涯教育センター．（6名） 
黒田有寿茂，2015.11，「植物観察（北摂里山魅力づくり

応援事業）」，講師，北摂里山博物館運営協議会，宝

塚市．（22名） 
黒田有寿茂，2016.2，「海岸の植物・植生と環境」，講師，

宝塚市社会福祉協議会，フレミラ宝塚（宝塚市立老

人福祉センター）．（35名） 
黒田有寿茂，2016.2，「ため池の植物・植生と環境」，講

師，宝塚市社会福祉協議会，フレミラ宝塚（宝塚市

立老人福祉センター）．（37名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
共生博物学（分担，全学） 

■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
菊炭友の会（アドバイザー：副） 
櫻守の会（アドバイザー：副） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6，三田市立富士中学校1名，丹波市立山南中学校

2名 
講師派遣 
2015.5．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2015.6．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2015.7．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2015.7，「フィールド科学実習」，講師，兵庫県立西宮

今津高等学校2年生・3年生．（18名） 

2015.9．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2015.10．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2015.11．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2016.1．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
2016.2．「植物の発芽と成長（プロジェクト学習）」，講

師，兵庫県立大学附属中学校3年生．（6名） 
■展示 

2015.8-10，ミニ企画展「山陰海岸の植物展」．責任者 
２．シンクタンク事業 
■受託研究 
「慶野松原維持のための林床植生適正化に関わるウン

ラン等栽培・管理研究業務」，兵庫県立淡路景観園芸

学校．研究代表者（25万円） 
「平成27年度淡路島太陽光発電事業地内の緑地用地域

性苗栽培業務（その1）」，一般財団法人日本気象協会．

研究分担者（13万円） 
「平成27年度淡路島太陽光発電事業地内の緑地用地域

性苗栽培業務（その2）」，一般財団法人日本気象協会．

研究分担者（59万円） 
「平成27年度棚倉町里山調査業務」，棚倉町活性化協

会．研究分担者（97万円） 
「平成27年度大阪ガス株式会社姫路製造所等における

生物多様性対応関連業務」，大阪ガス株式会社．研究

分担者（134万円） 
「ブイブイの森（南公園）里山保全・育成プロジェク

ト里山担い手養成業務」，三田市．研究分担者（60
万円） 

■行政等支援 
委員会等（計4件） 
2014.4-．生物多様性アドバイザー，兵庫県農政環境部

環境創造局自然環境課． 
2014.6-．明石市環境審議会，委員，明石市． 
2014.6-．加東市とひとはく協力協定連携推進会議，委

員，加東市． 
2015.7-．希少野生動植物種保存推進員，環境省自然環

境局． 
相談・指導助言 
来訪者5件，15名．電話・FAX相談 5件． 
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大谷 雅人 OHTANI, Masato 

自然・環境再生研究部 
生物多様性保全研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生物資源研究部

門 准教授． 
昭和54年神奈川県生．東京大学大学院農学生命科学研究

所生圏システム学専攻修士課程修了．農学博士．日本生

態学会，日本植物分類学会，日本森林学会，森林遺伝育

種学会所属． 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■論文・著書 
松本斉・大谷雅人・鷲谷いづみ (2015) 奄美大島におけ

る保全上重要な亜熱帯照葉樹林の指標候補としての

大径木. 保全生態学研究，20，147-157.  
大谷雅人・大久保典久・佐藤新一・岩泉正和・矢野慶

介・宮本尚子・那須仁弥・高橋誠 (2015) 阿武隈高地

の林相の異なるモミ天然林2林分における10年間の

林分構造の推移. 関東森林研究，66，127-131. 
■その他著作 
大谷雅人 (2016) III. 育種部門の動向 北海道育種場 2. 
研究または事業の成果 2.1 新品種の開発. 森林総合

研究所百十年のあゆみ, 森林総合研究所, pp.273-274 
大谷雅人・田村明・矢野慶介・西岡直樹・上田雄介・

坂本庄生・植田守・佐藤亜樹彦・湯浅真・井上晃・

来田和人・今博計・黒丸亮 (2015) 北海道育種基本区

における第2世代精英樹候補木の選抜 -平成26年度

の実施結果-. 平成27年版林木育種センター2015年
報, pp.121-134. 

大谷雅人・宮本尚子・生方正俊・山田浩雄 (2015) 標準

樹種リストの作成と林木育種センター保有の遺伝資

源の評価. 林木育種の最前線 -2011年度~2015年度

の主要成果-, 森林総合研究所林木育種センター, 
pp.28. 

大谷雅人・生方正俊・板鼻直榮 (2015) 絶滅が危惧され

る小笠原固有樹種オガサワラグワの保全．林木育種

の最前線 -2011年度~2015年度の主要成果-，森林総

合研究所林木育種センター，pp.34. 
岩泉正和・津田吉晃・大谷雅人・高橋誠・津村義彦 (2015) 
アカマツの地理的変異の解明. 林木育種の最前線 
-2011年度~2015年度の主要成果-, 森林総合研究所林

木育種センター, pp.30. 
岩泉正和・大谷雅人・那須仁弥 (2015) アカマツ生息域

内保存林における散布種子の遺伝的多様性 -保存林

スケールでの評価-. 林木育種の最前線 -2011年度

~2015年度の主要成果-, 森林総合研究所林木育種セ

ンター, pp.31 
宮本尚子・那須仁弥・大谷雅人・藤澤義武・生方正俊 

(2015) スギコアコレクションの作成. 林木育種の最

前線 -2011年度~2015年度の主要成果-, 森林総合研

究所林木育種センター, pp.32. 
横川昌史・古本良・大谷雅人 (2015) オキナワウラジロ

ガシのドングリのせいくらべ. Nature Study 61:62. 
■研究発表 
大谷雅人・佐伯いく代・指村奈穂子・澤田佳宏・古本

良・横川昌史 (2016) 樹木600種を対象とした死環反

応特性の評価: 系統的保守性はどの程度存在するか? 
日本生態学会第63回大会, P2-089, 宮城県仙台市. 

岩泉正和・笹島芳信・河合慶恵・磯田圭哉・那須仁弥・

大谷雅人 (2016) 石鎚山のシコクシラベ集団から採

種した次世代の遺伝的多様性. 日本生態学会第63回
大会, P2-042, 宮城県仙台市. 

山本将也・大谷雅人・倉田薫子・瀬戸口浩彰 (2016) サ
クラソウ属コイワザクラ節 (Primula sect. Reinii) の
系統と生物地理. 日本植物分類学会第15回大会, 富
山県富山市． 

有馬玖瑠美・大谷雅人・石井智陽・寺内優美子・井鷺

裕司 (2015) 絶滅危惧種カッコソウにおける異型花

柱花間の交配非対称性. 第46回種生物学シンポジウ

ム, 山梨県富士吉田市. 
後藤晋・大谷雅人・高橋誠 (2015) 伐採後のブナの萌芽

能力に地域間差は存在するか? -産地試験地を用いた

検証-. 第 4回森林遺伝育種学会大会, 3, 東京都文京

区. 
■助成を受けた研究 
里地・里山の生物多様性・生態系サービス指標および

評価手法の開発．文部科学省科学研究費基盤研究(B). 
分担者（2015年度60万円／総額200万円） 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.10-2016.3 里地・里山における植物および植生景

観映像資料の収集（三田市） 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015. 10. 24，「ひとはくミニキャラバン in 第 13回ふれ

あいひろば武庫21（武庫まつり）」，西武庫公園，兵

庫県尼崎市，分担者． 
■学校教育支援 
講師派遣 
2016.1.22，「ひとはく連携講座」，三田祥雲館高校２年

生 
■展示 

2016. 2-4，ひとはく研究員展2016「ひとはくの研究の

今」, 分担者 
２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等（計1件） 
2015.4-, カッコソウ協議会，委員，桐生市環境課． 
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高橋 晃 TAKAHASHI, Akira 

自然・環境再生研究部  
コミュニケーション・デザイン研究グループ 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 系統分類研究部

門 教授． 
昭和29年岐阜県生．大阪大学大学院理学研究科博士課程

単位取得退学．理学博士． 
日本植物学会，日本植物分類学会，日本植生史学会，ヒ

マラヤ植物研究会，全日本博物館学会等所属． 
 

＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．事業推進部門 
事業推進部長 

２．プロジェクト 
ゆめはくが行く（ゆめはくネットワークの発進）．代表

者 
ボルネオジャングル体験スクール最終回．代表者 
頌栄短期大学植物標本をはじめ生物系収蔵庫の植物標

本の登録・整理とデータ公開．代表者 
兵庫県内における県産植物の分布調査．代表者 
日本産木材標本の収集保管．代表者 
小さな学校キャラバン．分担者 

 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．兵庫県内各地の植物の分類・地理学研究 
２．木本植物の組織形態学・解剖学的研究 
３．植物を素材とする自然史教育・環境学習 

■論文・著書 
◎小舘誓治・高橋 晃（2015）自然系博物館での館園実

習のプログラム事例 －自然素材を使った展示制作

と来館者とのコミュニケーション－，博物館学雑誌

第 41巻 1号：143-147． 
■その他著作 
◎高橋 晃（2015） ボルネオでオランウータンに会

う―ケンタのジャングル体験，福音館書店，p. 40, 東
京． 

◎高橋 晃（2015） 兵庫北部の優れた生活知，ひと

はく通信，産経新聞兵庫版 H27.12.11. 
◎高橋 晃（責任編集）・橋本佳明・半田久美子・八尾

滋樹・橋尾和紀・中前純一 （2016） ボルネオジ

ャングル体験スクール17年間の記録，人と自然の博

物館．p. 112． 
■ブログへの情報提供 

1件 
■学会発表 
◎高橋 晃・鈴木 武・小舘誓治・八木 剛（2015） 

自然系博物館における体験型環境学習プログラムの

効果．全日本博物館学会第41回研究大会，京都国立

博物館．2015.6.28 
◎小舘誓治・高橋 晃（2015） 自然系博物館での館

園実習のプログラム事例―自然素材を使った展示制

作とその展示を使っての来館者とのコミュニケーシ

ョン―．全日本博物館学会第41回研究大会，京都国

立博物館．2015.6.28 
■助成を受けた研究 
ジオパークにおける展示・学習施設の活性化を促す学

習プログラム構築と博物館の役割，科学研究費・基

盤研究（Ｂ），研究分担者．（分担金10万円／総額300
万円） 

■海外調査 
2015.10-11 フランス・アヴェロン県 

２．資料収集・整理  
■資料収集 

2014.5-10 種子植物，香美町，宍粟市，新温泉町，高

知県 
■受贈担当資料 

2015.7.14 材鑑プレパラート標本（2008木曽森林管理

署管内），森林総合研究所，交換，207点． 
2015.8.20 材鑑証拠さく葉標本（2015兵庫），森林総合

研究所，交換，126点． 
2015.10.27 材鑑標本（2015兵庫），森林総合研究所，

交換，98点． 
2015.12.1 材鑑プレパラート標本（2008滋賀），森林総

合研究所，交換，154点． 
2016.1.14 材鑑証拠さく葉標本（2015高知嶺北標本），

森林総合研究所，交換，146点． 
2016.2.16 材鑑標本（2015高知嶺北標本），森林総合研

究所，交換，141点． 
2016.3.16 東大交換標本2016，東京大学総合研究博物

館，交換，988点． 
■整理同定担当資料 
種子植物（日本産、外国産）、材鑑標本・プレパラート

標本 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎高橋 晃・八木 剛 2015.4 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-１」，博物館． （6名） 
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◎高橋 晃 2015.4 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－1」，博物館． （16名） 
◎高橋 晃・八木 剛 2015.4 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-２」，博物館． （6名） 
◎高橋 晃 2015.5 オープンセミナー，「春の植物観

察－深田公園の春の花」，深田公園，博物館． （6
名） 

◎高橋 晃 2015.5 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－２」，博物館． （18名） 
◎高橋 晃 2015.5 一般セミナー，「香美町の自然―

春の植物を見て歩く ハチ北高原を歩く」，香美町・

ハチ北高原自然協会・山陰海岸ジオパーク談話会共

催，香美町村岡区． （9名） 
◎高橋 晃 2015.5 一般セミナー，「香美町の自然―

春の植物を見て歩く 新屋・八反滝を歩く」，香美

町・山陰海岸ジオパーク談話会共催，香美町小代区． 
（13名） 

◎高橋 晃・八木 剛 2015.5 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-３」，博物館． （6名） 
◎高橋 晃 2015.6 特注セミナー「日本人と木の文

化」，湊川短期大学，博物館． （9名） 
◎高橋 晃 2015.6 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－３」，博物館． （12名） 
◎高橋 晃・八木 剛 2015.7 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-４」，博物館． （5名） 
◎高橋 晃 2015.7 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－４」，博物館． （13名） 
◎高橋 晃 2015.7 特注セミナー「兵庫の植物―野生

の美しい花々」，三遊会，博物館． （20名） 
◎高橋 晃 2015.7 博物館実習ガイダンスセミナー

「ひとはくの資料と活動概要について」，博物館． 

（13名） 
◎高橋 晃・小舘誓治・鈴木 武 2015.7 博物館実習

ガイダンスセミナー「生物系収蔵庫について」，博物

館． （13名） 
◎高橋 晃 2015.9 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－５」，博物館． （8名） 
◎高橋 晃・長谷川太一・レモンリーフ 2015.10 一

般セミナー，「植物画を描こう１・２」，博物館．（11
名） 

◎高橋 晃・八木 剛 2015.10 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-５」，博物館． （7名） 
◎高橋 晃 2015.10 一般セミナー「植物多様性講座

―植物の形を調べよう－６」，博物館． （8名） 
◎高橋 晃 2015.10 特注セミナー「道端の植物に親

しむ」，丹有地区高校科学部会，博物館． （10名） 
◎高橋 晃・八木 剛 2015.11 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-６」，博物館． （8名） 
◎橋本佳明・高橋 晃・高木 俊 2015.11 オープン

セミナー，「生物系収蔵庫ツアー」，博物館． （24
名） 

◎高橋 晃 2015.11 一般セミナー「植物多様性講座

―植物の形を調べよう－７」，博物館． （8名） 

◎高橋 晃・八木 剛 2015.12 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-７」，博物館． （8名） 
◎高橋 晃 2015.12 オープンセミナー，「落ち葉をは

りつけ絵を描こう」，博物館．（96名） 
◎高橋 晃・八木 剛 2016.1 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-８」，博物館． （6名） 
◎高橋 晃 2016.1 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－８」，博物館． （6名） 
◎高橋 晃・八木 剛 2016.2 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-９」，博物館． （7名） 
◎高橋 晃 2016.2 一般セミナー「植物多様性講座―

植物の形を調べよう－９」，博物館． （7名） 
◎高橋 晃・橋本佳明・高木 俊 2016.3 オープンセ

ミナー，「生物系収蔵庫ツアー」，博物館． （39名） 
◎高橋 晃・八木 剛 2016.3 一般セミナー，「虫や

花のたのしい展示づくり-10」，博物館． （7名） 
館外講演など 
高橋 晃 2015.9.1 「北播磨の草花」，うれしの学園

高齢者大学，滝野公民館・三木市． （90名） 
高橋 晃 2016.1.22 「兵庫の植物―野生の美しい

花々」，シニア自然大学・植物科，大阪． （50名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
2015.4-2015.9 環境人間学研究科博士前期課程特別研

究(Ａ)(Ｂ)（主任） 
2015.4-2016.3 全学人権啓発委員会委員 
非常勤講師 
2015.5 「博物館特論」，大阪学院大学国際学部． 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015.12 小さな学校キャラバン，淡路市立富島小学校，

淡路市富島．（主担当） 
■共催・協力・後援事業 

2015.4-2016.3 平成26年度六甲山環境整備協議会「二

つ池環境学習林」の指導者派遣，六甲山記念碑台周

辺，六甲山を活用する会／アドバイザー 
2015.4-2016.3 平成26年度「六甲山魅力再発見市民セ

ミナー」，六甲山自然保護センター，六甲山を活用す

る会／アドバイザー 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
GREEN GRASS，主担当（アドバイザー，主催事業等

運営支援） 
一般社団法人ハチ北高原自然協会，主担当（アドバイ

ザー，自然案内人運営支援） 
山陰海岸ジオパーク談話会，主担当（アドバイザー，

ジオセミナー等の支援） 
六甲山を活用する会，主担当（六甲山環境整備協議会

アドバイザー） 
地域研究員：福岡忠彦，主担当（アドバイザー） 
地域研究員：西野雅満，主担当（アドバイザー） 
地域研究員：西野眞美，主担当（アドバイザー） 
地域研究員：林 美嗣，主担当（アドバイザー） 
地域研究員：増井啓治，主担当（アドバイザー） 
地域研究員：松岡成久，主担当（アドバイザー） 
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地域研究員：布施静香，主担当（アドバイザー） 
地域研究員：法西 浩，副担当（アドバイザー） 
地域研究員：牛島清治・牛島富子，副担当（アドバイ

ザー） 
成果発表 
2016.2 第 11回共生のひろば，「植物画―解剖図の役

割」，田地川和子・貴島せい子・肥田陽子（GREEN 
GRASS）．指導助言 

2016.2 第 11回共生のひろば，「こども植物画教室のと

りくみ」，岸本美季・中嶋恵子・中瀬美絵（レモンリ

ーフ）．指導助言 
■学校教育支援 
学校団体対応 
2015.5 「世界一の木の話」，姫路市立大津茂小学校5
年生，博物館． （92名） 

2015.6 「生物多様性とわたしたちの暮らし」，神戸市

立小部中学2年生，博物館． （201名） 
2015.7 「ウツボカズラと虫の戦い」，龍谷中3年生，

博物館． （33名） 
2015.8 「博物館の資料と収蔵庫」，高知県立小津高校

（SSH），博物館． （20名） 
2015.8 「生物系収蔵庫見学」，高知県立小津高校（SSH），
博物館． （20名） 

2015.10 「熱帯のめずらしい生きもの」，箕面市立西南

小学校，博物館． （133名） 
2015.12 「生物系収蔵庫見学」，加古川東高校 1 年生，

博物館． （42名） 
■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.7-8 近畿大学農学部学生 1名，京都造形芸術大学

芸術学部学生1名，琉球大学理学部学生1名，関西

学院大学理工学部大学院生1名 
2015.8 県庁インターンシップ・高校生3名 

■展示 
2016.4-5 セミナー成果発表展「Gallery Hyohon Bako雑
貨屋さん風ミュージアム」．責任者 

２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫の案内 3回，70人 

■行政等支援 
委員会等（計6件） 
2015.4- 日本の絶滅のおそれのある野生生物（維管束

植物）環境省版レッドデータブック兵庫県主任調査

員，環境省自然環境局． 
2015.4- 希少野生動植物種保存推進員，環境省自然環

境局． 
2015.4- 生物多様性アドバイザー，兵庫県農政環境部

環境創造局自然環境課． 
2015.4- 三田市環境審議会会長，三田市経済環境部環

境・省エネ推進課． 
2015.4- 県立北摂三田高等学校評議員，県立北摂三田

高等学校． 
2015.4- 県立やしろの森公園評議員，やしろの森公園

協会． 
相談・指導助言 
電話・メール等による相談 15件 (10名) 
来訪者 10件（5名） 
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三谷 雅純 MITANI, Masazumi 

自然・環境再生研究部 
コミュニケーション・デザイン研究ユニット／研究・シ

ンクタンク推進室 
主任研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生態研究部門 

准教授 
昭和29年香川県生．京都大学大学院動物学研究科博士後

期課程修了．理学博士．日本福祉のまちづくり学会，日

本コミュニケーション障害学会，日本霊長類学会，

International Primatological Society, 日本熱帯生態学会，日

本アフリカ学会，全日本博物館学会，日本哺乳類学会，

日本生態学会，兵庫県政学会所属． 
 

＜事業部での配属室もしくは研究開発部門での仕事＞ 
１．事業推進部門 研究シンクタンク推進室 
研究紀要「人と自然 Humans and Nature」編集委員長 

２．プロジェクト 
DAISY を応用したコミュニケーション障がい者にも

わかりやすい展示解説技術の開発．代表者 
コミュニケーション障がい者にもわかりやすい展示解

説技術の視聴実験．代表者 
アフリカ中央部（カメルーン、コンゴ共和国など）の

既存収集品の整理．代表者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．ユニバーサル・ミュージアムから見た生涯学習の

あり方 
２．人間行動科学の立場から見たヒトのコミュニケー

ション行動研究 
■論文・著書 
三谷雅純 (2015)  聞くことに困難のある人がわかりや

すい音声: 視覚刺激の付加により高次脳機能障がい

者の理解は進むか．人と自然 Humans and Nature 26: 
27−35．
http://www.hitohaku.jp/publication/r-bulletin/NO26_004.pdf 

■その他著作 
三谷雅純 (2015)  【特集】支えあうのは、人間だけ？ 
さんだ社協だより, 333: 2-4（平成27年7月1日発行）. 

http://www.sanda-shakyo.or.jp/dayori/img_dayori/333_02.pdf 
http://www.sanda-shakyo.or.jp/dayori/img_dayori/333_03.pdf 
http://www.sanda-shakyo.or.jp/dayori/img_dayori/333_04.pdf 

■ブログへの情報提供 
17件 
三谷雅純 (2015)  「権利と義務」は誤解されている？ 
ユニバーサル・ミュージアムをめざして67，ひとは

くブログ（5月29日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2015/05/post_2015/ 
三谷雅純 (2015)  世界のとらえ方が違う人－１．ユニ

バーサル・ミュージアムをめざして68，ひとはくブ

ログ（9月 25日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2015/09/post_2065/ 
三谷雅純 (2015)  世界のとらえ方が違う人－２．ユニ

バーサル・ミュージアムをめざして69，ひとはくブ

ログ（9月 25日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2015/09/post_2066/ 
三谷雅純 (2015)  河合雅雄さんがおっしゃったこと．

ユニバーサル・ミュージアムをめざして70，ひとは

くブログ（10月23日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2015/10/post_2074/ 
三谷雅純 (2015)  「柳に風」「河合雅雄さんがおっしゃ

ったこと」へのご感想－１．ユニバーサル・ミュー

ジアムをめざして71，ひとはくブログ（11月10日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2015/11/post_2084/ 
三谷雅純 (2015)  「柳に風」「河合雅雄さんがおっしゃ

ったこと」へのご感想－２．ユニバーサル・ミュー

ジアムをめざして72，ひとはくブログ（11月10日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2015/11/post_2086/ 
三谷雅純 (2015)  「異文化」間の対話．ユニバーサル・

ミュージアムをめざして73，ひとはくブログ（12月
8日）http://www.hitohaku.jp/blog/2015/12/post_2097/ 

三谷雅純 (2016)  放送音が聞こえるか？ ユニバーサ

ル・ミュージアムをめざして74，ひとはくブログ（1
月 8日）http://www.hitohaku.jp/blog/2016/01/post_2105/ 

三谷雅純 (2016)  『バリアフリー・コンフリクト』を

読む－１. ユニバーサル・ミュージアムをめざして

75，ひとはくブログ（1月12日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2016/01/post_2106/ 
三谷雅純 (2016)  『バリアフリー・コンフリクト』を

読む－２. ユニバーサル・ミュージアムをめざして

76，ひとはくブログ（1月12日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2016/01/post_2107/ 
三谷雅純 (2016)  『バリアフリー・コンフリクト』を

読む－３. ユニバーサル・ミュージアムをめざして

77，ひとはくブログ（1月12日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2016/01/post_2108/ 
三谷雅純 (2016)  では、どうするのか？－１．ユニバ

ーサル・ミュージアムをめざして78，ひとはくブロ

グ（3月 15日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2016/03/post_2130/ 
三谷雅純 (2016)  では、どうするのか？－２．ユニバ

ーサル・ミュージアムをめざして79，ひとはくブロ

グ（3月 15日）

http://www.hitohaku.jp/blog/2016/03/post_2131/ 
■学会役員など 

American Journal of Primatology, Reviewer 
人と自然 Humans and Nature，査読者 
人と自然 Humans and Nature，編集委員長 

■助成を受けた研究 
DAISYを応用したコミュニケーション障がい者にもわ

かりやすい展示解説技術の開発．科学研究費助成事

業（学術研究助成基金助成金）（基盤研究(C)），日本

学術振興会，研究代表者（75万円／250万円） 
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公共放送で使われる人工合成音声が聞き取りにくいコ

ミュニケーション障がい者の実態把握. 平成 27年度

研究助成, JR西日本あんしん社会財団, 研究代表者

（172万円） 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
三谷雅純，2015.5，「霊長類学 頭の体操2015年版」，

博物館．（7名） 
三谷雅純，2015.5，特注セミナー（伊丹市立稲野小学校

４年生）「霊長類の考古学？ Primate Archaeology？」，

博物館．（116名） 
三谷雅純，2015.6，「＜こころ＞と＜ことば＞を科学す

る 2015年版」，博物館．（5名） 
三谷雅純，2015.8，夏期教職員セミナー「『障害』のあ

る子どもたちが感じていること」，博物館．（20名） 
三谷雅純，2015.8，特別セミナー（亀岡市東部児童館）

「道具を使うチンパンジー」，博物館．（30名） 
三谷雅純，2015.11-2016.1，「霊長類学が描くヒトの姿－

われわれは何者か？」（県立有馬高等学校連携セミナ

ー），博物館．（全2回× 40名） 
三谷雅純，2015.12，「むすぶ、ひらく、ユニバーサルな

こと 2015」，博物館．（5名） 
館外講演 
三谷雅純、2015. 5，「ヒトの言語起源とチンパンジー」, 
いなば会（尼崎市立身体障害者福祉会館［稲葉荘］）

（40名） 
兵庫県立大学・大学院教育 
2015.5～6． 平成27年度西地区共通教育科目「人と自然

の共生」（霊長類学の立場から）, 姫路書写キャンパ

ス，（全3回 × 280名） 
■地域研究員養成事業 
連携グループ等 
市民団体「サイエンス・サロン」（主催） 

■学校教育支援 
学校団体対応等 
2015, 5, 伊丹市立稲野小学校４年生. 116名 
2015, 8，亀岡市東部児童館．30名 
2015, 11，兵庫県立有馬高等学校１年生．40名 
2016. 1，兵庫県立有馬高等学校１年生．40名 

２．シンクタンク事業 
■行政等支援 
委員会等（計3件） 
2015.4-2016.3，Primate Specialist Group, member, The 

World Conservation Union (IUCN). 
2015.4-2016.3，Species Survival Commission, member, The 

World Conservation Union (IUCN). 
2015.4-2016.3，青少年育成事業団，理事，（財）関西テ

レビ青少年育成事業団． 
相談・指導助言 
来訪者10件，40名. メール相談200件． 

2015.4- 高次脳機能障がい者のアクティビティについ

て． 
2015.4- 障がい児のキャンプを中心とした野外活動に

ついて． 
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小舘 誓治 KODATE, Seiji 

自然・環境再生研究部 
コミュニケーション・デザイン研究グループ  研究員 
兵庫県立大学 自然･環境科学研究所 生物資源研究部門 
助教． 
昭和37年福岡県生．神戸大学大学院自然科学研究科博士

課程修了．学術博士．森林立地学会，植生学会，日本ペ

ドロジー学会、全日本博物館学会等所属． 
 
＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．事業推進部門 生涯学習推進室 
室長 

２．プロジェクト 
キッズひとはく推進プロジェクト．プロジェクトリー

ダー 
ＪＳＴ「ネットワーク形成先進的科学館連携型」事業

「ゆりかごから科学を－幼少時からの体験に基づいた科

学的好奇心育成の基盤構築と実践」．全体統括責任者・実

施担当・科学コミュニケーター 
 
＜研究開発＞ 
1.調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．森林群落における植生と土壌に関する研究 
２．博物館教育に関する研究 

■論文・著書 
◎小舘誓治・高橋 晃（2015）自然系博物館での館園実

習のプログラム事例 －自然素材を使った展示制作

と来館者とのコミュニケーション－，博物館学雑誌

第 41巻 1号：143-147． 
■その他著作 
小舘誓治（2015）土ってなんだろう？ 身近なところ

で観察した｢土と生き物｣，ひとはく通信 ハーモニ

ー：90，兵庫県立人と自然の博物館． 
◎小舘誓治・橋本佳延・武田義明（2015）再度山永久

植生保存地における植生遷移と土壌理化学性との関

係（第9回），再度山永久保存地調査報告書 第9回．

103-138． 
◎橋本佳延・武田義明・小舘誓治（2015）再度山永久

植生保存地における植物群落の遷移に関する研究，

再度山永久保存地調査報告書 第9回，3-101．  
■研究発表 
◎小舘誓治・高橋晃（2015）自然系博物館での館園実

習のプログラム事例 ―自然素材を使った展示制作

とその展示を使っての来館者とのコミュニケーショ

ン．全日本博物館学会第41回研究大会，京都国立博

物館． 
◎高橋 晃・鈴木 武・小舘誓治・八木 剛（2015）自

然系博物館における体験型環境学習プログラムの効

果．全日本博物館学会第41回研究大会，京都国立博

物館． 
■助成を受けた研究 

被災した子ども達が大人になるまでー博物館こそがで

きる長期継続型支援システムの構築 文部科学省科

学研究費 基盤研究(C) 研究分担者 (10万円／380万
円) 

2.資料収集・整理  
■資料収集 

2015.4-2016.3 植物・植生・景観などの写真撮影・資料

収集．神戸市，芦屋市など． 
■整理同定担当資料 
土壌断面映像資料. 

 
＜事業推進＞ 
1.生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎小舘誓治，2015.4，「ちょっと観察！この植物（春）」，

博物館・深田公園（5名）． 
◎小舘誓治，2015.4，「芦屋市奥山地域で春の植物観察」，

芦屋市（13名）． 
◎小舘誓治，2015.5，「六甲山「森の植物」観察会（春）」，

六甲山（13名）． 
◎小舘誓治，2015.6，「太山寺周辺の樹林で多様性を知

る」，神戸市・太山寺（15名）． 
◎小舘誓治，2015.7，「森と土の観察会（再度山編）」，

神戸市・再度山（15名）． 
◎小舘誓治・高瀬優子，2015.5，「わくわくネイチャー・

テクノロジー 自然ってすごい！～クスノキ☆ラ

ボ」，博物館（18名）． 
◎小舘誓治，2015.7，「深田公園の植物観察」，博物館（22
名）． 

◎小舘誓治，2015.8，夏季教職員・指導者セミナー「小

さな子どもの指導者向け 身近な植物の観察の仕

方」，博物館・深田公園（18名）． 
◎小舘誓治・高瀬優子，2015.9，「わくわくネイチャー・

テクノロジー 自然ってすごい！～ぴょんぴょん☆

ラボ」，博物館（27名）． 
◎小舘誓治・高瀬優子，2015.9，「わくわくネイチャー・

テクノロジー 自然ってすごい！～ひっつきむし☆

ラボ」，博物館（18名）． 
◎小舘誓治，2015.10，「ちょっと観察！この植物（秋の

植物）」，博物館（11名）． 
◎小舘誓治，2015.11，「六甲山「森の植物」観察会（秋）」，

六甲山（13名）． 
◎小舘誓治，2015.11， 「芦屋市奥山地域の樹林で多様

性を知る」，芦屋市（16名）． 
◎小舘誓治・高瀬優子，2015.12，「わくわくネイチャー・

テクノロジー 自然ってすごい！たねタネ☆ラボ」，

博物館（22名）． 
◎小舘誓治，2016.2，「ちょっと観察！この植物（冬の

植物）」，博物館（14名）． 
◎小舘誓治・高瀬優子，2015．5－2016．3 ,フレミラ宝

塚しぜんクラブ定例「小さな子どもの指導者向け講

座」（全4回），宝塚市（66名） 
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◎小舘誓治・高瀬優子，2015．6－2016．10，北摂第一

幼稚園事前学習「身近な生きものについて」（全3回），

博物館（8名） 
◎小舘誓治・高瀬優子，2016.1，「わくわくネイチャー・

テクノロジー 自然ってすごい！まつぼっくり☆ラ

ボ」，博物館（17名）． 
◎小舘誓治，2016.2，「モモについて」（花），博物館（11
名）． 
◎小舘誓治，2016.2，「モモについて」（果実），博物館

（14名）． 
◎小舘誓治・高瀬優子，2016．3，,宝塚市立安倉児童館

事前学習「植物の観察について」，博物館（4名） 
館外講演 
◎小舘誓治，2015.6，地域の自然を学ぶ I「地域の植生・

植物を知る（自然の見方）」，阪神ひと・まち創造講

座１年生，講師，三田市．（23名）． 
◎小舘誓治，2014.7，平成27年度 兵庫県立図書館 特
別展示関連講座「自由研究大応援！Mr.コダテの『葉

っぱの宇宙』探偵団」，兵庫県立図書館，講師，明石

市．（40名）． 
◎小舘誓治，2015.7，地域の自然を学ぶ II「地域の植生・

植物を知る（生育環境、遷移、アカマツ）」，阪神ひ

と・まち創造講座１年生，講師，三田市．（23名）． 
◎小舘誓治，2015.9，「六甲山の植物観察とその手法を

学ぶ」，平成27年度六甲山自然案内人養成研修プロ

グラム入門コース，講師，六甲山（30名）． 
◎小舘誓治，2014.10，「ビオトープの植物観察」，こう

べ環境未来館講座，講師，神戸市．（13名）． 
◎小舘誓治，2015.10，現地調査Ⅱ『地域の自然を知る』

「里山林の自然観察」，阪神ひと・まち創造講座２年

生，講師，三田市．（23名）． 
◎小舘誓治，2015.11，「中山寺周辺で植物の見分け方実

習」，いきいき学舎フレミラ 環境・自然コース，講

師，宝塚市．（37名）． 
◎小舘誓治，2015.11，「植物の観察方法（役に立つ植物

と怖い植物）」，いきいき学舎フレミラ 環境・自然

コース，講師，宝塚市．（35名）． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015．6  ひとはくKidsキャラバン in 姫路（ハッピー

キッズひがし），姫路市．主担当 
2015．7  ひとはくKidsキャラバン in 赤穂（サイエン

ス寺子屋），赤穂市立海洋科学館，赤穂市．主担当 
2015．7 はねる生きもの 「『しぜんとあそぼう』ムシ

と葉っぱのワクワク大発見!!」（フレミラ宝塚）, 宝
塚市．セミナー担当 

2015．11  ひとはくKidsキャラバン in 西宮（ニコニ

コ桜保育園），西宮市．主担当 
2016．3  ひとはくKidsキャラバン in 宝塚（安倉児童

館），宝塚市．主担当 
2016．3  野草の観察「山野草を観察して、ヨモギだん

ごをつくろう！」（フレミラ宝塚），宝塚市．セミナ

ー担当 
■共催・協力・後援事業 

2015.4-2016.3「自然観察サポーターチーム活動への支援

事業」．NPO法人北播磨市民活動支援センター，小野

市他．共催／主担当（全4回） 
2015.12「第 6回こども北摂里山博物館『人と自然の博

物館と里庭を探検しよう！』」．北摂里山博物館運営

協議会，博物館．協力／セミナー担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
北播磨自然観察サポーターチーム「おおばこの会」（ア

ドバイザー） 
フレミラ宝塚「しぜんクラブ」（アドバイザー） 
増井啓治（地域研究員アドバイザー副担当） 
成果発表 
2016．2，共生のひろば「『おおばこの会』わたしたち

のフィールド ～小野市での活動 2015～」，北播磨

自然観察サポーターチーム「おおばこの会」，指導 
2016．2，共生のひろば「宝塚市で子どもたちに自然や

生き物のおもしろさを伝える ～しぜんクラブの活

動 2014」，フレミラ宝塚「しぜんクラブ」，指導 
■学校教育支援 
学校団体対応 
2015.4 京都府立桃山高等学校 1年生（2回）（44名）． 
2015.5 小野市立小野東小学校 3年生（107名）． 
2015.5 北摂第一幼稚園年長組（87名）． 
2015.6 北摂第一幼稚園年長組（87名）． 
2015.9 北摂第一幼稚園年長組（87名）． 
2015.10 伊丹市立はなさと幼稚園年長組とその保護者

（42名）． 
2015.10 北摂第一幼稚園年長組（87名）． 
講師派遣 
2015.10，「植物の観察のしかた(葉っぱでビンゴ)」，小

野市立小野東小学校3年生，講師，小野市．（73名）． 
2015.7，「植物の観察のしかた」，講師，神戸市立長尾

幼稚園教諭．神戸市（6名）． 
2015.7，神戸市立幼稚園ブロック研修会「植物の観察の

しかた」，講師，神戸市立幼稚園教諭．神戸市（45
名）． 

2015.12 「葉っぱを知ろう！葉っぱでアート（秋の植物

観察）」，講師，小野市立小野東小学校3年生，小野

市（73名）． 
2015.11  神戸市立長尾幼稚園事前学習「植物の観察の

しかたについて」，神戸市立長尾幼稚園教諭，神戸市

（4名） 
2015.11 「秋の日歩ヶ丘で『しぜんのたからもの』をみ

つけよう！（秋の植物観察）」，講師，神戸市立長尾

幼稚園年長とその保護者，神戸市（82名）． 
2015.11 「開魂園と校庭の木の葉をくらべる」，講師，

加東市立東条西小学校3年生，加東市（13名）． 
2016.1 「第 21回自由研究のつどい」，講評，伊丹市立

小学校4～6年生，伊丹市（伊丹市立総合教育センタ

ー）（16名）． 
2016.2 「開魂園の森について」，講師，加東市立東条西

小学校3年生，加東市（13名）． 
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2016.2 「植物の冬芽の観察」，講師，小野市立小野東

小学校3年生，小野市（73名）． 
■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.7.27-8.12 近畿大学農学部 3年生１名． 
2015.7.27-8.12 京都造形芸術大学芸術学部4年生１名． 
2015.7.27-8.12 琉球大学理学部 4年生１名． 
2015.7.27-8.12 関西学院大学理工学部科目履修生１名． 

■展示・イベント 
2015.4-2016.3   展示「深田公園植物情報」（責任者）． 
2015.10-2015.11  2015年国際土壌年記念 巡回展「土っ

て なんだろう？」（責任者）． 
2015.5-2016.3 ひとはくKidsサンデー（全9回）（責任者）． 

2.シンクタンク事業 
■行政等支援 
相談・指導助言 
電話・FAX・メール等の相談20件． 
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鈴木 武 SUZUKI, Takeshi 

自然・環境再生研究部 
コミュニケーション・デザイン研究グループ研究員 
兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 生物資源研究部

門 助教． 
昭和37年千葉県生．東京大学大学院理学研究科博士課程

単位修得退学．理学博士．日本植物学会，日本植物分類

学会，日本土壌動物学会等所属． 
 

＜事業部での配属室もしくは研究開発会議での仕事＞ 
１．マーケティング・マネジメント部門 企画調整室 
副室長 

２．プロジェクト 
タンポポ調査・西日本2015〜コミュニケーションツー

ルとしての市民調査１．代表者. 
兵庫県内のシダ植物分布〜コミュニケーションツール

としての市民調査2．代表者. 
全国科学館連携協議会 近畿ブロック会議の運営〜地

域拠点とのネットワーク１．代表者. 
RCE兵庫-神戸〜地域拠点とのネットワーク２．代表者. 
六甲山大学〜地域拠点とのネットワーク３．代表者. 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．市民参加による生物分布調査の方法と効果の研究 
２．絶滅危惧植物の遺伝子多様性の保全の研究 

■その他著作 
◎鈴木武(2016) 六甲山のスミスネズミ. Habataki2016 

WINTER/SPRING号 p16. 王子動物園 
鈴木武・小川誠(2016)タンポポの種類と分布. タンポポ

調査・西日本2015調査報告書.p18-33.タンポポ調査・

西日本実行委員会. 
鈴木武 (2016)京都府のタンポポ. タンポポ調査・西日

本 2015調査報告書.p76-79. タンポポ調査・西日本実

行委員会. 
◎鈴木武 (2016)兵庫県のタンポポ. タンポポ調査・西

日本2015調査報告書.p84-87. タンポポ調査・西日本

実行委員会. 
鈴木武 (2016)山口県のタンポポ. タンポポ調査・西日

本 2015調査報告書.p112-115. タンポポ調査・西日本

実行委員会. 
■研究発表 
◎高橋晃・鈴木武・小舘誓治・八木剛（2015）自然系

博物館における体験型環境学習プログラムの効果．

全日本博物館学会第41回研究大会，京都国立博物館. 
◎鈴木武・木村進・小川誠・狩山俊悟・布谷知夫（2016）
タンポポ調査・西日本2015について．日本植物分類

学会大会，富山大学，富山市． 
小松美晴・鈴木武・綿野泰行（2016）日本におけるア

カウキクサ属 (Azolla) の多様性と系統．日本植物分

類学会大会，富山大学，富山市． 

◎鈴木武(2016) 西日本のタンポポの種類と分布.タン

ポポ調査・西日本実行委員会, 大阪市生涯学習センタ

ー, 大阪市. 
■学会役員など 
兵庫県生物学会，事務局． 
兵庫植物誌研究会、理事． 

２．資料収集・整理 
■資料収集 

2015.4-2016.3 兵庫県内のシダ植物の収集. 豊岡市市、

丹波市など. 
2015.4-2016.3 兵庫県内外のタンポポ類の収集. 山口

県、京都府、朝来市など. 
■整理同定担当資料 
シダ植物． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎鈴木武，2015.4，オープンセミナー「タンポポを調べ

よう」博物館（11名） 
鈴木武，2015.4- 6，一般セミナー「タンポポを調べる」，

博物館・綾部市・豊岡市．（全 4回，5名） 
◎鈴木武，2015.5，一般セミナー「身近な生き物を見る」，

博物館（11名） 
鈴木武，2015.6，一般セミナー「猪名川町多田銀山のシ

ダを見る」，猪名川町（7名） 
鈴木武，2015.6，一般セミナー「猪名川町多田銀山のシ

ダを見る追加版」，猪名川町（14名） 
◎鈴木武，2015.7，オープンセミナー「ダンゴムシをさ

わってみよう」，博物館（71名） 
◎鈴木武，2015.7，一般セミナー「ダンゴムシを育てて

みよう」，博物館（19名） 
◎鈴木武，2015.8，教職員・指導者セミナー「カタツム

リとダンゴムシ」博物館（10名） 
◎鈴木武，2015.10，一般セミナー「丹波並木道中央公

園のシダを見る」丹波並木道中央公園（14名） 
◎鈴木武，2015.10，一般セミナー「奥須磨公園のシダ

を見る」奥須磨公園（12名） 
◎鈴木武，2015.11，一般セミナー「奥須磨公園のシダ

を見る追加版」奥須磨公園（11名） 
◎鈴木武，2016.2，特注セミナー「近畿博物館めぐり」

博物館（橿原市昆虫館, 27名） 
館外講演 
鈴木武,2015.4,「森のセミナー タンポポを調べよう」

姫路市立自然観察の森(22名) 
鈴木武,2015.4,「タンポポ調査・北九州市説明会」北九

州市立自然史博物館,タンポポ調査・西日本実行委員

会(15名) 
鈴木武,2015.4,「タンポポ調査・福岡市説明会」福岡市

立美術館,タンポポ調査・西日本実行委員会(14名) 
鈴木武,2015.4,「綾部市のタンポポ観察会」綾部市立天

文科学館パオ(30名) 
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鈴木武,2015.4,「タンポポ調査 2015 in 亀岡」亀岡市地

球環境子ども村(30名) 
鈴木武,2015.6,六甲山ゆかりの生き物」六甲山自然保護

センター,六甲山自然案内人の会(40名) 
鈴木武,2015.7,フレミラ環境・自然コース1年生「宝塚

のシダ植物」フレミラ宝塚(35名) 
鈴木武,2015.7,フレミラ環境・自然コース2年生「山本

駅〜最明寺滝のシダ類観察」フレミラ宝塚(35名) 
鈴木武・恩地実,2015.8,「六甲山のネズミを知ろう」神

戸市立森林植物園(22名) 
鈴木武,2015.8,「神戸の身近な生き物」神戸市神出自然

教育園,神戸市小学校理科・生活部会(88名) 
鈴木武,2015.9,「青垣町今出のシダ植物」青垣いきもの

ふれあいの里観察会(17名) 
鈴木武,2015.10,「虫生川周辺のシダ観察会」,虫生川周

辺の自然を守る会(12名) 
鈴木武,2015.10,「新神戸のシダ植物観察」六甲山自然案

内人の会(20名) 
鈴木武,2015.12,「東北地方でみかけた陸貝など」西宮市

貝類館,阪神貝類研究会(35名) 
鈴木武,2016.3,「滋賀県のタンポポ」コラボしが21, 滋
賀県植物同好会(40名) 

鈴木武,2016.3,「西日本のタンポポ」大阪市生涯学習セ

ンター,タンポポ調査・2015委員会(61名) 
鈴木武,2016.3,「タンポポ観察会」伊丹市昆虫館(28名) 
兵庫県立大学・大学院教育 
人と自然の共生（分担） 
テレビ・ラジオ等出演 
2015.5 兵庫県のタンポポ, 三上公也の情報アサイチ,ラ
ジオ関西. 

2015.8 天皇陵の堀を埋める赤い浮き草, モーニングバ

ード, テレビ朝日. 
2015.9 赤い堀が紫に変わった, モーニングバード, テ
レビ朝日. 

■キャラバン・主催アウトリーチ事業 
2015 .8 「吹田市立博物館企画展示」，吹田市立博物館，

大阪府吹田市．主担当 
2015. 8 「さんふらわあクルージング」，フェリーさん

ふらわあ，神戸市東灘区．主担当 
2015. 8 「宝塚サマーフェスタ」，宝塚市立末広中央公

園，宝塚市．主担当 
2015.10.  小さな学校キャラバン，豊岡市立但東中学校．

主担当 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
希少山野草研究会，主担当（指導） 
川東丈純，担当（指導・恊働） 

■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.10 神戸市立北神戸中学校、有野北中学校．4名 
学校団体対応 
2015.5，「シダとタンポポ」，朝鮮初等中等学校.  
2015.5.「カタツムリとダンゴムシの話」，神戸市立春日

台小学校2年生. 
2015.6，「博物館学」大阪府立大農学部. 
2015.8，「展示について」神戸市立六甲アイランド高等

学校 
2015.12，「博物館について」大阪青山大学博物館 
2015.2，「神戸市のダンゴムシ」神戸市立井吹の丘小学

校 2年生 
講師派遣 
2015.4，「神戸を特徴づける生き物」，神戸市立六甲アイ

ランド高等学校1年生 
2015.5，「神戸のダンゴムシ」，親和中学校1年生 
2015.11，「ダンゴムシの育て方」，神戸市立北須磨小学

校 2年生 
■研修生等の受入 
博物館実習 
2名（名城大、近畿大） 

２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫等の案内，5回，50名． 

■行政等支援 
委員会等 （計5件） 
2011.7- 神戸市立六甲アイランド高等学校 スーパー

サイエンスハイスクール検討委員会、委員. 
2011.10- 神戸市生き物調査検討委員会、委員. 
2012.4-  ささやまの森公園運営協議会、委員.  
2015.8. スーパーサイエンスハイスクール全国生と発

表会、審査員. 
2016.1- マルバテイショウソウ野生復帰実施計画検討

会、委員 
相談・指導助言 
来訪者10件，20名．電話・FAX相談 30件，メール相

談 10件． 
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八木 剛 YAGI, Tsuyoshi 

自然・環境再生研究部  
コミュニケーション・デザイン研究グループ 
主任研究員 
昭和43年大阪府生．神戸大学大学院農学研究科修士課程

修了．日本昆虫学会等所属． 
 
＜研究部以外の配属室と仕事＞ 
１．事業推進部門 
企画・調整室長 

２．プロジェクト 
ゆめはくプロジェクト．分担者 

キッズひとはく推進プロジェクト，分担者 

ミュージアムキッズプロジェクト，代表者 

NPO法人こどもとむしの会との連携（佐用町昆虫館），

代表者 

棚倉町里山プロジェクト．分担者 
 

＜研究開発＞ 
１．調査研究 
■特別課題研究（個人研究） 
１．博物館における学びのデザインに関する研究 
２．昆虫の分布に関する研究 

■その他著作 
鬼本佳代子・清水文美・高瀬優子・水谷亜希・八木 剛

（2015）ミュージアムキッズ創刊！〜ミュージアム

エデュケーションの拡がる可能性．ミュゼ，112:14-17. 
八木 剛（2016） ミュージアムのじぶんさがし〜温

室がミュージアムになるまで〜．ミュゼ，113:36． 
吉田 浩史・八木 剛(2016) 神戸市の注目すへき双翅

目および膜翅目の記録. きべりはむし,38 (2): 21-25. 
■ブログへの情報提供 
数件 

■研究発表 
高橋 晃・鈴木 武・小舘誓治・八木 剛（2015） 自

然系博物館における体験型環境学習プログラムの効

果．全日本博物館学会第41回研究大会，京都国立博

物館．2015.6.28 

■学会役員など 
日本昆虫学会，評議員． 

■助成を受けた研究 
被災した子ども達が大人になるまでー博物館こそがで

きる長期継続型支援システムの構築 文部科学省科

学研究費 基盤研究(C) 研究代表者 (110 万円／380

万円) 

２．資料収集・整理 

■資料収集 
2015.4- 10, 各種昆虫類．神戸市，香美町，福島県棚倉

町． 

■受贈担当資料 
なし 

■整理同定担当資料 

昆虫（双翅目，蛾類，トンボ類，直翅類）． 
 

＜事業推進＞ 
１．生涯学習事業 
■セミナー 
館主催セミナー 
◎八木 剛，2015.4-2015.6．一般セミナー「ユース昆虫

研究室」．再度公園・岩手県奥中山高原・博物館．（全

12回, 150名） 
高橋 晃・八木 剛 2015.4-2016.3 一般セミナー，「虫

や花のたのしい展示づくり-１」，博物館．（全10回，

74名） 
ひとはく連携活動グループ run♪ run♪ plaza，2015.7-8．
一般セミナー「ひとはく博士と行くハチ北高原昆虫

サマースクール」，博物館，ハチ北高原．（30名） 
ひとはく連携活動グループ猪名川流域ひめぼたるネッ

トワーク，2015.5．オープンセミナー「いながわ・ひ

めぼたる・うぃーく」，猪名川河川敷（4日間 400名） 
八木 剛，2015.8．オープンセミナー「むしむしたいけ

ん」，博物館，（8日間 1,700名） 
館外講演 
八木 剛，2015.7．「セミナリエ」，コープこうべ生活文

化センター，住吉公園（神戸市東灘区）．（40名） 
八木 剛，2015.8．「セミ調査」，赤穂こどもエコクラブ，

赤穂市環境課．（20名） 
八木 剛，2015.9，「秋の鳴く虫」，フレミラ宝塚．（30
名） 

八木 剛，2015.9，「ミヤマアカネリサーチ」，フレミラ

宝塚，逆瀬川．（30名） 
八木 剛，2015.11，「伊丹のホタル」，伊丹市，伊丹生

きものマイスター講座，スワンホール．（20名） 
八木 剛，2015.11，「ヒメボタル幼虫の観察調査」，伊

丹市，伊丹生きものマイスター講座，猪名川河川敷．

（20名） 
八木 剛，2015.12，「つながるミュージアム」，文化庁

第５回ミュージアムマネジメント研修，東京国立博

物館附属黒田記念館．（40名） 
八木 剛，2015.12．「人と自然の博物館と里庭を探検し

よう！」，第６回北摂里山子ども探検隊．兵庫県阪神

北県民局・北摂里山博物館運営協議会，深田公園（30
名） 

八木 剛，2016.2．「学芸員がすべてをクリエイトする」，

魚津市３館学芸員勉強会，魚津市役所（20名） 
八木 剛，2016.3．「ヒメボタルの特徴と保全」，第 13
回おかやまホタルフォーラム，（公財）おかやま環境

ネットワーク，岡山市． 
■キャラバン・主催アウトリーチ事業 

2015.6，こども☆ひかりフェスティバル inせんだい，

こどもひかりプロジェクト，仙台市縄文の森広場，

仙台市．分担者 
2015.7，しぜんミュージアム in田村，こどもひかりプ

ロジェクト，スカイパレスときわ，福島県田村市．

分担者 
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2015.8，ミニフェスティバルinアクアマリンふくしま，

こどもひかりプロジェクト，アクアマリンふくしま，

福島県いわき市．分担者 
2015.8，九州国立博物館，主担当． 
2015.9，ミニフェスティバル inいわてこどもの森，こ

どもひかりプロジェクト，岩手県一戸町．分担者 
2015.10，学校キャラバン，大阪市立榎本小学校，主担

当 
2015.10，小さな学校キャラバン，姫路市立坊勢小学校．

分担者． 
2015.10, はたらくくるま，東条湖おもちゃ王国．主担

当． 
2015.11，ひょうごエコフェスティバル，淡路ワールド

パークONOKORO．主担当． 
2015.12，ミュージアムストリート，こどもひかりプロ

ジェクト，仙台市八木山動物公園，仙台市．分担者 
■共催・協力・後援事業 

2015.6，第 15回ヒメボタルサミット in愛しの丹波，ヒ

メボタルサミット実行委員会，丹波市．共催／主担

当 
2015.8，100人の昆虫大捜査線，岩手県立児童館いわて

子どもの森，岩手県一戸町．共催／主担当． 
2015.8，大しんかいち昆虫捜査網，神戸アートビレッジ

センター・湊川公園,神戸市． 共催／主担当 
2015.9，鶴見緑地昆虫クエスト大作戦，国際花と緑の博

覧会記念協会，鶴見緑地（大阪市鶴見区）．共催／主

担当． 
2015.9，300人の昆虫大捜査線，尼崎の森中央緑地，尼

崎市．共催／主担当． 
2015.9，300人の昆虫大捜査線，丹波並木道中央公園，

篠山市．共催／主担当． 
2016.2，公開研究交流会ミュージアム×ユース for キッ

ズ，こどもひかりプロジェクト，神戸ファッション

美術館，神戸市．共催／主担当． 
■担い手成長支援事業 
連携活動グループ・地域研究員 
NPO法人人と自然の会（アドバイザー：主） 
run♪ run♪ plaza（アドバイザー：主） 
テネラル（アドバイザー：主） 
あかねちゃんクラブ（ミヤマアカネ生態研究会）（アド

バイザー：主） 
鳴く虫研究会きんひばり（アドバイザー：副） 
猪名川流域ひめぼたるネットワーク（アドバイザー：

主） 
さんぽクラブ（アドバイザー：主） 
地域研究員：吉田浩史（アドバイザー：主） 
佐用町昆虫館（連携施設）（主担当） 
成果発表 
2016.2 第 11回共生のひろば，「植物画―解剖図の役

割」，田地川和子・貴島せい子・肥田陽子（GREEN 
GRASS）．指導助言 

2016.2 第 11回共生のひろば，「こども植物画教室のと

りくみ」，岸本美季・中嶋恵子・中瀬美絵（レモンリ

ーフ）．指導助言 
■学校教育支援 
トライやるウィーク 
2015.6, 三田市立ゆりのき台中学校２名，三田市立富

士中学校１名 
学校団体対応 
2015.5.「みやまあかねのおはなし」, 博物館, 宝塚市立

西山小学校（4年生143名） 
2015.6.「虫とりペナントレース 」, 博物館（深田公園）, 
明石市立朝霧小学校（3年生114名） 

2015.9.「虫とりペナントレース 」, 博物館（深田公園）, 
芦屋市立岩園小学校（3年生148名） 

2015.9.「虫とりペナントレース 」, 博物館（深田公園）, 
稲美町立天満小学校（3年生117名） 

2015.10.「虫とりペナントレース 」, 博物館（深田公

園），高砂市立荒井小学校（3年生141名） 
2015.10.「虫とりペナントレース 」, 博物館（深田公

園）, 稲美町立天満東小学校（3年生48名） 
2016.3 「むしとりペナントレース」，加東市立三草小学

校（3年生 20名） 
■研修生等の受入 
博物館実習 
2015.8 近畿大学２名 
2015.9 同志社大学１名 

■展示 
2015.4-8，「六甲山自然保護センター周辺の昆虫展」，兵

庫県立六甲山自然保護センター．責任者． 
2016.4-5 セミナー成果発表展「Gallery Hyohon Bako雑
貨屋さん風ミュージアム」．責任者 

２．シンクタンク事業 
■収蔵庫・ジーンファームの公開 
生物系収蔵庫の案内 数回 

■行政等支援 
委員会等 （計6件） 
2015.4-, 加古川市環境審議会，委員，加古川市． 
2015.4- 希少野生動植物種保存推進員，環境省自然環

境局． 
2015.4- 生物多様性アドバイザー，兵庫県農政環境部

環境創造局自然環境課． 
2015.2-，生物多様性神戸プラン2020推進委員会，委員，

神戸市． 
2015- 但馬牛博物館のあり方検討懇話会委員長，兵庫

県畜産課． 
相談・指導助言 
来訪者20件，50名．電話・FAX相談 30件，メール相

談 20件程度． 
2015.5 昆虫の鑑定，兵庫県警． 
2015.4- チョウ類の保全について，西日本高速道路株

式会社． 
2015.4- 猪名川上流広域ゴミ処理施設組合 
視察対応 
九州国立博物館，金沢21世紀美術館，杉並区 
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開催したセミナーの一覧 

 
平成２７年度は下記のとおりセミナーを実施した（キャラバンを除く）。 
実施日 セミナー名 講師 定員 参加者 

27.4.3 タネから育てる希少山野草 希少植物研究会 20 25 

27.4.4 
都市の歩き方・名所編 大阪市天下茶屋・北畠界隈

を歩く 

田原 直樹 10 18 

27.4.5 タンポポを調べる（全 4回－１） 鈴木 武 10 4 

27.4.9 日本一の里山、北摂地域の早春を観察しよう！ 橋本 佳延 25 20 

27.4.11 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 6 

27.4.18 タンポポを調べる（全 4回－２） 鈴木 武 10 3 

27.4.18 都市の歩き方・名所編 大阪市玉造・深江界隈を歩

く 

田原 直樹 10 11 

27.4.18 愛蜂家基礎講座・上級(全 4回－１) 大谷 剛・アピス同

好会 

20 2 

27.4.22 一庫公園の里山の植物を調べよう（全 5回－１） 石田 弘明 15 10 

27.4.22 

27.4.25 

27.4.25 

27.4.26 

27.4.26 

27.4.26 

27.4.28 

27.4.29 

 

カラスによるゴミ被害を解決しよう！ 
芦屋市奥山地域で植物観察の方法を学ぶ 
虫や花のたのしい展示づくり 
マツバラン観察会 
植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9 回－１） 
ユース昆虫研究室（全 12 回－１） 
セアカゴケグモの生態と被害対策 
春の川は水生昆虫だらけ：生田川編 

布野 隆之 

小舘 誓治 

高橋 晃・八木 剛 

藤井 俊夫 

高橋 晃 

八木 剛 

高木俊 

三橋 弘宗 

30 

20 

20 

20 

10 

15 

40 

30 

4 

13 

6 

5 

16 

18 

6 

26 

27.5.1 身近な生き物を見る 鈴木 武 10 41 

27.5.6 石ころクラブ勉強会（全 8回－１） 石ころクラブ・先山

徹・加藤 茂弘 

25 24 

27.5.9 タンバティタニスってどんな恐竜？ 三枝 春生 30 13 

27.5.9 タンポポを調べる（全 4回－３） 鈴木 武 10 4 

27.5.9 コケ植物の研究 １ 野外で観察 秋山 弘之 12 23 

27.5.9 春日山原始林観察会 藤井 俊夫 20 23 

27.5.10 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－２） 高橋 晃・八木 剛 10 18 

27.5.10 ユース昆虫研究室（全 12回－２） 八木 剛 15 14 

27.5.10 霊長類学 頭の体操（２０１５年版） 三谷 雅純 30 5 

27.5.16 コケ植物の研究 ２ 顕微鏡を使って観察 秋山 弘之 12 17 

27.5.16 六甲山「森の植物」観察会（春） 小舘 誓治 20 13 

27.5.16 香美町の自然―春の植物を見て歩く 高橋 晃 20 16 

27.5.16 愛蜂家基礎講座・上級(全 4回－２) 大谷 剛・アピス同

好会 

20 3 

27.5.16 家族で蜂蜜しぼり 5月 大谷 剛・アピス同

好会 

30 21 

27.5.16 水圏自然史ゼミ（全 6回－１） 佐藤 裕司 1 1 

27.5.17 身近なジュラシックパーク 菊池 直樹 30 9 

27.5.17 香美町の自然―春の植物を見て歩く 高橋 晃 20 15 

27.5.20 一庫公園の里山の植物を調べよう（全 5回－２） 石田 弘明 15 12 

27.5.22 生態学基礎講座 三橋 弘宗 20 29 

博物館事業報告に関連する資料 
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27.5.23 水圏自然史ゼミ（全 6回－２） 佐藤 裕司 1 1 

27.5.23 

 

27.5.23 

27.5.24 

27.5.29 

27.5.29 

27.5.30 

27.5.30 

 

27.5.30 

27.5.31 

27.5.31 

神鍋植物ハイキング 春の花 

 

生態学基礎講座 

生態学基礎講座 

山野草 花の形・タネの形・成長の形（春編） 

生物進化の歴史 

恐竜とともに生きたトカゲ 

都市の歩き方・街道編 旧西国街道を歩く（茨木市

太田から豊川） 

虫や花のたのしい展示づくり 

初夏の六甲山ハイキング 

箱庭をつくろう ～ミニサイズ編～ 

高野 温子・ハチ北

自然案内人 

三橋 弘宗 

三橋 弘宗 

希少植物研究会 

菊池 直樹 

池田 忠広 

田原 直樹 

 

高橋 晃・八木 剛 

橋本 佳延 

大平 和弘 

20 

 

20 

20 

25 

10 

30 

10 

 

20 

25 

20 

11 

 

29 

29 

11 

42 

3 

13 

 

6 

11 

8 

     

27.6.3 猪名川町多田銀山のシダを見る 鈴木 武 20 7 

27.6.7 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－３） 高橋 晃 10 12 

27.6.10 猪名川町多田銀山のシダを見る＜追加版＞ 鈴木 武 20 14 

27.6.13 生物潜水艦アンモナイトの謎 菊池 直樹 30 21 

27.6.13 タンポポを調べる（全 4回－４） 鈴木 武 10 4 

27.6.13 太山寺周辺の樹林で多様性を知る 小舘 誓治 20 15 

27.6.13 初心者のための鳴く虫観察会 
鳴く虫研究会「きん

ひばり」 
20 4 

27.6.13 水圏自然史ゼミ（全 6回－３） 佐藤 裕司 1 1 

27.6.21 ユース昆虫研究室（全 12回－３） 八木 剛 15 9 

27.6.14 石ころクラブ勉強会（全 8回－２） 
石ころクラブ・先山

徹・加藤 茂弘 
25 17 

27.6.19 挿し木で増やす希少植物 希少植物研究会 20 18 

27.6.20 恐竜とともに生きたカエル 池田 忠広 30 7 

27.6.20 植物観察会(箕面) 藤井 俊夫 20 25 

27.6.20 愛蜂家基礎講座・上級(全 4回－３) 
大谷 剛・アピス同

好会 
20 8 

27.6.20 家族で蜂蜜しぼり 6月 
大谷 剛・アピス同

好会 
30 20 

27.6.21  ＜こころ＞と＜ことば＞を科学する ２０１５ 三谷 雅純 30 5 

27.6.26 
公園利用者とすすめるパークマネージメント《入門

編》 
藤本 真里 10 0 

27.6.27 水圏自然史ゼミ（全 6回－４） 佐藤 裕司 1 1 

27.6.27 多様性生物学リサーチ・トレーニング 橋本 佳明 5 7 

     

27.7.4 夏のキノコ観察会 一庫公園 秋山 弘之 15 14 

27.7.4 ユース昆虫研究室（全 12回－４） 八木 剛 15 15 

27.7.4 動物の体のつくりとしくみ 1. 両生類 太田 英利 25 5 

27.7.4 夜の渚でスナガニの観察 和田 年史 30 27 

27.7.4 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 5 

27.7.4 
ひとはく博士と行くハチ北高原昆虫サマースクー

ル(全 5回－１） 

八木 剛・run♪run

♪plaza・田中 慎悟 
15 26 

27.7.5 ゾウと恐竜 三枝 春生 30 10 

27.7.5 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－４） 高橋 晃 10 13 

27.7.11 森と土の観察会（再度山編） 小舘 誓治 15 15 

27.7.11 水圏自然史ゼミ（全 6回－５） 佐藤 裕司 1 1 

27.7.18 水圏自然史ゼミ（全 6回－６） 佐藤 裕司 1 1 

27.7.18 愛蜂家基礎講座・上級(全 4回－４) 
大谷 剛・アピス同

好会 
20 3 

27.7.18 
ひとはく博士と行くハチ北高原昆虫サマースクー

ル(全 5回－２） 

八木剛・run♪run♪

plaza・田中 慎悟 
15 12 

27.7.23 
ひとはく博士と行くハチ北高原昆虫サマースクー

ル(全 5回－３） 

八木剛・run♪run♪

plaza・田中 慎悟 
15 12 
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27.7.25 化石のできかた 菊池 直樹 30 12 

27.7.25 カエル岩の海辺で磯の生きもの観察 和田 年史 30 18 

27.7.25 成ヶ島散策ツアー 上田 萌子 15 11 

27.7.26 身近な石ころを調べる 古谷 裕 15 11 

27.7.26 ダンゴムシを育ててみよう 鈴木 武 10 19 

27.7.28 小型昆虫の標本作製 山内 健生 15 5 

     

27.8.1 クモの巣の標本づくり 高木 俊 10 9 

27.8.1 ピカピカ泥団子をつくろう！ 赤澤 宏樹 30 23 

27.8.2～5 ユース昆虫研究室（全 12回－５） 八木 剛 15 14 

27.8.3 ピカピカ泥団子の作り方 赤澤 宏樹 50 61 

27.8.3 
小さな子どもの指導者向け 身近な植物観察の仕

方 
小舘 誓治 20 18 

27.8.3 授業に使える！川の水生昆虫調べ 

三橋 弘宗・NPO 法

人野生生物を調査研

究する会 

20 16 

27.8.3 牛乳パックでカメラをつくって写真をとろう！ 赤澤 宏樹 30 26 

27.8.4 「大地のつくり」の授業に役立つ自然史の学習 佐藤 裕司 30 16 

27.8.4 
小さな子どもの指導者向け 化石を使ったプログ

ラム 

古谷 裕・高瀬 優

子 
20 7 

27.8.4 身近な生き物の観察～昆虫と植物の観察～ 
NPO 法人野生生物を

調査研究する会 
30 17 

27.8.4 丹波の恐竜化石と小動物化石 
池田 忠広・ラボー

ンズ 
30 13 

27.8.4 
小さな子どもの指導者向け かわいい石ころ標本づ

くり 

古谷 裕・高瀬 優

子 
20 5 

27.8.5 児童・生徒とできる里山林の調べ方 橋本 佳延 30 3 

27.8.5 箱庭づくりから学ぶ自然や文化 大平 和弘 20 12 

27.8.5 障がいのある子どもが感じていること 三谷 雅純 30 9 

27.8.5 虫を見分ける 山内 健生 20 4 

27.8.5 『ひとはく』のトリセツ 橋尾 和紀 20 2 

27.8.6 化石からみた生き物の歴史 菊池 直樹 30 12 

27.8.6 葉っぱで見分ける身近な樹木 黒田 有寿茂 20 20 

27.8.6 丹波で地層を見る 古谷 裕 15 15 

27.8.6 剪定の科学 中前 純一 20 12 

27.8.7 カタツムリとダンゴムシ 鈴木 武 20 10 

27.8.7 外来種の現状と対策 太田 英利 40 9 

27.8.7 
小さな子どもの指導者向け 先生のための「むしむ

したいけん」 
八木 剛 20 6 

27.8.7 先生が楽しむ理科工作あそび 八尾 滋樹 15 14 

27.8.9 妖怪ってどこにいる？ ひょうごの妖怪大集結！ 大平 和弘 50 26 

27.8.10 
ひとはく博士と行くハチ北高原昆虫サマースクー

ル(全 5回－４） 

八木剛・run♪run♪

plaza・田中 慎悟 
15 12 

27.8.20 昆虫の解剖 山内健生 15 5 

27.8.22 丹波の恐竜化石展示解説と化石調査会 
池田 忠広・ラボー

ンズ 
40 22 

27.8.22 植物観察会(武田尾) 藤井 俊夫 20 25 

27.8.22 牛乳パックでカメラをつくって写真をとろう！ 赤澤 宏樹 30 12 

27.8.23 
ひとはく博士と行くハチ北高原昆虫サマースクー

ル(全 5回－５） 

八木剛・run♪run♪

plaza・田中 慎悟 
15 43 

27.8.29 きれいな植物標本をつくろう（全 2回－１） 高野 温子 20 6 

27.8.29 牛乳パックでイスづくり 人と自然の会 25 18 

27.8.30 

 

きれいな植物標本をつくろう（全 2回－２） 

 

高野 温子 

 

20 

 

6 

 

27.9.4 植物生態学入門 藤井 俊夫 10 46 

27.9.5 動物の体のつくりとしくみ 2. 爬虫類 太田 英利 25 8 
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27.9.5 小さい子どものための秋の鳴く虫観察会 
鳴く虫研究会「きん

ひばり」 
20 19 

27.9.12 阿瀬渓谷植物ハイキング 
高野温子・神鍋山野

草を愛でる会 
20 7 

27.9.13 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－５） 高橋 晃 10 8 

27.9.20 ユース昆虫研究室（全 12回－６） 八木 剛 15 12 

27.9.13 
兵庫の２つの海を知る（日本海編）－小型地曳網で

魚の赤ちゃん調べ 
和田 年史 30 8 

27.9.16 一庫公園の里山の植物を調べよう（全 5回－３） 石田 弘明 15 9 

27.9.17 植物ウォッチング 京丹後市久美浜町 黒田 有寿茂 15 11 

27.9.19 愛蜂家基礎講座・初級（全 4回－１） 
大谷 剛・アピス同

好会 
20 11 

27.9.26 植物観察会(甲山) 藤井 俊夫 20 10 

27.9.26 おとなのための秋の鳴く虫 
鳴く虫研究会「きん

ひばり」 
20 3 

27.9.30 

 

ハチ北高原自然観察ツアー 秋のキノコと木の実

の観察 

 

秋山 弘之 

 

10 

 

11 

 

27.10.1 
ハチ北高原自然観察ツアー 秋のキノコと木の実

の観察 
秋山 弘之 10 11 

27.10.3 植物画を描こう（全 2回－１） 
高橋 晃・長谷川太

一・レモンリーフ 
20 6 

27.10.3 
都市の歩き方・名所編 大阪市遠里小野・我孫子界

隈を歩く 
田原 直樹 10 11 

27.10.3 多様性生物学リサーチ・トレーニング 橋本 佳明 5 4 

27.10.4 植物画を描こう（全 2回－２） 
高橋 晃・長谷川太

一・レモンリーフ 
20 5 

27.10.7 植物ウォッチング 高砂市阿弥陀町 黒田 有寿茂 20 8 

27.10.9 海洋生物生態学入門 和田 年史 10 56 

27.10.10 ジオアーケオロジー ～地質学からみた遺跡～ 菊池 直樹 30 10 

27.10.10 丹波並木道中央公園のシダを見る 鈴木 武 20 14 

27.10.10 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 7 

27.10.11 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－６） 高橋 晃 10 8 

27.10.11 ユース昆虫研究室（全 12回－７） 八木 剛 15 15 

27.10.12 石ころクラブ勉強会（全 8回－４） 
石ころクラブ・先山

徹、加藤 茂弘 
25 12 

27.10.15 秋のキノコ観察 神戸森林植物園 秋山 弘之 15 15 

27.10.17 
都市の歩き方・名所編 大阪市桃谷・生野界隈を歩

く 
田原 直樹 10 14 

27.10.17 愛蜂家基礎講座・初級（全 4回－２） 
大谷 剛・アピス同

好会 
20 13 

27.10.21 一庫公園の里山の植物を調べよう（全 5回－４） 石田 弘明 15 9 

27.10.24 植物観察会（奈良公園） 藤井 俊夫 20 6 

27.10.24 プラスティック封入標本をつくろう 三橋 弘宗 20 35 

27.10.29 秋の里山で植物を観察しよう 石田 弘明 20 21 

27.10.30 山野草 花の形・タネの形・成長の形（夏秋編） 希少植物研究会 25 11 

27.10.30 ドングリの木を見分けよう 高野 温子 10 44 

27.10.31 秋のキノコ観察会 有馬富士公園 秋山 弘之 20 18 

27.10.31 

 

都市の歩き方・街道編 西国街道を歩く（伊丹市髭

の渡しから辻碑まで） 

 

田原 直樹 

 

10 

 

20 

 

27.11.4 奥須磨公園のシダを見る 鈴木 武 20 12 

27.11.7 六甲山「森の植物」観察会（秋） 小舘 誓治 20 13 

27.11.7 
アリ・ハチの動く仕組み：昆虫の外骨格と筋肉系の

機能形態 
橋本 佳明 20 6 

27.11.7 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 8 

27.11.8 ユース昆虫研究室（全 12回－８） 八木 剛 15 10 
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27.11.11 奥須磨公園のシダを見る《追加版》 鈴木 武 20 11 

27.11.11 一庫公園の里山の植物を調べよう（全 5回－５） 石田 弘明 15 10 

27.11.14 料理＆うんちく DE 地域再発見「牛乳」 
藤本 真里・三田市

いずみ会中川勝子 
20 17 

27.11.17 ダニの観察 山内健生 15 8 

27.11.20 霊長類学が描くヒトの姿－われわれは何者か？ 三谷 雅純 10 4 

27.11.21 芦屋市奥山地域で多様性を知る 小舘 誓治 20 16 

27.11.21 愛蜂家基礎講座・初級（全 4回－３） 
大谷 剛・アピス同

好会 
20 13 

27.11.22 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－７） 高橋 晃 10 8 

27.11.23 石ころクラブ勉強会（全 8回－５） 
石ころクラブ・先山

徹、加藤 茂弘 
25 12 

27.11.28 

 

深田公園の街路樹 

 

藤井 俊夫 

 

20 

 

14 

 

27.12.5 箱庭をつくろう ～本格サイズ編～ 大平 和弘 20 10 

27.12.5 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 6 

27.12.6 むすぶ、ひらく、ユニバーサルなこと ２０１５ 三谷 雅純 20 3 

27.12.12 
センサーカメラを使った動物の撮影調査（全 2回－

１） 
高木 俊 15 9 

27.12.13 ユース昆虫研究室（全 12回－９） 八木 剛 15 10 

27.12.13 海岸緑地と人のくらし 上田 萌子 30 5 

27.12.17 土壌動物の観察 山内 健生 15 12 

27.12.19 カヤツリグサ科勉強会 藤井 俊夫 20 23 

27.12.19 愛蜂家基礎講座・初級（全 4回－４） 
大谷 剛・アピス同

好会 
20 19 

27.12.23 

 

石ころクラブ勉強会（全 8回－６） 

 

石ころクラブ・先山

徹、加藤 茂弘 

 

25 

 

10 

 

28.1.10 ユース昆虫研究室（全 12回－１０） 八木 剛 15 9 

28.1.11 石ころクラブ勉強会（全 8回－７） 
石ころクラブ・先山

徹、加藤 茂弘 
25 12 

28.1.15 霊長類学が描くヒトの姿－われわれは何者か？② 三谷 雅純 10 37 

28.1.16 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 6 

28.1.24 

 

植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－８） 

 

高橋 晃 

 

10 

 

6 

 

28.2.7 石ころクラブ勉強会（全 8回－８） 
石ころクラブ・先山

徹、加藤 茂弘 
25 12 

28.2.13 
センサーカメラを使った動物の撮影調査（全 2回－

２） 
高橋 俊 15 8 

28.2.13 コンニャク玉づくり 人と自然の会 20 17 

28.2.14 植物多様性講座－植物の形を調べる（全 9回－９） 高橋 晃 10 7 

28.2.14 ユース昆虫研究室（全 12回－１１） 八木 剛 15 8 

28.2.20 虫や花のたのしい展示づくり 高橋 晃・八木 剛 20 7 

28.2.21 鎮守の森の生態学 石田 弘明 50 32 

28.2.27 顕微鏡で花粉化石を調べる 半田 久美子 8 8 

28.2.28 

 

顕微鏡で花粉化石を調べる 

 

半田 久美子 

 

8 

 

9 

 

28.3.12 中生代陸上革命と篠山層群の化石 三枝 春生 30 12 

28.3.13 ユース昆虫研究室（全 12回－１２） 八木 剛 15 15 

28.3.19 海岸の植物・植生と環境 黒田 有寿茂 30 14 

28.3.20 丹波で中・古生代の地層を観察しよう 古谷 裕 9 9 

28.3.20 

 

虫や花のたのしい展示づくり 

 

高橋 晃・八木 剛 

 

20 

 

7 
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企画展等一覧（平成27年度）

　下記の特別企画、ミニ企画展、資料・トピックス展示を２階ひみつの収蔵庫・３階オープンギャ
ラリー・4階ひとはくサロンなどで開催しました。

【特別企画】 ＊主担当者

期間 タイトル 担当者

2015.7.18～11.15 学んで魅せる標本展 ＊三橋弘宗

2015.10.31 2015年国際土壌年記念巡回展　「土って何だろう」 ＊小館誓治（ひとはく）・

～2015.11.29 埼玉県立川の博物館（展示制作）

2016.2.11～4.3 第11回共生のひろば展 ＊上田萌子（ひとはく）

【ミニ企画展（臨時に企画される小規模な展示）】
期間 タイトル 展示場所 担当者

2015.3.21-4.5 魅せる標本展 4階ひとはくサロン

足立千恵・近藤フミ子・高
見咲恵・辰巳淳子・中川貴
美子・本田邦視・高橋 晃
(ひとはく）・八木 剛（ひとは
く）

2015.5.2.～5.17 武庫川スケッチ展 4階ひとはくサロン
武庫川がっこう・三橋弘宗
（ひとはく）

2015.4.25.～5.24
淡河かやぶき屋根保存会くさかんむり写真展「タテ糸、ヨコ
糸」

3階オープンギャラリー
淡河かやぶき屋根保存会・
橋本佳延(ひとはく）

2015.5.30～6.14 東北しぜんかわらばん展 3階オープンギャラリー
小館誓治・古谷裕・高瀬優
子(ひとはく）

2015.6.20～7.31 古写真から紐解く草原植生と利用の変遷 3階オープンギャラリー 橋本佳延（ひとはく）

2015.7.3～8.1 栗林慧写真展　虫たちの一瞬の世界 2階ひとはく多様性フロア 高木俊（ひとはく）

2015.6.20～8.2 磯田三雄原画展：昭和を歩き、町を歩き、山里に遊ぶ 4階ひとはくサロン
磯田三雄・兵庫県立人と自
然の博物館

2015.8.2～8.30 藤井千誠:花と虫の細密画展 3階オープンギャラリー
藤井千誠（北はりま植物画
同好会）・高野温子（ひとは
く）

2015.7.21～8.31 下部白亜系篠山層群から発見された卵殻化石
3階丹波の恐竜化石展示
コーナー

池田忠弘（ひとはく）

2015.8.9～10.4 山陰海岸の植物展 4階ひとはくサロン 黒田有寿茂（ひとはく）

2015.7.18～10.12 標本でたどる　アンモナイトの歴史展 1階動く大地のコーナー 菊池直樹（ひとはく）

2016.2.6～2.28 下部白亜系篠山層群から発見された卵化石
3階丹波の恐竜化石展示
コーナー

池田忠弘（ひとはく）

2016.2.11～4.3 ひとはく研究展2016「ひとはく研究の今」 3階オープンギャラリー
橋本佳延・大平和弘（ひと
はく）

2016.2.11～5.7 六甲山のキノコ展2016～毒キノコに注目～ 2階ひみつの収蔵庫
兵庫県立御影高等学校・
三橋弘宗（ひとはく）

2016.3.6～4.10 篠山層群より産出したカエル類化石
3階丹波の恐竜化石展示
コーナー

池田忠弘（ひとはく）

【資料・トピックス展示】

期間 タイトル 展示場所 担当者

2015.5.2～7.20 兵庫県の吸血マダニ 3階トピックスコーナー 山内健生（ひとはく）

2015.7.26～10.25. みんなでつくった・育てたビオトープ（模型） 3階トピックスコーナー
藤本真里・大平和弘（ひと
はく）

2015.10.31～
2016.1.5

小さな化石の拡大模型　製作と活用 3階トピックスコーナー 古谷裕（ひとはく）

2016.2.6～4.24 兵庫県のタンポポ2015 3階トピックスコーナー 鈴木武（ひとはく）
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生徒・学生等の受け入れ状況 
 

【トライやる・ウィーク】 

期  間 
学 校 名 人

数 
担当研究部課室名 

5月 26日～ 三田市立けやき台中学校 ２ 系統分類（森林多様性、昆虫共生） 

地球科学（地球環境地質、埋蔵自然遺産） 

生態研究（流域生態、動物共生） 

地球科学（地球環境地質、埋蔵自然遺産） 

5月 29日 三田市立藍中学校 １ 

(春前期) 三田市立狭間中学校 ２ 

 宝塚市立西谷中学校 ２ 

6月 2日～  三田市立富士中学校 １ 生物資源（植生創出、生物多様性保全） 

生物資源（植生創出、生物多様性保全） 

環境計画（コミュニティデザイン） 

環境計画（コミュニティデザイン） 

コミュニケーション（コミュニケーションデザイン） 

コミュニケーション（コミュニケーションデザイン） 

6月 5日 丹波市立山南中学校 ２ 

(春後期) 三田市立八景中学校 ２ 

 神戸市立有馬中学校 ２ 

 三田市立富士中学校 

三田市立ゆりのき台中学校 

１ 

２ 

11月 10日〜 神戸市立北神戸中学校 ２ 植物、動物、地球科学、生涯学習課 

植物、動物、地球科学、生涯学習課 

植物、動物、地球科学、生涯学習課 

11月 13日 神戸市立有野北中学校 ２ 

(秋期) 神戸市立有野中学校 

神戸大学附属中学校 

２ 

１ 地球科学 

 

 

【県庁インターンシップ】 

期  間 学 校 名 人数 担当研究部課室名 
8月 24日～28日 県立夢野台高等学校 

県立舞子高等学校 
１ 
２ 

植物、生涯学習課、 
総務課 

 

 

【博物館実習】 

７月 28日(月)～８月 22日(金)の内 10日間 

 

 

  岡山理科大学 
  高知大学 
  日本大学 
  南九州大学 
  神戸芸術工科大学 

  山口県立大学 
  同志社大学 

１名 
１名 
１名 
１名 
１名 
１名 
１名 

近畿大学 
京都造形芸術大学 
琉球大学 

  関西学院大学 
  名城大学 
   

（以上 12 大学 15 名） 

４名 
１名 
１名 
１名 
１名 
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学校教育支援プログラム 

【教職員・指導者セミナー】 

※ 全２２講座を実施し、３０７名が参加した。 

 

 

月/日(曜) 講座名 講師 参加者数 

8/3(月) 

ピカピカ泥団子の作り方 赤澤 宏樹 ６１ 

小さな子どもの指導者向け 身近な植物観察の仕方 小舘 誓治 １８ 

授業に使える！川の水生昆虫調べ 三橋 弘宗 １６ 

牛乳パックでカメラをつくって写真をとろう！ 赤澤 宏樹 ２６ 

8/4(火) 

「大地のつくりの授業に役立つ自然史の学習 佐藤 裕司  １６ 

小さな子どもの指導者向け 化石を使ったプログラム 古谷  裕 ７ 

身近な生き物の観察～昆虫と植物の観察～ 
野生生物を 

調査研究する会 
１７ 

丹波の恐竜化石と小動物化石 池田 忠広   １３ 

小さな子どもの指導者向け かわいい石ころ標本づくり 高瀬 優子 ５ 

8/5(水) 

児童・生徒とできる里山林の調べ方 橋本 佳延 ３ 

箱庭づくりから学ぶ自然や文化 大平 和弘 １２ 

障害のある子どもが感じていること 三谷 雅純 ９ 

虫を見分ける 山内 健生 ４ 

「ひとはく」のトリセツ 橋尾 和紀 ２ 

8/6(木) 

化石からみた生き物の歴史 菊池 直樹 １２ 

葉っぱで見分ける身近な樹木 黒田 有寿茂  ２０ 

丹波で地層を見る 古谷 裕 １５ 

剪定の科学 中前 純一 １２ 

8/7(金) 

カタツムリとダンゴムシ 鈴木 武 １０ 

外来種の現状と対策 太田 英利 ９ 

小さな子どもの指導者向け 先生のための「むしたんけん」 八木 剛 ６ 

先生が楽しむ理科工作遊び 八尾 滋樹 １４ 
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来館一般団体一覧 

県内からの来館：307 団体 

県外からの来館： 63 団体      合計 370 団体 

団体名 所在市町 

社福いたみ杉の子シーズゆう 伊丹市 

マックスポーツ緑地公園 大阪府吹田市 

長野１・２隣保 神崎郡福崎町 

さくらこどもセンター 三田市 

社会福祉法人 希望の家ワークセンター 宝塚市 

歩いて健康になろう会 尼崎市 

兵庫土建組合姫路支部 姫路市 

中西子ども会 加古川市 

みみずく会 三田市 

マックスポーツ緑地公園 大阪府吹田市 

若松塾名谷校 神戸市 

川西商店連盟 川西市 

河合西町ふたばこども会 小野市 

ガッツクラブ 神戸市 

ボーイスカウト但馬地区 豊岡市 

ボーイスカウト尼崎第１３団・２５団 尼崎市 

ボーイスカウト姫路第６団 姫路市 

ボーイスカウト姫路第８団 姫路市 

ボーイスカウト兵庫県連盟神戸垂水地区 神戸市垂水区 

横尾子ども会 加西市 

社福いたみ杉の子シーズゆう 伊丹市 

ケンミン食品 篠山市 

相生市市民生活環境課 相生市 

武庫之荘 飲み隊 尼崎市 

ITC 三田クラブ 三田市 

ＡＷＴ－ＷＭ１５０５１１ 不明 

ささやまこども園 篠山市 

高尾歴史を語る会 赤穂市 

三木市吉川町公民館 三木市 

神戸市西区職員ＯＢ会 神戸市 

松井中学校同窓会 多可町 

富田生活学校 大阪府高槻市 

ＮＳＩ舞子スイミングスクール 神戸市 

ガーデニングコミュニティサークル 神戸市 

鹿児島県姶良市議会 鹿児島県 

下祇園町中シルバークラブ 神戸市 

加東市立滝野南小学校 5 年生 PTCA 活動 加東市 

きしゃぽっぽ宝塚 宝塚市 

タキロン労働組合 たつの市 

平野子ども会 朝来市 

北摂里山博物館運営協議会 宝塚市 

エースあそびの学校 三田市 

芦屋西浜公園を楽しむ会 芦屋市 

船頭少年隊 加古川市 

東播建設労働組合 三木支部 三木市 

姫路市立生涯学習大学校 姫路市 

ひよどり松寿会 神戸市 

いなみの学園園芸学科 加古川市 

八日町若草会 西脇市 

バンビ子ども会 川西市 

兵庫地区青少年問題協議会兵庫大開支部 神戸市 

デイサービス笑楽神戸市北区 神戸市北区 

はぎの会 川西市 

デイサービス笑楽神戸市北区 神戸市北区 

デイサービス笑楽神戸市北区 神戸市北区 

社会福祉法人 にこにこハウス 神戸市 

下大市老友クラブ 西宮市 

デイサービス笑楽神戸市北区 神戸市北区 

北御油幸生会 丹波市氷上町 

デイサービス笑楽神戸市北区 神戸市北区 

野村町４区子ども会 西脇市 
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和江区 京都府 

障害者サポートセンターしみず 大阪府茨木市 

デイサービス山帽子 三田市 

古大内子ども会 加古川市 

デイサービスさんだ夢の杜 三田市 

加東市立滝野東小学校親子活動 加東市 

歌羊会 三木市 

西宮市社会福祉協議会青葉園 西宮市 

のぞみ事業所 三田市 

風の子そだち園 大阪府大阪市 

鈴鹿市民生委員・児童委員協議会 三重県 

加古川市視覚障がい者協会女性部 加古川市 

万寿会 豊岡市 

清冷寺育成会 豊岡市 

のぞみ事業所 三田市 

ＮＰＯ法人シニア自然大学緑組 大阪府大阪市 

JICA 研修 不明 

チコハウス 山びここども園 姫路市 

NPO 法人シニア自然大学校 大阪府大阪市 

のぞみ事業所 三田市 

ワークセンターわかまつ 神戸市 

加古川ココロンクラブ 加古川市 

苦楽園子ども会 西宮市 

G ネット 神戸市 

福知山市母子寡婦福祉会 京都府 

洲本市更生保護女性会 洲本市 

ＮＰO 法人さんぽくらぶ もぐら隊 神戸市北区 

ひなげし 三田市 

嬉野台生涯教育センター 加東市 

豊中市教育センター 大阪府豊中市 

和貴以クラブ 神戸市 

JICA 研修 不明 

中島子ども会（御津町） たつの市 

ボーイスカウト西宮第２０団 西宮市 

阪神医療生協長洲支部 尼崎市 

市川町いずみ会 神崎郡市川町 

宝塚市立老人福祉センターフレミラ環境自然コース 1 年 宝塚市 

宝塚市立老人福祉センターフレミラ環境自然コース 2 年 宝塚市 

万歩会 大阪府堺市 

宍粟市やまさき文化大学役員研修 宍粟市 

新明会 宍粟市 

畑北雲寿会 京都府 

北村地区老人クラブ連合会 神戸市 

社福いたみ杉の子シーズゆう 伊丹市 

北摂里山博物館運営協議会 宝塚市 

ケアハウス丹波の郷 篠山市 

下里地区福祉委員会 加西市 

三遊会 尼崎市 

若狭美方縄文博物館友の会 福井県 

WELnet 三田 ふたば 三田市 

成徳少年野球部 神戸市 

ボーイスカウト池田５団 大阪府池田市 

美里厚生館 明石市 

浜の宮少年団浜の宮北隊（子ども会） 高砂市 

ボーイスカウト神戸５４団 神戸市 

西治子ども会 神崎郡福崎町 

加東市民生児童委員連合会 多可郡・加東郡 

太市中子ども会 姫路市 

緑の森自然キャンプ協会 神戸市 

三木市立吉川児童館 三木市吉川町 

鹿の子台少年野球団 神戸市北区 

西宮市放課後こども教室 西宮市 

ボーイスカウト神戸第５４団ビーバー隊 神戸市 

丸橋クラブ（少年野球） 宝塚市 

新町子ども会（社） 加東市 

学園児童クラブ 三田市 

広野児童クラブ 三田市 

三田市高平児童クラブ 三田市 

豊中市民協広報部 大阪府豊中市 

大久保児童クラブ 明石市 

福崎町文化センター 神崎郡福崎町 

南有路児童館 京都府 

福崎町文化センター 神崎郡福崎町 

用海地区青少年愛護協会 西宮市 

あかしあ台児童クラブ、あかしあ台第 2 児童クラブ 三田市 

あさひ子ども会（あさひ児童館内） 神戸市 

堺市地学教育研究会 大阪府堺市 

香中研高松支部理科部会 香川県 

スポーツクラブ 21 鳴尾東少年野球部 西宮市 

小部少年野球部 神戸市北区 

水内子ども会 京都府 

南あわじ市阿万東町・西町・丸田子ども会 南あわじ市 

池田市五月丘 2 丁目子ども会 大阪府池田市 

灘学習院 芦屋市 
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下滝野子ども会 神戸市 

三田 YMCA 三田市 

三木市青山公民館 三木市 

青空学級 三木市 

富士児童クラブ・富士第２児童クラブ 三田市 

西脇市教育委員会 西脇市 

竹万子ども会 赤穂郡上郡町 

垂水区子ども会連合会 神戸市 

加西市役所生活環境部環境課 加西市 

宝塚ふぁみりぃ劇場 宝塚市 

弥生児童クラブ 三田市 

武庫川イーグルス 西宮市 

児童デイサービス ぴのっきお 川西市 

社福いたみ杉の子シーズゆう 伊丹市 

読売三田 KODOMO クラブ（読売新聞三田南①） 三田市 

夙川プリスクール 西宮市 

西脇市教育委員会 西脇市 

読売三田ＫＯＤＯＭＯクラブ（読売新聞三田南イベント 三田市 

たんぽぽの会 小野市 

鈴木用海 西宮市 

亀岡市東部児童館 京都府 

大阪市ひとり親家庭福祉連合会 大阪府 

コープこうべ生活文化センター 神戸市 

つつじが丘児童クラブ 三田市 

舞鶴市荒田市民交流センター 京都府 

TSK スポーツクラブ 神戸市垂水区 

夙川プリスクール 西宮市 

ピヨピヨキッズ 三田市 

江井島児童クラブ 2 組 明石市 

豊岡市竹野愛育班 豊岡市 

三菱ファミリークラブ高製支部 高砂市 

川西作業所 川西市 

豊里町連合町会女性部 大阪府大阪市 

ココステージ伊丹 伊丹市 

須加院子ども会 姫路市 

協同組合しんまち 京都府 

富山 神戸市 

北 YMCA 大阪府豊中市 

吹田市人権協豊二地区委員会 大阪府吹田市 

ラーンネットグローバルスクール 神戸市 

三田市子育てサークルさくらんぼの会 三田市 

High Five Kids English Daycare&school 宝塚市 

兵庫中央病院親の会 三田市 

ひまわりデイサービス 神戸市北区 

豊一豊寿会 大阪府吹田市 

たつの婦人防火クラブ連合協議会 たつの市 

祝徳公民館高齢者学級 奈良県 

武庫地区民協青少年部会 尼崎市 

特別養護老人ホーム山口苑 西宮市 

ザ・宝塚タワー自治会 宝塚市 

ホリデークラブ 大阪府東大阪市 

日本ボーイスカウト三木２団カブスカウト 三木市 

三田市国際交流協会 三田市 

青一３ ふれあいグループの会 三木市 

豊中市人権教育推進委員協議会十八中地区 大阪府豊中市 

小野市ボーイスカウト 小野市 

池の内町内会 加古川市 

龍野民生児童委員協議会 たつの市 

ニューハイツ松原自治会 大阪府 

南新町社会福祉協会 尼崎市 

ジパング倶楽部～三田屋本店での美食と日本六古窯の一 大阪府大阪市 

西宮市社会福祉協議会 安井分区 西宮市 

川西市りんどう学園 川西市 

歩う会 宝塚市 

倭の会 神戸市 

あずま野学園ＯＢの部 加古川市 

ＮＰＯ法人ボアヴィーブ 宝塚市 

京都市立洛陽工業高等学校ＰＴＡ 京都府京都市 

青少年いこいの家 川辺郡猪名川町 

ＮＰＯ法人ボアヴィーブ 宝塚市 

福井県自然観察指導員の会 福井県 

平安キャノン事務機株式会社 京都府 

パナソニック松愛会社会見学クラブ 大阪府高槻市 

みどり苑自治会 神戸市 

加古川市立神吉中学校ＰＴＡ 加古川市 

菊水ふれあいのまちづくり協議会 神戸市 

阪神シニアカレッジ(伊丹市) 伊丹市 

ＮＰＯ法人ボアヴィーブ 宝塚市 

賀古の里大学ＯＢ「悠の会５期生」 加古川市 

太翔会 たつの市 

西脇市教育委員会 西脇市 

丹波篠山と秋の味覚！！黒豆枝豆狩り体験 大阪府 

宇原子ども会 宍粟市 

兵庫県立大学親睦会西教職員組合 姫路市 
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甲南土建労働組合青年部会御影支部 神戸市 

丹有地区高校科学部会 三田市 

宝塚市立老人福祉センターフレミラ環境自然コース 1 年 宝塚市 

宝塚市立老人福祉センターフレミラ環境自然コース 2 年 宝塚市 

阿波観光歴史探訪の会 徳島県 

チャーチ・オブ・プレイズ 大阪府池田市 

西宮市北部水源池問題連絡会 西宮市 

兵庫県立柏原高等学校 PTA 丹波市 

平岡北少年団指導者協議会 加古川市 

平松自治会 西宮市 

別府東町子ども会 加西市 

杭瀬東高田福祉協会 尼崎市 

昆陽道塚自治会 伊丹市 

天神町自治会 神戸市 

尼崎医療生活協同組合 長洲支部 尼崎市 

養父市消防団 養父市 

魚橋いきいきサロン・たんぽぽの会 高砂市 

社会を明るくする会三中地区推進委員会 大阪府寝屋川市 

池田ふれあいのまちづくり協議会 神戸市 

西宮市浜脇老人クラブ連合会 西宮市 

片山連合女性部 大阪府吹田市 

蓮池消費者学級 神戸市 

日本アセスメント協会 大阪府 

西雲雀丘自治会 宝塚市 

ＮＰＯ法人みちしるべ神戸 神戸市 

清水・満池谷自治会 西宮市 

千里ニュータウン保育園 大阪府吹田市 

甲陽園婦人会 西宮市 

退職公務員連盟 姫路北支部 姫路市 

小野地区現代セミナー運営委員会 小野市 

平成学園 洲本市 

長田千歳婦人会 神戸市 

浜松原町自治会 西宮市 

一羊会 カノン 西宮市 

花屋敷荘園子ども会 宝塚市 

神戸学院大学教育後援会 神戸市 

姫路工業倶楽部大阪支部 大阪府大阪市 

兵庫県立大学アカデミックツーリズムプログラム 兵庫県 

茨木市宿久庄東村自治会 大阪府茨木市 

多可町加美区身体障害者団体「千峰倶楽部」 多可町加美区 

大門子ども会 神崎郡 

仲町自治会 丹波市 

若草自治会 西宮市 

有馬高校ボルネオ視察団 三田市 

ルースデイサービス 三田市 

日高共同作業所 豊岡市 

ルースデイサービス 三田市 

西宮市社会福祉協議会 西宮市 

西脇市保育協会 保育研修委員会 西脇市 

NPO 法人大阪シニア自然カレッジ 大阪府 

篠山すみれ園 篠山市 

島本町第 3 地域住民委員会 大阪府三島郡 

白川台むつみ会 神戸市 

長田寿会 神戸市 

湊川寿友の会 神戸市 

ナルク芦屋 芦屋市 

県立尼崎小田高等学校育友会 尼崎市 

神戸市老人クラブ連合会福祉部会 神戸市 

島本町教育委員会  大阪府三島郡 

摂津池田たばこ商業協同組合 大阪府池田市 

神出病院 神戸市 

高石市エイフボランタリーネットワーク 大阪府高石市 

口酒井自治会 伊丹市 

神戸市シルバーカレッジ生活環境コース 神戸市 

海内地域づくり協議会 佐用郡佐用町 

ピヨピヨキッズ 三田市 

阪神医療生協 常光寺支部 尼崎市 

阪神福祉事業団ななくさ白寿荘 西宮市 

くるみ 川西市 

東方子ども会 川西市 

武庫第十一社会福祉連絡協議会 尼崎市 

神戸市北区中学校理科教員研修会 神戸市北区 

3 丁目アイランド 神戸市 

きしゃぽっぽ宝塚 宝塚市 

ココステージ伊丹 伊丹市 

さんあい広場「さた」 大阪府守口市 

馬場子ども会 揖保郡太子町 

デイサービス笑楽 三田 三田市 

デイサービス笑楽 三田 三田市 

デイサービス笑楽 三田 三田市 

デイサービス笑楽 三田 三田市 

北摂里山博物館運営協議会 宝塚市 

加西市役所生活環境部環境課 加西市 

IHI プラント建設㈱ 相生市 
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読売新聞三田南販売店 三田市 

きしゃぽっぽ川西 川西市 

北摂里山博物館運営協議会 宝塚市 

三田さち幼稚園親子遠足 三田市 

神戸高校九回生ネイチャーウォッチンググループ 神戸市 

NPO ぶったぁ福祉会 淡路市 

宝塚市むこスケッチ会 宝塚市 

北摂里山博物館運営協議会 宝塚市 

篠山・住吉シニアクラブ 篠山市 

西脇市小中学校教頭会 西脇市 

摂津防犯協会 大阪府摂津市 

尼崎市立身体障害者福祉センター 尼崎市 

有野台ハイキング同好会 神戸市北区 

キッズステーションココライト 神戸市 

橿原昆虫館 奈良県 

尼崎市立地域総合センター今北 尼崎市 

中筋第 2 放課後学級 京都府 

長坂ふれあいのまちづくり協議会 神戸市 

ふたかみ福祉会 大阪府羽曳野市 

六甲町４・５丁目自治会 神戸市 

中央交通バストラベルクラブ 大阪府大阪市 

明舞お助け隊 神戸市垂水区 

氷丘公民館 高齢者大学 陵の里 OB 加古川市 

三田市消費者協会 三田市 

障害者サポートセンターしみず 大阪府茨木市 

尼崎市立身体障害者福祉センター 尼崎市 

バラホーム保育所 宝塚市 

塩屋東子ども会 赤穂市 

小宅（おやけ）いずみ会 たつの市 

塚口西社会福祉協議会 尼崎市 

NPO 法人さんぽクラブ 神戸市 

グリーンシティー自治会 加古川市 

社福いたみ杉の子シーズゆう 伊丹市 

神戸鉄道少年団 神戸市 

大阪鉄道少年団 大阪府大阪市 

長洲老人クラブ連合会 尼崎市 

西宮市立山口育成センター（学童保育） 西宮市 

鳴尾東育成センター・甲子園浜育成センター 西宮市 

NPO 法人はっち 神戸市 

児童デイサービスぴのっきお 川西市 

じゃがいもの家 三木市 

狭間児童クラブ 三田市 

㈱自然総研 大阪府池田市 

沢池児童クラブ（明石放課後児童クラブ） 明石市 

養父市保健衛生推進協議会 養父市 

安栄会 大阪府堺市 

有年横尾子ども会 赤穂市 

なぎさ児童館 神戸市 

三木地区老人クラブ 三木市 

夙寿会 西宮市 

清水児童クラブ 明石市 

宝塚市立宝塚小学校地域児童育成会 宝塚市 

豊中市立青年の家いぶき 大阪府豊中市 

野上児童館 宝塚市 

新北島コーポ町会女性部 大阪府 

神戸市教育委員会 神戸市 

社会福祉法人 一羊会 西宮市 

 
※    は県外団体を表す 
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来館学校団体一覧

■■  県内  ■■ 

＜保育園・幼稚園＞ ３３ 

キッズポート保育園 三田市 

なかよしキッズ 神戸市 

光の子保育園 三田市 

若草保育園 三田市 

神和保育園  三木市 

丹波市立柏原西保育所 丹波市 

丹波市立柏原保育所 丹波市 

田能っ子保育園 尼崎市 

立花ひよこ保育園 尼崎市 

ＹＭＣＡ松尾台幼稚園 川辺郡猪名川町 

しんてつ・おかば園 神戸市北区 

ふじ幼稚園 三田市 

やよい幼稚園 三田市 

伊丹市立はなさと幼稚園 伊丹市 

加東市立福田幼稚園 加東市 

吉川保育所 三木市吉川町  

広野幼稚園 三田市 

三田さち幼稚園 三田市 

新清和台幼稚園 川西市 

神戸市立からと幼稚園 神戸市 

神陵台幼稚園 神戸市 

正英幼稚園 神戸市 

西舞子幼稚園 神戸市 

西脇市立西脇幼稚園・日野幼稚園 西脇市 

太陽の子保育園 神戸市北区 

鶴甲幼稚園 神戸市 

宝塚市立中山五月台幼稚園 宝塚市 

宝塚市立長尾南幼稚園 宝塚市 

宝塚南口幼稚園 宝塚市 

北摂学園幼稚園 三田市 

北摂第一幼稚園 三田市 

北摂中央幼稚園 三田市 

緑台幼稚園 川西市 

  

＜小学校＞  １１６  

マリスト国際学校 神戸市 

芦屋市立岩園小学校 芦屋市 

芦屋市立打出浜小学校 芦屋市 

芦屋市立朝日ヶ丘小学校 芦屋市 

伊丹市立伊丹小学校 伊丹市 

伊丹市立稲野小学校 伊丹市 

伊丹市立荻野小学校 伊丹市 

伊丹市立花里小学校 伊丹市 

伊丹市立鴻池小学校 伊丹市 

伊丹市立昆陽里小学校 伊丹市 

伊丹市立桜台小学校 伊丹市 

伊丹市立笹原小学校 伊丹市 

伊丹市立神津小学校 伊丹市 

伊丹市立瑞穂小学校 伊丹市 

伊丹市立摂陽小学校 伊丹市 

伊丹市立池尻小学校 伊丹市 

伊丹市立天神川小学校 伊丹市 

伊丹市立南小学校 伊丹市 

伊丹市立有岡小学校 伊丹市 

伊丹市立緑丘小学校 伊丹市 

伊丹市立鈴原小学校 伊丹市 

稲美町立天満小学校 加古郡稲美町 

稲美町立天満東小学校 加古郡稲美町 

稲美町立母里小学校 加古郡稲美町 

加古川市立氷丘南小学校 加古川市 

加西市立賀茂小学校 加西市 

高砂市立阿弥陀小学校 高砂市 

高砂市立伊保小学校 高砂市 

高砂市立荒井小学校 高砂市 

高砂市立曽根小学校 高砂市 

高砂市立米田小学校 高砂市 
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佐用町立三河・南光・三日月小学校 佐用郡佐用町 

三田市立けやき台小学校 三田市 

三田市立すずかけ台小学校 三田市 

三田市立ゆりのき台小学校 三田市 

三田市立学園小学校 三田市 

三田市立狭間小学校 三田市 

三田市立広野小学校 三田市 

三田市立弥生小学校 三田市 

三田市立藍小学校・つつじが丘小学校 

特別支援学級 
三田市 

三木市立三樹小学校 三木市 

三木市立自由が丘東小学校 三木市 

三木市立上吉川小学校 三木市吉川町 

市川町立瀬加小学校 神崎郡市川町 

篠山市立八上小学校 篠山市 

篠山市立味間小学校 篠山市 

洲本市立安乎小学校 洲本市 

小野市立市場小学校 小野市 

小野市立小野小学校 小野市 

小野市立小野東小学校 小野市 

神河町寺前小学校 神崎郡神河町 

神戸市立淡河小学校 神戸市北区 

神戸市立井吹東小学校 神戸市 

神戸市立魚崎小学校 神戸市 

神戸市立駒ケ林小学校 神戸市 

神戸市立桂木小学校 神戸市 

神戸市立桜が丘小学校 神戸市 

神戸市立桜の宮小学校 神戸市 

神戸市立鹿の子台・長尾・道場小学校 

特別支援学級 

神戸市 

神戸市立春日台小学校 神戸市 

神戸市立小寺小学校 神戸市 

神戸市立真野小学校 神戸市 

神戸市立神出小学校 神戸市 

神戸市立垂水小学校 神戸市 

神戸市立西山小学校 神戸市 

神戸市立多聞台小学校 神戸市 

神戸市立長尾小学校 神戸市 

神戸市立唐櫃小学校 神戸市 

神戸市立東落合小学校 神戸市 

神戸市立櫨谷小学校 神戸市 

神戸市立八多小学校 神戸市 

神戸市立福住小学校 神戸市 

神戸市立本多聞小学校 神戸市 

神戸市立夢野の丘小学校 神戸市 

神戸市立有野小学校 神戸市 

神戸市立有野台小学校 神戸市 

神戸大学附属小学校 明石市 

西宮市立今津小学校 西宮市 

西宮市立上ヶ原小学校 西宮市 

西宮市立生瀬小学校 西宮市 

西宮市立東山台小学校 西宮市 

西宮市立北六甲台小学校 西宮市 

西宮市立名塩小学校 西宮市 

西脇市立芳田小学校 西脇市 

川西市立桜が丘小学校 川西市 

川西市立川西小学校 川西市 

川西市立川西北小学校 川西市 

川西市立多田東小学校 川西市 

川西市立北陵小学校 川西市 

川西市立明峰小学校 川西市 

川西市立陽明小学校 川西市 

多可町立中町北小学校 多可町中区 

猪名川町立松尾台小学校 川辺郡猪名川町 

猪名川町立大島小学校 川辺郡猪名川町 

猪名川町立猪名川小学校 川辺郡猪名川町 

猪名川町立白金小学校 川辺郡猪名川町 

朝来市立梁瀬小学校 朝来市 

尼崎市立園和小学校 尼崎市 

尼崎市立上坂部小学校 尼崎市 

尼崎市立大島小学校 尼崎市 

播磨町立蓮池小学校 加古郡播磨町 

姫路市立飾磨小学校 姫路市 

姫路市立曽左小学校 姫路市 

姫路市立大津茂小学校 姫路市 

姫路市立的形小学校 姫路市 
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姫路市立峰相小学校 姫路市 

宝塚市立安倉北小学校 宝塚市 

宝塚市立西山小学校 宝塚市 

宝塚市立長尾台小学校 宝塚市 

宝塚市立長尾南小学校 宝塚市 

宝塚市立末成小学校 宝塚市 

明石市立魚住小学校 明石市 

明石市立江井島小学校 明石市 

明石市立人丸小学校 明石市 

明石市立朝霧小学校 明石市 

明石市立明石小学校 明石市 

  

＜中学校＞  ２８  

加古川市立別府中学校 加古川市 

加古川市立両荘中学校 加古川市 

香美町立香住第一中学校 美方郡香美町 

香美町立村岡中学校 美方郡香美町 

三田市特別支援教育研究協議会中学部会 三田市 

三木市立星陽中学校 三木市 

宍粟市立山崎東中学校 宍粟市 

神戸市立横尾中学校 神戸市 

神戸市立小部中学校 神戸市北区 

神戸市立桃山台中学校 神戸市 

神戸市立福田中学校 神戸市 

神戸朝鮮初中級学校 神戸市 

神戸龍谷中学校 青谷学舎 神戸市 

親和中学校 1年Ｓ 神戸市 

須磨学園中学校 神戸市 

滝川第二中学校 神戸市 

滝川中学校・高等学校生物クラブ 神戸市 

猪名川町立中谷中学校 川辺郡猪名川町 

朝来市立生野中学校 朝来市 

朝来市立朝来中学校 朝来市 

朝来市立梁瀬中学校 朝来市 

姫路市立東中学校 姫路市 

武庫川女子大学附属中学校 西宮市 

武庫川女子大学附属中学校 SSクラス 西宮市 

兵庫県立大学附属中学校 赤穂郡上郡町 

宝塚市立中学特別支援学級第９分散会合

同研修会 

宝塚市 

豊岡市立豊岡北中学校 豊岡市 

柳学園中学校 洲本市 

  

＜高等学校＞   １３  

県立加古川東高等学校 加古川市 

県立御影高等学校天文地学部 神戸市 

県立神戸商業高等学校 神戸市垂水区 

県立神出学園 神戸市 

県立西宮今津高等学校 西宮市 

神戸市立六甲アイランド高等学校 自然科学部 神戸市 

兵庫県立こやの里特別支援学校分教室 川辺郡猪名川町 

兵庫県立相生高等学校 相生市 

兵庫県立大学附属高等学校 赤穂郡上郡町 

兵庫県立長田高等学校 神戸市 

兵庫県立尼崎北高等学校 尼崎市 

兵庫県立舞子高等学校 神戸市 

兵庫県立宝塚北高等学校 宝塚市 

  

＜大学＞   ５  

県立淡路景観園芸学校 淡路市 

甲南大学 神戸市 

大阪青山大学短期大学部社会人学芸員コー

ス 

川西市 

兵庫教育大学 加東市 

湊川短期大学 三田市 

  

＜特別支援学校＞   ２  

神戸市立友生支援学校 神戸市 

宝塚市立養護学校 宝塚市 

  

県内合計   １９７  

 

 

 

■■ 県外  ■■  

＜保育園・幼稚園＞ ３  

さつきやま森の学び舎ようちえん 大阪府池田市 
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すずらん幼稚園 大阪府門真市 

福知山市立昭和幼稚園 京都府 

  

＜小学校＞  ２１  

茨木市立春日小学校 大阪府茨木市 

京都府与謝野町立市場小学校 京都府 

高槻市立阿武山小学校 大阪府高槻市 

高槻市立阿武野小学校 大阪府高槻市 

高槻市立桜台小学校 大阪府高槻市 

高槻市立清水小学校 大阪府高槻市 

高槻市立南大冠小学校 大阪府高槻市 

高槻市立北清水小学校 大阪府高槻市 

吹田市立千里第二小学校 大阪府吹田市 

吹田市立東佐井寺小学校 大阪府吹田市 

大阪教育大学附属池田小学校 大阪府池田市 

大阪府茨木市立彩都西小学校 大阪府茨木市 

大阪府高槻市立南平台小学校 大阪府高槻市 

大阪府吹田市立津雲台小学校 大阪府吹田市 

大阪府池田市立石橋小学校 大阪府池田市 

大阪府豊能町立東ときわ台小学校 大阪府豊能郡 

大阪府箕面市立西南小学校 大阪府箕面市 

池田市立細郷小学校 大阪府池田市 

池田市立緑丘小学校 大阪府池田市 

追手門学院小学校 大阪府大阪市 

与謝野町立岩滝小学校 京都府 

  

＜中学校＞  ５  

開明中学校 大阪府大阪市 

金蘭会中学校 大阪府大阪市 

高槻中学校 大阪府高槻市 

摂津市立第二中学校フィールドサイエンス部 大阪府摂津市 

同志社香里中学校 大阪府寝屋川市 

  

＜高等学校＞   ９  

愛媛県立松山南高等学校 愛媛県 

京都府立桃山高等学校 京都府京都市 

京都府立峰山高等学校 京都府 

金光学園高等学校 岡山県 

香川県立観音寺第一高等学校 香川県 

高知県立高知小津高等学校 高知県 

大阪女学院高等学校 大阪府大阪市 

大阪府立泉北高等学校 大阪府堺市 

奈良県立青翔高等学校・中学校 奈良県 

  

＜大学＞   ５  

花園大学 文化遺産学科 京都府 

京都大学アフリカ地域研究資料センター 京都府京都市 

広島大学理学部地球惑星システム学科 広島県 

大阪大学 大阪府豊中市 

大阪府立大学生命環境科学域 大阪府堺市 

  

＜特別支援学校＞   １  

大阪府立中津支援学校 大阪府大阪市 

  

県外合計    ４４  
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連携事業等

No. 事業名 実施場所 所在地 開催期間 ビジター数
1 アート昆虫展 養父市　おおやアート村 BIG

LABO
養父市 2015/3/12-9/1 2,290

2 六甲山自然保護センター周辺の昆虫 展 兵庫県立 六甲山自然保護セ
ンター

神戸市 2015/4/1-8/23 7,766

3 ありまふじフェスティバル 兵庫県立有馬富士公園 三田市 2015/4/25 1,650

4 稲美ふれあいまつり 稲美中央公園 稲美町 2015/5/3 1,800

5 ひとはくキャラバン in 丹波 コモーレ丹波 丹波市 2015/5/5 108

6 むしまつり おおやアート村 BIG LABO 養父市 2015/5/31 159

7 ヒメボタルサミット 薬草薬樹公園，和田中学校 丹波市 2015/6/20 250

8 わくわく昆虫フェスタ 淡路島国営明石海峡公園 淡路市 2015/7/11-8/31 31,162

9 ひとはくキャラバン in 上坂部西公園 尼崎市上坂部西公園 尼崎市 2015/7/19 1,201

10 ひとはくキャラバン in 上坂部西公園 尼崎市上坂部西公園 尼崎市 2015/7/19-7/31 2,869

11 特別展示 瑞宝園 神戸市 2015/7/20-8/31 2,038

12 ひとはくキャラバン in 道の駅　みき 道の駅　みき 三木市 2015/7/26-8/31 45,689

13 さんだサイエンスフェスティバル 三田市まちづくり協働セン
ター

三田市 2015/8/1 158

14 ひとはくキャラバン in淡路文化資料館 淡路文化資料館 洲本市 2015/8/1 62

15 ひとはくキャラバン in 淡路ハイウェイオア
シス

淡路ハイウェイオアシス 淡路市 2015/8/4-8/27 114,540

16 ひとはくキャラバン in元浜緑地 尼崎市元浜緑地 尼崎市 2015/8/5-8/9 408

17 東お多福山巡回写真展 神戸市立森林植物園 神戸市 2015/8/6-8/31 2,200

18 ひとはくキャラバン in元浜緑地 尼崎市元浜緑地 尼崎市 2015/8/8 361

19 身近な海の生き物展 相生市立図書館 相生市 2015/8/11-8/16 1,101

20 ひとはくキャラバン in 淡路ハイウェイオア
シス

淡路ハイウェイオアシス 淡路市 2015/8/15 135

21 ひとはくキャラバン in 吹田市立博物館 吹田市立博物館 吹田市 2015/8/19 350

22 ひとはくキャラバン in 香川大学博物館 香川大学博物館 香川県高松
市

2015/8/21-8/22 244

23 ひとはくキャラバン in さんふらわあ フェリーさんふらわあ 神戸市 2015/8/23 628

24 宝塚サマーフェスタ 宝塚市　末広中央公園 宝塚市 2015/8/24 1,300

25 ひとはくキャラバン in 九州国立博物館 九州国立博物館 福岡県太宰
府

2015/8/29-8/30 1,400

26 東お多福山巡回写真展 兵庫県立美術館 神戸市 2015/9/16-9/29 2,300

27 東北キャラバン 岩手県立いわて子どもの森 岩手県二戸
郡

2015/9/27 300

28 東お多福山巡回写真展 伊丹市立生涯学習センター 伊丹市 2015/10/1-10/9 1,600

29 ひとはくキャラバン in 並木道中央公園 兵庫県立丹波並木道中央公
園

篠山市 2015/10/4 6,013

30 ひょうごミュージアムフェア 神戸ハーバーランド 神戸市 2015/10/4 1,700

31 働く車大集合 加東市　東条湖おもちゃ王国 加東市 2015/10/17 1,850

32 東お多福山巡回写真展 芦屋市立市民センター 芦屋市 2015/10/23-11/1 2,000

33 ひとはくキャラバン in 西武庫公園 尼崎市立西武庫公園 尼崎市 2015/10/24 605

34 ひとはくキャラバン in 八鹿 養父市八鹿公民館 養父市 2015/10/31 100

35 東お多福山巡回写真展 神戸市シルバーカレッジ 神戸市 2015/11/5-11/19 3,080

36 うずしおフェス 国立淡路青少年交流の家 南あわじ市 2015/11/7 1,836

37 たんばっ子フェスティバル 篠山市四季の森 篠山市 2015/11/7 568

38 羅漢の里もみじまつり 相生市立羅漢の里 相生市 2015/11/8 300

39 ふれあいの祭典エコフェスタ 淡路おのころランド 淡路市 2015/11/14-
11/15

380

40 あわじおフェスティバル 淡路島国営明石海峡公園 淡路市 2015/12/19-
2016/1/11

6,922

41 東お多福山巡回写真展 神戸市東灘区民センター 神戸市 2015/12/26-
2016/1/15

1,875

１．主催アウトリーチ事業
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42 東お多福山巡回写真展 神戸市立灘区民ホール 神戸市 2016/1/29-
2016/2/8

330

43 第8回サイエンスフェアin兵庫 神戸国際展示場 神戸市 2016/1/31 1,442

44 まなびのテーマパーク 明石市立産業交流センター 明石市 2016/2/21 705

45 サイエンス・フェスティバル 橿原市こども科学館 橿原市 2016/3/21 700

46 ひとはくキャラバンin 福良 道の駅福良 南あわじ市 2016/3/29 1,000

255,475

No. 事業名 実施場所 所在地 開催期間 ビジター数
1 自然ってすごい!わくわくネイチャーテクノ

ロジ展
神戸青少年科学館 神戸市 2015/3/28-4/5 11,156

2 ひとはくKidsキャラバン　in 姫路 姫路市ひがし交流センター 姫路市 2015/6/30 83
3 ひとはくKidsキャラバン　in 赤穂 赤穂市立海洋科学館 赤穂市 2015/7/26 508
4 ひとはくKidsキャラバンinたなぐらまち 福島県　棚倉町立棚倉幼稚

園
福島県棚倉
町

2015/9/29-9/29 924

5 ひとはくKidsキャラバンin神戸 神戸市立長尾幼稚園 神戸市 2015/11/4 82
6 ひとはくKidsキャラバンin西宮 ニコニコ桜保育園ニコニコ会

（西宮市）
西宮市 2015/11/28 97

7 ひとはくKidsキャラバンin 仙台 仙台市八木山動物公園 仙台市 2015/12/19 294
8 ひとはくKidsキャラバンin宝塚 宝塚市　安倉児童館 宝塚市 2016/3/12 26
9 ひとはくKidsキャラバンin宝塚 フレミラ宝塚（宝塚市立大型

児童センター）
宝塚市 2016/3/30 35

13,205

No. 事業名 実施場所 所在地 開催期間 ビジター数
1 ひとはくキャラバンin山手台小 宝塚市立山手台小学校 宝塚市 2015/9/7-10/12 11,800

2 小さな学校キャラバン 姫路市立坊勢小学校 姫路市 2015/10/21-
10/22

200

3 小さな学校キャラバン 豊岡市立但東中学校 豊岡市 2015/10/23 250

4 小さな学校キャラバン 養父市立建屋小学校 養父市 2015/11/5 60

5 小さな学校キャラバン 小野市立河合小学校 小野市 2015/11/10 434

6 学校キャラバン in 榎本小学校 大阪市立榎本小学校 大阪市 2015/11/26 600

7 小さな学校キャラバン 淡路市立富島小学校 淡路市 2015/12/2-12/2 83

13,427

３．学校キャラバン

２．キッズキャラバン
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【共催・協力・後援事業等】

実施主体 事業名 内容 実施場所 実施日・期間
参加
者数

連携形態

1 希少植物研究会 タネから育てる希少山野草 希少植物の育て方を伝授 博物館 4/3 25 共催

2 アピス同好会・大谷剛  愛蜂家基礎講座・上級(全4
回)

ミツバチに関する学習と体験 博物館 4/18,5/16,6/20
,7/18

16 共催

3 大津まちづくり協議会 市蝶「ジャコウアゲハ（お菊
虫）」展

ジャコウアゲハに関連する昆
虫類や歴史民俗資料の展示

大津みやび野
ホーム　多目的

4/26〜5/9 1050 共催

4 NPO法人北播磨市民活動支
援センター

NPO法人北播磨市民活動支
援センター　自然観察サポー
ターチーム活動への支援事

自然観察や解説の指導 小野市内など 4月〜3月 74 共催

5 姫路市立手柄山植物園 タンポポではりまの自然度を
調べよう

タンポポに関するセミナー 手柄山温室植物
園レストハウス

5/3〜5/4
—

共催

6 NPO法人こどもとむしの会 第一線のプロがこどもたちに
語る　ムシのお話　５つ星レス

昆虫に関する講演会とワーク
ショップ

神戸大学滝川記
念学術交流会館

5/6 150 共催

7 石ころクラブ 石ころクラブ勉強会 地質や石に関する勉強会 博物館 5/6,6/14,7/20,
10/12,11/23,12
/23,1/16,2/7

99 共催

8 アピス同好会・大谷剛 家族で蜂蜜しぼり5月 家族でミツバチを理解する 博物館 5/16 21 共催

9 猪名川流域ひめぼたるネット
ワーク

いながわ　ひめぼたる　うぃー
く2015

ヒメボタルの観察 猪名川河川敷
（伊丹市下河原）

5/22,23,29,30 317 共催

10 希少植物研究会 山野草　花の形・タネの形・成
長の形（春編）

山野草の花の形・タネの形・
成長の形を紹介

博物館 5/29 11 共催

11 鳴く虫研究会「きんひばり」 初心者のための鳴く虫観察会 鳴く虫の聞き分けの指導者養
成

博物館 6/13 4 共催

12 希少植物研究会 挿し木で増やす希少植物 希少な山野草を挿し木で増
やす

博物館 6/19 18 共催

13 姫ボタル祭り実行委員会 姫ボタルまつり10周年記念
第15回ヒメボタルサミット『ヒメ
ボタルサミット in 愛しの丹波』

ヒメボタルの普及啓発 丹波市立和田中
学校・薬草薬樹
公園

6/20 50 共催

14 兵庫県神戸県民センター 東お多福山草原生物多様性
ガイド養成講座

環境学習や草原か管理の実
習

神戸市教育会
館、東お多福山
草原、県民会館

6/20,8/29,10/3
,10/12,11/28

152 共催

15 アピス同好会・大谷剛 家族で蜂蜜しぼり6月 家族でミツバチを理解する 博物館 6/20 20 共催

16 run♪ run♪ plaza・八木 剛・
田中 慎悟(加古川市立少年
自然の家）

ひとはく博士と行くハチ北高
原昆虫サマースクール(全5
回）

鉢北で昆虫採集と勉強会 博物館、ハチ北
高原

7/4，7/18～
7/20,7/23,8/10
,8/23

105 共催

17 ひとはく連携活動グループ
run♪run♪plaza

Kidsミュージアム・インターン
シップ

ひとはく研究員の仕事を体験 博物館 7/5〜11/1 12 共催

18 豊岡市立歴史博物館ー但馬
国府・国分寺館ー

豊岡市立歴史博物館　第23
回ミニ企画展「世界のカブトム

カブトムシの関する展示 豊岡市立歴史博
物館

7/18〜9/1 2511 共催

19 地方職員共済組合兵庫県支
部

夏休み特別企画　昆虫標本
展

昆虫標本の展示 瑞宝園１階ロ
ビー

7/20〜8/31
—

共催

20 大船渡市立博物館 平成27年度大船渡市立博物
館教育普及事業「おおふなと
しぜん　かわらばん2015」

自然や生き物に関する作品
展示

大船渡市立博物
館

作品募集7/22
〜8/24,作品展
示10/3〜11/1

743 共催

21 道の駅みき（みきやま株式会
社）

ひとはくキャラバン2015　　昆
虫標本の展示

昆虫標本の展示 道の駅みき 7/26〜8/30
—

共催

22 国際花と緑の博覧会 コスモスセミナー自然観察教
室

小学生向けの自然観察セミ
ナー

兵庫県立奥猪名
健康の郷

8月上旬（2泊3
日）

28 共催

23 淡路市教育委員会 野島断層親子体験学習講座 断層に関する体験学習 震災記念公園セ
ミナーハウス

8/15 83 共催

24 神戸アートビレッジセンター 場のヒントのマチマナビvol.3
〜ひとはく昆虫博士と行く！
大しんかいち昆虫捜査網〜

昆虫採集と学習 神戸アートビレッ
ジセンター及び
近隣の公園等
（湊川公園・湊川

8/21 48 共催

25 NPO法人 人と自然の会 牛乳パックでイスづくり 牛乳パックを再利用したイス
づくり

博物館 8/29 18 共催

26 鳴く虫研究会「きんひばり」 小さい子どものための秋の鳴
く虫観察会

鳴く虫の聞き分けの指導者養
成

博物館 9/5 19 共催

27 宝塚市山手台小学校 ひとはくキャラバンin山手台小 地学標本の展示 宝塚市山手台小
学校

９/7〜10/12 11800 共催

28 公益財団法人兵庫県園芸・
公園協会 尼崎の森中央緑地
管理事務所

尼崎中央緑地300人の昆虫
大捜査線

昆虫採集と学習 尼崎の森中央緑
地

9/13 293 共催

29 アピス同好会・大谷剛 愛蜂家基礎講座・初級（全4
回）

ミツバチに関する学習と体験 博物館 9/19,10/17,11/
21,12/19

56 共催

30 丹波県民局県民交流室環境
課

150人の昆虫大捜査線 昆虫採集と学習 兵庫県立丹波並
木道中央公園

9/22 238 共催

31 公益財団法人国際花と緑の
博覧会記念協会

鶴見緑地昆虫クエスト大作戦 昆虫採集と学習 花博記念公園
鶴見緑地公園内

9/26 120 共催

32 鳴く虫研究会「きんひばり」 大人のための秋の鳴く虫 鳴く虫の聞き分けの指導者養
成

博物館 9/26 3 共催

33 応用生態工学学会 大阪 第1回ミュージアム連携ワーク
ショップin大阪

博物館連携に関するワーク
ショップ

大阪市立自然史
博物館

10/4 49 共催

34 キッズポート保育園 昆虫標本・植物標本等の展
示

昆虫標本・植物標本の展示 キッズポート保育
園

10/29〜11/12 174 共催

35 希少植物研究会 山野草　花の形・タネの形・成
長の形（夏秋編）

山野草の花の形・タネの形・
成長の形を紹介

博物館 10/30 11 共催

36 北摂中央幼稚園 昆虫標本展示 昆虫標本の展示 湊川短期大学附
属北摂中央幼稚
園

11/4〜11/6 573 共催

37 三田市立図書館 ひょうご子どもの読書活動推
進フォーラム「本モノ体験！」
地区テーマ 防災

読書推進セミナー 三田市立図書館 11/8,11/22〜
12/19

28860 共催

38 兵庫県立御影高等学校 六甲山のキノコ展2016 キノコに関する展示 兵庫県立人と自
然の博物館

2/11〜5/7
—

共催

39 NPO法人 人と自然の会 コンニャク玉づくり こんにゃくを手作り 兵庫県立人と自
然の博物館

2/13 17 共催
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実施主体 事業名 内容 実施場所 実施日・期間
参加
者数

連携形態

40 六甲山を活用する会 平成27年度「六甲山魅力再
発見市民セミナー」

六甲山に関する講座 六甲山自然保護
センター

4/18,6/20,8/15
,10/17

90 協力

41 丹波市 丹波竜化石工房　化石クリー
ニング&発掘体験セミナー

恐竜化石の学習 丹波竜化石工房 4/19,5/17,6/14
,7/4,9/27,10/1
1,2/21

187 協力

42 兵庫県立図書館 えほんdeピクニック 読書推進セミナー 兵庫県立図書館 4/25〜4/26 264 協力

43 六甲山を活用する会 平成27年度六甲山環境整備
協議会運営、および「二つ池
環境学習林」の景観整備・環
境調査等の指導者派遣（平
成27年4月〜平成28年度3月
31日の不定期）

六甲山の環境整備に関する
指導

六甲山 4月〜3月 42 協力

44 豊岡市 ENEOSわくわく生き物学校 生き物観察会 兵庫県立コウノト
リの郷公園・田結
湿地

6/20〜6/21 35 協力

45 芦屋市都市建設部公園緑地
課

沖ノ池緑地　学習会 生態系調査と学習会 芦屋市岩園町地
内　沖ノ池緑地

6/22,23 100 協力

46 兵庫県園芸・公園協会共同
体明石海峡公園管理セン

わくわく昆虫フェスタ 昆虫の展示や動植物の観察
会

国営明石海峡公
園

7/11〜8/31
—

協力

47 丹波市 丹波竜化石工房ちーたんの
館夏期特別展「アジアの覇
者・タルボサウルスと獣脚類

恐竜化石の展示 丹波竜化石工房
ちーたんの館

7/11〜8/31 16351 協力

48 兵庫県立図書館 特別展示①「宇宙大作戦！
展」②「アートショカン!!展」

ひょうごをテーマにした展示と
セミナー

兵庫県立図書館 7/17〜10/14
10/16〜1/20

45868 協力

49 兵庫県立淡路夢舞台温室
奇跡の星の植物館

南の島の夏物語ー「地球の不
思議にであったキャプテン
クックの航海記」

昆虫標本や貝の展示 淡路夢舞台温室
奇跡の星の植物
館

7/18〜9/27 33982 協力

50 公益社団法人 Knots りぶ・らぶ・あにまるず　ICAC
KOBE 2015 〜阪神・淡路大
震災の経験を、人と動物の幸
せな未来へ〜　第４回神戸
全ての生き物のケアを考える
国際会議2015ー阪神・淡路
大震災20年記念大会　One

動物の生息環境保全に関す
る国際会議

神戸大学統合研
究拠点／神戸
ポートピアホテル

7/19〜7/20 583 協力

51 自然体験活動支援「シニア種
まき隊」

こうべ環境未来館エコ講座
ちえがいっぱい「種のふしぎ」

植物に関するセミナー こうべ環境未来
館

7/24 42 協力

52 六甲山を活用する会 2015年度「六甲山子どもパー
クレンジャー」の学習綱領・運
営方針づくり（不定期）2015年
夏の「六甲山子どもパークレ
ンジャーを目指そう！」（H27
年8月2日、2016年冬の「六甲
山子どもパークレンジャーを
目指そう！」（H28年2月2日

環境学習の指導 六甲山 8/2,2/2 155 協力

53 琴引浜鳴き砂文化館 「日本のトンボ、世界の珍虫、
奇虫展」（仮称）

トンボを中心とした昆虫展の
開催

琴引浜鳴き砂文
化館　研修室

8/12〜9/10 2670 協力

54 弥生が丘自治会 弥生ふるさとまつり 地域に関する学習 弥生小学校グラ
ウンド（雨天時体
育館）

8/29 150 協力

55 三田市立有馬富士自然学習
センター

企画展「もぐらのふしぎ」 モグラに関する展示 三田市立有馬富
士自然学習セン
ター

10/17〜１/17 24333 協力

56 三田市立有馬富士自然学習
センター

ミニ企画展「カラスのみわけ
方」

カラスに関する展示 三田市立有馬富
士自然学習セン
ター

10/24〜１/11 17644 協力

57 こどもひかりプロジェクト Kidsサンデースペシャル2015
in ひとはく

子ども向けのイベント実施 博物館 11/1
—

協力

58 生活クラブ　生協都市生活 生協祭の中の食育ブースで
魚クイズ

魚に関するイ学習ベント 明石市立産業交
流センター

11/8 500 協力

59 兵庫県立図書館 ひょうご子ども読書活動推進
フォーラム事業

読書推進セミナー 三田市立図書
館、神戸市勤労

11/8,12/20 326 協力

60 兵庫県阪神北県民局 北摂SATOYAMA国際ワーク
ショップ

里山に関するワークショップ 兵庫県立宝塚西
谷の森公園

11/27〜11/28 201 協力

61 橿原市昆虫館 昆虫館ふれあいデー 昆虫のふれあい体験 橿原市昆虫館 11/29 150 協力

62 北摂里山博物館運営協議会 第6回こども北摂里山探検隊
「人と自然の博物館と里庭」を
探検しよう！

里山に関する学習 兵庫県立人と自
然の博物館

12/23 19 協力

63 兵庫県立図書館 えほんdeピクニック 読書推進セミナー 兵庫県立図書館 1/6,3/20 281 協力

64 淡路市教育委員会 野島断層普及講演会2016 断層に関するセミナー 北淡震災記念公
園セミナーハウス

1/11 50 協力

65 ボランティア団体　ユー・アイ・
アソシエーション

兵庫県南部地震犠牲者追悼
のつどい　第21回あなたの思
いを灯してください

阪神淡路大震災の追悼 伊丹市昆陽池公
園

1/16〜1/17
—

協力

66 北摂里山博物館運営協議会 平成27年度北摂里山魅力づ
くり応援事業　事例発表報告

里山に関する交流会 博物館 1/20 61 協力

67 淡路夢舞台ミュージアムパー
ク共同事業体

淡路夢舞台ラン展2016 昆虫標本の展示 兵庫県立淡路夢
舞台温室「奇跡
の星の植物館」

1/23〜3/6 23463 協力

68 神戸市立長尾小学校PTA 長尾小学校PTA事業 ふれあ
い事業 知っておきたいこと！

化石の学習 神戸市立長尾小
学校

1/27 1189 協力

69 兵庫県立図書館 平成27年度 第2回 読書講演
会

読書推進セミナー 兵庫県立図書館 3/5 41 協力

70 丹波市 丹波竜化石工房ちーたんの
館内「卵・卵殻化石展示会」

恐竜に関する展示 丹波竜化石工房
ちーたんの館

3/5〜3/31 2835 協力

71 長島観光開発株式会社 世界初！ティラノサウルス大
解剖 恐竜大発見展

恐竜化石の体験学習 ナガシマスパー
ランド

3/19〜5/8
—

協力
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実施主体 事業名 内容 実施場所 実施日・期間
参加
者数

連携形態

72 一般社団法人りょうぜん振興
公社　霊山こどもの村

霊山子どもの村　遊びと学び
のミュージアム　2016企画展
「おはよー！種！」

種に関する展示やワーク
ショップ

霊山子どもの村
遊びと学びの
ミュージアム

3/20〜12/15
—

協力

73 丹波市 丹波竜化石工房ちーたんの
館内「卵・卵殻化石説明会」

恐竜に関するセミナー 丹波竜化石工房
ちーたんの館

3/27 25 協力

74 宝塚市自然保護協会 水辺の生き物探検隊 水生生物の調査と学習 逆瀬川 7/26 — 後援
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フロアサービス実績一覧 
 
デジタル紙芝居（290 回 のべ 11,460 人） 

丹波の恐竜タンタンものがたり(2,059)   
丹波の恐竜たんたんのひとはくナイトミュージアム(719) 
アンモナイト物語(1,146)  スミスネズミと 100 年の森(976) 
ぶくぶくあわわ～森から川へのくりもの(367)   ころころだんちゃん(630) 
コウちゃんの 60 日間(234)  オランとウーたんのジャングル探検記(1896) 
ぽこぽこぽこ～森をつなぐ～(624)  タヨウ星人スナ・メリメリの冒険(321) 
くるりん･ひらりん空のたび(442)  たんぽぽレストラン(407) 
その他(1,639)    

                                         

 

展示室ツアー（245 回 のべ 3,778 人） 

ボルネオジャングル探検ツアー(1,440)   ひょうごの自然じまんツアー(970) 
海の仲間たちツアー(467)   ひょうごのどうぶつ(505) 
ひとはく不思議発見ツアー(44)  その他(352) 

                                         

 

フロアスタッフとあそぼう（95 回 のべ 3,021 人） 
 画はくの日(310)  川でさかなつり(217)   スイーツの街をつくろう？(87) 
 たんぽぽモビール(71)    おひなさまづくり(29)    その他(2307) 
                                         

 

ワークショップ（68 回  のべ 3,924 人） 

  アンモナイト石けんをつくろう(233)  とっても簡単！化石のレプリカづくり(2,538) 
 恐竜・動物うちわをつくろう(95)  恐竜をつくろう(152)   ひとはく多面体(45) 
  コウノトリのモビールをつくろう！(79)  プラ板づくり(67)   
ミニチュアジャングルをつくろう！(113)  移動博物館車「ゆめはく」をつくろう！(51) 

    アンモナイトのレプリカに色をつけよう！(457)  ちょうちょ・ペーパークラフト(94) 
                                           

 

ひとはく探検隊（１１回 のべ 281 人） 

 ダンゴムシの観察(24)   
  その他(257) 
                                         

特注（66 回 のべ 2,724 人） 

2015/4/1～2016/3/31  775 回 のべ 25,188 人 
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外部資金導入状況

◆科研費等助成金

助成課題名 助成者 種別
代表者名（所
属）

分担者名（館
員のみ）

助成金額
（万円）

1 市民の強剪定要望を克服する街路
樹の維持管理システムと協働型の
景観育成計画の構築

日本学術振興会 挑戦的萌芽 赤澤宏樹 上田萌子・大
平和弘

70

2 アダプティブ・マネジメントによるコウ
ノトリ野生復帰の研究と実行

日本学術振興会 基盤研究
（B）

江崎保男（兵
庫県立大・教
授

三橋弘宗 0

3 ジオパークにおける展示・学習施設
の活性化を促す学習プログラム構築
と博物館の役割

日本学術振興会 基盤研究
（B）

先山徹（兵庫
県立大学・准
教授）

藤本真里・赤
澤宏樹・高野
温子

10

4 ジオパークにおける展示・学習施設
の活性化を促す学習プログラム構築
と博物館の役割．

日本学術振興会 基盤研究
（B）

先山徹 高野温子 25

5 シクリッドにおけるオス集団内色彩
二型の進化に関する研究

日本学術振興会 基盤研究
（B）

高橋鉄美（兵
庫県大・教
授）

280

6 鉱質土壌湿原の成立条件と生物群
集の解明

日本学術振興会 基盤研究
（B）

大塚泰介（滋
賀県立琵琶
湖博物館・学
芸員）

三橋弘宗 55

7 脊椎動物の社会進化モデルとして
のカワスズメ科魚類の社会構造と行
動基盤の解明

日本学術振興会 基盤研究
（B）

幸田正典（大
阪市立大・教
授）

高橋鉄美 0

8 東南アジアにおける吸血節足動物
媒介性ウイルスの網羅的探索とリス
クマップ作製

日本学術振興会 基盤研究
（B）

沢辺京子（国
立感染症研
究所・昆虫医
科学部長）

山内健生 18

9 里地・里山の生物多様性・生態系
サービス指標および評価手法の開
発

日本学術振興会 基盤研究
（B）

鷲谷いづみ
（中央大学・
教授）

大谷雅人 60

10 DAISYを応用したコミュニケーション
障がい者にもわかりやすい展示解
説技術の開発

日本学術振興会 基盤研究(C） 三谷雅純 21

11 ゴルフ場の半自然草原を活用した
生物多様性の保全

日本学術振興会 基盤研究(C） 松村俊和（甲
南女子大学・
准教授）

橋本佳延 10

12 化石から探る現生種貝類の起源 日本学術振興会 基盤研究(C） 近藤康生（高
知大・教授）

菊池直樹 26

13 送粉者を共有する単系統群の進化
プロセスの解明

日本学術振興会 基盤研究(C） 高野温子 110

14 伝統的な祭司空間にみる地域の自
然生態的インフラの継承システムに
関する研究

日本学術振興会 基盤研究
（C）

上甫木昭春
(大阪府立大
学・教授）

上田萌子 25

15 被災した子ども達が大人になるまで
―博物館こそができる長期継続型
支援システムの構築

日本学術振興会 基盤研究(C） 八木剛（人と
自然の博物
館・主任研究
員）

古谷裕・小舘
誓治・布施静
香・赤澤宏樹

84

17 分子生物学的手法によるオキナワキ
ノボリトカゲ外来個体群の原産地の
特定

日本学術振興会 基盤研究(C） 本多正尚（筑
波大学・教
授）

太田英利 10

18 琉球列島の後期更新世－近代にお
ける陸生脊椎動物の個体群消滅お
よび絶滅に関する研究

日本学術振興会 基盤研究(C） 髙橋亮雄（岡
山理科大・准
教授）

太田英利 25

19 過去の植生の姿を後世に伝える植
生調査資料データベースの構築と
最適な公開手法の開発

日本学術振興会 若手研究
（Ｂ）

橋本佳延 160

20 下部白亜系篠山層群産カエル類・ト
カゲ類化石の分類学的研究

日本学術振興会 若手研究
（Ｂ）

池田忠広 170

21 海浜植生の生物多様性保全に向け
た絶滅危惧植物数種における発
芽・定着機構の解明

日本学術振興会 若手研究
（Ｂ）

黒田有寿茂 117
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22 形態と遺伝子に基づく魚類寄生虫
ウオノエ科の分類と幼生期形態の解
明

日本学術振興会 若手研究
（Ｂ）

山内健生 39

23 ラミダス化石等人類進化研究を中心
としたマクロ形態研究の推進と基盤
充実

日本学術振興会 特別推進研
究

諏訪　元（東
京大学総合
研究博物館・
教授）

加藤茂弘 540

24 公共放送で使われる人工合成音声
が聞き取りにくいコミュニケーション
障がい者の実態把握

JR西日本あんしん
社会財団

三谷雅純 172

25 新興・再興感染症を媒介する節足
動物の対策に関する研究

日本医療研究開
発機構研究費

沢辺京子（国
立感染症研
究所・昆虫医
科学部長）

山内健生 100

26 瀬戸内海vs日本海: 兵庫の海の魅
力発見・発信プロジェクト

公益財団法人 日
本海事科学振興
財団
平成２７年度「海
の学び ミュージア
ムサポート」

和田年史（兵
庫県立人と自
然の博物館・
主任研究員）

300

27 琵琶湖北岸，八田部盆地の地下堆
積物の層序と編年に基づく岩熊(や
のくま)断層の活動性評価

東京地学協会研
究助成金

岡田篤正（京
都大名誉教
授）

加藤茂弘 50

28 浦富海岸の岩礁とサーフゾーンの
生物相・生態系構造解析

鳥取県環境学術
研究等振興事業
（環境部門）助成

吉永郁生（鳥
取環境大学・
教授）

和田年史（兵
庫県立大学・
准教授）

210

29 タンガニイカ湖における保全施策の
視察

兵庫県立大学海
外渡航費（海外研
究（自然研））

高橋鉄美 33.7

30 生物のからだの仕組みを自習できる
複合メディア型ボックスの開発

全国科学博物館
振興財団

三橋弘宗 42

31 生物多様性認証製品の流通促進に
関する研究

兵庫県シンクタン
ク等協議会

橋本佳延 大平和弘 30

合計 2,793

◆受託研究等

委託元 金額（円）
1 大阪ガス株

式会社
CSR・環境部

1,342,440

2 一般財団法
人日本気象
協会

130,000

3 一般財団法
人棚倉町活
性化協会

979,344

4 三田市 600,000

5 阪神南県民
センター

1,107,000

6 株式会社
Mizkan
Partners

750,000

7 淡路市教育
委員会

300,000

8 株式会社
ヘッズ

1,080,000

受託者件名
平成27年度大阪ガス株式会社姫路製造所等における
生物多様性対応関連業務

平成27年度淡路島太陽光発電事業地内の緑地用地域
生種苗栽培業務（その１）

平成27年度　棚倉町里山調査業務

ブイブイの森（南公園）里山保全・育成プロジェクト里山
担い手養成業務

平成27年度　尼崎の森中央緑地　地域性苗木等栽培
業務

橋本佳延・石田弘明・黒田有
寿茂

石田弘明・橋本佳延・黒田有
寿茂・藤井俊夫

石田弘明・八木剛・黒田有寿
茂

淡路南部海岸域における自然と生活文化に関する基
礎的研究

橋本佳延

藤本真里

加藤茂弘・古谷　裕・菊池直
樹

大平和弘・上田萌子・和田年
史・菊池直樹

石田弘明・黒田有寿茂

ミツカンよかわビオトープの自然環境資源を発掘・活用
する手法に関する研究

野島断層の保存・活用に関する研究
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9 一般財団法
人日本気象
協会

590,000

10 兵庫県阪神
北県民局

1,000,000

11 兵庫県立淡
路景観園芸
学校

250,000

12 神戸市環境
局

2,800,000

13 株式会社里
と水辺研究
所

250,000

　 11,178,784

平成27年度ミツマタおよびシダ植物の栽培試験業務

黒田有寿茂

三橋弘宗

橋本佳延

平成27年度長尾山埋立処分地浸出水自然浄化システ
ムに係る基礎実験業務

合計

藤本真里パークマネジメントの新展開に関する研究　その２

慶野松原維持のための林床植生適正化に関わるウンラ
ン等栽培・管理研究業務

平成27年度　淡路島太陽光発電事業地内の緑地用地
域性苗栽培業務（その２）

石田弘明
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■開館時間 
10時～17時（入館は16時30分まで） 
 
■休館日 
月曜日（祝日・休日の場合はその翌日） 
年末年始 平成27年12月28日（月）～平成28年1月2日（土） 
メンテナンス休館 平成28年1月6日（水）〜2月5日（金） 
＊夏休み及びゴールデンウィーク期間中は休まず開館します。 
 
■観覧料 （平成27年4月1日現在） 
一般 

区 分 個人 団体（20人以上） 

大人 210円 150円 
大学生 150円 100円 
高校生 100円 70円 
65歳以上 105円 75円 

        ＊中学生以下は県内・県外問わず無料 
障がい者割引 

区 分 個人 団体（20人以上） 

大人 105円 75円 
大学生 75円 50円 
高校生 50円 35円 
65歳以上 105円 75円 

     ＊障がい者1名につきその介護者1名は障がい者料金 
 

■ホロンピアホール 
 文化活動、学習等の催しに利用できます。（客席数500） 
 
使用料 （平成27年4月1日現在） 

時間帯 9時～12時 13時～17時 9時～17時 
(土日祝) 5,700円 7,200円 12,900円 
(平 日) 4,500円 5,800円 10,300円 

附属設備の料金については別に定めます。 
 
■交 通 
電車：神戸電鉄フラワータウン駅下車すぐ 
バス：神姫バスフラワータウンセンター下車すぐ 
車： 中国自動車道神戸三田インターより10分 
 
■駐車場 
バス 13台  無料（要予約） 
普通車は近隣の有料駐車場をご利用ください 
 

利用案内 
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